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【
解
　
　
題
】
江
戸
期
の
八
斎
戒
本
の
流
布
と
本
書
の
意
義

『
戒
法
随
身
記
』（
下
巻
）
は
、
八
斎
戒
章
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
八
斎
戒
と
は
、
い

わ
ゆ
る
在
家
の
優
婆
塞
、
優
婆
夷
が
近
住
（
律
儀
）
と
同
様
に
一
日
一
夜
な
ど
の
期
限

を
設
け
て
守
る
べ
き
、
不
殺
生
戒
、
不
盗
戒
、
不
婬
戒
、
不
妄
語
戒
、
不
飲
酒
戒
、
不

坐
高
広
大
床
戒
、
不
著
香
華
鬘
不
香
塗
身
及
び
不
歌
舞
倡
妓
不
往
観
聴
戒
、
不
非
時
食

戒
の
八
つ
の
戒
相
を
さ
す
。
本
書
下
巻
で
は
、
妙
幢
律
師
自
身
が
そ
の
序
文
に
、

「
夫
八
齋
戒
の
利
益
大
哉
。（
中
略
）
誠
Ｃ
人
滅
罪
の
神
術
。
下
根
相
應
の
ｕ
藥
な
り
。
佛

法
修
行
の
世
人
。
ま
づ
こ
れ
を
持
ず
ん
バ
。
あ
る
べ
か
ら
ず
。（
中
略
）
齋
戒
を
う
る
こ
と
。

一
日
一
夜
の
㓛
德
す
ぐ
れ
た
り
。（
中
略
）
今
我
佛
道
を
う
る
亊
ハ
。
本
此
八
齋
戒
よ
り
お

こ
れ
り
と
い
へ
り
。（
中
略
）
略
聖
教
の
要
文
を
集
め
。
こ
れ
を
和
字
と
な
し
て
。
漫
に
梓

に
鋟
。（
中
略
）
請
和
字
な
る
を
も
つ
て
。
Ｒ
忽
に
す
る
こ
と
な
か
れ
。
𣵀
槃
Ｉ
に
云
。
法

に
依
て
人
に
よ
ら
ざ
れ
。
義
に
依
て
．
語
に
よ
ら
ざ
れ
と
。
そ
れ
こ
れ
を
思
へ
よ
や
。
因

て
こ
れ
を
序
と
す
。」

と
記
し
て
い
る
よ
う
に
、
八
斎
戒
を
護
持
す
る
こ
と
の
意
義
や
そ
の
功
徳
、
さ
ら
に
八

斎
戒
に
関
わ
る
持
斎
の
心
得
、
斎
日
な
ど
の
諸
事
を
、
多
く
の
聖
教
か
ら
典
拠
引
用
し

て
要
文
を
挙
げ
て
、
こ
こ
に
詳
細
に
教
説
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
以
下
に
各
節
に
つ
い

て
、
そ
の
特
徴
を
述
べ
て
み
た
い
が
、
そ
の
前
に
若
干
、
当
時
の
八
斎
戒
に
関
す
る
書

籍
の
流
布
に
つ
い
て
述
べ
る
こ
と
に
す
る
。

妙
幢
律
師
が
、
本
書
序
文
に
「
近
ハ
興
正
菩
薩
の
八
齋
戒
作
法
の
類
。
幸
に
世
に
傳

れ
り
。
間
又
こ
れ
を
註
す
る
人
あ
り
。
こ
れ
を
講
ず
る
人
あ
り
。
こ
れ
を
授
る
人
。
又

す
く
な
か
ら
ず
。」
と
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
江
戸
前
期
の
こ
の
頃
は
、
我
が
国
で
最

〔
資
　
　
料
〕

妙
幢
淨
慧
撰
『
戒
法
隨
身
Ｇ
八
齋
戒
章

下
』『
懴
悔
通
用
』
翻
刻
と
解
題
（
三
）
了

藤
谷
厚
生
・
大
久
保
美
玲
・
関
口
靜
雄

も
八
斎
戒
が
一
般
に
普
及
し
た
時
期
で
あ
っ
た
と
言
え
る
の
で
あ
る
。
こ
の
時
期
に
開

版
上
梓
さ
れ
た
も
の
で
市
井
に
流
布
し
た
書
籍
に
は
、
主
に
次
の
も
の
が
挙
げ
ら
れ
る
。

［
江
戸
期
の
八
斎
戒
関
連
書
籍
一
覧
］

◦『
八
戒
齋
要
集
』
一
巻
：
以
空
撰
、
寛
文
六
年
（
一
六
六
六
）
刊

◦『
八
齋
戒
作
法
』
一
巻
：
叡
尊
作
・
薩
州
癡
通
誌
、
寛
文
十
一
年
（
一
六
七
一
）
刊

◦「
八
齋
戒
第
七
」（『
修
善
要
法
集
』
中
巻
）：
圓
忍
述
、
延
宝
二
年
（
一
六
七
四
）
刊

◦『
八
齋
戒
作
法
』
一
巻
：
延
宝
九
年
（
一
六
八
一
）
刊

◦『
八
齋
戒
作
法
』
一
巻
：
貞
享
三
年
（
一
六
八
六
）
刊

◦『
八
齋
戒
作
法
要
解
』
二
巻
：
一
雨
子
述
、
貞
享
三
年
（
一
六
八
六
）
刊

◦『
戒
法
随
身
記
八
齋
戒
章
下
』：
浄
慧
撰
、
貞
享
四
年
（
一
六
八
七
）
正
月
刊

◦『
八
齋
戒
儀
連
珠
記
』
一
巻
：
洞
空
述
、
貞
享
四
年
（
一
六
八
七
）
刊

◦『
八
齋
戒
勧
善
要
門
』
一
巻
：
瑞
光
編
、
貞
享
四
年
（
一
六
八
七
）
刊

◦『
八
齋
戒
作
法
得
道
鈔
』
二
巻
：
通
玄
述
、
正
徳
五
年
（
一
七
一
五
）
刊

ま
ず
、『
八
戒
齋
要
集
』
は
別
に
『
八
齋
戒
要
集
』
と
も
呼
ば
れ
る
も
の
で
、
こ
れ

は
木
食
上
人
以
空
が
道
俗
の
八
斎
戒
随
行
の
為
に
要
文
を
集
め
た
も
の
を
、
寛
文
六
年

四
月
に
京
都
・
中
村
七
兵
衛
が
開
版
し
た
も
の
で
あ
る
。
以
空
上
人
（
一
六
三
六
～
一

七
一
九
）
は
、
大
阪
摂
津
の
勝
尾
寺
の
真
言
律
僧
で
、
万
治
二
年
（
一
六
五
九
）
三
月
高

野
山
で
出
家
し
加
行
遂
行
の
後
、
翌
三
年
伝
法
灌
頂
を
受
け
て
真
別
処
に
於
い
て
自
誓

受
具
し
た
僧
で
あ
る
。
そ
の
後
、
勝
尾
寺
に
住
し
て
木
食
行
を
な
し
、
聖
天
供
修
行
僧

と
し
て
も
知
ら
れ
る
。
次
に
『
八
齋
戒
作
法
』
は
『
齋
別
受
八
戒
作
法
』
と
も
呼
ば
れ
、

興
正
菩
薩
叡
尊
作
の
「
八
斎
戒
作
法
」
を
薩
州
の
癡
通
（
生
没
年
不
詳
）
が
編
集
し
、

学
苑　

第
九
六
五
号　

一
〜
四
七　
（
二
〇
二
一
・
三
）
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寛
文
十
一
年
九
月
に
京
都
・
丁
字
屋
源
兵
衛
か
ら
出
版
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
叡
尊
作

の
『
八
斎
戒
作
法
』
一
巻
は
、
こ
の
ほ
か
、
延
宝
九
年
に
は
京
都
・
村
井
九
良
兵
衛
か

ら
上
梓
さ
れ
、
貞
享
三
年
に
も
刊
行
さ
れ
て
い
る
な
ど
、
こ
の
時
期
の
八
斎
戒
作
法
書

と
し
て
は
最
も
流
布
し
た
書
籍
と
言
え
る
も
の
で
あ
る
。
こ
う
い
っ
た
八
斎
戒
の
作
法

書
の
流
布
に
と
も
な
っ
て
、
八
斎
戒
に
つ
い
て
の
解
説
書
と
も
言
う
べ
き
も
の
が
、

続
々
と
出
版
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

「
八
齋
戒
第
七
（
凡
十
四
章
）」（『
修
善
要
法
集
』
中
巻
）
は
、
真
言
律
神
鳳
寺
一
派
の

首
座
（
第
一
世
）
と
な
っ
た
真
政
圓
忍
が
編
集
し
た
も
の
で
あ
り
、
大
鳥
山
神
鳳
寺
で

の
開
版
で
は
あ
る
が
、
延
宝
二
年
四
月
に
京
都
三
条
の
麩
屋
傳
左
衛
門
に
委
託
出
版
さ

れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
『
修
善
要
法
集
』
中
巻
は
、
所
謂
戒
律
随
行
の
書
と
な
っ
て

お
り
、
そ
こ
に
は
三
帰
（
四
章
）、
五
戒
（
六
章
）、
八
斎
戒
（
十
四
章
）、
十
善
戒
（
四

章
）
の
内
容
が
所
載
さ
れ
、
八
斎
戒
に
つ
い
て
の
内
容
（
戒
相
、
因
縁
、
授
戒
法
、
功
徳

な
ど
の
要
文
）
が
か
な
り
の
紙
数
を
割
い
て
詳
細
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
神
鳳
寺
一
派

の
末
寺
で
は
こ
の
書
の
授
戒
法
に
基
づ
き
、
実
際
に
律
僧
か
ら
在
家
者
に
授
戒
が
な
さ

れ
た
経
緯
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
書
も
当
時
は
律
僧
衆
に
相
当
に
普
及
し
て
い
た
と

考
え
ら
れ
る
。
真
政
律
師
は
、
黄
檗
宗
の
木
庵
禅
師
が
開
い
た
第
二
次
黄
檗
授
戒
会
に

尊
証
阿
闍
梨
と
し
て
招
請
さ
れ
た
唯
一
の
日
本
僧
で
あ
り
、
持
戒
堅
固
な
律
僧
と
し
て

は
極
め
て
黄
檗
僧
と
の
交
流
の
深
い
人
物
で
も
あ
る
。
ま
た
先
に
述
べ
た
『
八
戒
齋
要

集
』
の
作
者
の
以
空
上
人
が
、
高
野
山
真
別
処
で
万
治
三
年
頃
に
自
誓
受
具
を
し
て
い

る
が
、
こ
の
時
期
の
真
別
処
の
住
持
が
真
政
律
師
で
あ
り
、
以
空
上
人
の
受
具
に
関
わ

っ
た
の
は
、
律
師
か
或
い
は
そ
の
高
弟
・
快
円
律
師
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
あ
る
ま
い
。

さ
ら
に
、
以
空
上
人
が
高
野
山
か
ら
勝
尾
寺
に
入
る
直
前
に
は
、
真
政
律
師
が
勝
尾
寺

に
数
年
隠
遁
し
た
経
緯
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
両
者
に
は
そ
れ
な
り
の
交
渉
が
あ
っ
た
も

の
と
推
測
さ
れ
る
。

次
に
『
八
齋
戒
作
法
要
解
』
は
、『
齋
別
受
八
戒
作
法
要
解
』
と
も
呼
ば
れ
、
序
文

が
実
長
乗
春
、
本
文
が
薩
陽
の
沙
門
一
雨
子
（
覚
深
豪
寛
）
が
延
宝
七
年
仏
誕
日
に
著

し
た
も
の
と
さ
れ
る
。
こ
れ
は
、
叡
尊
作
の
「
八
齋
戒
作
法
」
の
本
文
を
分
科
し
て
、

科
段
形
式
に
し
て
註
釈
を
施
し
た
解
説
書
で
あ
り
、
貞
享
三
年
に
京
都
・
中
村
七
兵
衛
、

内
藤
源
兵
衛
の
連
名
で
上
梓
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
翌
四
年
に
は
西
山
浄
土
宗
・
山
城

安
養
寺
の
僧
で
、
浄
厳
律
師
よ
り
菩
薩
戒
を
受
け
、
後
に
円
頓
戒
を
宣
揚
し
た
慈
泉
洞

空
が
『
八
齋
戒
儀
連
珠
記
』（『
八
齋
戒
作
法
珠
記
』）
を
京
都
・
秋
田
屋
五
郎
兵
衛
よ
り

開
版
し
、
ま
た
同
年
に
は
瑞
光
（
神
鳳
寺
一
派
の
瑞
光
密
堂
か
）
が
『
八
齋
戒
勧
善
要

門
』
を
大
阪
・
前
川
喜
兵
衛
よ
り
梓
行
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
正
徳
五
年
に
は
野
中
寺

一
派
の
通
玄
直
心
が
大
阪
・
浅
野
弥
兵
衛
よ
り
、『
八
齋
戒
作
法
得
道
鈔
』
を
出
版
し
、

今
日
こ
の
書
は
日
本
大
蔵
経
第
六
九
巻
に
翻
刻
所
収
さ
れ
、
容
易
に
目
に
す
る
こ
と
が

で
き
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
こ
の
時
期
に
出
版
さ
れ
た
八
斎
戒
に
関
す
る
書
籍
に
つ
い
て
の
簡

単
な
経
緯
を
述
べ
た
が
、
こ
こ
で
本
書
上
梓
の
位
置
を
見
る
と
、
本
書
『
戒
法
随
身
記

八
齋
戒
章
下
』
は
、
妙
幢
律
師
が
貞
享
三
年
（
一
六
八
六
）
十
二
月
二
十
一
日
に
書
き
終

え
て
、
翌
四
年
正
月
に
出
版
さ
れ
て
い
る
。
前
号
（「
学
苑
」
九
六
〇
号
）
の
本
書
中
巻

の
解
題
で
も
述
べ
た
が
、
こ
の
貞
享
の
頃
は
幕
藩
体
制
下
で
所
謂
「
生
類
憐
み
」
の
政

策
が
推
進
さ
れ
た
時
流
に
あ
り
、
社
会
全
体
が
綱
紀
粛
正
の
傾
向
に
あ
っ
た
中
で
、
特

に
仏
教
者
側
か
ら
の
戒
律
普
及
が
推
進
さ
れ
た
時
期
で
も
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
傾
向

は
、
八
斎
戒
関
係
の
書
籍
が
貞
享
三
、
四
年
の
頃
に
最
も
多
く
出
版
さ
れ
て
い
る
こ
と

か
ら
も
よ
く
窺
い
知
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
ら
八
斎
戒
関
係
の
典
籍
と
本
書

『
戒
法
随
身
記
八
齋
戒
章
下
』
の
決
定
的
な
相
違
点
は
、
本
書
が
よ
り
一
般
大
衆
に
向
け

て
理
解
し
易
い
よ
う
に
工
夫
さ
れ
、
当
時
と
し
て
は
珍
し
い
和
語
（
仮
名
交
じ
り
草
書

体
）
で
編
集
刊
行
さ
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。
他
の
戒
律
書
、
仏
教
書
（
格
調
高
い
学
問
書

籍
）
は
す
べ
て
漢
文
で
編
集
さ
れ
る
の
が
当
た
り
前
と
さ
れ
て
い
た
時
代
に
、
敢
え
て

権
威
的
な
形
式
を
打
ち
破
り
、
平
易
な
仮
名
交
じ
り
で
撰
述
さ
れ
た
本
書
は
、
当
時
と

し
て
は
極
め
て
画
期
的
な
戒
律
書
で
あ
り
、
そ
こ
に
実
質
的
な
仏
教
の
普
及
と
興
隆
に

心
血
を
注
い
だ
妙
幢
律
師
の
仏
教
者
と
し
て
の
面
目
躍
如
た
る
姿
が
見
て
と
れ
る
。

こ
の
こ
と
は
、
妙
幢
律
師
が
本
書
の
序
文
に
「
請
和
字
な
る
を
も
つ
て
。
Ｒ
忽
に

す
る
こ
と
な
か
れ
。」
と
述
べ
、
さ
ら
に
本
書
「
十
二　

同
自
誓
の
作
法
の
事
」
に

「
謹
て
Ｉ
律
の
意
を
と
り
。
文
を
和
げ
て
。
具
に
こ
れ
を
Ｇ
す
。
そ
れ
假
名
な
る
を
も

つ
て
。
疑
て
猶
預
す
る
こ
と
な
か
れ
。（
中
略
）
然
る
に
愚
人
ハ
ミ
だ
り
に
文
字
に
Ｆ

し
。
達
人
ハ
よ
く
義
理
を
取
。
是
を
も
つ
て
法
句
Ｉ
の
偈
に
云
。
千
Ｊ
を
誦
ず
と
い
へ

ど
も
。
不
義
な
ら
バ
何
の
益
か
あ
ら
ん
。
一
義
を
聞
て
行
じ
て
度
す
べ
き
に
ハ
し
か
じ

と
い
へ
り
。
冀
ハ
識
力
堅
固
の
時
一
刀
两
斷
し
て
。
早
こ
れ
を
行
ぜ
よ
。」
と
述
べ
て

い
る
こ
と
か
ら
も
察
せ
ら
れ
る
。
し
か
し
、
こ
こ
で
律
師
が
「
不
義
な
ら
バ
何
の
益
か
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あ
ら
ん
。
一
義
を
聞
て
行
じ
て
度
す
べ
き
に
ハ
し
か
じ
」
と
言
っ
て
い
る
よ
う
に
、
難

し
い
漢
語
を
何
度
も
唱
え
た
と
こ
ろ
で
、
そ
れ
ら
の
意
味
を
理
解
し
て
い
な
い
な
ら
ば

無
意
味
な
の
で
あ
り
、
少
し
で
も
意
味
が
理
解
さ
れ
た
上
で
こ
そ
行
じ
ら
れ
る
べ
き
だ

と
の
主
張
に
、
律
師
の
批
判
的
で
実
理
性
を
重
ん
じ
た
戒
律
普
及
の
姿
勢
が
明
確
に
見

受
け
ら
れ
る
。
思
う
に
、
律
師
の
受
業
の
師
で
あ
る
宝
山
和
尚
や
随
従
し
た
鉄
眼
禅
師

は
、
当
時
最
も
仏
教
復
興
に
尽
力
し
大
衆
に
仏
教
を
布
教
し
た
と
評
さ
れ
る
活
動
家
で

も
あ
っ
た
。
そ
れ
故
、
律
師
の
心
中
に
も
そ
う
い
っ
た
大
衆
へ
の
強
い
仏
教
普
及
へ
の

思
い
が
あ
っ
た
こ
と
は
容
易
に
想
像
さ
れ
得
る
。
そ
う
い
っ
た
意
味
で
、
本
書
は
我
が

国
で
初
め
て
和
語
で
平
易
に
説
か
れ
た
画
期
的
な
戒
律
書
と
言
う
べ
き
も
の
で
あ
り
、

こ
れ
を
通
し
て
よ
り
大
衆
に
八
斎
戒
の
受
容
が
推
し
広
め
ら
れ
た
意
義
は
極
め
て
大
き

い
と
考
え
る
。

さ
て
、
本
書
『
戒
法
随
身
記
八
齋
戒
章
下
』
は
三
十
四
節
か
ら
な
り
、
特
に
最
も
紙

数
を
割
い
て
詳
述
さ
れ
て
い
る
所
は
、「
九　

不
非
時
⻝
戒
の
事
」
と
「
三
十　

六
齋

日
の
因
縁
の
亊
」
の
二
節
で
あ
る
。
こ
れ
は
八
斎
戒
は
斎
戒
で
あ
り
、
大
智
度
論
な
ど

の
所
説
に
よ
り
、
持
戒
と
言
う
よ
り
は
む
し
ろ
持
斎
（
斎
と
は
午
前
に
の
み
飲
食
し
、
午

後
に
は
せ
ぬ
の
意
）
に
こ
そ
重
点
が
あ
る
と
、
律
師
が
捉
え
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
以

下
に
、
特
徴
を
述
べ
る
な
ら
ば
、

ま
ず
、「
一　

八
齋
戒
の
㓛
德
の
亊
」
で
は
、「
就
中
此
八
齋
戒
ハ
。
持
間
。
わ
づ
か

に
一
日
一
夜
の
短
程
な
れ
ど
も
。
無
量
無
ｕ
の
利
益
。
説
盡
べ
か
ら
ず
と
い
へ
り
。」、

「
夫
八
戒
を
う
く
る
人
ハ
。
五
逆
罪
を
除
て
。
餘
の
一
Ｑ
の
罪
悉
皆
消
滅
す
。」
ま
た
、

「
Ｍ
一
日
一
夜
八
齋
戒
を
う
く
れ
ば
乃
　

　

至
戒
香
薫
修
す
。
か
く
の
ご
と
き
の
行
者
ハ
。
命

を
は
ら
ん
と
す
る
Ｑ
。
阿
ミ
た
仏
諸
の
眷
属
と
。
金
色
の
光
を
放
て
。
七
寳
蓮
ｋ
を
持

し
。
行
者
の
前
に
い
た
り
給
ふ
を
見
る
」
と
あ
る
よ
う
に
、
一
日
一
夜
の
短
期
間
で
は

あ
る
が
、
八
斎
戒
を
守
れ
ば
、
過
去
世
に
於
け
る
一
切
の
罪
が
消
滅
す
る
こ
と
や
、
臨

終
の
時
に
は
阿
弥
陀
仏
の
来
迎
に
逢
い
極
楽
に
引
接
さ
れ
る
こ
と
な
ど
が
説
か
れ
て
い

る
。
と
こ
ろ
で
、
こ
こ
で
五
逆
罪
の
説
明
を
し
て
い
る
箇
所
が
見
ら
れ
る
が
、
五
逆
罪

の
「
仏
身
よ
り
血
を
出
す
罪
」
に
対
し
て
、
卒
塔
婆
や
石
塔
を
破
却
し
た
り
、
仏
像
や

経
巻
を
悪
心
で
以
て
破
損
す
る
こ
と
は
、
こ
の
罪
と
同
等
の
「
同
類
罪
」
と
し
て
解
釈

し
強
調
し
て
い
る
点
は
、
律
師
独
特
の
実
利
的
な
側
面
の
解
釈
が
窺
え
て
興
味
深
い
と

こ
ろ
で
も
あ
る
。

「
二　

殺
生
戒
の
事
」
か
ら
「
六　

飮
酒
戒
の
事
」
ま
で
は
、
本
書
中
巻
に
説
く
所

の
在
家
の
五
戒
で
あ
る
の
で
、
特
に
こ
こ
で
は
内
容
は
省
略
さ
れ
て
い
る
が
、「
四　

不
婬
戒
の
事
」
で
は
、
所
謂
在
家
の
不
邪
淫
戒
で
は
な
く
、
性
交
渉
を
厳
格
に
断
っ
た

出
家
の
戒
の
こ
と
と
し
て
説
明
し
て
い
る
。「
七　

不
Ｐ
髙
廣
大
床
戒
の
㕝
」
で
は
、

座
し
た
り
寝
て
は
い
け
な
い
高
床
（
ベ
ッ
ド
）
の
高
さ
や
寸
法
に
ま
で
に
言
及
し
、
八

つ
の
禁
じ
ら
れ
た
高
床
を
例
に
挙
げ
て
説
く
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、「
八　

不
Ｆ
ｋ
鬘

香
衣
等
の
戒
の
事
」
で
は
第
七
不
着
花
鬘
香
衣
并
歌
舞
作
樂
故
徃
觀
聽
戒
と
さ
れ
る
が
、

こ
れ
は
不
着
花
鬘
香
衣
と
不
歌
舞
作
樂
故
徃
觀
聴
戒
を
合
わ
せ
て
一
戒
と
為
し
て
い
る

の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
、
つ
ま
り
沙
弥
の
十
戒
に
対
応
す
る
も
の
で
あ
り
、
在
家
者
が

期
限
を
設
け
て
一
時
的
に
出
家
者
（
沙
弥
）
と
同
等
の
戒
を
持
つ
と
こ
ろ
に
、
こ
の
八

斎
戒
の
特
徴
が
あ
る
訳
で
あ
る
。

「
九　

不
非
時
⻝
戒
の
事
」
で
は
、
八
斎
戒
の
戒
相
の
区
別
に
諸
経
諸
説
が
見
ら
れ

る
が
、
こ
こ
で
は
「
Ｖ
正
菩
薩
の
つ
く
り
給
へ
る
。
八
齋
戒
の
作
法
に
つ
ら
ぬ
る
処
を

用
ゆ
。
彼
此
文
相
。
少
し
増
減
あ
れ
ど
も
義
に
を
い
て
ハ
た
が
ふ
こ
と
な
し
」
と
述
べ
、

本
書
『
戒
法
随
身
記
八
齋
戒
章
下
』
が
四
分
律
に
則
っ
た
叡
尊
作
の
「
八
齋
戒
作
法
」

に
依
拠
し
て
詳
述
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
明
示
し
て
い
る
。
次
に
、「
成
實
論
に
云
。
Ｍ

飮
⻝
を
Ｊ
れ
ば
。
死
し
て
則
。
死
屍
の
中
の
虫
と
な
る
と
い
へ
り
。
さ
れ
ば
常
に
す
ぐ

れ
て
す
き
好
も
の
あ
ら
バ
。
制
し
て
こ
れ
を
絶
つ
べ
し
。」
と
言
っ
て
、
飲
食
へ
の
執

着
を
断
つ
こ
と
を
勧
め
る
の
で
る
。
ま
た
、「
儒
の
教
に
云
。
一
⻝
ご
と
に
。
稼
穡
の

艱
難
を
思
ひ
。
一
衣
ご
と
に
。
紡
績
の
苦
労
を
觀
ぜ
よ
と
。
ま
し
て
况
や
。
佛
道
に
を

い
て
を
や
。」
と
述
べ
て
、
こ
こ
で
は
貞
観
政
要
の
文
を
引
用
し
な
が
ら
も
、
儒
仏
一

致
の
立
場
を
明
ら
か
に
す
る
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、「
慈
悲
心
を
も
つ
て
晩
に
⻝
す
べ

き
Ｘ
を
法
界
に
施
。
是
を
菩
提
に
廽
向
せ
ば
。
其
㓛
德
固
に
大
な
る
べ
し
。」
と
言
い
、

ま
た
「
如
法
の
施
餓
Ｚ
を
修
せ
ば
㓛
德
増
多
か
ら
ん
。
施
餓
Ｚ
の
法
世
に
行
る
ゝ
が
ご

と
し
」
と
述
べ
て
、
施
餓
鬼
の
重
要
性
を
説
き
、「
六
齋
精
進
㓛
德
Ｉ
に
云
。
一
日
持

齋
す
る
人
ハ
。
六
十
萬
刧
の
間
衣
⻝
自
在
の
果
報
を
う
く
と
。」
や
「
優
婆
塞
戒
Ｉ
に

云
。
彌
勒
出
世
の
時
。
百
年
持
齋
せ
ん
よ
り
。
𫝆
五
濁
の
世
に
。
一
日
一
夜
持
齋
す
る

㓛
德
。
す
ぐ
れ
た
り
と
い
へ
り
。」
と
述
べ
る
な
ど
、
こ
こ
で
は
多
く
の
聖
教
を
引
用

し
て
、
不
非
時
食
や
持
斎
の
功
徳
や
重
要
性
を
説
く
の
で
あ
る
。

「
十　

持
齋
に
三
叚
の
心
得
あ
る
亊
」
で
は
、
持
斎
の
あ
り
方
に
は
三
種
あ
り
と
さ
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れ
る
。
第
一
は
牧
牛
斎
と
言
わ
れ
る
も
の
で
、
今
は
持
斎
し
て
も
明
日
食
す
る
こ
と
に

執
ら
わ
れ
食
に
執
着
す
る
こ
と
で
あ
る
。
第
二
は
尼
犍
斎
と
言
わ
れ
る
も
の
で
、
外
道

の
邪
法
を
学
び
持
斎
す
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
、
第
三
が
聖
八
支
斎
と
言
わ
れ
る
も

の
で
、
八
戒
の
聖
道
を
保
っ
て
斎
法
を
守
る
心
構
え
で
あ
り
、
仏
法
斎
と
も
八
関
斎
と

も
呼
ば
れ
る
。
こ
れ
が
八
斎
戒
で
あ
り
、
仏
の
正
道
と
さ
れ
る
と
強
調
さ
れ
る
。
こ
こ

で
は
、
単
に
持
斎
す
れ
ば
良
い
の
で
は
な
く
、
八
戒
を
堅
持
す
る
こ
と
が
正
道
と
い
う

心
構
え
を
持
つ
こ
と
の
重
要
性
が
説
か
れ
る
。

さ
て
「
十
一　

八
齋
戒
從
他
の
威
儀
の
亊
」
で
は
、「
夫
八
齋
戒
を
受
と
お
も
は
ゞ
。

身
を
淨
威
儀
を
具
し
。
恭
し
く
戒
師
に
つ
ひ
て
。
教
に
任
て
如
法
に
こ
れ
を
う
く
べ
し
。

こ
れ
を
授
る
の
法
。
は
ゞ
か
り
あ
れ
ば
し
る
さ
ず
」
と
述
べ
る
だ
け
で
あ
る
。
こ
こ
で

は
、
叡
尊
作
の
「
従
他
受
戒
法
」
は
一
切
示
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
れ
は
、
従
他
受
戒
法

が
あ
く
ま
で
戒
師
か
ら
受
け
る
べ
き
も
の
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
他
の
八
斎
戒
の
書
籍

は
、
い
わ
ば
出
家
者
に
向
け
て
の
解
説
書
で
あ
り
、
従
他
受
戒
法
に
対
し
て
の
記
載
や

説
明
が
あ
る
の
に
対
し
て
、
本
書
は
一
般
大
衆
向
け
に
編
纂
さ
れ
た
八
斎
戒
の
啓
蒙
書

で
あ
る
こ
と
が
、
こ
こ
の
件
か
ら
明
確
に
分
か
る
。
一
方
、「
十
二　

同
自
誓
の
作
法

の
事
」
で
は
、
達
磨
大
師
や
善
導
大
師
の
説
を
用
い
て
懺
悔
の
重
要
性
を
説
い
た
上
で
、

「
某
甲
名
を
い
ふ
べ
し
今
一
日
一
夜
八
齋
戒
を
受
持
奉
ら
ん
と
。
か
く
の
ご
と
く
三
度

と
な
へ
。
廽
向
し
て
云
。
願
ハ
某
甲
。
一
日
一
夜
八
齋
戒
を
持
㓛
德
に
よ
つ
て
。
な
が

く
三
Ｃ
八
難
に
を
ち
ず
。
只
願
ハ
一
Ｑ
衆
生
と
同
じ
く
共
に
。
諸
の
煩
惱
罪
障
を
滅
し
。

萬
の
災
難
を
は
な
れ
。
臨
終
正
Ｗ
に
淨
土
に
徃
生
し
て
。
佛
道
を
成
就
せ
ん
と
。（
後

略
）」
と
述
べ
て
、
八
斎
戒
の
自
誓
方
法
を
分
か
り
易
く
説
明
し
て
い
る
。
自
誓
法
は

戒
師
よ
り
一
度
在
家
戒
を
受
戒
し
た
者
は
、
何
度
で
も
自
身
の
み
で
受
戒
で
き
る
の
で
、

自
誓
法
を
有
効
な
方
法
と
し
て
こ
こ
で
は
説
く
の
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
こ
で
「
臨
終
正

Ｗ
に
淨
土
に
徃
生
し
て
。
佛
道
を
成
就
せ
ん
」
と
言
っ
て
い
る
よ
う
に
、
律
師
自
身
が

黄
檗
一
流
の
禅
浄
一
致
の
立
場
で
、
願
生
浄
土
の
思
想
に
立
脚
し
て
い
る
こ
と
も
覗
え

る
。「

十
三　

五
戒
八
戒
勝
劣
の
亊
」
で
は
、
一
生
五
戒
を
守
る
こ
と
と
、
一
日
八
戒
を

守
る
こ
と
と
で
は
、
ど
ち
ら
が
優
れ
て
い
る
か
の
問
い
に
対
し
て
、
二
戒
と
も
に
等
し

い
と
し
な
が
ら
も
、
大
心
（
大
菩
提
心
）
を
以
て
戒
を
受
持
す
る
こ
と
が
大
事
で
あ
る

と
、
む
し
ろ
菩
提
心
の
重
要
性
を
説
く
の
で
あ
る
。

「
十
四　

受
戒
の
前
の
悪
意
樂
の
事
」
で
は
、
受
戒
前
に
悪
意
楽
を
行
お
う
と
す
る

も
の
が
あ
る
が
、
そ
の
よ
う
な
卑
し
き
心
で
は
、
仏
道
は
成
就
せ
ず
と
強
く
誡
め
、

「
十
五　

戒
を
受
と
ほ
つ
す
る
貴
人
心
得
の
亊
」
と
「
十
六　

受
戒
の
日
意
樂
を
つ
ゝ

し
む
べ
き
亊
」
で
は
、
八
斎
戒
を
守
る
べ
き
斎
日
に
は
、
殺
生
等
を
慎
む
べ
き
こ
と
、

戒
を
受
持
す
る
に
は
慈
心
を
持
つ
こ
と
が
説
か
れ
る
。

「
十
七　

受
戒
の
夜
卧
に
了
簡
あ
る
事
」
で
は
、「
問
一
日
一
夜
と
あ
れ
ば
。
夜
も
寢

ず
し
て
。
相
ま
ぼ
る
亊
に
や
。
答
佛
說
齋
Ｉ
に
よ
ら
ば
。
夜
も
日
待
な
ど
す
る
が
ご
と

く
。
お
き
ゐ
て
。
い
ね
ざ
る
べ
し
。（
中
略
）
睡
卧
こ
と
を
や
め
除
き
。
Ｉ
を
誦
し
。

道
を
Ｗ
じ
て
。
清
浄
戒
の
ご
と
く
に
。
も
つ
て
一
心
に
し
ゆ
す
と
い
へ
り
。」
と
あ
る

よ
う
に
、
原
則
的
に
は
一
日
一
夜
、
寝
る
こ
と
な
く
、
誦
経
や
瞑
想
、
念
仏
な
ど
し
て
、

八
戒
を
護
持
す
る
こ
と
が
説
か
れ
る
が
、
一
方
で
「
こ
ゝ
を
も
つ
て
終
ｆ
寢
ず
と
い

は
ゞ
。
恐
ハ
持
ん
と
す
る
も
の
す
く
な
か
ら
ん
か
。
こ
ゝ
を
も
つ
て
。
一
夜
を
三
Ｘ
に

し
て
。
一
分
ハ
ふ
す
べ
し
。」
と
も
述
べ
て
、
菩
薩
受
斎
経
を
引
拠
と
し
て
、
一
夜
の

三
分
の
一
（
二
刻
）
で
あ
る
四
時
間
は
分
に
応
じ
て
寝
て
も
良
い
と
の
便
法
も
こ
こ
に

は
述
べ
ら
れ
る
。
ま
た
こ
の
他
に
、「
成
實
論
に
。
八
戒
の
中
を
。
五
戒
三
戒
。
乃
至

ハ
一
戒
に
て
も
心
に
隨
て
。
こ
れ
を
持
。
或
ハ
半
日
又
ハ
半
夜
。
或
ハ
一
月
半
月
つ
ゞ

け
て
も
持
べ
し
と
い
へ
り
。」
と
述
べ
て
、
八
戒
の
内
の
そ
れ
ぞ
れ
の
戒
の
分
持
や
半
日

半
夜
、
一
月
半
月
と
期
限
を
変
え
て
、
機
根
や
分
限
に
応
じ
て
八
斎
戒
を
護
持
す
る
こ

と
が
可
能
で
あ
る
と
説
明
す
る
の
で
あ
る
。
ま
た
「
十
八　

齋
戒
を
持
日
ご
と
に
う
く

る
と
う
け
ざ
る
と
の
二
説
あ
る
亊
」で
は
、八
斎
戒
の
受
戒
は
持
斎
を
行
う
た
び
ご
と
に�

為
す
可
き
か
否
か
の
問
い
に
対
し
て
、毎
回
そ
の
た
び
ご
と
に
戒
を
受
け
る
べ
き
と
す
る

新
羅
の
太
賢
の
説
と
、
一
度
受
戒
す
れ
ば
続
け
て
持
斎
す
る
の
は
可
と
す
る
慈
恩
大
師

基
の
説
を
挙
げ
、「
今
ハ
太
賢
の
心
に
し
た
が
ひ
て
た
び
ご
と
に
受
を
よ
し
と
す
」
と
述

べ
て
、
短
期
に
八
斎
戒
を
行
ず
る
者
は
そ
の
度
ご
と
に
受
戒
す
る
こ
と
が
主
張
さ
れ
る
。

次
に
「
十
九　

少
⻝
と
齋
の
間
の
心
得
の
事
」
で
は
、
少
食
（
朝
粥
）
か
ら
斎
食

（
日
中
前
の
食
）
ま
で
の
間
の
飲
食
は
可
能
で
あ
る
が
、
そ
の
心
構
え
の
あ
り
方
や
八
斎

戒
は
出
家
戒
に
準
ず
る
在
家
戒
で
あ
る
旨
が
示
さ
れ
、「
二
十　

少
⻝
の
因
縁
の
亊
」

で
は
、
少
食
（
正
食
）
と
呼
ぶ
こ
と
の
由
来
や
「
畢
竟
ハ
識
力
を
や
し
な
ふ
藥
と
觀
ぜ

よ
。」
と
述
べ
て
、
そ
の
意
義
を
明
か
し
、「
ｃ
一　

朝
粥
を
⻝
す
る
時
Ｘ
の
亊
」
で
は
、

三
番
明
相
と
言
っ
て
、
朝
粥
を
取
る
に
は
夜
が
明
け
手
筋
が
見
え
る
ほ
ど
の
時
分
が
良
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く
、
そ
れ
以
前
は
不
可
と
さ
れ
る
な
ど
の
説
明
が
な
さ
れ
て
い
る
。

「
ｃ
二　

時
節
は
や
く
齋
を
な
し
た
る
に
ハ
㓛
德
あ
る
亊
」
で
は
、「
齋
を
⻝
す
る
時

節
ハ
。
日
中
ま
へ
可
な
る
べ
し
。」
と
し
て
、
斎
食
を
取
る
の
は
午
前
（
日
中
勤
行
前
）

の
時
間
帯
が
良
く
、
日
中
（
正
午
）
に
及
ぶ
場
合
は
、
律
門
五
篇
の
突
吉
羅
罪
に
当
た

る
と
さ
れ
る
。
こ
こ
で
は
早
き
時
刻
の
斎
食
ほ
ど
良
い
と
し
て
い
る
が
、
一
度
斎
食
し

た
後
は
、
昼
前
と
雖
も
何
も
口
に
し
て
は
な
ら
な
い
こ
と
が
強
調
さ
れ
、「
予
は
じ
め

し
ら
ず
し
て
。
し
ば
〳
〵
こ
の
科
を
犯
ぜ
り
。
愚
貪
の
罪
。
實
に
お
そ
れ
は
づ
る
に
た

へ
た
り
。
讖
悔
の
為
こ
れ
を
の
す
。」
と
述
べ
て
、
自
ら
も
知
ら
ず
斎
食
の
後
に
飲
食

を
し
た
こ
と
が
あ
る
こ
と
を
悔
い
て
告
白
し
て
い
る
。

「
ｌ
三　

齋
の
後
わ
き
ま
ふ
べ
き
事
」
で
は
、
斎
食
の
後
は
楊
枝
を
用
い
て
口
を
漱

ぐ
こ
と
が
説
か
れ
、
口
を
漱
い
だ
後
は
一
切
何
物
も
食
し
て
は
な
ら
な
い
と
警
め
て
い

る
。
ま
た
、「
ｌ
四　

非
時
に
の
む
べ
き
も
の
ゝ
事
」
で
は
、
非
時
に
於
い
て
は
一
切

食
し
て
は
な
ら
ず
、
木
の
実
や
穀
物
の
一
粒
も
食
し
て
は
な
ら
な
い
が
、
喉
が
渇
き
飢

え
を
感
じ
た
時
は
、
穀
物
大
豆
麦
等
の
上
湯
（
上
澄
み
）
は
飲
ん
で
も
良
い
と
さ
れ
、

四
分
律
に
よ
り
草
木
の
根
葉
も
、
薬
と
し
て
服
用
す
る
こ
と
は
可
と
さ
れ
て
い
る
こ
と

が
述
べ
ら
れ
る
。

「
ｌ
五　

石
蜜
の
辨
の
事
」
で
は
、
石
蜜
に
つ
い
て
の
細
か
な
説
明
を
記
し
て
い
る
。

石
蜜
と
は
砂
糖
の
塊
、
つ
ま
り
氷
砂
糖
の
類
で
あ
り
、『
行
事
鈔
資
持
記
』
に
は
黒
石

蜜
な
ど
の
記
載
が
あ
り
、
疲
労
の
補
薬
と
し
て
用
い
る
は
可
と
さ
れ
る
が
、
律
師
は

「
⻝
欲
愚
痴
の
輩
に
ハ
。
ミ
だ
り
に
と
く
べ
か
ら
ず
。
恐
く
ハ
こ
れ
を
好
幸
と
し
て
。

（
中
略
）
因
緣
を
も
し
ら
ず
。
肆
ま
ゝ
に
⻝
Ｊ
を
生
ぜ
む
。」
と
言
っ
て
、
こ
れ
を
押
し

留
め
る
旨
を
示
し
て
い
る
。「
ｌ
六　

齋
戒
を
う
け
し
日
の
心
持
の
亊
」
で
は
、「
佛
說

齋
Ｉ
に
よ
る
に
。
五
Ｗ
と
い
ふ
事
あ
り
。
そ
の
條
目
を
あ
げ
ば
。
Ｗ
佛
。
Ｗ
法
。
Ｗ

僧
。
Ｗ
戒
。
Ｗ
天
是
也
」
と
言
っ
て
、
こ
こ
で
は
五
念
の
内
容
を
説
明
し
て
、
斎
戒
を

受
け
た
日
は
機
根
に
応
じ
て
随
意
こ
の
念
を
為
す
可
し
と
し
て
い
る
。

ま
た
「
ｃ
七　

禪
宗
持
齋
の
例
を
引
事
」
で
は
、「
問
禪
宗
ハ
禅
定
を
も
つ
て
要
と

す
な
ん
ぞ
持
齋
に
抱
ら
ん
や
。
答
き
か
ず
や
趙
州
和
尚
ハ
。
一
生
持
齋
し
給
へ
り
。

（
中
略
）
近
代
の
髙
僧
。
知
旭
禅
師
の
云
予
ｅ
山
に
い
た
り
し
時
は
じ
め
て
。
一
⻝
の

法
を
う
く
と
い
へ
り
。
こ
れ
非
を
し
つ
て
よ
く
あ
ら
た
む
。
知
識
た
る
ゆ
へ
ん
な
り
。

（
中
略
）
夫
持
齋
ハ
僧
の
通
法
。
何
の
宗
か
是
を
非
と
せ
ん
。」
と
述
べ
て
、
禅
門
唐
代

の
高
僧
で
あ
る
趙
州
従
諗
や
明
代
高
僧
の
智
旭
藕
益
な
ど
は
、
み
な
持
斎
を
厳
守
し
た

旨
を
語
り
、
持
斎
は
仏
教
僧
が
守
る
べ
き
共
通
の
教
え
で
あ
り
、
ど
の
宗
派
の
僧
徒
で

も
こ
れ
を
守
る
べ
き
事
を
主
張
し
て
い
る
。

さ
ら
に
、「
ｃ
八　

淨
土
宗
持
齋
の
證
拠
を
あ
ぐ
る
亊
」
で
は
、「
問
淨
圡
教
に
。
八

齋
戒
持
證
あ
り
や
。
答
夫
觀
Ｉ
に
頻
婆
娑
羅
王
。
日
々
八
齋
戒
を
う
け
給
ふ
事
を
の
べ
。

（
中
略
）
中
品
中
生
と
い
つ
ぱ
。
衆
生
あ
つ
て
。
Ｍ
く
ハ
一
日
一
夜
八
齋
戒
を
受
持
等

の
文
是
な
り
。（
中
略
）
一
向
に
Ｗ
佛
し
。
Ｘ
に
應
じ
て
。
善
根
を
な
し
。
齋
戒
を
た

も
ち
塔
を
た
て
。（
中
略
）
Ｅ
善
根
を
も
つ
て
。
極
樂
に
徃
生
せ
ん
と
Ｙ
向
せ
ば
。
其

人
の
臨
終
に
。
阿
弥
陀
仏
化
現
し
給
ひ
。
必
徃
生
す
べ
し
と
い
へ
り
。」
と
述
べ
て
、

浄
土
門
で
も
観
経
な
ど
に
は
、
持
斎
を
厳
守
し
弥
陀
来
迎
に
よ
り
往
生
す
る
旨
が
説
か

れ
て
い
る
こ
と
を
明
か
し
、
ま
た
善
導
大
師
や
法
然
上
人
も
戒
行
兼
備
の
専
修
の
行
人

で
あ
っ
た
と
主
張
し
て
、
持
斎
の
重
要
性
を
説
き
示
す
の
で
あ
る
。

「
ｌ
九　

非
時
⻝
の
事
」
で
は
、「
問
在
家
す
ら
。
す
で
に
か
く
の
ご
と
し
。
然
る
に

今
僧
と
し
て
。
非
時
⻝
す
る
事
。
其
意
い
か
ん
。
答
Ｅ
義
惮
あ
れ
バ
。
卒
尒
に
判
し
が

た
し
。
然
れ
ど
も
い
は
ず
ん
バ
。
ミ
だ
り
に
誹
謗
を
生
じ
て
。
罪
に
墮
な
ん
。」
と
あ

る
よ
う
に
、
こ
こ
で
は
こ
れ
ま
で
の
前
節
で
は
午
後
（
非
時
）
に
飲
食
を
せ
ず
持
斎
す

る
こ
と
を
述
べ
て
き
た
が
、
実
際
に
は
僧
が
非
時
に
食
を
し
て
い
る
事
が
あ
る
で
は
な

い
か
と
の
批
判
に
対
す
る
答
釈
で
あ
る
。「
夫
雲
棲
大
師
の
云
。
今
の
人
。
躰
よ
は
く

病
多
者
。
持
齋
な
り
が
た
き
に
よ
り
。
故
人
晩
⻝
を
藥
石
と
名
づ
け
て
。
こ
れ
を
⻝
す
。

藥
石
と
ハ
。
饑
渇
の
や
ま
ひ
を
い
や
す
藥
と
の
事
な
り
。
Ｍ
非
時
⻝
す
る
も
の
。
佛
制

に
た
が
ふ
亊
を
お
そ
れ
て
。
慙
愧
の
心
を
生
じ
。
餓
Ｚ
の
く
る
し
ミ
を
Ｗ
じ
。
信
施
を

觀
じ
。
慈
悲
心
に
住
し
て
。
⻝
す
べ
し
。
多
放
に
⻝
す
る
亊
な
か
れ
。」
と
明
の
高
僧

雲
棲
袾
宏
の
言
葉
を
出
し
て
、
薬
石
と
し
て
の
説
明
を
し
な
が
ら
も
多
食
を
慎
む
べ
き

こ
と
を
述
べ
る
。
し
か
し
一
方
で
「
む
か
し
ハ
叡
山
天
台
宗
ミ
な
持
齋
な
る
亊
を
是
皆

⻝
欲
の
為
な
ら
ず
。
名
利
Ｊ
を
は
な
れ
て
。
只
誠
を
も
つ
て
。
一
心
に
菩
提
を
も
と

む
。」
と
も
述
べ
て
、
昔
は
叡
山
で
も
持
斎
が
行
わ
れ
て
い
た
と
暗
に
批
判
し
、「
今
僧

た
る
人
。
非
時
⻝
す
る
。
な
べ
て
こ
れ
を
そ
し
る
べ
か
ら
ず
。
心
行
は
か
り
が
た
け
れ

ば
な
り
。（
中
略
）
實
に
無
上
菩
提
心
を
お
こ
し
。
善
心
に
て
。
齋
戒
を
持
。
他
を

す
ゝ
め
て
。
こ
れ
を
持
し
め
。
人
の
持
ざ
る
を
も
。
そ
し
ら
ず
か
ろ
し
め
ず
。」
と
述

べ
て
、
他
者
を
批
判
す
る
こ
と
な
く
、
自
ら
は
ど
う
あ
る
べ
き
か
、
持
斎
堅
持
の
重
要
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性
を
説
く
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
の
件
に
は
妙
幢
律
師
の
当
時
の
僧
風
に
対
す
る
些
か
な

が
ら
の
批
判
も
見
ら
れ
、
興
味
深
い
と
こ
ろ
で
も
あ
る
。

「
三
十　

六
齋
日
の
因
縁
の
亊
」
で
は
、
月
の
八
日
、
十
四
日
、
十
五
日
、
廿
三
日
、

廿
九
日
、
晦
日
の
六
斎
日
の
由
来
、
因
縁
、
効
果
な
ど
を
諸
経
疏
の
要
文
を
引
用
し
な

が
ら
詳
述
す
る
。「
此
日
齋
戒
を
持
ち
。
善
を
修
す
る
も
の
ハ
。
Ｃ
Ｚ
お
そ
れ
て
。
わ

ざ
は
ひ
を
な
さ
ず
と
い
へ
り
。（
中
略
）
六
齋
精
進
㓛
德
Ｉ
に
云
。
⺼
の
八
日
ハ
。
太

子
く
だ
り
て
一
Ｑ
衆
生
の
善
Ｃ
を
し
る
す
。
Ｅ
日
持
齋
し
て
。
藥
師
佛
を
Ｗ
じ
奉
ば
。

糞
尿
地
獄
に
を
ち
ず
。
五
十
刧
の
罪
を
の
ぞ
く
。」
と
言
い
、
こ
の
日
に
持
斎
し
善
を

修
せ
ば
災
い
か
ら
逃
れ
る
こ
と
が
説
か
れ
、
ま
た
そ
れ
ぞ
れ
の
斎
日
に
特
定
の
仏
・
菩

薩
を
念
ず
れ
ば
、
諸
処
の
地
獄
に
堕
落
せ
ず
罪
科
か
ら
逃
れ
ら
れ
る
こ
と
も
説
か
れ
る
。

さ
ら
に
「
⺼
の
六
齋
日
に
つ
く
る
と
こ
ろ
の
罪
業
を
懴
悔
し
て
。
こ
の
八
齋
戒
を
た
も

ち
ぬ
る
Ｑ
ハ
。
一
Ｑ
の
罪
障
悉
消
滅
し
。（
中
略
）
Ｍ
女
人
あ
つ
て
。
六
齋
の
法
を
修

す
れ
ば
。
な
が
く
女
身
を
は
な
れ
て
。
淨
圡
に
徃
生
せ
ん
と
い
へ
り
。
㓛
德
の
甚
深
。

大
都
か
く
の
ご
と
し
。」
と
述
べ
て
、
斎
日
に
よ
る
八
斎
戒
の
護
持
に
よ
る
罪
障
消
滅
、

女
人
往
生
な
ど
様
々
な
功
徳
が
、
紙
数
を
割
い
て
事
細
か
に
説
か
れ
て
い
る
。

ま
た
こ
の
他
、「
三
十
一　

六
齋
日
の
事
」、「
三
十
二　

十
齋
日
の
亊
」
で
は
、
そ

れ
ぞ
れ
六
斎
日
、
十
斎
日
が
挙
げ
ら
れ
、「
三
十
三　

八
王
日
の
事
」
で
は
、
立
春
、

春
分
、
立
夏
、
夏
至
、
立
秋
、
秋
分
、
立
冬
、
冬
至
な
ど
の
八
王
日
が
、
さ
ら
に
「
三

十
四　

三
長
齋
の
亊
」
で
は
、
正
月
（
朔
日
か
ら
十
五
日
ま
で
）、
五
月
（
一
日
か
ら
十
五

日
ま
で
）、
九
月
（
一
日
か
ら
十
五
日
ま
で
）
の
長
期
に
亘
る
持
斎
で
あ
る
一
年
の
内
の

三
長
斎
日
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
最
後
に
巻
末
の
跋
分
で
は
、
律
師
は
「
幸
に
今
Ｅ
書

を
も
つ
て
。
愚
闇
を
て
ら
す
の
灯
と
し
。
菩
提
に
の
ぼ
る
の
梯
と
せ
バ
。
ａ
ハ
そ
れ
塗

炭
に
を
つ
る
の
罪
を
ま
ぬ
か
れ
ん
こ
と
を
。
こ
ゝ
を
も
つ
て
う
た
が
は
し
き
を
バ
。
律

師
を
よ
び
禪
淨
の
两
宗
。
そ
の
餘
の
善
知
識
に
た
づ
ね
决
し
て
。
謹
で
こ
れ
を
ひ
ろ
む

と
し
か
い
ふ
。」
と
述
べ
て
、
疑
念
の
あ
る
者
は
善
知
識
を
訪
ね
て
問
う
べ
き
旨
を
説

い
て
筆
を
擱
い
て
い
る
。

�

（
藤
谷
）

［
参
考
文
献
］

◦�「
日
本
に
お
け
る
長
斎
の
受
容
」
蓑
輪
顕
量　
［『
印
度
學
佛
教
學
研
究
』
第
四
七
巻
第
二

号
・
平
成
十
一
年
三
月
］
所
収

◦�「
神
鳳
寺
の
歴
史
」
拙
稿
［『
日
本
に
お
け
る
戒
律
伝
播
の
研
究
』（
元
興
寺
文
化
財
研
究
所
）

二
〇
〇
四
年
］
所
収

◦�「
黄
檗
僧
妙
幢
浄
慧
と
そ
の
戒
律
論
書
に
つ
い
て
」
拙
稿
［『
四
天
王
寺
大
学
紀
要
』
人
文

社
会
学
部
第
五
〇
号
・
二
〇
一
〇
年
九
月
］
所
載

【
付　
　

記
】

　

な
お
、
本
書
『
戒
法
随
身
記
八
齋
戒
章
下
』
は
、
後
に
『
八
齋
戒
随
身
記
』
一
巻
と
し
て
明
治

二
四
年
三
月
に
大
阪
市
南
区
鰻
谷
仲
之
町
の
中
井
印
刷
所
（
中
井
徳
次
郎
）
に
於
い
て
再
版
さ

れ
て
い
る
。
ま
た
、
本
稿
で
扱
っ
た
八
戒
と
戒
相
同
等
の
も
の
に
「
近
住
戒
」
が
あ
る
が
、
こ

れ
は
八
斎
戒
と
趣
旨
が
異
な
る
の
で
本
稿
で
は
ふ
れ
な
か
っ
た
。
詳
し
く
は
「
戒
山
慧
堅
撰

『
近
住
八
戒
威
儀
録
要
』
翻
刻
と
解
題
」
中
近
世
戒
律
文
化
翻
刻
研
究
会
［「
昭
和
女
子
大
学
文

化
史
研
究
］
10
・
二
〇
〇
六
年
］
所
収
等
を
参
照
さ
れ
た
し
。
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〔
解
　
　
題
〕『
戒
法
随
身
記
』
に
お
け
る
引
用
典
籍
に
つ
い
て
（
下
）

『
戒
法
随
身
記
』
は
、
上
巻
「
三
帰
」、
中
巻
「
五
戒
」、
下
巻
「
八
斎
戒
」
に
つ
い

て
、
子
供
や
在
家
信
者
に
も
分
か
り
や
す
く
「
和
語
」
で
説
い
た
戒
法
の
入
門
書
で
あ

る
。
妙
幢
淨
慧
（
～
一
七
二
五
）
が
撰
述
し
、
貞
享
四
年
（
一
六
八
七
）
正
月
に
刊
行
さ

れ
た
。
特
に
、
在
家
信
者
が
月
の
特
定
の
日
（
六
斎
日
）
に
出
家
生
活
に
倣
っ
て
八
つ

の
戒
を
保
つ
「
八
斎
戒
」
に
つ
い
て
説
い
た
下
巻
は
、
後
に
こ
の
冊
が
『
八
斎
戒
随
身

記1
』
と
し
て
単
独
刊
行
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
み
て
も
、「
八
斎
戒
」
の
実
践
本
と
し

て
長
年
月
高
い
評
価
を
得
、
か
つ
版
行
の
需
要
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
れ
ま
で
上
巻
・
中
巻
に
つ
い
て
調
査
を
行
っ
た
結
果
、
大
き
な
特
徴
と
し
て
挙
げ

ら
れ
る
の
は
、『
法
苑
珠
林
』
か
ら
の
引
用
に
多
く
の
紙
幅
が
割
か
れ
て
い
る
点
で
あ

る
。
引
用
の
方
法
は
、「
法ほ
う

苑を
ん

珠じ
ゆ

林り
ん

に
毗び

尼に

毋も

論ろ
ん

を
引ひ
ゝ

て
云い
は
く。」（

上
22
ウ
）
と
い
う
よ

う
に
、『
法
苑
珠
林
』
か
ら
の
引
用
を
明
記
し
て
い
る
箇
所
も
あ
る
が
、
そ
の
明
記
が

な
い
部
分
も
『
法
苑
珠
林
』
か
ら
の
引
用
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
こ
と
が
分
か
っ
た
。

『
法
苑
珠
林
』
は
唐
の
道
世
（
～
六
八
三
）
の
著
で
総
章
元
年
（
六
六
八
）
に
成
立
し
た

現
代
で
い
う
仏
教
百
科
事
典
で
、
数
多
の
聖
教
・
典
籍
の
引
用
な
ど
に
よ
り
仏
教
の
思

想
や
事
柄
に
つ
い
て
解
説
し
た
も
の
で
あ
る
。
宗
旨
に
関
係
な
く
、
初
学
者
が
仏
教
の

基
礎
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
入
門
書
で
あ
り
、『
戒
法
随
身
記
』
が
『
法
苑
珠
林
』
の

引
用
を
中
心
と
し
て
成
り
立
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
子
供
や
在
家
信
者
に
配
慮
し
、

仏
教
世
界
の
理
解
を
よ
り
容
易
に
し
た
い
と
い
う
淨
慧
の
意
図
が
見
て
取
れ
る
。

　
　
　
　

※

今
回
翻
刻
を
掲
載
す
る
下
巻
は
、
上
・
中
巻
と
同
様
多
く
の
聖
教
・
典
籍
か
ら
の
引

用
を
も
っ
て
「
八
斎
戒
」
に
つ
い
て
解
説
し
て
い
る
。
下
巻
の
特
徴
を
二
点
挙
げ
る
と
、

ま
ず
一
つ
は
、
興
正
菩
薩
す
な
わ
ち
叡
尊
（
一
二
〇
一
～
一
二
九
〇
）
の
『
八
斎
戒
作

法
』
に
記
さ
れ
て
い
る
内
容
を
主
軸
に
据
え
「
八
斎
戒
」
の
作
法
や
決
ま
り
事
を
説
い

て
い
る
点
で
あ
る
。
二
つ
目
は
、
上
・
中
巻
と
同
様
、『
法
苑
珠
林
』
か
ら
の
引
用
が

多
く
見
ら
れ
る
点
で
あ
る
。
引
用
方
法
も
上
・
中
巻
と
同
様
に
、『
法
苑
珠
林
』
か
ら

の
引
用
を
明
記
し
て
い
る
場
合
も
あ
る
が
、
な
い
場
合
も
あ
る
。
し
か
し
明
記
の
な
い

場
合
で
も
、
引
用
文
を
調
査
す
る
こ
と
で
『
法
苑
珠
林
』
が
引
用
元
で
あ
る
こ
と
を
確

認
で
き
た
。

ま
ず
一
つ
目
の
特
徴
で
あ
る
『
八
斎
戒
作
法
』
を
主
軸
に
解
説
を
展
開
し
て
い
る
点

に
関
し
て
詳
し
く
見
て
い
く
。『
八
斎
戒
作
法2
』
は
、
叡
尊
が
記
し
た
八
斎
戒
の
解
説

書
で
、『
涅
槃
経
』
や
『
観
経
』
な
ど
主
要
経
典
か
ら
の
引
用
を
も
っ
て
八
斎
戒
を
保

つ
意
義
に
つ
い
て
解
説
し
、
具
体
的
な
作
法
に
つ
い
て
も
触
れ
て
い
る
。
非
常
に
簡
潔

に
ま
と
め
ら
れ
て
お
り
、
八
斎
戒
の
実
践
を
目
指
す
在
家
信
者
に
と
っ
て
最
適
な
手
引

書
と
な
っ
て
い
る
。
淨
慧
は
『
戒
法
随
身
記
』
下
巻
序
（
下
01
ウ
・
02
オ
）
で
、

こ
ゝ
に
佛ぶ
つ

說せ
つ

齋さ
い

Ｉ
ぎ
や
う

及お
よ
び

六ろ
く

齋さ
い

精し
や
う

進じ
ん

㓛く

德ど
く

Ｉ
き
や
う

等と
う

。
近ち
か
くハ
Ｖこ
う

正し
や
う

菩ぼ

薩さ
つ

の
八
齋さ
い

戒か
い

作さ

法は
う

の
類た
ぐ
ひ。

幸
さ
い
は
いに
世よ

に
傅つ
た
はれ
り
。
間ま
ゝ

又ま
た

こ
れ
を
註ち
う

す
る
人ひ
と

あ
り
。
こ
れ
を
講か
う

ず
る
人
あ
り
。
こ
れ
を

授さ
づ
くる
人ひ
と

。
又
す
く
な
か
ら
ず
。
然し
か
れど
も
四し

辯べ
ん

八は
つ

音を
ん

に
あ
ら
ざ
れ
ば
。
聾
り
や
う

者し
や

遠を
ん

鄙び

の
耳ミ
ヽ

に
入い
り

が
た
く
。
佶き
つ

屈く
つ

聱が
う

牙が

の
字じ

な
れ
ば
。
童ど
う

蒙も
う

兒に

女に
よ

の
目め

に
く
ら
し
。
こ
ゝ
に
を
い
て
。
略ほ
ゞ

聖し
や
う

教ぎ
や
うの
要よ
う

文も
ん

を
集あ
つ

め
。
こ
れ
を
和わ

字し

と
な
し
て
。
漫ミ
だ
りに
梓あ
づ
さに
鋟
ち
り
ば
む。
冀
こ
い
ね
が
ハ
くハ
か
の
法ほ
う

を
き
く

こ
と
あ
た
は
ざ
る
人ひ

と

も
。
こ
れ
を
一い
ち

覧ら
ん

せ
ば
。
初は
じ
めて
須し
ゆ

Ｎだ
つ

が
寳は
う

藏ざ
う

に
入い
り

。
字じ

義ぎ

を
辨
わ
き
ま
へざ
る

も
。
し
ば
〳
〵
こ
れ
を
も
て
あ
そ
ば
ゞ
。
お
ぼ
へ
ず
芝し

蘭ら
ん

の
薫か
ほ
りに
そ
ま
ん
。
こ
れ
よ
り
し

て
進す

ゝ
まバ
。
遠と
を
くハ
佛ぶ
つ

説せ
つ

の
奥お
う

義ぎ

を
極き
は
め。
近ち
か
くハ
Ｖか
う

正し
や
うの
流な
が
れに

漱
く
ち
す
ゝ
が
ん

事こ
と

。
Ｅこ
の

處
こ
と
は
りな
し
と
い
ふ

べ
か
ら
ず
。
然

し
か
ら
バ

則
す
な
ハ
ち

小せ
う

補ほ

な
き
に
し
も
あ
ら
ず
。
請こ
ふ

和わ

字じ

な
る
を
も
つ
て
。
Ｒ
か
ろ
し
め

忽
い
る
か
せに

す
る
こ
と
な
か
れ
。

と
記
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
現
代
語
訳
す
れ
ば
、「『
仏
説
斎
経
』
及
び
『
六
斎
精
進
功

徳
経
』、
近
く
は
『
八
斎
戒
作
法
』
が
幸
い
今
の
世
に
残
っ
て
お
り
、
そ
の
注
釈
書
も

あ
り
、
講
義
す
る
人
も
い
る
。
し
か
し
仏
が
善
道
に
導
く
声
の
よ
う
な
四
弁
八
音
で
は

な
い
た
め
、
ろ
う
者
の
耳
に
は
届
か
ず
、
堅
苦
し
く
て
難
解
な
文
面
で
あ
る
た
め
、
子

ど
も
や
女
性
に
は
分
か
り
づ
ら
い
。
そ
こ
で
、
他
の
聖
教
の
要
文
な
ど
も
交
え
て
和
字

に
し
て
ま
と
め
た
。
法
を
聞
く
こ
と
も
で
き
ず
、
宝
蔵
に
入
っ
て
経
典
に
触
れ
る
こ
と

が
で
き
な
い
者
も
、
こ
れ
を
読
む
こ
と
で
、
仏
説
の
奥
義
を
極
め
、
興
正
菩
薩
の
流
れ

に
身
を
置
く
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
和
字
で
あ
る
か
ら
と
い
っ
て
、
軽
ん
ず
る
こ
と

の
な
い
よ
う
に
願
う
。」
と
い
う
こ
と
だ
。
叡
尊
の
『
八
斎
戒
作
法
』
は
本
朝
で
編
ま

れ
た
身
近
な
八
斎
戒
の
書
で
あ
り
、『
仏
説
斎
経
』
や
『
六
斎
精
進
功
徳
経
』
な
ど
と

並
ん
で
多
く
の
人
々
が
注
釈
し
、
講
義
す
る
よ
う
な
八
斎
戒
の
理
解
の
源
と
な
る
よ
う

な
書
で
も
あ
る
。
そ
れ
を
和
字
で
著
す
こ
と
に
よ
り
、
子
ど
も
や
在
家
信
者
に
分
か
り

や
す
く
伝
え
る
こ
と
は
、
非
常
に
意
義
の
あ
る
こ
と
だ
と
述
べ
て
い
る
。
淨
慧
が
指
摘

す
る
通
り
、
そ
れ
ま
で
明
恵
（
一
一
七
三
～
一
二
三
二
）
の
『
自
誓
八
斎
戒
略
作
法
』（
版
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本
・
刊
年
不
明
）、
以
空
（
一
六
三
六
～
一
七
一
九
）
の
『
八
斎
戒
要
集
』（
寛
文
六
年
（
一

六
六
六
）
刊
）、
覚
深
（
～
一
七
〇
七
）
の
『
八
斎
戒
作
法
要
解
』（
延
宝
七
年
（
一
六
七
九
）

刊
）
な
ど
の
八
斎
戒
注
釈
書
が
存
在
し
て
い
た
。『
戒
法
随
身
記
』
が
世
に
出
た
貞
享

四
年
（
一
六
八
七
）
に
は
、
瑞
光
（
生
没
年
未
詳
）
の
『
八
斎
戒
勧
善
要
門
』
と
洞
空

（
一
六
四
五
～
一
七
〇
七
）
の
『
八
斎
戒
作
法
連
珠
記
』
が
刊
行
さ
れ
て
い
る3
。
特
に
貞

享
四
年
に
八
斎
戒
注
釈
書
の
刊
行
が
相
次
い
だ
の
は
、
叡
尊
の
『
八
斎
戒
作
法
』
が
寛

文
十
一
年
（
一
六
七
一
）
に
覆
刻
刊
行
さ
れ
好
評
を
博
し
、
延
宝
九
年
（
一
六
八
一
）、

貞
享
三
年
（
一
六
八
六
）
と
版
を
重
ね
た
こ
と
が
大
き
く
関
わ
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ

る
。
当
時
の
在
家
信
者
は
八
斎
戒
に
強
い
関
心
を
持
ち
、
叡
尊
の
時
代
か
ら
新
た
に
息

を
吹
き
返
し
版
本
と
し
て
流
通
し
始
め
た
『
八
斎
戒
作
法
』
を
歓
迎
し
受
け
入
れ
た
の

で
あ
ろ
う
。
そ
の
需
要
に
応
え
、
各
宗
派
の
学
僧
達
が
注
釈
書
を
発
行
し
た
と
推
察
さ

れ
る
。
し
か
し
、
淨
慧
が
述
べ
る
通
り
、
本
文
を
確
認
で
き
た
叡
尊
の
『
八
斎
戒
作

法
』、
以
空
の
『
八
斎
戒
要
集
』、
覚
深
の
『
八
斎
戒
作
法
要
解
』
は
い
ず
れ
も
漢
文
体

で
あ
り
、
お
そ
ら
く
他
の
注
釈
書
も
漢
文
で
あ
る
と
推
察
さ
れ
る
。
八
斎
戒
に
つ
い
て

和
語
で
解
説
し
た
も
の
は
『
戒
法
随
身
記
』
が
最
初
で
あ
り
、
和
文
に
よ
る
八
斎
戒
教

化
書
の
先
駆
け
と
し
て
非
常
に
重
要
な
存
在
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

な
お
、
西
田
耕
三
氏
に
よ
る
と
、
淨
慧
は
貞
享
三
年
（
一
六
八
六
）
三
月
十
八
日
か

ら
二
十
五
日
ま
で
、
薩
摩
阿
久
根
の
川
南
邸
に
滞
在
し
た
際
、
土
地
の
天
台
宗
の
要
請

で
『
阿
弥
陀
経
』
や
叡
尊
撰
・
亮
汰
註
『
八
斎
戒
作
法
書
』
を
講
じ
た
こ
と
が
『
儒
釈

雑
記
』
に
見
え
る4
。
亮
汰
（
一
六
二
二
～
一
六
八
〇
）
は
真
言
宗
の
学
僧
で
晩
年
は
大
和

長
谷
寺
十
一
世
を
務
め
た
。
非
常
に
多
く
の
経
文
注
釈
書
を
遺
し
て
お
り
、『
八
斎
戒

作
法
書
』
も
そ
の
う
ち
の
一
つ
で
あ
る
が
、
現
存
は
確
認
で
き
な
い
。
淨
慧
は
、
亮
汰

が
薩
摩
出
身
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
薩
摩
の
地
で
ゆ
か
り
あ
る
人
物
が
遺
し
た
『
八
斎
戒

作
法
書
』
を
講
じ
た
の
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
、
淨
慧
の
細
や
か
な
心
遣
い
が
感
じ
ら

れ
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
で
あ
る
。

具
体
的
に
『
戒
法
随
身
記
』
の
本
文
を
見
て
い
く
。
下
巻
に
お
け
る
引
用
文
の
う
ち
、

出
典
を
『
八
斎
戒
作
法
』
と
明
記
し
て
い
る
の
は
三
件
と
多
く
は
な
い
が
、
実
際
に

『
八
斎
戒
作
法
』
の
本
文5
と
比
較
対
照
し
た
と
こ
ろ
、
一
致
す
る
内
容
は
十
一
件
見
ら

れ
た
。
具
体
的
に
は
、「
序
」
に
一
件
、「
一　

八
齋
戒
の
㓛
德
の
亊
」
に
四
件
、「
四　

不
婬
戒
の
事
」
に
一
件
、「
八　

不
Ｆ
ｋ
鬘
香
衣
等
の
戒
の
事
」
に
一
件
、「
九　

不
非

時
⻝
戒
の
事
」
に
二
件
、「
三
十　

六
齋
日
の
因
縁
の
亊
」
に
二
件
見
ら
れ
た
。
八
斎

戒
の
功
徳
と
保
つ
べ
き
八
つ
の
戒
に
つ
い
て
解
説
し
て
い
る
第
一
章
か
ら
第
九
章
ま
で

の
流
れ
は
、『
八
斎
戒
作
法
』
の
本
文
構
成
を
踏
襲
し
て
お
り
、
そ
の
内
容
も
『
八
斎

戒
作
法
』
か
ら
の
引
用
を
軸
に
解
説
が
行
わ
れ
て
い
る
章
が
少
な
く
な
い
。
実
際
に

「
九　

第
八
不
非
時
⻝
戒
」（
下
10
ウ
）
で
は
冒
頭
の
割
注
で
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

按あ
ん

ず
る
に
佛ぶ
つ

Ｋせ
つ

齋さ
い

Ｉ
き
よ
うに
ハ
。
第だ
い

六
の
戒か
い

と
。
第だ
い

七し
ち

の
戒
と
。
前ぜ
ん

後ご

せ
り
。
又
毘ひ

曇ど
ん

論ろ
ん

に
ハ
。

第だ
い

七し
ち

の
不ふ

Ｆ
ち
や
く

ｋけ

鬘ま
ん

香か
う

衣ゑ

を
と
つ
て
。
第だ
い

六ろ
く

の
戒か
い

に
合が
つ
す。
成
じ
や
う

實じ
つ

論ろ
ん

。
及
お
よ
び

智ち

度ど

論ろ
ん

。
法ほ
う

苑を
ん

珠じ
ゆ

林り
ん

等と
う

に
ハ
。
第だ
い

七し
ち

の
戒か
い

を
分わ
か
つて
二
戒か
い

と
し
。
此こ
の

戒か
い

を
も
つ
て
九く

の
数す
う

と
せ
り
。
然し
か
れど
も
義ぎ

ハ
八
齋さ
い

に
摂せ
つ

し
入い
る

。
今い
ま

こ
ゝ
に
ハ
。
興こ
う

正し
や
う

菩ぼ

薩さ
つ

の
つ
く
り
給
へ
る
。
八
齋さ
い

戒か
い

の
作さ

法ほ
う

に
つ

ら
ぬ
る
処と

こ
ろを
用も
ち

ゆ
。
彼ひ

此し

文も
ん

相さ
う

。
少す
こ

し
増ぞ
う

減げ
ん

あ
れ
ど
も
義ぎ

に
を
い
て
ハ
た
が
ふ
こ
と
な
し

つ
ま
り
「
様
々
な
聖
教
・
典
籍
で
保
つ
べ
き
戒
の
分
類
方
法
が
異
な
る
が
、
本
書
で
は

『
八
斎
戒
作
法
』
に
記
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
を
用
い
る
」
と
あ
り
、『
八
斎
戒
作
法
』
に

重
き
を
置
き
、
解
説
を
進
め
た
い
と
い
う
淨
慧
の
明
確
な
意
図
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

『
八
斎
戒
作
法
』
は
先
に
も
触
れ
た
と
お
り
、
八
斎
戒
を
保
つ
意
義
や
具
体
的
な
作
法

に
つ
い
て
非
常
に
簡
潔
に
ま
と
め
ら
れ
て
お
り
、
八
斎
戒
の
実
践
を
目
指
す
在
家
信
者

に
と
っ
て
最
適
な
手
引
書
で
は
あ
る
が
、
淨
慧
が
述
べ
て
い
る
と
お
り
、
普
段
経
典
類

に
触
れ
る
こ
と
が
少
な
い
在
家
信
者
に
は
難
解
と
思
わ
れ
る
漢
文
で
記
さ
れ
て
い
る
。

当
時
の
仏
教
界
諸
宗
に
お
け
る
戒
律
廃
退
を
嘆
く
淨
慧
が
、
鎌
倉
中
期
に
戒
律
復
興
に

尽
力
し
た
叡
尊
に
私
淑
し
て
い
た
だ
ろ
う
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。
ま
た
、
覆
刻
刊

行
さ
れ
た
『
八
斎
戒
作
法
』
が
版
を
重
ね
広
く
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
た
と
い
う
時
代
背

景
も
あ
り
、
そ
の
『
八
斎
戒
作
法
』
を
主
軸
に
し
て
、
子
ど
も
や
在
家
信
者
に
も
分
か

り
や
す
い
八
斎
戒
の
解
説
を
記
し
た
こ
と
は
自
然
の
流
れ
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
そ
し

て
、『
戒
法
随
身
記
』
の
「
八
斎
戒
章
」
が
後
に
単
独
で
改
版
刊
行
さ
れ
た
こ
と
か
ら

も
分
か
る
よ
う
に
、
特
に
下
巻
「
八
斎
戒
章
」
は
多
く
の
人
々
に
親
し
ま
れ
、
民
衆
教

化
の
点
に
お
い
て
非
常
に
意
義
深
い
書
と
な
っ
て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
　
　
　

※

次
に
二
つ
目
の
特
徴
で
あ
る
『
法
苑
珠
林
』
か
ら
の
引
用
が
多
く
見
ら
れ
る
点
に
つ

い
て
詳
述
す
る
。
今
回
、
上
・
中
巻
の
解
題
で
報
告
し
た
引
用
典
籍
の
調
査
を
、
下
巻

で
も
同
様
に
行
っ
た
。
ま
ず
、
下
巻
で
引
用
さ
れ
て
い
る
聖
教
・
典
籍
の
書
目
を
一
覧



─ 9 ─

し
て
み
た
［
表
1
］。
そ
の
数
、
八
十
三
件
で
あ
っ
た
。
上
・
中
巻
と
同
様
、
引
用
書

目
の
ほ
と
ん
ど
は
「
大
正
新
脩
大
蔵
経
」
に
所
載
さ
れ
て
い
る
が
、
未
所
載
の
書
目
が

二
十
八
件
あ
る
。
そ
の
う
ち
二
件
す
な
わ
ち
「
20
儒
の
教
」「
29
日
記
故
事
等
」
は
儒

教
関
係
の
典
籍
で
あ
っ
た
。
ま
た
十
二
件
す
な
わ
ち
「
3
興
正
菩
薩
の
八
齋
戒
の
文
」

は
『
八
斎
戒
作
法
』
と
し
て
『
日
本
大
蔵
経
戒
律
宗
章
疏
二
』
に
、「
14
五
百
問
」
は

『
資
行
鈔
』
や
『
四
分
律
刪
繁
補
闕
行
事
鈔
』
に
、「
16
毘
羅
三
昧
經
」「
70
天
地
本
起

經
」「
82
提
謂
經
」
は
『
法
苑
珠
林
』
に
、「
17
智
旭
／
知
旭
禅
師
」
は
『
梵
室
偶
談6
』

に
、「
35
六
齋
精
進
㓛
德
經
」
は
『
佛
説
六
齋
精
進
功
徳
經7
』
に
、「
67
雲
棲
大
師
」
は

『
沙
弥
律
儀
要
略8
』
に
、「
69
釋
書
」
は
『
元
亨
釈
書
』
と
し
て
『
国
史
大
系
』
第
三
十

一
巻
に
、「
74
金
剛
寳
戒
章
」
は
『
続
浄
土
宗
全
書
』
第
十
三
巻
に
、「
78
延
命
地
藏

經
」
は
『
延
命
地
藏
菩
薩
經9
』
に
、「
79
十
王
經
」
は
『
佛
説
地
藏
菩
薩
發
心
因
縁
十

王
經10
』
に
見
え
た
。
し
か
し
残
る
十
四
件
「
22
施
食
心
法
」「
30
天
如
の
禄
」「
32
無
住

の
雑
談
集
」「
41
達
磨
大
師
」「
42
六
祖
大
師
」「
46
安
養
尼
の
う
た
」「
55
業
䟽
」「
61

祖
庭
事
苑
」「
65
曼
陀
羅
の
記
」「
66
了
誉
上
人
」「
72
宣
験
記
」「
73
太
子
傳
」「
75
華

嚴
經
并
䟽
」「
83
芝
苑
遺
編
」
は
、
淨
慧
の
引
用
し
た
テ
キ
ス
ト
が
明
ら
か
で
な
い
。

次
に
、
下
巻
に
登
場
す
る
引
用
文
が
、
示
さ
れ
て
い
る
聖
教
・
典
籍
の
中
に
存
在
す

る
か
ど
う
か
、
つ
ま
り
示
さ
れ
て
い
る
通
り
の
聖
教
・
典
籍
か
ら
引
用
さ
れ
て
い
る
の

か
ど
う
か
を
調
査
し
た11
。
そ
の
結
果
、『
仏
説
斎
経
』『
六
斎
精
進
功
徳
経
』『
八
斎
戒

作
法
』
な
ど
の
基
本
的
な
八
斎
戒
に
関
連
す
る
経
典
、『
菩
薩
戒
本
宗
要
』『
四
分
律
行

事
鈔
資
持
記
』『
四
分
律
刪
繁
補
闕
行
事
鈔
』
な
ど
の
戒
律
注
釈
書
、『
観
経
』『
大
無

量
寿
経
』『
華
厳
経
』
な
ど
の
著
名
な
大
乗
経
典
、『
延
命
地
蔵
菩
薩
経
』『
仏
説
地
蔵

菩
薩
発
心
因
縁
十
王
経
』
な
ど
の
淨
慧
の
信
仰
が
篤
い
地
蔵
菩
薩
関
係
の
聖
教
、
そ
し

て
『
法
苑
珠
林12
』
に
関
し
て
は
書
目
と
内
容
が
一
致
す
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
た
。
ま
た
、

禅
宗
関
係
の
引
用
文
の
多
く
は
『
景
徳
傳
燈
録
』
に
見
え
、
浄
土
宗
関
係
の
『
金
剛
寶

戒
章
』『
観
念
法
門
』
な
ど
は
書
目
と
内
容
が
一
致
し
た
。

一
方
、
そ
れ
以
外
の
多
く
は
淨
慧
が
明
記
し
て
い
る
聖
教
・
典
籍
か
ら
で
は
な
く
、

『
法
苑
珠
林
』
か
ら
引
用
し
て
い
る
可
能
性
が
高
い
こ
と
が
分
か
っ
た
。
具
体
的
に
は
、

下
巻
に
お
け
る
引
用
文
（
儒
教
関
係
を
含
む
）
は
百
四
十
四
件
確
認
で
き
た
が
、
そ
の

う
ち
『
法
苑
珠
林
』
に
同
じ
内
容
を
確
認
で
き
た
の
は
五
十
五
件
で
あ
っ
た
。
特
に

『
法
苑
珠
林
』
と
一
致
す
る
内
容
は
、「
一　

八
齋
戒
の
㓛
德
の
亊
」、「
二　

殺
生
戒
の

事
」、「
六　

飮
酒
戒
の
事
」
か
ら
「
十　

持
齋
に
三
叚
の
心
得
あ
る
亊
」、「
十
二　

同

自
誓
の
作
法
の
事
」
か
ら
「
十
七　

受
戒
の
夜
卧
に
了
簡
あ
る
事
」、「
廿
一　

朝
粥
を

⻝
す
る
時
Ｘ
の
事
」、「
廿
四　

非
時
に
の
む
べ
き
も
の
ゝ
事
」、「
三
十
三　

八
王
日
の

事
」
で
多
く
見
ら
れ
た
［
表
2
］。
右
に
挙
げ
た
章
で
は
引
用
文
を
合
計
七
十
六
件
確

認
で
き
る
が
、
そ
の
う
ち
約
六
割
に
当
た
る
四
十
六
件
に
『
法
苑
珠
林
』
と
一
致
す
る

内
容
が
認
め
ら
れ
た
。
つ
ま
り
先
に
触
れ
た
と
お
り
、
本
書
は
叡
尊
の
『
八
斎
戒
作

法
』
を
軸
に
、
八
斎
戒
の
意
義
や
保
つ
べ
き
八
つ
の
戒
に
つ
い
て
の
解
説
を
第
一
章
か

ら
第
九
章
ま
で
行
う
に
あ
た
り
、『
法
苑
珠
林
』
を
中
心
と
し
た
聖
教
・
典
籍
を
用
い

て
解
説
を
肉
付
け
し
、
さ
ら
に
第
十
章
以
降
で
は
、
八
斎
戒
を
実
践
す
る
う
え
で
の
具

体
的
な
作
法
や
、
分
か
り
づ
ら
い
と
思
わ
れ
る
点
に
つ
い
て
の
解
説
を
『
法
苑
珠
林
』

か
ら
の
引
用
を
中
心
に
行
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。

『
法
苑
珠
林
』
か
ら
の
引
用
で
あ
る
こ
と
が
特
に
分
か
り
や
す
い
「
六　

飮
酒
戒
の

事
」
と
大
正
新
脩
大
蔵
経
所
収
『
法
苑
珠
林
』「
酒
肉
篇
飲
酒
部
」
の
該
当
部
分
を
比

較
す
る
。（
傍
線
筆
者
）

『
戒
法
随
身
記
』（
下
07
ウ
）

六 

第だ
い

五ご

飮お
ん

酒じ
ゆ

戒か
い

一い
つ

滴て
き

も
酒さ
け

を
の
む
べ
か
ら
ず
。
人
に
も
す
ゝ
め
あ
た
ふ
べ
か
ら
ず
。
長

ぢ
や
う

阿あ

含ご
ん

Ｉ
き
よ
うに

ハ
。
飮を
ん

酒じ
ゆ

に
六
の
失し

つ

を
Ｋと
く

。
律り
つ

の
名
み
や
う

句ぐ

に
十
の
過と
が

を
あ
げ
。
沙し

や

彌ミ

尼に

戒か
い

Ｉ
。
并な
ら
びに
善ぜ
ん

Ｃあ
く

所し
よ

起き

Ｉ
に

ハ
。
三
十
六
の
科と

が

を
の
す
。
前ま
へ

に
列つ
ら

ぬ
る
Ｈ
と
こ
ろの
智ち

度ど

論ろ
ん

の
説せ
つ

と
．
粗ほ
ゞ

相あ
ひ

同お
な

じ
け
れ
ば
。
略
り
や
く

し
て
し
る
さ
ず
。
よ
ろ
し
く
こ
れ
を
い
ま
し
む
べ
し

大
正
新
脩
大
蔵
経
所
収
『
法
苑
珠
林
』「
酒
肉
篇
飲
酒
部
」

又
長
阿
含
經
云
。
其
飮
酒
者
有
六
種
失
。
一
者
失
財
。
二
者
生
病
。
三
者
鬪
爭
。
四
者
惡

名
流
布
。
五
者
恚
怒
暴
生
。
六
者
智
慧
日
損
。
又
智
度
論
飮
酒
有
三
十
五
失
。
如
前
受
戒

篇
説

又
沙
彌
尼
戒
經
云
。
不
得
飮
酒
。
不
得
嗜
酒
不
得
甞
酒
。
酒
有
三
十
六
失
。
失
道
。
破
家
。

危
身
。
喪
命
。
皆
由
之
。
牽
東
引
西
。
持
南
著
北
。
不
能
諷
經
不
敬
三
尊
。
輕
易
師
友
不

孝
父
母
。
心
閉
意
塞
世
世
愚
癡
。
不
値
大
道
。
其
心
無
識
。
故
不
飮
酒
。
欲
離
五
陰
五
欲

五
蓋
得
五
神
通
得
度
五
道
。
故
不
飮
酒
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内
容
を
比
較
す
る
と
『
戒
法
随
身
記
』
で
は
略
し
て
い
る
部
分
が
多
い
が
、
内
容
は
ほ

ぼ
一
致
し
て
い
る
。
な
お
、『
智
度
論
』
の
飲
酒
三
十
五
失
に
つ
い
て
、『
戒
法
随
身

記
』
は
中
巻
「
十
一　

禪
宗
戒
を
守
べ
き
の
事
」（
中
24
ウ
～
25
ウ
）
で
、『
法
苑
珠
林
』

は
「
受
戒
篇
五
戒
部
戒
相
」
に
お
い
て
詳
し
く
説
い
て
い
る
。
ま
た
、『
法
苑
珠
林
』

で
は
触
れ
て
い
な
い
が
、『
戒
法
随
身
記
』
に
あ
る
と
お
り
『
善
悪
所
起
経
』
に
も
飲

酒
三
十
六
科
に
つ
い
て
記
し
て
い
る
箇
所
が
確
認
で
き
た
。
決
し
て
『
法
苑
珠
林
』
だ

け
に
頼
っ
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
。
淨
慧
の
智
見
の
広
さ
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

次
に
『
戒
法
随
身
記
』「
十
七　

受
戒
の
夜
卧
に
了
簡
あ
る
事
」
の
割
注
に
あ
る

『
法
苑
珠
林
』
に
関
す
る
記
述
に
注
目
し
た
い
。（
傍
線
筆
者
）

『
戒
法
随
身
記
』（
下
22
ウ
）

按あ
ん

ず
る
に
。
菩ぼ

薩さ
つ

の
齋さ
い

日に
ち

と
い
へ
る
ハ
。
正
⺼
十
四
日
よ
り
受う
け

て
。
十
七
日
に
と
き
。
四

⺼
八
日
よ
り
受う

け

て
。
十
五
日
に
と
き
。
七
⺼
一
日
よ
り
う
け
て
。
十
六
日
に
と
き
。
九
⺼

十
四
日
よ
り
受う

け

て
十
六
日
に
と
く
。
即

す
な
は
ちそ

の
日ひ

た
も
つ
と
こ
ろ
の
戒か

い

十
戒
あ
り
。
こ
ゝ
に

し
る
さ
ず
委

く
は
し
くハ

。
法ほ

う

苑を
ん

珠じ
ゆ

林り
ん

第だ
い

一
百
九
に
あ
か
す
。
志
こ
ゝ
ろ
ざ
しあ
る
人
ハ
。
こ
れ
を
見
る
べ
し

こ
こ
で
『
戒
法
随
身
記
』
が
示
す
「
法
苑
珠
林
第
一
百
九
」
に
つ
い
て
調
査
し
た
と
こ

ろ
、
和
刻
本
『
法
苑
珠
林
』
巻
第
一
百
九
に
所
収
さ
れ
て
い
る
「
受
齋
篇
第
八
十
九　

引
證
部
」
に
該
当
の
記
述
が
確
認
で
き
た13
。
参
考
ま
で
に
和
刻
本
『
法
苑
珠
林
』
と
同

内
容
と
な
る
大
正
新
脩
大
蔵
経
所
収
『
法
苑
珠
林
』
の
該
当
箇
所
を
紹
介
す
る
。（
傍

線
筆
者
）

大
正
新
脩
大
蔵
経
所
収
『
法
苑
珠
林
』「
受
齋
篇
第
八
十
九　

引
證
部
第
二
」

菩
薩
齋
日
有
十
戒
。
第
一
菩
薩
齋
日
不
得
著
脂
粉
華
香

第
二
菩
薩
齋
日
不
得
歌
舞
捶
鼓
伎
樂
裝
飾

第
三
菩
薩
齋
日
不
得
臥
高
床
上

第
四
菩
薩
齋
日
過
中
已
後
不
得
復
食

第
五
菩
薩
齋
日
不
得
持
刀
金
銀
珍
寶

第
六
菩
薩
齋
日
不
得
乘
車
牛
馬

第
七
菩
薩
齋
日
不
得
捶
兒
子
奴
婢
畜
生

第
八
菩
薩
齋
日
皆
持
是
齋
從
分
檀
布
施
得
福
。
菩
薩
齋
日
去
臥
時
。
於
佛
前
叉
手
言
。
今

日
一
切
十
方
其
有
持
齋
戒
者
行
六
度
者
。
某
皆
助
安
無
量
勸
助
歡
喜
福
施
。
十
方
一
切
人

非
人
等
所
在
勤
苦
厄
難
之
處
。
皆
令
得
福
解
脱
憂
苦
。
出
生
爲
人
安
隱
富
樂
無
極

第
九
菩
薩
齋
日
不
得
飮
食
盡
器
中

第
十
菩
薩
齋
日
不
得
與
女
人
相
形
笑
共
坐
席
。
女
人
亦
爾
。
是
爲
十
戒
不
得
犯
。
不
得
教

人
犯
。
亦
不
得
勸
勉
人
犯

淨
慧
が
記
す
通
り
、『
法
苑
珠
林
』
に
菩
薩
斎
日
に
保
つ
べ
き
十
戒
に
つ
い
て
詳
し
く

記
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
淨
慧
は
右
の
よ
う
に
、
よ
り
深
い
内
容
は
参
考
資
料

を
示
す
な
ど
し
て
、
熱
心
な
読
み
手
の
次
に
繋
が
る
よ
う
な
手
ほ
ど
き
を
行
っ
て
い
る
。

さ
ら
に
こ
の
記
述
か
ら
、『
法
苑
珠
林
』
は
当
時
の
在
家
信
者
が
閲
覧
可
能
な
典
籍
で

あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
淨
慧
が
参
照
し
た
と
考
え
ら
れ
る
『
法
苑
珠
林
』
の
テ
キ
ス

ト
は
、
和
刻
本
と
黄
檗
版
所
収
本
が
あ
る
こ
と
を
上
巻
解
題
で
触
れ
た
。
そ
の
う
ち
当

時
版
本
と
し
て
広
く
流
通
し
、
現
存
数
も
多
い
の
は
、
和
刻
本
『
法
苑
珠
林
』
で
あ
る
。

そ
の
た
め
、
在
家
信
者
が
閲
覧
す
る
参
考
資
料
と
し
て
淨
慧
が
想
定
し
、
さ
ら
に
は
、

淨
慧
自
身
が
参
照
し
た
テ
キ
ス
ト
も
和
刻
本
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
こ
と
が
推
察
さ
れ

る
の
で
あ
る
。

こ
こ
で
、『
戒
法
随
身
記
』
全
巻
通
し
た
『
法
苑
珠
林
』
か
ら
の
引
用
件
数
を
ま
と

め
て
お
き
た
い
［
表
3
］。
各
巻
で
確
認
で
き
る
引
用
文
の
件
数
（
儒
教
関
係
を
含
む
）

は
、
上
巻
八
十
九
件
、
中
巻
百
四
十
件
、
下
巻
百
四
十
四
件
で
、
合
計
三
百
七
十
三
件

で
あ
っ
た
。
そ
の
う
ち
大
正
新
脩
大
蔵
経
所
収
の
『
法
苑
珠
林14
』
と
同
じ
内
容
が
確
認

で
き
る
引
用
文
は
、
上
巻
三
十
四
件
、
中
巻
五
十
五
件
、
下
巻
五
十
五
件
で
、
合
計
百

四
十
四
件
で
あ
っ
た
。
実
に
四
割
近
く
の
引
用
文
は
『
法
苑
珠
林
』
か
ら
取
ら
れ
て
い

る
可
能
性
が
高
い
こ
と
が
分
か
る
。
中
巻
の
解
題
で
も
指
摘
し
た
が
、『
法
苑
珠
林
』

は
和
刻
本
百
二
十
巻
六
十
冊
、
黄
檗
版
大
蔵
経
所
収
本
も
同
様
に
百
二
十
巻
あ
る
。
淨

慧
は
自
ら
積
み
重
ね
た
智
見
と
筆
力
で
「
飯
を
か
む
で
。
人
に
あ
た
ふ
る
」（
中
巻
序
）

ご
と
く
、
膨
大
な
情
報
量
の
『
法
苑
珠
林
』
を
は
じ
め
と
し
た
数
多
の
聖
教
・
典
籍
か

ら
縦
横
無
尽
に
引
用
し
編
み
直
す
こ
と
で
、
初
学
者
で
も
容
易
に
理
解
で
き
る
よ
う
な

戒
法
入
門
書
を
完
成
さ
せ
た
。
淨
慧
研
究
の
第
一
人
者
で
あ
る
西
田
氏
は
「
妙
幢
浄
慧

は
思
想
的
に
何
か
を
生
み
出
し
た
わ
け
で
は
な
い
。
た
だ
ひ
た
す
ら
、
和
漢
古
今
の
書

物
に
触
れ
、
み
ず
か
ら
の
論
理
と
倫
理
に
し
た
が
っ
て
受
容
し
続
け
、
啓
蒙
教
化
に
あ
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た
っ
た
。
そ
の
情
熱
を
支
え
る
最
も
根
本
的
な
認
識
が
、「
妙
は
唯
そ
の
人
に
存
ず
」

と
い
う
こ
と
に
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か15
」
と
指
摘
さ
れ
、「
妙
は
唯
そ
の
人
に
存
ず
」

と
は
「
物
事
自
体
に
最
初
か
ら
価
値
が
あ
る
の
で
は
な
く
、
物
事
に
価
値
を
与
え
る
の

も
、
無
価
値
に
す
る
の
も
、
人
で
あ
る
と
い
う
視
点16
」
で
あ
る
と
解
さ
れ
て
い
る
。
つ

ま
り
淨
慧
の
真
髄
は
、
自
ら
の
力
に
よ
っ
て
物
事
に
価
値
を
与
え
る
こ
と
に
情
熱
を
燃

や
し
、
そ
の
た
め
に
ひ
た
す
ら
書
物
か
ら
知
識
を
吸
収
し
、
そ
れ
を
活
か
し
て
啓
蒙
教

化
活
動
に
あ
た
る
と
い
う
一
貫
し
た
姿
勢
に
あ
る
と
い
え
よ
う
。『
戒
法
随
身
記
』
で

も
、
並
々
な
ら
ぬ
研
鑽
の
積
み
重
ね
に
よ
り
、
数
多
の
聖
教
・
典
籍
の
要
文
を
引
用
し

「
三
帰
」「
五
戒
」「
八
斎
戒
」
の
意
義
を
示
す
こ
と
で
、
そ
の
重
要
性
を
説
く
こ
と
を

果
た
し
た
。
そ
こ
に
は
、
西
田
氏
が
指
摘
す
る
淨
慧
の
「
物
事
に
価
値
を
与
え
る
の
も
、

無
価
値
に
す
る
の
も
、
人
で
あ
る
」
と
い
う
信
念
を
強
く
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
　
　
　

※

最
後
に
、『
戒
法
随
身
記
』
に
引
用
さ
れ
た
聖
教
・
典
籍
の
書
目
及
び
参
考
資
料
と

し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る
書
目
を「
資
料
1
」に
ま
と
め
た
。
こ
こ
に
は
全
百
九
十
九
種
の

書
目
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
改
め
て
そ
の
数
の
多
さ
に
驚
き
を
禁
じ
得
な
い
。
こ
の

う
ち
、
今
回
の
一
連
の
調
査
で
、
引
用
文
の
典
拠
と
な
る
テ
キ
ス
ト
を
明
ら
か
に
で
き

な
か
っ
た
書
目
に
つ
い
て
触
れ
た
い
。
上
巻
で
は
「
8
華
嚴
の
鈔
」「
26
沙
弥
戒
律
儀
」 

「
27
智
旭
の
見
聞
録
」「
51
聖
徳
太
子
十
七
憲
法
」「
57
淨
土
宗
要
」
の
五
件
、
中
巻
で

は
「
19
金
壁
」「
50
明
慧
上
人
の
傳
」「
52
大
藏
一
覽
」「
63
芝
苑
遺
編
」「
67
智
旭
の
梵

室
偶
談
」「
71
繪
詩
傳
」「
74
弘
法
大
師
の
遺
誡
」「
75
一
向
宗
の
お
し
へ
」「
83
淨
土
晨

鐘
」
の
九
件
、
下
巻
で
は
「
22
施
食
心
法
」「
30
天
如
の
禄
」「
32
無
住
の
雑
談
集
」

「
41
達
磨
大
師
」「
42
六
祖
大
師
」「
46
安
養
尼
の
う
た
」「
55
業
䟽
」「
61
祖
庭
事
苑
」

「
65
曼
陀
羅
の
記
」「
66
了
誉
上
人
」「
72
宣
験
記
」「
73
太
子
傳
」「
75
華
嚴
經
并
䟽
」

「
83
芝
苑
遺
編
」
の
十
四
件
が
該
当
す
る
（
番
号
は
各
巻
解
題
掲
載
の
『
引
用
書
目
一
覧
』

に
拠
る
）。
そ
の
う
ち
後
の
調
査
で
、
上
巻
「
57
淨
土
宗
要
」
は
『
西
宗
要
』
と
し
て

『
浄
土
宗
全
書
』
に
見
え
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。
ま
た
中
巻
の
調
査
か
ら
漏
れ
て
い
た

「
發
隠
」（
中
21
ウ
割
注
）
は
『
梵
網
菩
薩
戒
經
義
疏
發
隱
』
と
し
て
『
大
日
本
續
蔵
經
』

に
見
え
る
こ
と
が
分
か
っ
た17
。
さ
ら
に
、
上
巻
「
27
智
旭
の
見
聞
録
」
中
巻
「
67
智
旭

の
梵
室
偶
談
」
は
、
和
刻
本
『
梵
室
偶
談
』（
附
「
見
聞
録
」）
に
お
い
て
一
致
す
る
内

容
が
見
ら
れ
た
こ
と
を
中
巻
解
題
に
お
い
て
既
に
報
告
し
た
。
こ
の
『
梵
室
偶
談
』
の

調
査
結
果
か
ら
推
察
さ
れ
る
の
は
、
淨
慧
は
当
時
数
多
流
通
し
て
い
た
和
刻
本
を
大
い

に
活
用
し
、
参
照
し
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
だ
。
そ
の
た
め
、
右
に
挙
げ

た
テ
キ
ス
ト
不
明
の
典
籍
で
も
、
当
時
和
刻
本
が
刊
行
さ
れ
て
い
る
も
の
が
あ
れ
ば
、

淨
慧
は
そ
れ
を
参
照
し
た
可
能
性
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
い
。

そ
こ
で
、
中
巻
解
題
で
も
参
考
資
料
と
し
て
用
い
た
『
法
然
院
光
明
蔵
書
籍
目
録

稿
』（
仏
教
大
学
浄
土
宗
文
献
セ
ン
タ
ー
編
／
発
行
、
一
九
八
五
）
を
使
用
し
、
テ
キ
ス
ト

不
明
の
書
目
が
和
刻
本
と
し
て
刊
行
さ
れ
て
い
る
か
に
つ
い
て
調
査
し
た
。
法
然
院
光

明
蔵
に
は
、
江
戸
時
代
に
国
内
で
刊
行
さ
れ
た
和
刻
本
を
中
心
と
し
た
聖
教
・
典
籍
が

収
蔵
さ
れ
て
お
り
、
本
書
は
そ
の
目
録
で
あ
る
。
淨
慧
と
親
交
が
あ
っ
た
忍
澂
（
一
六

四
五
～
一
七
一
一
）
収
集
の
聖
教
・
典
籍
も
多
く
含
ま
れ
て
い
る
た
め
、
淨
慧
が
生
き

た
ま
さ
に
そ
の
時
代
に
流
通
し
て
い
た
書
籍
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、『
国
書

総
目
録
』（
岩
波
書
店
）
な
ど
に
所
載
が
な
い
情
報
が
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
非

常
に
貴
重
で
あ
る
。
そ
こ
に
、『
戒
法
随
身
記
』
に
お
い
て
テ
キ
ス
ト
が
不
明
で
あ
っ

た
書
目
の
情
報
が
確
認
で
き
れ
ば
、
淨
慧
が
参
照
し
た
テ
キ
ス
ト
に
一
歩
近
づ
く
こ
と

が
で
き
よ
う
。

『
法
然
院
光
明
蔵
書
籍
目
録
稿
』
を
調
査
し
た
結
果
、
上
巻
の
「
8
華
嚴
の
鈔
」「
26

沙
弥
戒
律
儀
」、
中
巻
の
「
52
大
藏
一
覽
」「
63
芝
苑
遺
編
」「
83
淨
土
晨
鐘
」、
下
巻
の

「
55
業
䟽
」「
61
祖
庭
事
苑
」「
83
芝
苑
遺
編
」（
中
巻
63
と
同
書
目
）
の
七
書
目
を
確
認

す
る
こ
と
が
で
き
た
。
左
に
『
法
然
院
光
明
蔵
書
籍
目
録
稿
』
所
載
の
書
誌
情
報
を
紹

介
す
る
。

○�「
華
嚴
の
鈔
」
は
『
華
嚴
經
疏
鈔
玄
談
』
と
し
て
一
部
（
所
蔵
部
数
）、『
華
嚴
經
疏
演

義
鈔
』
と
し
て
四
部
、『
華
嚴
經
隨
疏
演
義
鈔
』
と
し
て
一
部18

大
方
廣
佛
華
嚴
經
疏
鈔
玄
談　

九
卷
九
册　

澄
觀　

刊　

再
治

�
大
方
廣
佛
華
嚴
經
疏
演
義
鈔　

八
十
卷
五
十
三
册　

實
叉
難
陀
譯　

澄
觀
撰　

刊　

再
治

�

大
方
廣
佛
華
嚴
經
疏
演
義
鈔　

九
卷
九
册　

澄
觀
撰　

寛
文
九
刊　

黄
檗
版　

訓
點

有大
方
廣
佛
華
嚴
經
疏
演
義
鈔
（
玄
談
）　

九
卷
九
册　

澄
觀
撰　

刊

�

大
方
廣
佛
華
嚴
經
疏
演
義
鈔　

八
十
卷
八
十
一
册　

澄
觀
撰　

寛
文
四
刊　

中
村
市

右
衛
門
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大
方
廣
佛
華
嚴
經
隨
疏
演
義
鈔　

九
十
卷
二
十
七
册　

澄
觀
撰　

刊　

黄
檗
版

○『
沙
弥
戒
律
儀19
』
二
部

�
沙
弥
律
儀
要
略　

二
卷
一
册　

祩
宏
輯　

寛
文
九
刊　

田
原
仁
左
衛
門　

頭
書　

忍

澂
所
持

沙
弥
戒
律
儀
要
略　

二
卷
一
册　

祩
宏　

寛
文
九
刊　

田
原
仁
左
衛
門　

頭
書　

○『
大
藏
一
覽20
』
一
部

�

大
藏
一
覽
集　

十
卷　

附
目
録
一
卷　

十
一
册　

陳
實
輯　

寛
永
十
九
刊　

野
田
庄

右
衛
門

○『
芝
苑
遺
編21
』
二
部

芝
苑
遺
編　

三
卷
三
册　

元
照
道
詢
集　

寛
文
九
刊　

村
上
氏

芝
苑
遺
編　

三
卷
三
册　

元
照　

寛
文
九
刊　

村
上
氏

○『
淨
土
晨
鐘22
』
二
部

淨
土
晨
鐘　

十
卷
六
册　

周
克
復　

貞
享
元
刊

淨
土
晨
鐘　

十
卷
六
册　

周
克
復　

貞
享
元
刊

○「
業
䟽
」
は
『
四
分
律
删
補
隨
機
羯
磨
疏23
』
と
し
て
一
部

四
分
律
删
補
隨
機
羯
磨
疏　

八
卷
八
册　

道
宣
撰　

刊

○『
祖
庭
事
苑24
』
一
部

祖
庭
事
苑　

八
卷
四
册　

善
卿
編
正　

正
保
四
刊　

田
原
仁
左
衛
門

こ
れ
ら
の
う
ち
、「
華
嚴
の
鈔
」
の
『
大
方
廣
佛
華
嚴
經
疏
鈔
玄
談
』（
九
卷
九
册
、
澄
觀
、

刊
、
再
治
）
と
『
大
方
廣
佛
華
嚴
經
疏
演
義
鈔
』（
八
十
卷
五
十
三
册
、
實
叉
難
陀
譯
、
澄

觀
撰
、
刊
、
再
治
）、
並
び
に
「
業
䟽
」（『
四
分
律
删
補
隨
機
羯
磨
疏
』）
以
外
は
、
刊
年
や

版
元
の
情
報
か
ら
和
刻
本
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
古
く
は
『
大
藏
一
覽
集
』
の
寛
永

十
九
年
（
一
九
四
二
）
刊
、
近
く
は
『
淨
土
晨
鐘
』
の
貞
享
元
年
（
一
六
八
四
）
刊
で
、

い
ず
れ
も
『
戒
法
随
身
記
』
が
刊
行
さ
れ
た
貞
享
四
年
（
一
九
八
七
）
よ
り
も
前
に
刊

行
さ
れ
て
お
り
、
淨
慧
が
参
照
し
た
可
能
性
は
高
い
。
右
の
和
刻
本
の
う
ち
、『
祖
庭

事
苑
』（
八
巻
四
冊
、
善
卿
編
正
、
正
保
四
年
（
一
六
四
七
）
刊
田
原
仁
左
衛
門
）
と
同
版
と

考
え
ら
れ
る
善
通
寺
所
蔵
本
に
『
戒
法
随
身
記
』
の
引
用
文
と
同
内
容
の
箇
所
を
確
認

す
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
、
実
際
に
比
較
し
て
み
る
。（
傍
線
筆
者
）

『
戒
法
随
身
記
』（
下
27
ウ
）

　
　

�

故
か
る
が
ゆ
へに
祖そ

庭て
い

亊し

苑を
ん

に
云い
は
く。
甘か

ん

蔗じ
や

糖た
う

堅け
ん

強が
う

に
し
て
。
石い

し

の
ご
と
く
な
る
。
こ
れ
を
石
蜜
と
な

づ
く
と
い
へ
り
。

正
保
四
年
版
『
祖
庭
事
苑25
』（
卷
三
13
オ
）

食
蜜
當
レ
作
レ
石
蜜
善
見
律
ニ
云
甘
蔗
ノ
糟
堅
強
シ
如
レ
石
是
ヲ
名
レ
石
蜜
也

比
較
す
る
と
、
送
り
仮
名
や
文
字
が
一
部
異
な
っ
て
い
る
点
も
見
ら
れ
る
が
、
内
容
は

ほ
ぼ
一
致
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
淨
慧
は
こ
れ
ら
和
刻
本
を
は
じ
め
と
し
た
当
時

の
豊
か
な
出
版
文
化
を
活
用
し
、
情
報
を
貪
欲
に
取
り
入
れ
た
こ
と
が
分
か
る
。
そ
し

て
、
そ
の
情
報
供
給
元
と
し
て
は
、
淨
慧
が
地
蔵
信
仰
を
通
じ
て
深
い
交
流
が
あ
っ
た26

忍
澂
収
集
書
籍
も
多
く
含
ま
れ
る
法
然
院
光
明
蔵
の
蔵
書
で
あ
る
可
能
性
も
お
お
い
に

考
え
ら
れ
る
。

「
妙
幢
和
尚
略
伝27
」
に
あ
る
通
り
、
淨
慧
は
彦
根
藩
に
仕
え
る
医
師
の
家
柄
に
生
ま

れ
た
が
、
二
十
四
歳
に
し
て
「
頻
り
に
浮
世
の
無
常
に
驚
き
（
中
略
）
宝
山
頂
和
尚
を

拝
し
て
、
剃
髪
受
戒
」
し
、「
鉄
眼
光
和
尚
に
随
う
て
、
楞
厳
、
維
摩
、
法
華
の
三
経

を
研
究
し
」、
さ
ら
に
「
出
離
の
要
路
、
浄
土
の
一
門
に
過
ず
と
て
、
洛
東
忍
澂
上
人

に
謁
し
」
た
。
す
な
わ
ち
淨
慧
は
、
自
ら
の
意
思
で
黄
檗
宗
の
門
を
く
ぐ
り
鉄
眼
の
元

で
学
問
を
重
ね
、
さ
ら
に
浄
土
宗
の
再
興
に
尽
力
す
る
忍
澂
に
拝
す
た
め
法
然
院
の
門

を
叩
い
た
。
当
時
の
黄
檗
宗
は
、
明
末
に
復
興
し
た
仏
教
を
携
え
来
朝
し
た
隠
元
（
一

五
九
二
～
一
六
七
三
）
が
寛
文
元
年
（
一
六
六
一
）
に
本
山
と
な
る
黄
檗
山
萬
福
寺
を
開

い
た
ば
か
り
の
、
新
し
い
風
が
吹
く
場
で
あ
っ
た
。
明
末
に
再
興
さ
れ
た
仏
教
の
特
徴

の
一
つ
と
し
て
、
三
教
（
仏
教
・
儒
教
・
神
道
、
中
国
で
は
道
教
）
一
致
を
説
く
こ
と
に

よ
る
仏
教
の
庶
民
化
が
挙
げ
ら
れ
る
。
そ
の
思
想
的
原
点
の
一
人
が
雲
棲
袾
宏
（
一
五

三
五
～
一
六
一
五
）
で
あ
り28
、
袾
宏
の
教
え
を
受
け
継
い
だ
一
人
が
智
旭
（
一
五
九
九
～

一
六
五
五
）
で
あ
っ
た
。
淨
慧
に
と
っ
て
、
最
先
端
の
仏
教
に
直
接
触
れ
る
こ
と
が
で

き
た
活
気
溢
れ
る
黄
檗
宗
で
の
研
鑽
は
、
大
変
刺
激
的
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
し
、
後
の

旺
盛
な
る
執
筆
活
動
を
見
る
と
、
お
そ
ら
く
そ
の
よ
う
な
活
気
溢
れ
る
場
に
、
自
ら
選

ん
で
身
を
投
じ
た
の
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
。
実
際
に
淨
慧
は
『
戒
法
随
身
記
』
に

お
い
て
度
々
、
袾
宏
と
智
旭
の
著
作
を
引
用
し
て
お
り
、
明
末
仏
教
か
ら
大
き
な
影
響

を
受
け
た
こ
と
が
分
か
る
。 あ

ま
き
さ
た
う
か
た
く
つ
よ
く
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さ
ら
に
、
浄
土
の
教
え
を
請
う
た
め
の
先
達
と
し
て
選
ん
だ
忍
澂
も
、
淨
慧
が
熟
慮

の
末
、
門
を
叩
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
後
、
淨
慧
と
忍
澂
は
地
蔵
信
仰
を
通
し
て

親
交
を
篤
く
す
る
。
さ
ら
に
忍
澂
は
、
雲
棲
袾
宏
の
『
自
知
録
』
を
和
刻
本
と
し
て
出

版
す
る
な
ど
、
淨
慧
と
同
様
に
明
末
仏
教
か
ら
強
い
影
響
を
受
け
て
い
る
こ
と
か
ら
、

そ
の
点
で
も
二
人
に
深
く
通
じ
る
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
と
推
察
さ
れ
る
。
そ
う
い
っ
た
篤

い
交
流
の
中
、
忍
澂
の
人
脈
に
よ
り
収
集
さ
れ
た
唐
土
や
本
朝
の
聖
教
・
典
籍
を
閲
覧

す
る
機
会
に
恵
ま
れ
る
こ
と
が
、
淨
慧
に
も
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
想
像
に
難
く
な

い
。
こ
の
よ
う
な
新
し
い
仏
教
の
風
が
吹
く
活
気
溢
れ
た
環
境
の
中
で
生
ま
れ
た
の
が

『
戒
法
随
身
記
』
で
あ
っ
た
。�

（
大
久
保
）

［
注
］

1　

�

妙
幢
淨
慧
編
『
八
斎
戒
随
身
記
』
は
中
井
德
治
郎
（
大
阪
市
）
が
発
行
人
と
な
り
明
治
二

十
四
年
（
一
八
九
一
）
に
刊
行
さ
れ
た
。
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
で
画
像

デ
ー
タ
が
公
開
さ
れ
て
い
る
。（https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/816977

）

2　

�

別
名
『
斎
別
受
八
戒
作
法
』、『
斎
別
受
戒
作
法
』。『
国
書
総
目
録
』（
岩
波
書
店
）
に
よ
る

と
江
戸
時
代
前
の
写
本
類
は
現
存
不
明
だ
が
、
寛
文
十
一
年
（
一
六
七
一
）、
延
宝
九
年

（
一
六
八
一
）、
貞
享
三
年
（
一
六
八
六
）
に
刊
行
さ
れ
た
版
本
が
現
存
し
て
お
り
、『
日
本

大
蔵
経
戒
律
宗
章
疏
二
』（
日
本
大
蔵
経
編
纂
会
編
、
日
本
大
蔵
経
編
纂
会
、
一
九
一
六
）

に
お
い
て
活
字
化
さ
れ
て
い
る
。

3　

�

八
斎
戒
関
連
各
書
の
刊
行
情
報
に
つ
い
て
は
、
国
文
学
研
究
資
料
館
「
日
本
古
典
籍
総
合

目
録
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
を
参
照
し
た
。（https://base1.nijl.ac.jp/~tkoten/
）

　
　

�

な
お
、『
八
斎
戒
勧
善
要
門
』
の
瑞
光
は
、
醍
醐
寺
寛
順
よ
り
伝
法
灌
頂
を
受
け
、
下
野
蓮

華
院
に
住
し
た
真
言
僧
。『
八
斎
戒
作
法
連
珠
記
』
の
洞
空
（
慈
泉
）
は
、
浄
土
宗
西
山
派

安
養
寺
の
性
寛
（
慈
空
）
の
も
と
で
出
家
、
受
戒
し
、
の
ち
に
性
寛
を
嗣
い
で
安
養
寺
の

住
持
と
な
っ
た
浄
土
僧
で
あ
る
。

4　

�

西
田
耕
三
氏
『
近
世
の
僧
と
文
学
―
妙
は
唯
そ
の
人
に
存
す
』（
ぺ
り
か
ん
社
、
二
〇
一
〇
、

二
十
七
～
二
十
八
頁
）

5　

�『
国
書
総
目
録
』（
岩
波
書
店
）
に
よ
る
と
、『
八
斎
戒
作
法
』
は
『
日
本
大
蔵
経
戒
律
宗
章

疏
二
』（
日
本
大
蔵
経
編
纂
会
編
、
日
本
大
蔵
経
編
纂
会
、
一
九
一
六
）
に
活
字
化
さ
れ
て

い
る
。
し
か
し
実
際
に
、
国
立
国
会
図
書
館
所
蔵
の
同
書
を
確
認
し
た
と
こ
ろ
、『
八
斎
戒

作
法
』
の
本
文
は
割
愛
さ
れ
て
お
り
（
理
由
不
明
）、
同
書
所
載
の
『
斎
別
受
八
戒
作
法
要

解
』
や
『
八
戒
作
法
得
道
鈔
』
に
お
い
て
『
八
斎
戒
作
法
』
の
本
文
を
確
認
す
る
こ
と
が

で
き
る
。
な
お
、
今
回
の
調
査
に
あ
た
っ
て
は
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ

ン
で
公
開
さ
れ
て
い
る
『
日
本
大
蔵
経
戒
律
宗
章
疏
二
』
所
載
の
覚
深
撰
述
『
斎
別
受
八

戒
作
法
要
解
』（
貞
享
三
年
（
一
六
八
六
）
刊
）
を
参
照
し
た
。（https://dl.ndl.go.jp/

info:ndljp/pid/952638

）

6　

�

下
巻
で
は
智
旭
か
ら
の
引
用
が
「
智
旭
の
云
」（
下
10
ウ
）、「
智
旭
註
し
て
」（
下
21
ウ
頭

注
）、「
知
旭
禅
師
の
云
」（
下
29
ウ
）、「
智
旭
云
」（
下
33
オ
）
と
し
て
四
件
確
認
で
き
た
。

そ
の
う
ち
、「
知
旭
禅
師
の
云
」（
下
29
ウ
）、「
智
旭
云
」（
下
33
オ
）
は
和
刻
本
『
梵
室
偶

談
』（
宮
島
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
所
蔵
）
で
同
じ
内
容
が
確
認
で
き
た
。

7　

�『
佛
説
六
齋
精
進
功
徳
經
』（
延
宝
三
年
（
一
六
七
五
）
書
写
、
名
古
屋
大
学
附
属
図
書
館

所
蔵
）
を
参
照
し
た
。
な
お
、
本
書
は
「
新
日
本
古
典
籍
総
合
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
に
て
公

開
さ
れ
て
い
る
。（https://kotenseki.nijl.ac.jp/biblio/100240701/view

er/1

）

8　

�『
沙
弥
律
儀
要
略
』（
袾
宏
輯
、
天
保
八
年
（
一
八
三
七
）
刊
、
京
都
大
学
附
属
図
書
館
蔵

経
書
院
文
庫
所
蔵
）
を
参
照
し
た
。
な
お
、
本
書
は
「
新
日
本
古
典
籍
総
合
デ
ー
タ
ベ
ー

ス
」
に
て
公
開
さ
れ
て
い
る
。（https://kotenseki.nijl.ac.jp/biblio/100303010/

view
er/28

）

9　

�『
訓
讀
延
命
地
藏
菩
薩
經
』（
不
空
訳
、
此
村
欽
英
堂
、
一
九
一
一
）
を
参
照
し
た
。
な
お
、

本
書
は
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
て
公
開
さ
れ
て
い
る
。（https://

dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/817601

）

10　

�『
佛
説
地
藏
菩
薩
發
心
因
縁
十
王
經
』（
釋
藏
川
撰
、
江
戸
前
期
刊
）
を
参
照
し
た
。
な
お
、

本
書
は
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
て
公
開
さ
れ
て
い
る
。（https://

dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/2542700

）

11　

�

調
査
に
は
「
Ｓ
Ａ
Ｔ
大
正
新
脩
大
藏
經
テ
キ
ス
ト
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」（http://21dzk.l.u�

-tokyo.ac.jp/SA
T/

）
を
使
用
し
た
。『
戒
法
随
身
記
』
は
和
文
で
あ
り
、
大
蔵
経
は
漢

文
で
記
さ
れ
て
い
る
た
め
引
用
文
と
典
拠
元
の
テ
キ
ス
ト
が
完
全
に
一
致
す
る
こ
と
は
な

い
。
そ
の
た
め
、
引
用
文
中
の
キ
ー
ワ
ー
ド
と
な
る
漢
字
の
固
有
名
詞
や
仏
教
用
語
を
い

く
つ
か
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
検
索
を
行
っ
た
。
ま
た
、
淨
慧
が
参
照
し
た
可
能
性
が
あ
る

黄
檗
版
大
蔵
経
（
詳
細
は
上
巻
解
題
を
参
照
）
等
と
、
今
回
使
用
す
る
大
正
新
脩
大
蔵
経

は
、
収
録
さ
れ
て
い
る
聖
教
・
典
籍
の
文
面
が
必
ず
し
も
一
致
す
る
と
は
考
え
な
い
が
、

固
有
名
詞
や
仏
教
用
語
の
表
記
方
法
は
大
き
く
異
な
る
こ
と
は
な
い
と
仮
定
し
、
あ
く
ま

で
も
調
査
の
導
入
と
し
て
「
Ｓ
Ａ
Ｔ
大
正
新
脩
大
藏
經
テ
キ
ス
ト
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
を
使

用
し
た
。
今
回
は
儒
教
関
係
の
典
籍
は
、
調
査
の
対
象
外
と
し
た
。

12　

�『
法
苑
珠
林
』
は
寛
文
九
年
（
一
六
六
九
）、
同
十
二
年
（
一
六
七
二
）
に
和
刻
本
が
出
版

さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
淨
慧
が
参
照
し
た
可
能
性
が
あ
る
黄
檗
版
大
蔵
経
に
も
『
法
苑
珠

林
』
は
所
収
さ
れ
て
い
る
。
淨
慧
が
ど
ち
ら
の
『
法
苑
珠
林
』
を
参
照
し
た
か
に
つ
い
て

は
さ
ら
な
る
調
査
が
必
要
で
あ
る
。

13　

�

調
査
に
あ
た
っ
て
は
、
国
文
学
研
究
資
料
館
所
蔵
の
寛
文
九
年
版
（
一
六
六
九
）『
法
苑
珠
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林
』
を
参
照
し
た
。
同
書
は
国
文
学
研
究
資
料
館
「
新
日
本
古
典
籍
総
合
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」 

で
公
開
さ
れ
て
い
る
。（https://kotenseki.nijl.ac.jp/biblio/200016832/view

er�
/2762

）

14　

�
大
正
新
脩
大
蔵
経
所
収
『
法
苑
珠
林
』
と
和
刻
本
『
法
苑
珠
林
』
は
、
細
か
い
漢
字
表
記

や
訓
点
の
有
り
無
し
な
ど
の
差
異
は
あ
る
が
、
内
容
に
大
き
な
違
い
は
見
ら
れ
な
い
た
め
、

便
宜
上
、
調
査
に
は
「
Ｓ
Ａ
Ｔ
大
正
新
脩
大
藏
經
テ
キ
ス
ト
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」（http://�

21dzk.l.u-tokyo.ac.jp/SA
T/

）
を
使
用
し
た
。

15　

�

西
田
耕
三
氏
『
近
世
の
僧
と
文
学
―
妙
は
唯
そ
の
人
に
存
す
』（
ぺ
り
か
ん
社
、
二
〇
一
〇
、

一
一
〇
頁
）。

16　

注
14
同
書
、
三
六
九
頁
。

17　

�

中
野
達
慧
氏
［
ほ
か
］
編
『
大
日
本
續
藏
經　

靖
国
記
念
』（
蔵
経
書
院
、
一
九
〇
五
～
一

九
一
二
）
所
収
『
梵
網
菩
薩
戒
經
義
疏
發
隱
』
卷
四
の
「
第
二
飮
酒
戒
」
の
項
で
引
用
文

と
同
内
容
の
箇
所
を
確
認
で
き
た
。
ち
な
み
に
『
法
然
院
光
明
蔵
書
籍
目
録
稿
』（
仏
教
大

学
浄
土
宗
文
献
セ
ン
タ
ー
編
／
発
行
、
一
九
八
五
）
に
は
『
梵
網
經
心
地
品
菩
薩
戒
義
疏

發
隱
』（
五
卷
五
册
、
袾
宏
、
承
応
四
（
一
六
五
五
）
刊
、
秋
田
屋
平
左
衛
門
）
一
部
の
所

載
が
あ
り
、
淨
慧
の
時
代
に
和
刻
本
が
流
通
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。

18　

�「
華
嚴
の
鈔
」
は
『
華
嚴
經
疏
鈔
』
で
あ
る
と
推
察
。『
仏
典
解
題
事
典
』
第
二
版
（
水
野

弘
元
氏
（
ほ
か
）
編
著
、
春
秋
社
、
一
九
七
七
）
の
『
大
方
廣
佛
華
嚴
経
疏
演
義
鈔
』
の

解
説
（
二
〇
五
～
二
〇
六
頁
）
に
よ
る
と
、「
澄
觀
（
七
三
七
～
八
三
八
）
は
先
に
『
八
十

巻
華
厳
』
の
注
釈
書
で
あ
る
『
華
厳
経
疏
』
六
十
巻
を
著
し
た
」「
そ
の
後
、
こ
の
『
華
厳

経
疏
』
を
さ
ら
に
詳
し
く
解
説
し
た
の
が
本
書
（『
大
方
廣
佛
華
嚴
経
疏
演
義
鈔
』）
で
あ

る
。」「
わ
が
国
で
は
寛
文
四
年
（
一
六
六
四
）
に
百
巻
と
し
て
『
経
疏
』
の
文
と
『
演
義

鈔
』
の
文
と
が
対
応
し
て
刊
行
さ
れ
た
。
初
め
の
九
巻
は
著
者
の
華
厳
思
想
の
綱
要
を
述

べ
た
も
の
で
、
玄
談
と
し
て
珍
重
さ
れ
て
い
る
。」
と
あ
る
。『
法
然
院
光
明
蔵
書
籍
目
録

稿
』
で
は
、
和
刻
本
と
し
て
刊
年
が
明
記
さ
れ
て
い
る
も
の
は
寛
文
四
年
（
一
六
六
四
）

刊
の
『
大
方
廣
佛
華
嚴
經
疏
演
義
鈔
』（
中
野
市
右
衛
門
）
と
、
寛
文
九
年
（
一
六
六
九
）

刊
の
『
大
方
廣
佛
華
嚴
經
疏
演
義
鈔
』（
黄
檗
版
）
が
確
認
で
き
る
。
ま
た
、
国
文
学
研
究

資
料
館
「
新
日
本
古
典
籍
総
合
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
で
は
寛
文
十
三
年
（
一
六
七
三
）
刊
の

『
大
方
広
仏
華
厳
経
疏
演
義
鈔
』
善
通
寺
所
蔵
本
（
鉄
眼
版
）
が
確
認
で
き
る
。
な
お
、

「
大
正
新
脩
大
蔵
経
」
に
も
『
大
方
廣
佛
華
嚴
經
疏
』
と
し
て
經
疏
部
に
所
載
が
あ
る
が
、

『
戒
法
随
身
記
』
で
触
れ
ら
れ
て
い
る
内
容
の
文
面
を
探
し
出
す
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。

19　

�

国
文
学
研
究
資
料
館
「
新
日
本
古
典
籍
総
合
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
で
は
、
天
保
八
年
（
一
八

三
七
）
刊
の
京
都
大
学
附
属
図
書
館
蔵
経
書
院
文
庫
所
蔵
本
が
確
認
で
き
る
が
、『
法
然
院

光
明
蔵
書
籍
目
録
稿
』
に
あ
る
寛
文
九
年
（
一
六
六
九
）
刊
の
情
報
は
未
収
載
で
あ
っ
た
。

な
お
、
京
都
大
学
附
属
図
書
館
蔵
経
書
院
文
庫
所
蔵
本
に
お
い
て
、『
戒
法
随
身
記
』
の
引

用
文
と
同
内
容
の
箇
所
を
確
認
で
き
た
。（https://kotenseki.nijl.ac.jp/biblio/�

100303010/view
er/35

）

20　

�

国
文
学
研
究
資
料
館
「
新
日
本
古
典
籍
総
合
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
で
は
、
慶
長
年
間
（
一
五

九
六
～
一
六
一
五
）
刊
の
宮
内
庁
書
陵
部
所
蔵
本
、
寛
永
十
九
年
（
一
六
四
二
）
刊
（
西

田
勝
兵
衛
刊
行
）
の
静
岡
県
立
中
央
図
書
館
葵
文
庫
所
蔵
本
、
同
年
刊
（
野
田
庄
右
衛
門

刊
行
）
の
光
藤
益
子
氏
所
蔵
本
な
ど
が
確
認
で
き
る
。
刊
行
年
、
刊
行
元
、
巻
数
な
ど
か

ら
、
光
藤
益
子
氏
所
蔵
本
が
『
法
然
院
光
明
蔵
書
籍
目
録
稿
』
掲
載
の
『
大
藏
一
覽
集
』

と
同
版
と
見
ら
れ
る
。

21　

�

国
文
学
研
究
資
料
館
「
新
日
本
古
典
籍
総
合
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
で
は
、
寛
文
九
年
（
一
六

六
九
）
刊
の
大
阪
府
立
大
学
学
術
情
報
セ
ン
タ
ー
所
蔵
本
が
確
認
で
き
る
。
刊
行
年
、
刊

行
元
、
巻
数
が
『
法
然
院
光
明
蔵
書
籍
目
録
稿
』
掲
載
の
『
芝
苑
遺
編
』
と
一
致
す
る
こ

と
か
ら
同
版
と
見
ら
れ
る
。

22　

�

国
文
学
研
究
資
料
館
「
新
日
本
古
典
籍
総
合
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
で
は
『
淨
土
晨
鐘
』
の
情

報
は
確
認
で
き
な
か
っ
た
。

23　

�

国
文
学
研
究
資
料
館
「
新
日
本
古
典
籍
総
合
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
で
は
、『
四
分
律
刪
補
随
機

羯
磨
疏
』
と
し
て
西
教
寺
正
教
蔵
文
庫
所
蔵
本
が
確
認
で
き
る
。『
法
然
院
光
明
蔵
書
籍
目

録
稿
』
掲
載
本
と
巻
数
は
一
致
す
る
が
、
ど
ち
ら
も
刊
年
、
刊
行
元
不
明
で
同
版
か
は
判

別
で
き
な
い
。

24　

�

国
文
学
研
究
資
料
館
「
新
日
本
古
典
籍
総
合
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
で
は
、
正
保
四
年
（
一
六

四
七
）
刊
の
善
通
寺
所
蔵
本
な
ど
が
確
認
で
き
る
。
善
通
寺
本
は
、
刊
行
年
、
刊
行
元
、

巻
数
が
『
法
然
院
光
明
蔵
書
籍
目
録
稿
』
掲
載
の
『
祖
庭
事
苑
』
と
一
致
す
る
こ
と
か
ら

同
版
と
見
ら
れ
る
。

25　

�

翻
刻
に
あ
た
っ
て
は
、
国
文
学
研
究
資
料
館
「
新
日
本
古
典
籍
総
合
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
で

公
開
さ
れ
て
い
る
善
通
寺
所
蔵
本
の
画
像
デ
ー
タ
を
参
照
し
た
。（https://kotenseki�

.nijl.ac.jp/biblio/100197396/view
er/163

）

26　

�

関
口
靜
雄
氏
「
妙
幢
淨
慧
撰
『
佛
神
Ｂ
應
錄
』
翻
刻
と
解
題
（
一
）」（『
学
苑
』
九
百
二
十

二
号
、
二
〇
一
七
年
八
月
）
所
載
「
解
題
」。

27　
�

妙
幢
淨
慧
編
『
十
善
戒
法
論
』（
享
和
三
年
版
）
第
一
巻
巻
頭
所
載
。
藤
谷
厚
生
氏
「
黄
檗

僧
妙
幢
淨
慧
と
そ
の
戒
律
論
書
に
つ
い
て
」（『
四
天
王
寺
大
学
紀
要
』
五
十
号
、
二
〇
一

〇
年
九
月
）
に
翻
刻
文
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

28　

�
西
村
玲
氏
「
日
本
近
世
に
お
け
る
不
殺
生
思
想
―
雲
棲
袾
宏
の
受
容
と
影
響
―
」（『
印
度

學
佛
教
學
研
究
』
第
六
十
二
巻
第
二
号
、
二
〇
一
四
年
三
月
）、
松
永
知
海
氏
「『
観
修
作

福
念
仏
図
説
』
の
印
施
と
影
響
―
獅
谷
忍
澂
を
中
心
と
し
て
―
」（『
佛
教
大
学
大
学
院
研

究
紀
要
』
第
十
五
号
、
一
九
八
七
年
三
月
）
な
ど
に
詳
し
い
。
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№ 書　　　名 正式書名（大正新脩大蔵経所載書目番号） 著　　　者 大正新脩大蔵経所収部 回数
 1 涅槃經 大般涅槃經（0374） 曇無讖譯 寶積部・涅槃部 5
 2 隨舎迦經 優陂夷墮舍迦經（0088） ― 阿含部
 3 興正菩薩の八齋戒の文 八齋戒作法（―） 興正菩薩（叡尊） ―（日本大蔵経戒律宗章

疏二所収）
3

 4 處胎經 菩薩從兜術天降神母胎説廣普經（0384）竺佛念譯 寶積部・涅槃部
 5 優婆塞戒經 優婆塞戒經（1488） 曇無讖訳 律部 2
 6 倶舎論 阿毘達磨倶舍論（1558） 世親造　玄奘譯 毘曇部 2
 7 觀經 佛説觀無量壽佛經（0365） 畺良耶舍譯 寶積部・涅槃部 2
 8 法苑珠林 法苑珠林（2122） 道世撰 事彙部・外教部・目録部 5
 9 正法念處經 正法念處經（0721） 瞿曇般若流支譯 經集部
10 長阿含經 長阿含經（0001） 佛陀耶舍譯　竺佛念譯 阿含部 2
11 律／律部 四分律（1428）など 佛陀耶舍譯　竺佛念譯 律部 2
12 沙彌尼戒經 沙彌尼戒經（1474） ― 律部
13 善惡所起經 佛説分別善惡所起經（0729） 安世高譯 經集部
14 五百問 法華五百問論（―） 湛然撰 ―（卍續蔵經所収） 2
15 僧祇律 摩訶僧祇律（1425） 佛陀跋陀羅譯　法顯譯 律部
16 毘羅三昧經 ― ― ―

17 智旭／知旭禅師 梵室偶談（―）ほか 智旭著 ― 4
18 智度論 大智度論（1509） 鳩摩羅什譯 釋經論部 4
19 成實論 成實論（1646） 訶梨跋摩造　鳩摩羅什

譯
論集部 3

20 儒の教 貞観政要（―） 呉兢編 ―

21 摩徳勒伽論 薩婆多部毘尼摩得勒伽（1441） 僧伽跋摩譯 律部
22 施食心法 ― ― ―

23 襍寳藏經 雜寶藏經（0203） 吉迦夜譯　曇曜譯 本縁部
24 布施經 佛説布施經（0705） 法賢譯 諸宗部
25 譬喩經 舊雜譬喩經（0206） 康僧會譯 本縁部
26 輪轉五道經 輪轉五道罪福報応經（佛説罪福報應經

（0747）所収）
求那跋陀羅譯 經集部

27 華嚴經 大方廣佛華嚴經（0278） 佛馱跋陀羅譯 法華部・華厳部
28 毘娑婆論 阿毘曇毘婆沙論（1546） 迦旃延子造　五百羅漢釋

浮陀跋摩譯　道泰譯
毘曇部

29 日記故事等 二十四孝（―）など ― ―

30 天如の禄 ― ― ―

31 樓炭華嚴經 大樓炭經（0023）? 法立譯　法矩譯 阿含部
32 無住の雑談集 雑談集（―） 無住著 ―

33 宗鏡録 宗鏡録（2016） 延壽集 諸宗部
34 薩遮尼乾子所説經 大薩遮尼乾子所説經（0272） 菩提留支譯 法華部・華厳部
35 六齋精進㓛德經 佛説六齋精進功徳經（―） ― ― 5
36 處々經 佛説處處經（0730） 安世高譯 經集部
37 齋法經／佛説齋經／齋經 佛説齋經（0087） 支謙譯 阿含部 5
38 舎利弗問經 舍利弗問經（1465） ― 律部 2
39 中阿含經 中阿含經（0026） 瞿曇僧伽提婆譯 阿含部
40 薩婆多論 薩婆多毘尼毘婆沙（1440） ― 律部 4
41 達磨大師 ― ― ―

42 六祖大師 ― ― ―

43 善導大師 往生禮讃偈（1980） 善導集記 諸宗部

［
表
1
］『
戒
法
随
身
記
』
下
巻
　
引
用
典
籍
一
覧
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№ 書　　　名 正式書名（大正新脩大蔵経所載書目番号） 著　　　者 大正新脩大蔵経所収部 回数
44 法句經 法句經（0210）／法句譬喩經（0211） 法救撰　維祇難譯／法

炬譯　法立譯
本縁部

45 四十二章經 四十二章經（0784） 迦葉摩騰譯　法蘭譯 經集部
46 安養尼のうた ― ― ―

47 善生經 佛説善生子經（0017） 沙門支法度譯 阿含部
48 發覺淨心經 發覺淨身心經（0327） 闍那崛多譯 寶積部・涅槃部
49 菩薩受齋經 菩薩受齋經（1502） 聶道眞譯 律部
50 宗要 菩薩戒本宗要（1906） 太賢撰 諸宗部
51 慈恩大師 大乘法苑義林章（1861） 窺基（慈恩）撰 諸宗部
52 四分 四分律（1428） 佛陀耶舍譯　竺佛念譯 律部 3
53 十誦 十誦律（1435） 弗若多羅譯　羅什譯 律部 2
54 五分 彌沙塞部和醯五分律（1421） 佛陀什譯　竺道生譯 律部
55 業䟽 四分律刪補随機羯磨疏（―） 道宣撰 ―

56 資持記 四分律行事鈔資持記（1805） 元照撰 律疏部・論疏部 6
57 行事抄 四分律刪繁補闕行事鈔（1804） 道宣撰 律疏部・論疏部 3
58 傳燈録／五燈會元／永明の

延壽禅師の傳／僧那禪師／
闍夜多尊者

景徳傳燈録（2076） 道原纂 史傳部 5

59 大集經 大方等大集經（0397） 曇無讖譯 大集部
60 善見論 善見律毘婆沙（1462） 僧伽跋陀羅譯 律部 2
61 祖庭事苑 祖庭事苑（―） 睦庵善卿撰 ―

62 潙山禅師 袁州仰山慧寂禪師語録（1990） 語風圓信編　語風圓信編 諸宗部
63 犍陀國王經 犍陀國王經（0506） 安世高譯 經集部 2
64 大無量壽經 佛説無量壽經（0360） 康僧鎧譯 寶積部・涅槃部
65 曼陀羅の記 ― ― ―

66 了誉上人 ― ― ―

67 雲棲大師 沙弥律儀要略（―） 雲棲袾宏輯 ―

68 觀念法門 觀念阿彌陀佛相海三昧功徳法門（1959）善導集記 諸宗部
69 釋書 元亨釈書（―） 虎関師錬著 ―

70 天地本起經 ― ― ―

71 四天王經 佛説四天王經（0590） 智嚴譯 經集部
72 宣験記 宣験記（―） 劉義慶撰 ―

73 太子傳 ― ― ―

74 金剛寳戒章 金剛寳戒章（―） 法然述 ―（続浄一三所収）
75 華嚴經并䟽 ― ― ―

76 上生經 佛説觀彌勒菩薩上生兜率天經（0452） 沮渠京聲譯 經集部
77 慈恩の䟽 觀彌勒上生兜率天經賛（1772） 窺基（慈恩）撰 經疏部
78 延命地藏經 延命地藏菩薩經（―） 不空訳 ―

79 十王經 佛説地藏菩薩發心因縁十王經（―） 釋藏川撰 ―

80 賢愚經 賢愚經（0202） 慧覺譯 本縁部
81 本願經 地藏菩薩本願經（0412） 實叉難陀譯 大集部
82 提謂經 提謂波利経（―） 曇靖著 ―

83 芝苑遺編 芝苑遺編（―） 元照作　道詢集 ―
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［
表
２
］　
各
章
に
お
け
る
主
な
典
拠
文
献

一

八
齋
戒
の
㓛
德
の
亊

八
齋
戒
作
法
・
法
苑
珠
林

二

殺
生
戒
の
事

法
苑
珠
林

三

偷
盗
戒
の
亊

引
用
な
し

四

不
婬
戒
の
事

八
齋
戒
作
法

五

妄
語
戒
の
亊

引
用
な
し

六

飮
酒
戒
の
事

法
苑
珠
林

七

不
Ｐ
髙
廣
大
床
戒
の
㕝

法
苑
珠
林

八

不
Ｆ
ｋ
鬘
香
衣
等
の
戒
の
事

法
苑
珠
林
・
八
齋
戒
作
法

九

不
非
時
⻝
戒
の
事

法
苑
珠
林
・
八
齋
戒
作
法

十

持
齋
に
三
叚
の
心
得
あ
る
亊

法
苑
珠
林

十
一

八
齋
戒
從
他
の
威
儀
の
亊

引
用
な
し

十
二

同
自
誓
の
作
法
の
事

法
苑
珠
林

十
三

五
戒
八
戒
勝
劣
の
亊

法
苑
珠
林

十
四

受
戒
の
前
の
Ｃ
意
樂
の
事

法
苑
珠
林

十
五

戒
を
受
と
ほ
つ
す
る
貴
人
心
得
の
亊

法
苑
珠
林

十
六

受
戒
の
日
意
樂
を
つ
ゝ
し
む
べ
き
亊

法
苑
珠
林

十
七

受
戒
の
夜
卧
に
了
簡
あ
る
事

法
苑
珠
林
・
菩
薩
戒
本
宗
要

十
八

齋
戒
を
持
日
ご
と
に
う
く
る
と
う
け
ざ
る
と
の

二
説
あ
る
亊

菩
薩
戒
本
宗
要

十
九

少
⻝
と
齋
の
間
の
心
得
の
事

四
分
律
行
事
鈔
・
十
誦
律
・
彌
沙

塞
部
和
醯
五
分
律
・
魔
訶
僧
祇
律

二
十

少
⻝
の
因
縁
の
亊

釋
氏
要
覧

廿
一

朝
粥
を
⻝
す
る
時
Ｘ
の
亊

法
苑
珠
林

廿
二

時
節
は
や
く
齋
を
な
し
た
る
に
ハ
㓛
德
あ
る
亊

四
分
律
行
事
鈔
資
持
記

廿
三

齋
の
後
わ
き
ま
ふ
べ
き
事

佛
説
齋
經
・
四
分
律
刪
繁
補
闕
行

事
鈔

廿
四

非
時
に
の
む
べ
き
も
の
ゝ
事

法
苑
珠
林

廿
五

石
蜜
の
辨
の
事

祖
庭
事
苑
・
四
分
戒
本
疏
・
四
分

律
行
事
鈔
資
持
記

廿
六

齋
戒
を
う
け
し
日
の
心
持
の
亊

佛
説
齋
經

廿
七

禪
宗
持
齋
の
例
を
引
事

景
徳
傳
燈
録
・
法
苑
珠
林

［
表
３
］�『
戒
法
随
身
記
』
引
用
文
件
数
（
儒
教
関
係
を
除
く
）
及
び
『
法
苑
珠
林
』
と
内
容
が�

一
致
す
る
件
数上　巻 中　巻 下　巻 合　計

全引用文件数 89 140 144 373

法苑珠林該当件数 34  55  55 144

法苑珠林引用率 38％ 39％ 38％ 39％

廿
八

淨
土
宗
持
齋
の
證
拠
を
あ
ぐ
る
亊

佛
説
觀
無
量
壽
佛
經
・
佛
説
無
量

壽
經

廿
九

非
時
⻝
の
事

景
徳
傳
燈
録
・
元
亨
釈
書
・
六
齋

精
進
㓛
德
經

三
十

六
齋
日
の
因
縁
の
亊

法
苑
珠
林
・
六
齋
精
進
㓛
德
經
・

八
齋
戒
作
法
・
延
命
地
藏
菩
薩

經
・
佛
説
地
藏
菩
薩
發
心
因
縁
十

王
經
・
賢
愚
經

三
十
一

六
齋
日
の
事

引
用
な
し

三
十
二

十
齋
日
の
亊

地
藏
菩
薩
本
願
經

三
十
三

八
王
日
の
事

法
苑
珠
林

三
十
四

三
長
齋
の
亊

釋
氏
要
覧
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［
資
料
1
］『
戒
法
随
身
記
』
引
用
及
び
参
考
書
目
　
目
録　
※
同
巻
内
で
既
出
の
書
目
は
表
記
を
略
し
た
。
ま
た
、
参
考
書
目
に
は
＊
印
を
付
し
た
。

戒
法
隨
身
記
三
歸
章

孔
子　
　
　
　
　

心
地
觀
經　
　
　

優
婆
塞
戒
經　

寳
性
論　
　
　
＊
行
宗
記

僧
護
經　
　
　
　

大
乗
義
章　
　
　

玄
賛　
　
　
　

帰
敬
儀　
　
　

華
嚴
の
鈔

釋
氏
要
覧　
　
　

薩
婆
多
論　
　
　

般
若
燈
論　
　

菩
薩
本
行
經　

法
苑
珠
林

智
度
論　
　
　
　

法
華
經　
　
　
　

業
報
差
別
經　

増
一
阿
含
經　

金
剛
三
昧
經

觀
佛
三
昧
經　
　

涅
槃
經　
　
　
　

寳
積
經　
　
　

隨
願
往
生
經　

本
願
經

優
鉢
祇
王
經　
　

梵
網
經　
　
　
　

沙
弥
戒
律
儀　
智
旭
見
聞
録　
　

襍
譬
喩
經

付
法
藏
經　
　
　

出
家
㓛
德
經　
　

大
縁
經　
　
　

佛
藏
經　
　
　

大
集
經

十
輪
經　
　
　
　

梵
網
經
古
迹　
　

賢
愚
經　
　
　

報
恩
經　
　
　

希
有
校
量
㓛
德
經

善
生
經　
　
　
　

法
句
Ｓ
經　
　
　

舊
集
比
Ｓ
經　

阿
育
王
經　
　

處
胎
經

悲
華
經　
　
　
　

正
法
念
處
經　
　

眦
尼
毋
論　
　

觀
經　
　
　
　

善
見
論

七
佛
經　
　
　
　

灌
頂
經　
　
　
　
聖
徳
太
子
十
七
憲
法　
阿
弥
陀
經　
　

華
嚴
經

楞
伽
經　
　
　
　
＊
應
法
師　
　
　

 

五
辛
經　
　
　

楞
嚴
經　
　
　

善
導
大
師

淨
土
宗
要　
　
　

五
辛
報
應
經　
　

僧
祇
律　
　
　

十
誦
律　
　
　

五
分
律

戒
法
隨
身
記
五
戒
章

薩
遮
尼
乾
子
經　

觀
經　
　
　
　
　

華
嚴
經　
　
　

法
華
經　
　
　

入
楞
伽
經

鼻
奈
耶
律　
　
　

楞
嚴
經　
　
　
　

鴦
掘
魔
經　
　

文
殊
問
經　
　

五
燈
會
元
の
第
二

律　
　
　
　
　
　

倶
舎
論　
　
　
　

涅
槃
經　
　
　

瑜
伽
戒
本　
　

世
親
の
摂
論

徃
生
要
集　
　
　

法
苑
珠
林　
　
　

雜
寳
藏
經　
　

金
璧　
　
　
　

孟
子

髙
柴　
　
　
　
　

方
等
經　
　
　
　

正
法
念
處
經　

唯
識
竝
訣
論　

大
集
經　

五
分
律　
　
　
　

因
果
經　
　
　
　

薩
婆
多
論　
　

摩
德
勒
伽
論　

千
佛
名
經

論
語　
　
　
　
　

利
渉
の
䟽　
　
　

瑜
伽
論　
　
　

提
謂
經　
　
　

禮
記

善
戒
經　
　
　
　

禪
秘
要
經　
　
　

智
度
論　
　
　

成
實
論　
　
　

増
一
阿
含
經

正
報
の
偈　
　
　

六
祖
大
師　
　
　

大
日
經　
　
　

遺
教
經　
　
　

正
報
の
頌

梵
網
經　
　
　
　

發
隠　
　
　
　
　

天
台
䟽　
　
　

大
賢　
　
　
　

四
分
律

大
莊
嚴
論　
　
　
明
慧
上
人
傳　
　
　
　
　

未
曾
有
經　
　

大
藏
一
覽　
　

諸
經
要
集

義
寂
梵
網
䟽　
　
　

十
住
毘
婆
沙
論　

正
法
分
經　
　

十
輪
經　
　
　

程
伊
川

七
佛
經　
　
　
　

灌
頂
經　
　
　
　

優
婆
塞
戒
經　

十
誦
律　
　
　

芝
苑
遺
編

太
賢
集
要　
　
　
　

優
鉢
羅
蕐
比
丘
尼
本
生
經　
　
　

本
業
經　
　
　
　

智
旭
梵
室
偶
談

達
磨
尊
者　
　
　

圓
覺
經　
　
　
　
＊
宗
鏡
録　
　
　

＊
止
観　
　
　
　
法
然
上
人
七
固
憲
法

繪
詩
傳　
　
　
　

觀
念
法
門　
　
　
法
然
上
人
傳
記　
　
　

＊
撰
擇
集　
　
　
＊
語
灯
録

＊
一
枚
起
請　
　
　
＊
金
剛
寳
戒
章　
＊
蘓
悉
地
經　
　

＊
一
行
阿

闍　

梨
䟽　
　
　
弘
法
大
師
遺
誡

一
向
宗
お
し
へ　
　
　

法
然
上
人　
　
　

淨
土
集
要　
　

佛
説
須
頼
經　
　

金
光
明
經
文
句

契
經　
　
　
　
　
　

永
觀
律
師　
　
　

＊
曇
鸞
大
師
論
註　
　

那
先
比
丘
問
佛
經

佛
祖
統
記　
　
　
　

樂
邦
文
類　
　
　

淨
土
晨
鐘　
　

大
悲
經　
　
　
　

＊
雙
巻
經

＊
十
疑
論　
　
　
　

往
生
十
因　
　
　

群
疑
論　
　
　

良
忠
上
人　
　
　

善
導
大
師

戒
法
隨
身
記
八
齋
戒
章

涅
槃
經　
　
　
　
　

隨
舎
迦
經　
　
　

佛
説
齋
經　
　

六
齋
精
進
㓛
德
經

興
正
菩
薩
八
齋
戒
作
法　

處
胎
經　
　
　
　

優
婆
塞
戒
經　

倶
舎
論　
　
　
　

觀
經

法
苑
珠
林　
　
　
　

正
法
念
處
經　
　

長
阿
含
經　
　

律　
　
　
　
　
　

沙
彌
尼
戒
經

善
惡
所
起
經　
　
　

智
度
論　
　
　
　

＊
毘
曇
論　
　
　

成
實
論　
　
　
　

五
百
問

僧
祇
律　
　
　
　
　

毘
羅
三
昧
經　
　

智
旭　
　
　
　

儒
の
教　
　
　
　

摩
徳
勒
伽
論

施
食
心
法　
　
　
　

襍
寳
藏
經　
　
　

布
施
經　
　
　

譬
喩
經　
　
　
　

輪
轉
五
道
經

華
嚴
經　
　
　
　
　

毘
娑
婆
論　
　
　

日
記
故
事
等　

天
如
の
禄　
　
　

樓
炭
華
嚴
經

無
住
雑
談
集　
　
　

宗
鏡
録　
　
　
　

薩
遮
尼
乾
子
所
説
經　
　
　
　
　

處
々
經

舎
利
弗
問
經　
　
　

中
阿
含
經　
　
　

薩
婆
多
論　
　

達
磨
大
師　
　
　

六
祖
大
師

善
導
大
師　
　
　
　

法
句
經　
　
　
　

四
十
二
章
經　
安
養
尼
う
た　
　
　

善
生
經

發
覺
淨
心
經　
　
　

菩
薩
受
齋
經　
　

宗
要　
　
　
　

慈
恩
大
師　
　
　

四
分

十
誦　
　
　
　
　
　

五
分　
　
　
　
　

業
䟽　
　
　
　
＊
増
輝
記　
　
　

資
持
記

行
事
抄　
　
　
　
　

傳
燈
録　
　
　
　

大
集
經　
　
　

善
見
論　
　
　
　

祖
庭
事
苑

五
燈
會
元　
　
　
　

潙
山
禅
師　
　
　

延
壽
禅
師
傳　
　
　
　

僧
那
禪
師　
　
　

犍
陀
國
王
經

大
無
量
壽
經　
　
　

曼
陀
羅
記　
　
　

＊
和
漢
往
生
傳　
了
誉
上
人　
　
　

觀
念
法
門

雲
棲
大
師　
　
　
　

闍
夜
多
尊
者　
　

釋
書　
　
　
　

天
地
本
起
經　
　

四
天
王
經

宣
験
記　
　
　
　
　

太
子
傳　
　
　
　

金
剛
寳
戒
章　

華
嚴
經
并
䟽　
　

上
生
經

慈
恩
䟽　
　
　
　
　

延
命
地
藏
經　
　

十
王
經　
　
　

賢
愚
經　
　
　
　

本
願
經

提
謂
經　
　
　
　
　

芝
苑
遺
編

全
百
九
十
九
種
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〔
解
　
　
題
〕『
懴
悔
通
用
』
に
つ
い
て
（
下
）

妙
幢
淨
慧
は
閻
浮
提
に
生
き
る
出
家
も
在
俗
も
、
そ
の
一
挙
手
一
投
足
、
ま
た
わ
ず

か
な
心
の
動
き
さ
え
も
が
罪
科
を
生
じ
、
そ
れ
が
や
が
て
未
來
際
ま
で
続
く
堕
地
獄
の

起
因
で
あ
り
、
そ
の
罪
科
を
消
滅
す
る
た
め
に
は
ひ
た
す
ら
の
修
懴
悔
が
必
須
で
あ
る

と
考
え
て
い
た
。
多
く
の
在
俗
は
も
ち
ろ
ん
だ
が
、
こ
と
に
持
戒
持
律
を
忘
れ
た
僧
と

僧
界
、
ま
た
生
ま
れ
な
が
ら
に
五
障
三
従
を
身
に
ま
と
う
と
さ
れ
た
女
人
た
ち
に
対
し

て
修
懴
悔
を
繰
り
返
し
慫
慂
し
た
の
で
あ
る
。
釈
迦
の
説
か
な
か
っ
た
五
障
が
い
つ
し

か
わ
が
国
に
定
着
し
、
遠
く
『
梁
塵
秘
抄
』
に
「
女
人
五
つ
の
障
り
あ
り
」
と
詠
わ
れ

た
今
様
法
文
歌
が
、
現
代
に
お
い
て
も
著
名
な
音
楽
家
に
よ
っ
て
洋
楽
曲
と
し
て
作
曲

さ
れ
る
無
頓
着
さ
は
、
い
ま
だ
女
性
蔑
視
の
固
陋
な
女
性
観
が
清
算
克
服
さ
れ
て
い
な

い
証
左
で
あ
ろ
う
。
そ
う
し
た
女
人
罪
業
観
・
女
人
不
浄
観
、
ま
た
そ
れ
と
女
人
禁
制

の
思
想
が
混
沌
と
融
合
し
、
さ
ら
に
儒
教
の
女
人
三
従
の
教
え
が
綯
い
交
ぜ
と
な
っ
て

浸
透
し
た
女
性
蔑
視
の
風
潮
は
、
わ
が
国
現
代
社
会
に
お
い
て
も
今
な
お
各
界
に
頑
迷

に
残
存
す
る
悪
弊
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
近
世
社
会
を
広
く
覆
っ
た
血
盆
経
信
仰
の
影
響

に
も
よ
る
の
で
あ
っ
て
、
女
人
救
済
を
謳
う
血
盆
経
が
巷
間
に
流
布
浸
透
す
れ
ば
す
る

ほ
ど
却
っ
て
悪
弊
を
型
枠
に
押
込
め
固
め
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
女
人
済
度
を
念
願

し
た
淨
慧
も
『
懴
悔
通
用
』
に
「
夫そ
れ

女
人
ハ
五ご

障せ
う

三さ
ん

従じ
う

の
罪つ
ミ

重お
も
く

憍け
う

慢ま
ん

人
我が

の
相さ
う

深ふ
か

し

外ほ
か

を
か
ざ
り
て
人
を
ま
よ
は
し
内
へ
つ
ら
ひ
て
心
ね
た
ま
し
こ
ゝ
を
も
つ
て
無む

量り
や
うの

罪つ
ミ

を
つ
く
る
」（
17
オ
）
と
記
し
て
い
る
か
ら
血
盆
経
信
仰
の
直
中
に
い
た
こ
と
は
明
ら

か
で
、「
血
盆
経
」
の
要
旨
を
、

血け
つ

盆ぼ
ん

經
に
い
は
く
目も
く

連れ
ん

尊そ
ん

者じ
や

神じ
ん

通つ
う

を
も
つ
て
血け
つ

盆ぼ
ん

地ぢ

獄ご
く

を
通
り
給
へ
る
地ち

獄こ
く

の
中
に
血ち

の
池い
け

あ
り
濶
ひ
ろ
さ

八
万
四
千
由ゆ

旬じ
ゆ
んな
り
池い
け

の
名
ハ
皆ミ
な

血ち

な
り
其
中
に
無む

量り
や
うの
女
人
有
獄こ
く

卒そ
つ

く
ろ
が

ね
の
縄な

わ

を
以
て
罪ざ
い

人に
ん

を
し
ば
り
く
ろ
が
ね
の
か
せ
を
入
れ
鉄て
つ

棒ぼ
う

に
て
て
う
ち
や
く
し
血
を

も
つ
て
是
を
の
ま
し
む
其
苦く

る
しミ
見
る
に
し
の
び
ず
目も
く

連れ
ん

獄ご
く

主し
ゆ

に
問と
い

曰た
ま
ハく
是
何
の
罪
の
い
た

す
Ｇ
ぞ
獄こ

く

主し
ゆ

對こ
た
へて
い
は
く
是こ
れ

即
す
な
ハ
ち

閻ゑ
ん

浮ぶ

提だ
い

の
女
人
身
の
障
さ
ハ
り

産さ
ん

の
け
が
れ
つ
ゝ
し
ま
ず
し
て

地
に
お
と
し
堅け

ん

牢ろ
う

地ぢ

神じ
ん

の
頂
い
た
ゝ
きを
け
が
し
又
は
不ふ

浄ぜ
う

の
衣き
ぬ

を
流な
が

れ
に
あ
ら
い
て
人
知
ら
ず
し

て
此
水
を
く
ミ
て
仏ふ

つ

神し
ん

に
捧さ
ゝ

ぐ
か
く
の
ご
と
き
の
罪つ
ミ

に
よ
つ
て
今い
ま

此
せ
め
を
う
く
と
目も
く

連れ
ん

是
を
聞き
ゝ

世
尊そ
ん

に
告つ
げ

給
ふ
世
尊
も
ろ
〳
〵
の
女
人
に
教お
し

へ
て
三
寳ほ
う

を
供く

養や
う

し
懺さ
ん

悔げ

を
修
せ
し

め
血け

つ

盆ほ
ん

經
を
書
し
め
て
此
地ち

獄こ
く

の
苦く
る
しミ
を
ま
ぬ
が
れ
し
め
給
ふ
（
17
オ
ウ
）

と
訓
読
説
示
し
、
続
け
て
「
韋い

提だ
い

化け

夫ぶ

人に
ん

は
佛ぶ
つ

力り
き

に
よ
つ
て
西さ
い

方ほ
う

極こ
く

楽ら
く

浄ぜ
う

圡ど

を
観
く
わ
ん

想お
う

し
八
歳
の
龍
り
や
う

女ち
よ

ハ
妙め
う

法ほ
う

を
證せ
う

じ
て
南
方
無む

垢く

世せ

界か
い

に
連そ
く

徃わ
う

す
」（
18
オ
）
と
女
人
の
身
で

あ
り
な
が
ら
め
で
た
く
往
生
極
楽
を
遂
げ
た
先
達
と
し
て
韋
提
化
夫
人
と
八
歳
の
龍
女

を
挙
げ
、
さ
ら
に
「
唯
一い
つ

心し
ん

に
無む

始し

よ
り
以こ
の

來か
た

輪り
ん

廽ゑ

の
業ご
つ

障せ
う

罪ざ
い

惡あ
く

煩ほ
ん

悩の
う

發ほ
つ

露ろ

懴さ
ん

悔げ

し
奉

る
願
は
仏ふ
つ

力
法ほ
う

力
菩ほ

薩さ
つ

力
賢け
ん

聖し
や
う

力
懴さ
ん

悔け

不
可か

思し

議き

力
を
以
て
衆
し
や
う

罪ざ
い

霜し
も

の
ご
と
く
に
消き
へ

結き

業か
う

氷こ
ふ
りの
ご
と
く
に
解と
け

て
今
よ
り
さ
つ
て
菩ほ

提た
い

に
い
た
る
ま
で
か
く
の
こ
と
き
の
諸し
ゆ

罪さ
い

あ
え
て
お
か
さ
ざ
ら
ん
事
を
」（
18
オ
）
等
々
と
、
唯
一
心
の
発
露
懴
悔
と
併
せ
て
衆

罪
如
霜
露
・
必
至
菩
提
の
所
願
を
奉
ず
る
こ
と
を
慫
慂
し
た
の
で
あ
る
。
な
お
淨
慧
が

女
人
五
障
三
従
の
所
説
を
受
け
容
れ
、「
血
盆
経
」
を
説
い
て
そ
の
所
説
を
勧
化
し
て

い
た
こ
と
は
右
の
通
り
で
あ
る
が
、
女
人
済
度
を
謳
う
多
く
の
勧
化
僧
や
遊
行
聖
・
熊

野
比
丘
尼
た
ち
が
「
血
盆
経
」
の
受
持
・
書
写
・
読
誦
を
勧
め
る
風
潮
に
あ
っ
て
、
し

か
し
淨
慧
は
そ
れ
に
は
ま
っ
た
く
触
れ
ず
、
ひ
と
り
「
唯
一
心
の
発
露
懴
悔
」
を
勧
化

慫
慂
し
て
い
た
こ
と
は
留
意
し
て
お
い
て
よ
い
。

わ
ず
か
四
百
二
十
余
字
の
「
血
盆
経
」
は
、
十
世
紀
以
降
に
中
国
で
民
間
仏
教
経
典

と
し
て
成
立
し
た
い
わ
ゆ
る
偽
経
で
、
室
町
期
に
は
す
で
に
伝
来
し
流
布
し
て
い
た
よ

う
で
あ
る
が
、
そ
れ
が
近
世
に
は
血
盆
経
信
仰
の
流
布
拡
大
に
と
も
な
っ
て
膨
大
な
数

の
「
血
盆
経
」
が
版
行
さ
れ
た
。
血
盆
経
信
仰
の
発
信
拠
点
と
し
て
著
名
な
越
中
立
山

の
内
宮
芦
峅
寺
・
外
宮
岩
峅
寺
や
下
総
我
孫
子
の
大
龍
山
法
性
寺
（
後
、
正
泉
寺
）
を

は
じ
め
と
し
て
在
々
所
々
の
寺
院
か
ら
、
折
帖
装
の
袖
珍
経
本
と
し
て
、
あ
る
い
は
ま

た
一
枚
刷
護
符
と
し
て
版
行
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
た
と
え
ば
信
州
善
光
寺
の
大
勧
進
等

順
が
印
施
し
た
経
本
を
例
示
し
よ
う
。
縦
十
六
糎
・
横
七
糎
ほ
ど
の
袖
珍
経
本
で
、
表

紙
題
簽
に
「
佛
Ｋ
大
藏
正
教
血
盆
經
」
と
あ
る1
。

　
　
佛ぶ
つ

說せ
つ

大だ
い

藏ぞ
う

正し
や
う

敎き
や
う

血け
つ

盆ぼ
ん

經き
や
う

如に
よ

是ぜ

我が

聞も
ん

一い
ち

時じ

佛ぶ
つ

在さ
い

。
鹿ろ
く

野や

園お
ん

中ち
う

。
與よ

大だ
い

比び

丘く

衆し
ゆ

。
千せ
ん

二に

百ひ
や
く

五ご

十じ
う

人に
ん

倶く

。
尒に

時じ

目も
く

連れ
ん

尊そ
ん

者じ
や

。

昔し
や
く

日に
ち

徃わ
う

到と
う

羽う

州し
う

追た
い

陽や
う

縣け
ん

。
見け

ん

一い
ち

血け
つ

盆ぼ
ん

池ち

地ぢ

獄ご
く

。
濶
く
わ
つ

八は
ち

萬ま
ん

四し

千せ
ん

由ゆ

旬じ
ゆ
ん。

池ち

中ち
う

有う

一い
つ

百ひ
や
く

三さ
ん

十じ
つ

件け
ん

事じ

。
鐡て
つ

梁り
や
う。
鐡て
つ

柱ち
う

。
鐡て
つ

枷か

鐡て
つ

索さ
く

等と
う

。
見け
ん

南な
ん

閻ゑ
ん

浮ぶ

提だ
い

。
女に

よ

人に
ん

許こ

多た

。
被ひ

頭と
う

散さ
ん

髮ほ
つ

。
長
ち
や
う

枷か

杻ち
う

手し
ゆ

。
在ざ
い

地ぢ

獄ご
く

中ち
う

。
受じ
ゆ

其こ

苦く

痛つ
う

。
獄ご
く

卒そ
つ

鬼き

王わ
う

。
一い

ち

日に
ち

三さ
ん

度ど

。
將

し
や
う

血け
つ

勒ろ
く

。
教
き
や
う

罪ざ
い

人に
ん

喫き
つ

。
此し

時じ

罪さ
い

人に
ん

。
不ふ

甘か
ん

伏ぶ
く

喫き
つ

。
遂す

い

被ひ

獄ご
く

主し
ゆ

。
將

し
や
う

鐡て
つ

棒ぼ
う

打て
う

。
作さ

叫き
や
う

聲し
や
う。
目も
く

連れ
ん

悲ひ

哀あ
い

。
問も

ん

獄ご
く

主し
ゆ

。
不ふ

見け
ん

南な
ん

閻ゑ
ん

浮ぶ

提だ
い

。
丈

じ
や
う

夫ぶ

之し

人に
ん

。
受じ

ゆ

此し

苦く

報ほ
う

。
只し

見け
ん

許こ

多た

女に
よ

人に
ん

。
受じ

ゆ

其ご

苦く

痛つ
う

獄ご
く

主し
ゆ

答た
う

師し

言ご
ん

。
不ふ

干か
ん

丈じ
や
う

夫ぶ

之し

事じ

。
只し

是ぜ

女に
よ

人に
ん

。
産せ

ん

時じ

下げ

血け
つ

露ろ

。
汚を

觸そ
く

地ぢ

神し
ん

頂て
う

。
傡

び
や
う

穢ゑ

汚を

衣い

裳し
や
う

將し
や
う

去こ

。
洗せ

ん

溪け
い
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河が

澤た
く

。
水す
い

流る

汚を

漫ま
ん

。
誤こ

諸し
よ

善ぜ
ん

男な
ん

女に
よ

。
取し

ゆ

水す
い

煎せ
ん

茶そ

。
供く

養や
う

諸し
よ

聖し
や
う。
令
り
や
う

致ち

不ふ

淨じ
や
う

天て
ん

大だ
い

將し
や
う

軍ぐ
ん

。

劄さ
く

下げ

名ミ
や
う

字じ

。
附ふ

在ざ
い

善ぜ
ん

惡あ
く

部ぶ

中ち
う

。
候こ
う

百ひ
や
く

年ね
ん

命ミ
や
う

終じ
う

之し

後ご

。
受じ
ゆ

此し

苦く

報ほ
う

。
目も
く

連れ
ん

悲ひ

哀あ
い

。
遂す

い

問も
ん

獄ご
く

主し
ゆ

。
將
し
や
う

何が

報ほ
う

答た
う

。
産さ
ん

生じ
や
う

阿あ

娘に
よ
う

之し

恩お
ん

。
出
し
ゆ
つ

離り

血け
つ

盆ぼ
ん

池ち

地ぢ

獄ご
く

。
獄ご
く

主し
ゆ

答た
う

師し

言ご
ん

。
唯ゆ
い

有う

小せ
う

心し
ん

孝か
う

順じ
ゆ
ん

男な
ん

女に
よ

。
敬け
う

重ぢ
う

三さ
ん

寶ぼ
う

。
更
き
や
う

爲い

阿あ

娘に
よ
う。
持じ

血け
つ

盆ぼ
ん

齋さ
い

三さ
ん

年ね
ん

。
仍
じ
や
う

結け
つ

血け
つ

盆ぼ
ん

勝せ
う

會ゑ

。
請
し
や
う

僧そ
う

轉て
ん

讀ど
く

。

此し

經き
や
う

一い
ち

藏ぞ
う

ａま
ん

日に
ち

懴さ
ん

悔げ

。
便べ
ん

有ぬ

般は
ん

若に
や

舩せ
ん

。
載さ
い

過く
わ

奈な

阿が

江こ
う

岸が
ん

。
傡
び
や
う

看か
ん

見け
ん

血け
つ

盆ぼ
ん

池ち

中ち
う

。
有う

五ご

朶だ

之し

蓮れ
ん

ｋげ

出し
ゆ
つ

現げ
ん

。
罪さ
い

人に
ん

歡く
ハ
ん

喜ぎ

。
心し
ん

生し
や
う

慚ざ
ん

愧ぎ

。
便べ

ん

得と
く

超ち
や
う

生し
や
う

佛ぶ
つ

地ち

。
諸し
よ

大だ
い

菩ぼ

薩さ
つ

。
及き
ふ

目も
く

連れ
ん

尊そ
ん

者じ
や

。
諬
き
や
う

告が
う

奉ぶ

勸く
わ
ん

南な
ん

閻ゑ
ん

浮ぶ

提だ
い

。
信し

ん

善ぜ
ん

男な
ん

女に
よ

。
早さ
う

覺か
く

修し
ゆ

取し
ゆ

。
大だ
い

辨べ
ん

前ぜ
ん

程て
い

。
莫ま
く

教き
や
う

失し
つ

。
千せ

ん

万ま
ん

劫ご
う

難な
ん

。
復ふ
□

佛ぶ
つ

告ご
う

。
諸し
よ

女に
よ

人に
ん

。
説せ

つ

血け
つ

盆ぼ
ん

經ぎ
や
う。
若
に
や
く

有う

信し
ん

心じ
ん

。
書し
よ

冩し
や

受じ
ゆ

持じ

。
令
り
や
う

得と
く

三さ
ん

世ぜ

母は

親し
ん

。
盡じ
ん

得と
く

生し
や
う

天て
ん

。
受じ

ゆ

諸し
よ

快け

樂ら
く

。
衣ゑ

⻝じ
き

自じ

在ざ
い

。
長
ち
や
う

命め
う

冨ふ

貴き

。
尒に

時じ

天て
ん

龒り
う

八は
ち

部ぶ

人に
ん

非ひ

人に
ん

等と
う

。
皆か
い

大だ
い

歡く
ハ
ん

喜ぎ

。
信し
ん

受じ
ゆ

奉ぶ

行ぎ
や
う。
作さ

禮ら
い

而に

去こ

。

　
　
佛
説
大
藏
正
教
血
盆
經

　
　
　
　
　
　
　

�

ま
た
陀
羅
尼
あ
り
是
を
共
に
よ
み
書
写
す
べ
し
ま
た
ハ
右
の
Ｉ
を
よ
み
か
ぬ
る
人

ハ
此
陀
羅
尼
ば
か
り
な
り
と
も
よ
む
べ
し

　
　
　
陀
羅
尼
曰

南な

無む

三さ
ん

ａま
ん

哆だ

。
没も

駄と

喃な
ん

。
唵お
ん

嚩ば

曰さ

羅ら

羯き
や

哩り

。
摩ま

尾び

秝し
ゆ

陀だ

曩の
ふ

野や

。
薩さ

哩り

嚩ば

婆ば

捺だ

拏と

。
没ぼ

駄だ

。

薩さ

哩り

帝ち

曩の
ふ

。
三さ
ん

摩ま

曳ゑ
い

吽う
ん

。
吠べ
い

嚧る

佐さ

曩の
ふ

。
摩ま

曩の
ふ

野や

娑そ

婆わ

訶か

。
唵お

ん

三さ
ん

昧ま

耶や

薩さ

岡こ
う

。
唵お

ん

三さ
ん

昧ま

耶や

薩さ

埵た

吽う
ん

唵を
ん

伽き
や

羅ら

帝ち

野や

娑そ

婆わ

訶か

願げ

以い

此す

㓛く
ん

德て

。
普ふ

施し

諸し

女に

人に
ん

。
同□

ん

出し
ゆ

血け

盆ぼ
ん

池つ

。
徃よ
う

生さ
ん

安あ
ん

樂ら
く

國こ
く

。

　

�

夫そ
れ

女に
よ

人に
ん

罪つ
ミ

の
ふ
か
き
㕝こ
と

數あ
ま

多た

の
諸し
よ

經き
や
う

論ろ
ん

に
説と
か

せ
玉
へ
り
中な
か

に
も
血け
つ

盆ぼ
ん

池ち

地ぢ

獄ご
く

と
て
俗ぞ
く

に

い
ふ
血
の
池い

け

の
地ぢ

獄ご
く

は
女に
よ

人に
ん

ば
か
り
墮お
つ

る
な
り
貴
た
う
と
きも
賤
い
や
し
きも
一ひ
と

度た
び

女に
よ

身し
ん

を
受う
く

る
軰や
か
らハ
地ぢ

神じ
ん

水す
い

神じ
ん

を
汚け
が

し
ま
い
ら
す
罪つ
ミ

ｅと
が

に
よ
り
必か
な
らず
此こ
の

地ぢ

獄ご
く

に
お
ち
て
一い
ち

日に
ち

に
三さ
ん

度ど

血ち

を
飲の
ま

さ

し
め
ら
れ
傡な

ら
びに
鉄て
つ

棒ぼ
う

で
う
た
れ
苦く

患げ
ん

を
受う
く

る
㕝こ
と

か
ぎ
り
な
し
然し
か
れど
も
此こ
の

經き
や
う

此こ
の

陀だ

羅ら

尼に

を

信し
ん

受じ
ゆ

し
讀ど
く

誦じ
ゆ

し
書し
よ

写し
や

す
る
人ひ
と

ハ
此こ
の

地ぢ

獄ご
く

を
免
ま
ぬ
か
れて
Ｕて
ん

上じ
や
うに
生し
や
うず
と
此こ
の

經き
や
う

又ま
た

ハ
報ほ
う

恩お
ん

經ぎ
や
う

等と
う

に
説と
か

せ
玉
へ
り
さ
て
こ
の
陀だ

羅ら

尼に

ハ
下し
も

総ふ
さ
の

國く
に

相さ
う

馬ま

郡ご
ほ
り

法ほ
う

性し
や
う

寺じ

住ぢ
う

持じ

中ち
う

興こ
う

和お

尚し
や
う

尼あ
ま

將し
や
う

軍ぐ
ん

の
梦む

想そ
う

に
依よ
つ

て
龒り
う

ｊぐ
う

界か
い

よ
り
得ゑ

た
る
秘ひ

咒じ
ゆ

な
り
𫝆こ
の

般た
び

こ
の
經き
や
うと
共と
も

に
し
て
印い
ん

施せ

す

る
な
り
女に

よ

人に
ん

ハ
必か
な
らず
信し
ん

受じ
ゆ

し
書し
よ

写し
や

し
受じ
ゆ

持じ

し
讀ど
く

誦じ
ゆ

し
て
此こ
の

地ぢ

獄ご
く

を
免ま
ぬ
かる
べ
し
た
と
ひ
男な
ん

子し

と
い
へ
ど
も
誰た
れ

か
母は
ゝ

な
か
ら
ん
共と
も

に
信し
ん

受じ
ゆ

し
て
生い
き

た
る
母は
ゝ

姉あ
ね

妹
い
も
ふ
との
た
め
に
書し
よ

冩し
や

し

讀ど
く

誦し
ゆ

し
死し
ゝ

た
る
人ひ
と

の
た
め
に
ハ
其そ
の

墓つ
か

に
埋う
づ
めて
此こ
の

地ぢ

獄ご
く

を
救す
く
ふべ
し
若も
し

よ
み
得ゑ

ず
書か
き

ゑ
ぬ
人

ハ
心む

ね

の
懐
ふ
と
こ
ろに
納お
さ
むべ
し
其そ
の

驗し
る
しを
得ゑ

し
㕝こ
と

支か
ら

竺
て
ん
ぢ
く

桒
に
ち
ほ
んに
た
め
し
多お
ゝ

し
必か
な
らず
う
た
が
ふ
こ
と

な
か
る
べ
し

�

信
州
善
光
寺
别
當　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

�

大
勸
進
等
順
印
施　
　
　
　
　
　

右
の
『
佛
說
大
藏
正
敎
血
盆
經
』
を
印
施
し
た
善
光
寺
大
勸
進
第
八
十
世
貫
主
不
軽

行
院
性
谷
等
順2
（
一
七
四
二
―
一
八
〇
四
）
は
信
濃
の
人
で
、
宝
暦
元
年
（
一
七
五
一
）

十
歳
で
東
叡
山
寛
永
寺
護
国
院
に
入
寺
し
、
十
世
文
郁
周
順
に
師
事
し
て
同
三
年
祝
髪
。

安
永
四
年
（
一
七
七
五
）
三
十
四
歳
で
比
叡
山
延
暦
寺
龍
禅
院
住
持
と
な
り
、
同
七
年

（
一
七
七
八
）
三
十
七
歳
の
時
、
寛
永
寺
護
国
院
第
十
三
世
と
な
っ
た
。
天
明
二
年
（
一

七
八
二
）
四
十
一
歳
の
時
、
大
納
言
葉
室
頼
熙
卿
の
猶
子
と
な
っ
て
善
光
寺
清
浄
林
院

を
賜
わ
り
、
善
光
寺
別
当
大
勧
進
第
八
十
世
貫
主
に
就
い
た
。
そ
の
翌
三
年
浅
間
山
大

噴
火
の
折
に
は
被
災
地
鎌
原
村
（
群
馬
県
嬬
恋
村
鎌
原
）
に
入
っ
て
三
十
日
間
念
仏
を
唱

え
、
被
災
者
各
人
に
善
光
寺
蔵
米
五
合
と
銭
五
十
文
を
計
三
千
人
に
施
し
、
続
く
大
飢

饉
に
困
苦
す
る
諸
国
の
竆
民
救
済
に
尽
力
し
た
。
同
五
年
善
光
寺
本
堂
で
被
災
者
三
回

忌
の
居
開
帳
回
向
を
催
し
、
寛
政
六
年
（
一
七
九
四
）
か
ら
四
年
間
に
わ
た
っ
て
諸
国

を
巡
行
開
帳
し
、
そ
の
途
次
、
寛
政
九
年
（
一
七
九
七
）
京
都
御
所
に
参
内
し
て
光
格

天
皇
に
三
帰
戒
・
十
念
を
授
与
し
、
享
和
元
年
（
一
八
〇
一
）
に
は
天
台
座
主
公
澄
入

道
親
王
よ
り
「
不
軽
行
院
」
号
を
賜
り
、
命
じ
ら
れ
て
洛
東
南
叡
山
養
源
院
第
十
一
世

住
職
と
な
っ
て
皇
室
護
持
に
尽
瘁
し
た
が
、
文
化
元
年
（
一
八
〇
四
）
三
月
二
十
五
日

に
遷
化
（
世
寿
六
十
三
）、
鈴
聲
山
真
正
極
楽
寺
に
葬
ら
れ
た
。
性
谷
等
順
は
善
光
寺
中

興
の
祖
と
さ
れ
、
善
光
寺
史
上
も
っ
と
も
巷
間
に
知
ら
れ
た
名
僧
だ
っ
た
。
浅
間
山
大

噴
火
の
被
災
者
に
授
与
し
た
『
融
通
念
仏
血
脈
譜
』
は
全
国
的
な
飢
饉
を
背
景
に
こ
れ

を
求
め
る
衆
庶
が
陸
続
し
、
等
順
一
代
で
百
八
十
万
枚
余
を
授
与
し
た
と
い
う
。
古
典

落
語
「
お
け
ち
み
ゃ
く
」
で
語
ら
れ
、
今
も
参
詣
者
に
授
与
さ
れ
て
い
る
。
衆
庶
か
ら

「
生
き
如
来
」
と
崇
敬
さ
れ
た
等
順
が
他
に
比
し
て
勧
化
布
教
に
傑
出
し
た
善
光
寺
聖

で
あ
っ
た
こ
と
は
疑
い
な
く
、
た
め
に
今
日
そ
の
行
業
を
考
究
す
る
む
き
は
少
く
な
い

が
、
等
順
が
血
盆
経
信
仰
の
流
布
に
も
深
く
係
っ
て
い
た
と
の
指
摘
は
管
見
で
は
見
当

た
ら
な
い
。
等
順
印
施
の
『
佛
說
大
藏
正
敎
血
盆
經
』
を
右
掲
し
た
所
以
で
あ
る
。

巻
尾
に
付
さ
れ
た
「
印
施
縁
起
」
と
い
う
べ
き
達
意
の
一
文
は
お
そ
ら
く
等
順
の
撰

述
で
あ
ろ
う
。
文
中
に
「
こ
の
陀
羅
尼
ハ
下
総
國
相
馬
郡
法
性
寺
住
持
中
興
和
尚
尼
將

軍
の
梦
想
に
依
て
龍
ｊ
界
よ
り
得
た
る
秘
咒
な
り
」
と
中
興
和
尚
が
開
基
す
な
わ
ち
鎌

倉
幕
府
執
権
北
条
時
頼
の
娘
法
性
尼
の
夢
告
に
よ
っ
て
龍
宮
界
か
ら
得
た
も
の
と
い
う

か
ら
、
等
順
印
施
の
『
佛
說
大
藏
正
敎
血
盆
經
』
は
真
言
宗
大
龍
山
法
性
寺
で
喧
伝
さ

れ
た
「
日
本
最
初
龍
宮
出
現
女
人
成
仏
血
盆
経
」
及
び
「
秘
咒
」
に
依
拠
し
た
も
の
で
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あ
る
こ
と
は
明
ら
か
だ
。
注
目
す
べ
き
は
「
秘
咒
」
す
な
わ
ち
「
陀
羅
尼
」
で
あ
っ
て
、

上
掲
等
順
施
本
に
「
血
盆
経
」
と
「
陀
羅
尼
」
の
間
に
細
字
を
も
っ
て
「
ま
た
陀
羅
尼

あ
り
是
を
共
に
よ
み
書
写
す
べ
し
ま
た
ハ
右
の
Ｉ
を
よ
み
か
ぬ
る
人
ハ
此
陀
羅
尼
ば
か

り
な
り
と
も
よ
む
べ
し
」
と
あ
る
が
、
法
性
寺
の
後
継
正
泉
寺
に
お
い
て
は
「
血
盆

経
」
と
は
別
に
「
陀
羅
尼
」
が
単
独
で
も
版
行
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
っ
て
、
そ
れ
は

「
印
施
縁
起
」
に
「
血
盆
経
」
を
「
若も
し

よ
み
得ゑ

ず
書か
き

ゑ
ぬ
人
ハ
心む
ね

の
懐
ふ
と
こ
ろに
納お
さ
むべ
し
」
と

い
う
勧
奨
と
軌
を
一
に
し
て
い
る
。
書
写
・
読
誦
を
せ
ず
と
も
よ
く
、
た
だ
懐
中
に
受

持
し
て
い
る
だ
け
で
効
験
利
益
が
あ
る
と
説
い
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
「
血
盆

経
」
ま
た
そ
の
「
陀
羅
尼
」
が
、
教
本
で
は
な
く
も
っ
ぱ
ら
秘
符
護
符
と
し
て
版
行
さ

れ
た
経
緯
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
一
例
を
挙
げ
よ
う
。
宮
島
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に

次
の
よ
う
な
資
料
が
あ
る
。

Ⓐ『
血
盆
經
』
は
五
糎
ほ
ど
の
方
形
に
体
裁
さ
れ
た
護
符
で
、
包
紙
の
表
に
「
中
將

姫
手
跡
／
雲
萑
山
」
と
あ
り
、
裏
に
は
鶴
質
亀
形
の
「
釈
迦
如
来
親
手
華
判
」
印
が
捺

さ
れ
て
い
る
。
紀
州
有
田
の
浄
土
宗
西
山
派
雲
雀
山
得
生
寺
が
出
し
た
も
の
で
、
得
生

寺
は
中
将
姫
の
遺
跡
寺
院
と
し
て
今
も
四
月
の
中
将
姫
会
式
に
は
二
十
五
菩
薩
供
養
が

行
わ
れ
て
い
る
。
護
符
に
は
金
色
の
帯
封
が
あ
っ
て
、
開
き
見
る
こ
と
を
禁
じ
て
い
る
。

す
な
わ
ち
秘
符
で
あ
っ
て
、
中
に
蓮
絲
曼
陀
羅
を
織
っ
て
極
楽
往
生
を
遂
げ
た
中
将
姫

が
手
ず
か
ら
書
写
し
た
と
い
う
一
枚
刷
の
「
血
盆
経
」
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
磨
滅
し

た
版
木
か
ら
の
摺
り
出
し
で
、
判
読
で
き
る
数
字
句
か
ら
辛
う
じ
て
こ
れ
が
「
佛
説
大

蔵
正
教
血
盆
経
」
本
文
と
四
句
の
願
文
「
願
以
此
功
徳
、
普
施
諸
女
人
、
同
出
血
盆
池
、

徃
生
安
楽
国
」
と
判
断
で
き
る
。
こ
れ
と
同
体
裁
の
護
符
は
各
地
諸
寺
か
ら
出
さ
れ
て

い
て
、
表
に
単
に
「
血
盆
経
」
と
あ
る
も
の
や
、
そ
れ
に
「
女
人
成
仏
」「
女
人
守
護
」 

「
三
業
浄
除
」「
不
浄
除
」
な
ど
の
注
記
が
加
え
ら
れ
て
い
る
も
の
も
あ
り
、
包
中
の
護

符
が
梵
文
の
血
盆
経
や
陀
羅
尼
・
光
明
真
言
・
六
三
除
、
ま
た
朱
刷
の
地
蔵
菩
薩
御

影
・
観
世
音
菩
薩
御
影
で
あ
っ
た
り
と
多
様
で
あ
る
が
、
知
る
限
り
例
外
な
く
厳
封
さ

れ
た
秘
符
で
あ
っ
て
、
披
見
を
許
さ
ぬ
ば
か
り
か
読
誦
・
書
写
を
も
禁
じ
て
い
る
が
ご

と
く
で
あ
る
。

Ⓑ『
血
盆
陀
羅
尼
』
は
「
下
総
一
部
村
／
正
泉
寺
／
龍
宮
出
現
」
と
あ
っ
て
、
こ
れ

が
下
総
我
孫
子
の
「
女
人
成
仏
道
場
」
曹
洞
宗
大
龍
山
正
泉
寺
が
出
し
た
も
の
と
知
れ

る
。
正
泉
寺
は
弘
長
三
年
（
一
二
六
三
）
鎌
倉
幕
府
執
権
北
条
時
頼
の
娘
法
性
尼
が
開

基
し
た
真
言
宗
法
性
寺
を
応
永
年
間
（
一
三
九
四
―
一
四
二
八
）
に
君
津
真
如
寺
の
俊
峰

周
鷹
（
永
正
三
年
〈
一
五
〇
六
〉
歿
）
に
よ
っ
て
曹
洞
宗
正
泉
寺
に
改
め
ら
れ
た
と
伝
わ
る
。

こ
の
一
枚
刷
の
地
蔵
菩
薩
の
御
影
が
添
え
ら
れ
た
『
血
盆
陀
羅
尼
』
は
中
興
和
尚
が
夢

想
に
よ
っ
て
龍
宮
界
か
ら
得
た
も
の
と
い
う
。
正
泉
寺
は
「
血
盆
経
」
は
じ
め
法
性
尼

の
御
影
札
や
血
脈
も
版
行
し
て
い
る
が
、
そ
れ
を
説
明
し
た
一
枚
刷
の
『
女
人
成
佛
月

水
不
浄
除
血
盆
經
略
縁
記3
』
を
出
し
て
い
る
。
こ
の
略
縁
起
に
は
上
掲
等
順
印
施
の

『
佛
說
大
藏
正
敎
血
盆
經
』
に
は
見
え
な
い
「
月
水
」
の
二
文
字
が
あ
る
こ
と
に
注
意

せ
ら
れ
る
。
等
順
印
施
本
は
女
人
不
浄
の
主
因
に
産
時
の
下
血
を
挙
げ
て
い
る
が
、
そ

れ
よ
り
も
月
水
を
不
浄
の
第
一
と
す
る
考
え
方
が
強
調
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
そ

れ
は
と
り
も
な
お
さ
ず
「
女
人
」
の
意
味
す
る
範
囲
が
拡
大
し
て
い
た
こ
と
を
意
味
す

る
か
ら
で
あ
る
。

Ⓐ
Ⓑ

Ⓒ
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Ⓒ『
高
野
山
加
持
月
水
淨
火
守
』
は
高
野
山
の
何
坊
が
出
し
た
も
の
か
不
明
だ
が4
、

同
様
の
も
の
が
山
麓
の
弘
法
大
師
母
公
阿
刀
氏
玉
依
御
前
ゆ
か
り
の
萬
年
山
慈
氏
寺
慈

尊
院
か
ら
蔵
版
さ
れ
て
い
た
。
慈
尊
院
の
も
の
は
『
月
水
之
大
㕝
』
と
称
す
る
も
の
で

『
高
野
山
加
持
月
水
淨
火
守
』
と
同
じ
く
如
意
輪
観
音
の
御
影
が
添
え
ら
れ
て
い
る
。

と
も
に
こ
の
加
持
さ
れ
た
護
符
守
を
懐
中
す
れ
ば
月
水
中
で
あ
っ
て
も
常
火
が
許
さ
れ

る
と
い
う
の
で
あ
る
。『
月
水
之
大
㕝
』
を
称
す
る
護
符
守
は
信
州
善
光
寺
で
も
出
さ

れ
て
い
た
が
、
そ
れ
は
弥
陀
三
尊
の
梵
字
を
記
し
、
往
生
極
楽
を
祈
願
す
る
趣
旨
の
も

の
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
披
見
を
許
さ
ぬ
秘
符
の
体
裁
が
施
さ
れ
て
い
る
。『
月
水
之
大

㕝
』
は
修
験
が
常
用
し
た
修
法
の
一
つ
で
あ
り
、
こ
う
し
た
月
水
護
符
の
流
通
に
少
な

か
ら
ず
修
験
の
介
在
が
あ
っ
た
も
の
と
推
量
さ
れ
る
。
な
お
常
火
は
法
火
に
対
す
る
も

の
で
、
日
常
の
家
事
に
用
い
る
火
に
聖
性
を
含
ま
せ
た
謂
い
で
あ
ろ
う
。

　
　
　
　

※

月
水
は
月
の
も
の
・
月
の
障
り
・
月
事
・
月
経
・
経
水
・
花
水
・
月
華
な
ど
と
呼
び
、

こ
れ
に
ま
つ
わ
っ
て
種
々
の
禁
忌
を
生
じ
た
が
、
そ
れ
が
鎌
倉
時
代
に
は
す
で
に
広
く

上
下
に
定
着
し
て
い
た
こ
と
は
日
蓮
の
『
月
水
御
書5
』
に
明
ら
か
だ
。
鎌
倉
に
住
む
大

学
三
郎
の
妻
か
ら
の
教
導
を
請
う
消
息
に
、
文
永
元
年
（
一
二
六
四
）
四
月
十
七
日
付

の
返
書
で
日
蓮
は
次
の
よ
う
に
応
え
て
い
る
。
三
郎
の
妻
を
「
日に
ち

域い
き

辺へ
ん

土ど

の
小
嶋
に
う

ま
れ
・
五
障し
よ
うの
雲
厚
う
し
て
三
従
の
・
き
づ
な
に
・
つ
な
が
れ
給
へ
る
女
人
な
ん
ど

の
御
身
と
し
て
法
華
経
を
御
信
用
候
は
・
あ
り
が
た
し
」
と
呼
び
か
け
、
三
郎
の
妻
の

「
日
ご
と
に
三
度
づ
つ
七
つ
の
文
字
を
拝
し
ま
い
ら
せ
候
事
と
、
南
無
一
乗
妙
典
と
一

万
遍
申
し
候
事
と
を
ば
日
ご
と
に
し
候
が
、
例
の
事
に
成
つ
て
候
程
は
御
経
を
ば
よ
み

ま
い
ら
せ
候
は
ず
、
拝
し
ま
い
ら
せ
候
事
も
一
乗
妙
典
と
申
し
候
事
も
・
そ
ら
に
し
候

は
苦
し
か
る
ま
じ
く
や
候
ら
ん
、
そ
れ
も
例
の
事
の
日
数
の
程
は
叶
う
ま
じ
く
や
候
ら

ん
、
い
く
日
ば
か
り
に
て
・
よ
み
ま
い
ら
せ
候
は
ん
ず
る
」
と
い
う
質
問
に
、「
日
蓮

粗ほ
ぼ

聖
教
を
見
候
に
も
酒し
ゆ

肉に
く

・
五
辛し
ん

・
Ｙい
ん

事じ

な
ん
ど
の
様
に
不
浄
を
分ふ
ん

明み
よ
うに
月
日
を
さ

し
て
禁
め
た
る
様
に
月
水
を
い
み
た
る
経
論
を
未
だ
勘か
ん
がへ
ず
候
な
り
、
在
世
の
時
多
く

盛
ん
の
女
人
・
尼
に
な
り
仏
法
を
行
ぜ
し
か
ど
も
月
水
の
時
と
申
し
て
嫌
は
れ
た
る
事

な
し
」「
さ
れ
ば
印
度
・
尸し

那な

な
ん
ど
に
も
・
い
た
く
い忌

む
よ
し
も
聞
え
ず
」
と
教
示

す
る
が
、
し
か
し
「
但た
だ

し
日
本
国
は
神
国
な
り
此
の
国
の
習
と
し
て
仏
・
菩
薩
の
垂
迹

不
思
議
に
経
論
に
あ相

ひ
に似

ぬ
事
も
多
く
侍
る
に
・
是
を
そ
む
け
ば
現
に
当
罰
あ
り
」

「
仏
法
の
中
に
随ず
い

方ほ
う

毘び

尼に

と
申
す
戒
の
法
門
は
是
に
当
れ
り
、
此
の
戒
の
心
は
い
た甚

う

事
か欠

け
ざ
る
事
を
ば
少
少
仏
教
に
た
が
ふ
と
も
其
の
国
の
風
俗
に
違
う
べ
か
ら
ざ
る
よ

し
仏
一
つ
の
戒
を
説
き
給
へ
り
」
と
云
い
、「
若も

し
然し
か

ら
ば
此
の
国
の
明
神
・
多
分
は

此
の
月
水
を
い
ま
せ
給
へ
り
、
生
を
此
の
国
に
う
け
ん
人
人
は
大
に
忌い

み
給
う
べ
き

か
」
と
示
唆
し
て
い
る
。
日
蓮
自
身
は
「
但
し
女
人
の
日ひ
び

の
所
作
は
苦
し
か
る
べ
か
ら

ず
」
と
月
水
時
の
仏
道
修
行
を
肯
定
し
て
い
る
が
、
し
か
し
我
が
国
は
神
国
で
あ
り
、

明
神
は
月
水
を
忌
む
の
で
あ
り
、
そ
の
国
の
風
俗
に
違
わ
ぬ
よ
う
に
せ
よ
と
い
う
の
も

仏
戒
の
一
つ
で
あ
り
、
ま
た
法
華
経
を
信
じ
ず
、
女
人
の
身
の
不
浄
を
理
由
に
法
華
経

を
忌
避
さ
せ
よ
う
と
す
る
輩
も
い
る
か
ら
、
そ
れ
を
よ
く
斟
酌
し
て
「
月
水
の
御
時
は

七
日
ま
で
も
其
の
気け

の
有
ら
ん
程
は
御
経
を
ば
・
よ
ま
せ
給
は
ず
し
て
暗そ
ら

に
南
無
妙
法

蓮
華
経
と
唱
え
さ
せ
給
い
候
へ
、
礼
拝
を
も
経
に
む
か
は
せ
給
は
ず
し
て
拝
せ
さ
せ
給

う
べ
し
」
と
教
導
し
て
い
る
。

大
学
三
郎
妻
の
消
息
に
「
例
の
事
に
成
つ
て
候
程
は
御
経
を
ば
よ
み
ま
い
ら
せ
候
は

ず
」
な
ど
と
あ
っ
て
、
月
水
を
め
ぐ
る
禁
忌
の
具
体
相
が
窺
わ
れ
る
が
、
釈
迦
一
代
の

聖
教
に
も
月
水
時
の
仏
道
修
行
を
禁
じ
た
形
跡
の
な
い
こ
と
を
説
き
な
が
ら
、
詳
細
不

明
な
「
随ず
い

方ほ
う

毘び

尼に

と
申
す
戒
の
法
門
」（
出
拠
不
明
）
を
持
ち
出
し
て
世
間
の
風
潮
や
趨

勢
を
斟
酌
す
る
よ
う
教
導
し
た
日
蓮
は
や
は
り
五
障
三
従
の
障
壁
を
乗
り
越
え
ら
れ
な

か
っ
た
と
見
え
る
。
そ
の
要
因
の
背
景
に
は
日
本
国
が
神
国
で
あ
る
と
い
う
意
識
が
強

く
影
響
し
て
い
た
の
で
あ
っ
て
、
そ
れ
は
妙
幢
浄
慧
に
も
共
通
す
る
。
我
が
国
神
明
は

不
浄
を
嫌
う
と
さ
れ
て
い
て
、
現
在
で
も
月
水
中
の
女
性
神
職
の
出
仕
を
禁
じ
て
い
る

古
社
が
あ
り
、
宮
中
の
賢
所
に
お
い
て
は
こ
れ
が
今
も
厳
重
に
守
ら
れ
て
い
る
よ
う
で

あ
る6
。

海
彼
の
土
耳
古
・
希
臘
・
独
逸
な
ど
で
は
か
つ
て
経
血
を
酒
や
珈
琲
に
滴
し
て
媚
薬

に
し
た
と
伝
え
、
印
度
で
は
生
殖
神
湿
婆
を
描
く
に
画
工
は
経
血
の
付
着
し
た
腰
巻
を

用
い
た
と
云
い
、
わ
が
国
で
も
関
西
地
方
の
農
村
で
は
経
血
の
付
着
し
た
若
い
娘
の
腰

巻
を
首
に
巻
い
て
寝
る
と
風
邪
が
一
夜
で
治
る
と
信
じ
ら
れ
て
い
た
と
い
う7
。
月
水
が

不
浄
な
も
の
で
は
な
く
、
か
え
っ
て
清
浄
な
も
の
と
さ
れ
た
例
で
あ
る
が
、
さ
ら
に
性

願
宥
快
撰
『
宝
鏡
鈔8
』（
永
和
二
年
〈
一
三
七
五
〉
成
）
に
「
是
レ
邪
法
ノ
濫
觴
ナ
リ
」
と
烙
印

さ
れ
、「
其
ノ
宗
義
者
以
テ二
男
女
隂
陽
ノ
道
ヲ一
爲
ス二
即
身
成
佛
ノ
之
秘
術
ト一
成
佛
得
道
ノ
之
法

無
シ二
ト
此
外
ニ一
」
と
喝
破
さ
れ
た
立
川
流
は
平
安
時
代
末
期
か
ら
江
戸
時
代
中
期
に
わ
た
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っ
て
隆
盛
し
た
が
、
誓
願
房
心
定
撰
『
受
法
用
心
集9
』（
文
永
五
年
〈
一
二
六
八
〉
成
）
に

よ
る
と
、
立
川
流
に
お
い
て
は
そ
の
髑
髏
本
尊
の
建
立
に
厳
重
な
作
法
が
行
わ
れ
、
本

尊
完
成
後
は
、「
其
ノ
中
ニ
種
ノ々
相
應
物
祕
符
ヲ
コ
メ
又
薄
ヲ
押
シ
マ
ン
タ
ラ
ヲ
カ
キ
和
合

水
ヲ
ヌ
ル
事
皆
如
レ
前
月
輪
ノ
面
ニ
行
者
持
Ｗ
ノ
本
尊
ヲ
書
ク
ヱ
ノ
具
ニ
テ
カ
ク
ヘ
シ
裏
ニ
ハ
朱
ヲ

サ
ス
ヘ
シ
已
ニ
シ
タ
テ
ナ
ハ
女
人
ノ
月
水
ニ
染
タ
ル
絹
ニ
テ
九
條
ノ
袈
裟
ヲ
作
テ
ツ
ヽ
ム
ヘ
シ
九

重
ノ
桶
ノ
中
ニ
入
テ
七
重
ノ
ニ
シ
キ
ノ
袋
ニ
入
テ
頸
ニ
カ
ケ
テ
持
Ｗ
ス
ル
ヿ
如
レ
前
」
と
い
う
。
至

聖
の
髑
髏
本
尊
を
月
水
で
染
め
た
絹
織
の
九
帖
袈
裟
で
保
衛
し
た
の
で
あ
る
。
あ
る
い

は
邪
流
と
誹
謗
さ
れ
た
立
川
流
で
あ
り
、
そ
の
宗
義
と
行
儀
は
特
異
な
も
の
で
は
あ
る

が
、
平
安
時
代
末
期
か
ら
江
戸
時
代
中
期
に
か
け
て
な
が
く
隆
盛
し
た
立
川
流
に
お
い

て
、
月
水
を
清
浄
な
る
も
の
と
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
注
意
し
て
お
い
て
よ
い
。

ま
た
夙
く
塚
田
信
壽
氏
『
月
水
護
符
の
研
究10
』
が
指
摘
さ
れ
た
よ
う
に
、
富
士
講
異

端
派
六
世
で
身
禄
派
祖
の
食
行
身
禄
（
一
六
七
一
―
一
七
三
三
）
が
月
水
清
浄
・
男
女
同

等
を
説
い
て
い
た
こ
と
も
注
意
さ
れ
て
よ
い
。
食
行
は
享
保
十
八
年
六
月
十
三
日
、
富

士
山
五
合
五
勺
目
に
あ
る
烏
帽
子
岩
の
入
定
窟
に
入
り
、
そ
の
三
十
五
日
後
の
七
月
十

七
日
に
絶
命
し
た
が
、
そ
の
間
随
従
の
弟
子
北
行
鏡
月
こ
と
田
辺
十
郎
右
衛
門
豊
矩
父

子
に
「
十
一
日
の
巻
」
を
口
述
し
、
記
録
せ
し
め
た
。
そ
の
『
不
二
行
者
食
行
録11
』
六

月
十
四
日
条
に
「
人
間
毋
の
胎
よ
り
生
る
亊
。
貴
賤
露
よ
り
お
こ
り
胤
と
す
。
是
⺼
の

移
り
玉
ふ
な
り
。
日
と
ま
り
て
血
と
ま
る
也
。
是
日
移
り
玉
ふ
な
り
。
よ
つ
て
⺼
日
合

體
と
な
っ
て
真
玉
備
る
。
是
仙
元
大
ｚ
薩
な
り
。
五
ヶ
⺼
に
し
て
東
西
南
北
中
央
定
る

是
す
ね
な
り
。
此
五
句
に
て
御
山
野
像
と
な
る
御
山
の
姿
を
も
つ
て
五
體
と
す
。
十
⺼

に
し
て
止
る
所
の
水
。
汐
み
ち
て
⺼
出
る
Ｑ
。
人
生
る
是
に
よ
つ
て
Ｉ
水
を
⺼
水
と
い

ふ
。
此
水
を
不
浄
也
と
忌
の
理
甚
以
て
誤
る
所
な
り
人
生
ぜ
ん
た
め
に
與
へ
玉
ふ
水
な

れ
ば
花
水
と
御
名
付
。
か
つ
て
忌
み
玉
は
ず
。
か
へ
つ
て
清
浄
の
水
な
り
。」
等
々
と

講
じ
て
い
る
。
人
が
こ
の
世
に
生
ず
る
た
め
の
、
清
浄
の
水
な
の
で
あ
る
か
ら
花
水
と

い
う
の
で
あ
る
。
食
行
は
既
存
の
仏
説
・
伝
説
・
地
名
な
ど
を
換
骨
奪
胎
し
て
自
説
を

構
築
し
た
民
間
の
富
士
行
者
で
あ
る
が
、
女
人
五
障
三
従
を
受
容
せ
ず
、
月
水
清
浄
・

男
女
同
等
を
説
い
た
こ
と
は
当
時
に
あ
っ
て
は
革
新
的
で
あ
っ
た
。
し
か
し
食
行
の
言

説
が
ど
れ
ほ
ど
衆
庶
巷
間
に
流
布
浸
透
し
た
も
の
か
明
ら
か
で
は
な
い
。
食
行
と
ほ
ぼ

同
時
代
を
生
き
た
妙
幢
淨
慧
が
終
生
女
人
五
障
三
従
の
呪
縛
か
ら
脱
す
る
こ
と
が
で
き

な
か
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
の
で
、
食
行
の
発
想
の
柔
軟
さ
が
際
立
つ
。
淨
慧
は
上
野

池
之
端
近
辺
を
往
来
し
た
が
、
食
行
は
そ
こ
か
ら
至
近
の
駒
込
に
居
住
し
活
動
の
拠
点

と
し
て
い
た
。
角
行
（
一
五
四
一
―
一
六
四
六
）
以
来
、
江
戸
市
中
を
経
徊
す
る
御
師
や

講
員
の
光
景
を
時
折
は
眼
に
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
が
、
淨
慧
は
富
士
講
の
教
義
と
食

行
の
存
在
を
知
ら
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

な
お
淨
慧
が
「
血
盆
経
」
に
触
れ
た
上
掲
の
一
文
中
に
「
是こ
れ

即
す
な
ハ
ち

閻ゑ
ん

浮ぶ

提だ
い

の
女
人
身

の
障
さ
ハ
り

産さ
ん

の
け
が
れ
つ
ゝ
し
ま
ず
し
て
地
に
お
と
し
」
と
い
う
の
は
、
等
順
印
施
の

『
佛
說
大
藏
正
敎
血
盆
經
』
に
「
只し

是ぜ

女に
よ

人に
ん

。
産せ
ん

時じ

下げ

血け
つ

露ろ

」
に
相
当
す
る
と
こ
ろ
だ

が
、
文
脈
か
ら
「
女
人
身
の
障さ
ハ
り」
は
月
水
の
意
と
解
釈
で
き
る
か
ら
、
と
す
れ
ば
淨
慧

が
直
接
閲
覧
し
た
「
血
盆
経
」
は
等
順
印
施
の
『
佛
說
大
藏
正
敎
血
盆
經
』
と
は
別
系

統
の
テ
キ
ス
ト
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
『
懴
悔
通
用
』
冒
頭
に
淨
慧
は
「
本

願
経
云
」
と
し
て
「
閻
浮
提
の
衆
生
は
足
を
あ
け
念
を
動
す
る
も
こ
れ
罪
に
あ
ら
ず
と

い
ふ
事
な
し
」
と
訓
読
し
た
一
文
を
引
い
て
い
る
。「
本
願
経
」
は
実
叉
難
陀
訳
『
地

蔵
菩
薩
本
願
経
』
と
思
わ
れ
、
そ
れ
を
収
め
る
大
正
新
脩
大
蔵
経
所
収
本
（
上
下
二
巻

十
三
品
）
や
嘉
興
蔵
（
万
曆
版
大
蔵
経
）
所
収
本12
（
上
中
下
三
巻
十
三
品
）
に
よ
る
と
、
訓

読
文
に
該
当
す
る
原
文
は
如
來
讚
歎
品
第
六
の
「
南
閻
浮
提
衆
生
舉
止
動
Ｗ
。
無
不
是

業
無
不
是
罪
。」
で
、
大
正
蔵
本
も
嘉
興
蔵
本
も
ま
つ
た
く
同
文
で
あ
る
。
し
か
し

「
足
を
あ
け
」
に
該
当
す
る
語
句
は
原
文
に
な
く
、
原
文
の
「
無
不
是
業
」
に
相
応
す

る
訓
読
が
な
い
。
わ
ず
か
な
齟
齬
で
は
あ
る
が
、
淨
慧
が
直
接
閲
覧
依
拠
し
た
テ
キ
ス

ト
を
短
絡
即
座
に
大
正
蔵
所
収
本
や
嘉
興
蔵
所
収
本
な
ど
と
す
る
に
は
た
め
ら
い
が
生

ず
る
。
た
だ
揚
州
磚
橋
刻
経
局
刊13
『
地
蔵
菩
薩
本
願
経
』（
上
中
下
三
巻
十
三
品
）
が

「
南
閻
浮
提
眾
生
擧
歩
動
念
無
不
是
業
無
不
是
罪
」
と
「
止
」
を
「
歩
」
と
し
て
い
る

が
、「
足
を
あ
け
」
に
は
相
当
し
な
い
。
あ
る
い
は
和
刻
本
に
據
っ
た
か
と
思
わ
れ
る

が
、
そ
の
可
能
性
の
も
っ
と
も
高
い
黄
檗
版
す
な
わ
ち
延
宝
元
年
（
一
六
七
三
）
黄
檗

山
宝
蔵
院
版
（
上
下
二
巻
十
三
品
）
も
大
正
蔵
経
本
や
嘉
興
蔵
本
と
同
文
で
あ
り
、『
懴

悔
通
用
』
以
後
に
出
た
元
禄
十
二
年
（
一
六
九
九
）
鵜
飼
市
兵
衞
・
小
島
勘
右
衞
門
版

（
上
下
二
巻
十
三
品
）
も
同
様
で
あ
る
。『
懴
悔
通
用
』
書
写
者
の
誤
写
と
も
考
え
ら
れ

る
が
、
そ
の
書
写
底
本
で
あ
る
版
本
を
閲
覧
す
る
機
を
得
ず
、
今
は
そ
れ
を
証
明
す
る

術
が
な
い
。
な
お
勢
州
松
坂
の
天
台
真
盛
宗
教
主
山
来
迎
寺
二
十
七
世
荷
寮
妙
有
（
一

七
八
一
―
一
八
五
四
）
が
兼
帯
し
て
い
た
宇
治
山
田
の
摂
取
山
善
光
寺
摩
尼
閣
か
ら
天

保
四
年
（
一
八
三
三
）
春
に
再
刻
印
施
し
た
亮
太
撰
『
地
蔵
菩
薩
本
願
経
和
觧14
』
に
は
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「
閻ゑ
ん

浮ぶ

の
衆し
ゆ

生
じ
や
う
。身ミ

を
動
う
ご
か
し
。し
Ｗね
ん

を
生し
や
うず
る
に
。
罪ざ
い

業ご
ふ

な
ら
ざ
る
ハ
な
し
。」
と
あ
っ
て
、

そ
の
底
本
を
改
変
し
た
『
地
蔵
菩
薩
本
願
経
』
の
和
刻
本
が
流
通
し
て
い
た
こ
と
を
推

量
さ
せ
る
。
淨
慧
は
地
蔵
信
仰
鼓
吹
の
嚆
矢
で
あ
り
、『
懺
悔
通
用
』
を
撰
述
し
た
こ

ろ
、
そ
の
座
右
に
置
い
て
い
た
は
ず
の
『
地
蔵
菩
薩
本
願
経
』
の
常
用
テ
キ
ス
ト
だ
け

で
も
分
明
に
し
た
い
が
、
上
述
の
よ
う
に
い
ま
だ
果
た
せ
ず
に
い
る
。
淨
慧
が
閲
覧
依

拠
し
た
テ
キ
ス
ト
を
求
め
て
大
久
保
美
玲
氏
が
本
誌
本
号
に
も
解
題
せ
ら
れ
て
い
る
が
、

こ
れ
を
は
じ
め
淨
慧
に
つ
い
て
闡
明
す
べ
き
課
題
は
限
り
な
く
多
い
。

前
回
に
続
き
、『
戒
法
隨
身
記
八
斎
戒
章
下
』
の
巻
尾
に
付
し
て
掲
載
す
る
。�

（
関
口
）

注1　

無
刊
記
。
宮
島
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
蔵
。

2　

�

等
順
の
行
実
に
つ
い
て
は
東
叡
山
寛
永
寺
護
国
院
蔵
『
東
叡
山
護
國
院
歴
世
年
譜
』・
同

『
東
叡
山
護
國
院
小
傳
集
』・
叡
山
千
手
院
義
宥
訥
堂
撰
『
新
撰
仏
舎
利
験
伝
』・
御
代
田
町

文
化
財
審
議
委
員
会
編
『
天
明
三
年
浅
間
山
大
焼
記
録
集
』（
一
九
六
九
年
八
月
、
御
代
田

町
教
育
委
員
会
）
等
に
據
る
。

3　

船
橋
市
西
図
書
館
蔵
。

4　

玉
依
御
前
が
九
度
山
に
創
建
し
、
没
後
蓮
華
谷
に
移
さ
れ
た
と
い
う
三
宝
院
か
。

5　

�

堀
日
亨
氏
編
『
日
蓮
大
聖
人
御
書
全
集
（
下
）』（
二
〇
〇
五
年
八
月
（
拡
大
版
）
第
五
刷
、

創
価
学
会
）
に
據
る
。

6　

高
谷
朝
子
氏
『
宮
中
賢
所
物
語
』（
二
〇
〇
六
年
一
月
、
ビ
ジ
ネ
ス
社
）。

7　

福
井
正
憑
氏
『
月
華
物
語
』（
一
九
三
六
年
十
一
月
、
サ
イ
レ
ン
社
）。

8　

明
暦
三
年
正
月
刊
、
中
村
五
郎
衛
門
開
版
。
宮
島
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
蔵
本
に
據
る
。

9　

�

国
文
学
研
究
資
料
館
新
日
本
古
典
籍
総
合
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
画
像
（
善
通
寺
所
蔵
本
）
に
據

る
。

10　

塚
田
信
壽
氏
『
月
水
護
符
の
研
究
』（
一
九
三
七
年
六
月
、
粹
古
堂
）。

11　

信
州
大
学
近
世
日
本
山
岳
関
係
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
画
像
（
信
州
大
学
蔵
本
）
に
據
る
。

12　

東
京
大
学
学
術
資
産
等
ア
ー
カ
イ
ブ
ポ
ー
タ
ル
画
像
（
同
館
蔵
嘉
興
蔵
本
）
に
據
る
。

13　

早
稲
田
大
学
図
書
館
古
典
籍
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
画
像
（
同
館
蔵
本
）
に
據
る
。

14　

宮
島
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
蔵
本
に
據
る
。

〔
翻
刻
凡
例
〕

一
、�『
戒
法
隨
身
Ｇ
』
の
底
本
に
は
貞
享
四
年
〈
一
六
八
七
〉
正
月
刊
、
洛
陽
永
田
長
兵
衞
版
を

採
り
、『
懴
悔
通
用
』
は
宮
島
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
蔵
写
本
を
底
本
と
し
た
。

一
、
可
能
な
限
り
原
文
の
表
記
を
尊
重
し
、
明
ら
か
な
誤
り
も
そ
の
ま
ま
翻
刻
し
た
。

一
、
合
字
は
「
ヿ
」（
コ
ト
）
の
み
採
り
、
以
外
は
通
行
の
表
記
に
改
め
た
。

一
、「
己
・
已
・
巳
」「
玉
・
王
」
等
の
混
用
字
体
は
文
意
を
と
っ
て
適
字
を
置
い
た
。

一
、
頭
注
は
そ
の
文
頭
に
※
を
付
し
、
字
体
を
変
え
て
本
文
中
の
該
当
箇
所
に
挿
入
し
た
。

一
、
判
読
不
能
の
文
字
は
字
数
分
の
空
格
（
口
）
を
置
い
た
。

一
、
半
丁
ご
と
に
丁
数
を
示
し
、
各
話
間
に
空
行
を
置
い
た
。
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戒か
い

法ほ
う

隨ず
い

身し
ん

Ｊき

八は
つ

齋さ
い

戒か
い
の

章
し
や
う
の

序じ
よ

夫そ
れ

八は
つ

齋さ
い

戒か
い

の
利り

益や
く

大お
ほ
い

哉
な
る
か
な。
い
か
ん
と
な
れ
バ
。
𣵀ね

槃は
ん

Ｉ
ぎ
や
うに
Ｋと
き

給
へ
る
。
波は

羅ら

奈な
い

國こ
く

に
廣
く
わ
う

額が
く

と
い
へ
る
屠と

児に

あ
り
。
屠と

児に

ハ
ゑ

た
の
る
い
日ひ

〻ゞ
に
無む

量り
や
うの
羊ひ
つ
じを
こ
ろ
し
ぬ
。
時と
き

に
舎し
や

利り

弗ほ
つ

に
ま
見
え
て
。
一
日
一
夜
八は
つ

齋さ
い

戒か
い

を
う
く
。
此こ
の

因ゐ
ん

縁え
ん

に
よ
つ
て
。
命い
の
ちお
は
り
て
後の
ち

。
北ほ
つ

方ぱ
う

毗び

沙し
や

門も
ん

Ｕで
ん

王わ
う

の
子
と
生む
ま

れ
き
と
。
誠
ま
こ
と
に

Ｃあ
く

人に
ん

滅め
つ

罪ざ
い

の
神じ
ん

術じ
ゆ
つ。
下げ

根こ
ん

相さ
う

應を
う

の
ｕ
り
や
う

藥や
く

な

り
。
佛ぶ
つ

法ぽ
う

修し
ゆ

行ぎ
や
うの
世よ

人ひ
と

。
ま
づ
こ
れ
を
持た
も
たず
ん
バ
。
あ
る
べ
か
ら
ず
。
故
か
が
ゆ
へに
隨ず
い

舎し
や

迦か

Ｉ
き
や
うに
。
佛ほ
と
けの
曰
の
た
ま
ハ
く

十
六
の
大た
い

國こ
く

の
中な
か

な
る
珍
め
づ
ら
し
き

寳た
か
ら

物も
の

を
。
僧そ
う

に
施
ほ
ど
こ
しあ
た
へ
ん
よ
り
。

齋さ
い

戒か
い

を
う
る
こ
と
。
一い
ち

日に
ち

一い
ち

夜や

の
㓛く

德ど
く

す
ぐ
れ
た
り
。
齋さ
い

戒か
い

ハ
人ひ
と

を
し
て
。
出
し
ゆ
つ

世せ

の

道だ
う

を
得え

せ
し
む
。
戝ざ
い

寳は
う

の
ミ
を
用も
ち
ゆる
ハ
。
人ひ
と

を
し
て
道だ
う

を
得え

せ
し
む
る
事こ
と

」
下
01
オ
あ
た

は
ず
。
今い
ま

我わ
が

佛ぶ
つ

道だ
う

を
う
る
亊こ
と

ハ
。
本も
と

此こ
の

八は
つ

齋さ
い

戒か
い

よ
り
お
こ
れ
り
と
い
へ
り
。
か
ゝ
る
竒き

特ど
く

の
要よ
う

法ば
う

。
ひ
ろ
く
世よ

に
行お
こ
なは
れ
ざ
る
ハ
。
何な
ん

ぞ
や
。
こ
れ

併
し
か
し
な
が
ら

末ま
つ

世せ

宿し
ゆ
く

善ぜ
ん

の
拙
つ
た
な
き

に
よ
る
と
い
へ
ど
も
。
抑
そ
も
〳
〵

又ま
た

我わ
が

輩
と
も
が
らの
罪つ
ミ

に
あ
ら
ず
や
。
所い
は

謂ゆ
る

夜や

光く
わ
うの
玉た
ま

。
む
な
し

く
卞へ
ん

和く
わ

が
袖そ
で

に
か
く
れ
。
赤
し
や
く

栴せ
ん

檀だ
ん

ひ
と
り
牛ご

頭づ

の
峯ミ
ね

に
に
ほ
ふ
な
ら
じ
。
惜
お
し
ひ

哉な

傷
い
た
ま
し
ひ

哉か
な

。
こ
ゝ
に
佛ぶ
つ

說せ
つ

齋さ
い

Ｉ
ぎ
や
う

及お
よ
び

六ろ
く

齋さ
い

精し
や
う

進じ
ん

㓛く

德ど
く

Ｉ
き
や
う

等と
う

。
近ち
か
くハ
興こ
う

正し
や
う

菩ぼ

薩さ
つ

の
八
齋さ
い

戒か
い

作さ

法は
う

の
類た
ぐ
ひ。
幸
さ
い
は
いに
世よ

に
傳つ
た
はれ
り
。
間ま
ゝ

又ま
た

こ
れ
を
註ち
う

す
る
人ひ
と

あ
り
。
こ
れ
を
講か
う

ず
る
人
あ

り
。
こ
れ
を
授さ
づ
くる
人ひ
と

。
又
す
く
な
か
ら
ず
。
然し
か
れど
も
四し

辯べ
ん

八は
つ

音を
ん

に
あ
ら
ざ
れ
ば
。
聾
り
や
う

者し
や

遠を
ん

鄙ぴ

の
耳ミ
ヽ

に
入い
り

が
た
く
。
佶き
つ

屈く
つ

聱が
う

牙が

の
字じ

な
れ
ば
。
童ど
う

蒙も
う

兒に

女に
よ

の
目め

に
く
ら
し
。

こ
ゝ
に
を
い
て
。
略ほ
ゞ

聖し
や
う

教ぎ
や
うの
要よ
う

文も
ん

を
集あ
つ

め
。
こ
れ
を
和わ

字し

と
な
し
て
。」
下
01
ウ
漫ミ
だ
りに

梓あ
づ
さに
鋟
ち
り
ば
む。
冀
こ
い
ね
が
ハ
くハ
か
の
法ほ
う

を
き
く
こ
と
あ
た
は
ざ
る
人ひ
と

も
。
こ
れ
を
一い
ち

覧ら
ん

せ
ば
。

初は
じ
めて
須し
ゆ

Ｎだ
つ

が
寳は
う

藏ざ
う

に
入い
り

。
字じ

義ぎ

を
辨
わ
き
ま
へざ
る
も
。
し
ば
〳
〵
こ
れ
を
も
て
あ
そ
ば
ゞ
。

お
ぼ
へ
ず
芝し

蘭ら
ん

の
薫か
ほ
りに
そ
ま
ん
。
こ
れ
よ
り
し
て
進す
ゝ
まバ
。
遠と
を
くハ
佛ぶ
つ

説せ
つ

の
奥お
う

義ぎ

を
極き
は
め。

近ち
か
くハ
Ｖか
う

正し
や
うの
流な
が
れに

漱
く
ち
す
ゝ
が
ん

事こ
と

。
Ｅこ
の

處
こ
と
は
りな
し
と
い
ふ
べ
か
ら
ず
。
然
し
か
ら
バ

則
す
な
ハ
ち

小せ
う

補ほ

な
き

に
し
も
あ
ら
ず
。
請こ
ふ

和わ

字じ

な
る
を
も
つ
て
。
Ｒ
か
ろ
し
め

忽
い
る
か
せに
す
る
こ
と
な
か
れ
。
𣵀ね

槃は
ん

Ｉ
ぎ
や
う

に
云い
は
く。
法ほ
う

に
依よ
つ

て
人ひ
と

に
よ
ら
ざ
れ
。
義ぎ

に
依よ
つ

て
．
語ご

に
よ
ら
ざ
れ
と
。
そ
れ
こ
れ
を
思お
も

へ
よ
や
。
因よ
つ

て
こ
れ
を
序じ
よ

と
す

于
時
貞
享
三
丙
　

寅
稔
九
⺼
節
後
書
于
洛
陽
旅
邸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

求
化
幻
人
淨
慧
Ｐ
首
百
拜
恪
述　
」
下
02
オ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
白
丁
）　
」
下
02
ウ

戒か
い

法ほ
う

隨ず
い

身し
ん

Ｊき

八は
つ

齋さ
い

戒か
い
の

章し
や
う

目も
く

録ろ
く

一　
　

八
齋さ
い

戒か
い

の
㓛く

德ど
く

の
亊こ
と

二　
　

殺せ
つ

生し
や
う

戒か
い

の
事

三　
　

ｖち
う

盗た
う

戒か
い

の
亊

四　
　

不ふ

婬い
ん

戒か
い

の
事

五　
　

妄ま
う

語ご

戒か
い

の
亊

六　
　

飲お
ん

酒じ
ゆ

戒か
い

の
事

七　
　

不ふ

Ｐざ

髙か
う

廣く
わ
う

大だ
い

床し
や
う

戒か
い

の
㕝

八　
　

不ふ

Ｆ
ち
や
く

ｋけ

鬘ま
ん

香か
う

衣ゑ

等と
う

の
戒か
い

の
事
」
下
03
オ

九　
　

不ふ

非ひ

時じ

⻝じ
き

戒か
い

の
事

十　
　

持ぢ

齋さ
い

に
三
叚だ
ん

の
心
こ
ゝ
ろ

得え

あ
る
亊

十
一　
　

八
齋さ
い

戒か
い

從じ
う

他た

の
威い

儀ぎ

の
亊

戒
法
隨
身
Ｊ
　
八
齋
戒
章
　
　
下

」
下
表
表
紙

」
下
表
表
紙
見
返
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十
二　
　

同
を
な
じ
く

自じ

誓せ
い

の
作さ

法ほ
う

の
事

十
三　
　

五
戒か
い

八
戒か
い

勝せ
う

劣れ
つ

の
亊

十
四　
　

受じ
ゆ

戒か
い

の
前ま
へ

の
Ｃあ
く

意い

樂げ
う

の
事

十
五　
　

戒か
い

を
受う
け
んと
ほ
つ
す
る
貴き

人に
ん

心こ
ゝ
ろ

得え

の
亊

十
六　
　

受じ
ゆ

戒か
い

の
日ひ

意い

樂げ
う

を
つ
ゝ
し
む
べ
き
亊

十
七　
　

受じ
ゆ

戒か
い

の
夜よ

卧ふ
す

に
了れ
う

簡け
ん

あ
る
事
」
下
03
ウ

十
八　
　

齋さ
い

戒か
い

を
持
た
も
つ

日ひ

ご
と
に
う
く
る
と
う
け
ざ
る
と
の
二
説せ
つ

あ
る
亊

十
九　
　

少せ
う

⻝じ
き

と
齋と
き

の
間あ
ひ
だの
心
こ
ゝ
ろ

得え

の
事

二
十　
　

少せ
う

⻝じ
き

の
因い
ん

縁え
ん

の
亊

ｃ
一　
　

朝あ
さ

粥か
ゆ

を
⻝じ
き

す
る
時じ

Ｘぶ
ん

の
亊

ｃ
二　
　

時じ

節せ
つ

は
や
く
齋と
き

を
な
し
た
る
に
ハ
㓛く

德ど
く

あ
る
亊

ｌ
三　
　

齋と
き

の
後の
ち

わ
き
ま
ふ
べ
き
事

ｌ
四　
　

非ひ

時じ

に
の
む
べ
き
も
の
ゝ
事

ｌ
五　
　

石せ
き

蜜ミ
つ

の
辨べ
ん

の
事

ｌ
六　
　

齋さ
い

戒か
い

を
う
け
し
日ひ

の
心
こ
ゝ
ろ

持も
ち

の
亊
」
下
04
オ

ｃ
七　
　

禪ぜ
ん

宗し
う

持ぢ

齋さ
い

の
例れ
ゐ

を
引ひ
く

事

ｃ
八　
　

淨
じ
や
う

土と

宗し
う

持ぢ

齋さ
い

の
證せ
う

拠こ

を
あ
ぐ
る
亊

ｌ
九　
　

非ひ

時じ

⻝じ
き

の
事

三
十　
　

六
齋さ
い

日
の
因い
ん

縁え
ん

の
亊

三
十
一　

六
齋さ
い

日
の
事

三
十
二　

十
齋さ
い

日
の
亊

三
十
三　

八
王わ
う

日
の
事

三
十
四　

三
長ち
や
う

齋さ
い

の
亊
」
下
04
ウ

戒か
い

法ほ
う

隨ず
い

身し
ん

Ｊき

下
。　
八
齋さ
い

戒か
い
の

章し
や
う

一　

Ｖこ
う

正し
や
う

菩ぼ

薩さ
つ

の
八
齋さ
い

戒か
い

の
文も
ん

に
云
。
夫そ
れ

地ぢ

獄ご
く

餓が

Ｚき

畜ち
く

生し
や
うの
報む
く
ひを
う
く
る
事
ハ
。

罪つ
ミ

を
つ
く
る
の
Ｒ
き
や
う

重ぢ
う

に
よ
り
。
淨
し
や
う

土ど

人に
ん

Ｕ
の
生
を
う
る
ハ
。
偏ひ
と
へに
戒か
い

の
淺せ
ん

深じ
ん

に
答こ
た
へた

り
。
こ
ゝ
を
も
つ
て
法ほ
つ

性し
や
うの
空く
う

に
翔か
け
るに
ハ
。
戒か
い

を
も
つ
て
。
翅つ
ば
さと
し
。
菩ぼ

提だ
い

の
道だ
う

に

趣
お
も
む
くに
ハ
。
戒か
い

を
も
つ
て
足あ
し

と
し
。
生
し
や
う

死じ

の
海う
ミ

を
わ
た
る
に
ハ
。
戒か
い

を
も
つ
て
舩ふ
ね

と
し
。

㓛く

德ど
く

の
林は
や
しを
成じ
や
うず
る
に
ハ
。
戒
を
も
つ
て
地ぢ

と
す
。
就
な
か
ん

中づ
く

此こ
の

八
齋さ
い

戒か
い

ハ
。
持
た
も
つ

間あ
ひ
だ。
わ

づ
か
に
一い
ち

日
一
夜ヤ

の
短
み
じ
か
き

程ほ
ど

な
れ
ど
も
。
無む

量り
や
う

無む

ｕへ
ん

の
利り

益や
く

。
説と
き

盡つ
く
すべ
か
ら
ず
と
い

へ
り
。
た
と
へ
バ
年と
し

⺼つ
き

は
へ
し
げ
り
た
る
草く
さ

の
根ね

を
ぬ
き
て
。
一
日
の
中う
ち

。
日ひ

に
干ほ
し

な

ば
か
れ
し
ぼ
む
が
ご
と
く
。
さ
れ
ば
無む

始し

よ
り
以こ
の

來か
た

。
心し
ん

地ぢ

に
を
ひ
し
げ
り
た
る
」
下
05

オ
煩ぼ
ん

Ｌな
う

の
叢
く
さ
む
らを
。
齋さ
い

戒か
い

の
利り

劔け
ん

に
て
。
相さ
う

續ぞ
く

の
根ね

を
た
ち
。
般は
ん

Ｍに
や

の
日
に
さ
ら
し
。

心し
ん

地ぢ

清し
や
う

淨じ
や
うな
ら
し
む
。
あ
に
こ
ゝ
ろ
よ
か
ら
ざ
ら
ん
や
。
故
か
る
が
ゆ
へに
處し
よ

胎た
い

Ｉ
ぎ
や
うに
云い
は
く。
八

齋さ
い

戒か
い

ハ
是こ
れ

諸し
よ

佛ぶ
つ

の
父ち
ゝ

毋は
ゝ

な
り
と
い
へ
り
。
優う

婆ば

塞そ
く

戒か
い

Ｉ
き
や
う
に

云
。
Ｍも
し

人ひ
と

あ
つ
て
。
四し

大だ
い

寳は
う

藏ざ
う

の
中な
か

に
み
て
る
。
七
寳は
う

を
も
つ
て
。
人
に
布ふ

施せ

し
て
。
う
る
と
こ
ろ
の
㓛く

德と
く

よ
り
。

一
日
一
夜や

。
八
戒か
い

を
受う
け

持た
も
つ

㓛く

德ど
く

す
ぐ
れ
た
り
。
夫そ
れ

八
戒か
い

を
う
く
る
人
ハ
。
五ご

逆ぎ
や
く

罪ざ
い

を

除の
ぞ
ひて
。
餘よ

の
一い
つ

Ｑさ
い

の
罪つ
ミ

悉
こ
と
〴
〵

皆ミ
な

消せ
う

滅め
つ

す
。
善ぜ
ん

男な
ん

子し

。
是こ
の

八
齋さ
い

戒か
い

ハ
。
す
な
は
ち
こ
れ
。

無む

上
菩ぼ

提だ
い

を
莊
し
や
う

嚴ご
ん

す
る
の
瓔や
う

珞ら
く

な
り
。
か
く
の
ご
と
き
の
齋さ
い

ハ
。
す
で
に
な
し
や
す

う
し
て
。
し
か
も
よ
く
無む

量り
や
うの
㓛く

德ど
く

を
得う

。
Ｍも
し

な
し
や
す
き
事こ
と

あ
る
を
。
し
か
も
な

さ
ゞ
る
。
是こ
れ

を
放は
う

逸い
つ

と
名な

づ
く
と
い
へ
り
文も
ん

に
五
逆ぎ
や
く

と
い
へ
る
ハ
な
ん
ぞ
ｋ
。
を
こ
ろ
し
。
毋は
ゝ

を
こ
ろ
し
。

佛
の
身ミ

よ
り
血ち

を
い
だ
す
。
然し
か

る
に
い
ま
世よ

に
肉に
く

身し
ん

の
佛ほ
と
け

い
ま
さ

ず
。
或あ
る
ひ

ハ
卒そ

都と

婆ば

を
や
ぶ
り
。
石い
し

佛ぼ
と
け

を
く
だ
き
．
佛ぶ
つ

像ぞ
う

Ｉ
き
や
う

巻ぐ
ハ
ん

等と
う

を
Ｃあ
く

心し
ん

を
も
つ
て
。
そ
こ
な
へ
る
科と
が

。
こ
れ
佛ほ
と
け

の
身ミ

よ
り
血ち

を

い
だ
す
に
同お
な

じ
故
か
る
が
ゆ
へ

に
倶く

舎し
や

論ろ
ん

に
こ
れ
を
同ど
う

類る
い

罪ざ
い

と
す
。
又
ハ
阿あ

羅ら

漢か
ん

僧そ
う

を
こ
ろ
し
。
和わ

合が
う

僧そ
う

を
や
ぶ
る
と
。
こ
れ
ハ
僧そ
う

衆し
ゆ

和わ

合が
う

し

て
よ
り
あ
ひ
。
法ほ
う

を
行お
こ
な

ひ
道だ
う

を
修し
ゆ

し
居い

る
を
。
中な
か

Ｊご
と

を
い
ひ
。
い
ろ
〳
〵
妨
さ
ま
た
げ

を
な
す
等と
う

。
こ
れ
即
す
な
ハ
ち

五
逆ぎ
や
く

罪ざ
い

に
し
て
。
無む

間け
ん

地ぢ

獄ご
く

の
業ご
う

な
り
つ
ゝ
し
む
べ
し
。
も
し
こ
れ
を
お
か
す
人
ハ
。
よ
く
〳
〵
善ぜ
ん

知ち

識し
き

に
た
よ
り
て
。
深じ
ん

心〳
〵

至し

誠じ
や
う

に
懴さ
ん

悔げ

す
べ
し
。
つ
ゝ
ミ

か
く
す
べ
か
ら
ず
。
か
く
す
ハ
つ

ミ
い
よ
〳
〵
ふ
か
し
と
い
へ
り

」
下
05
ウ
※
破は

和わ

合が
う

僧そ
う

ハ
。
佛ぶ
つ

在ざ
い

世せ

に
提だ
い

婆ば

ｐだ
つ

多た

。
こ
の
逆
き
や
く

罪ざ
い

を
つ
く
れ
り
。
い
ま
佛
ほ
と
け

い
ま

さ
ゞ
れ
バ
。
實じ
つ

の
破は

僧そ
う

罪ざ
い

を
つ
く
れ
る
も
の
な
け
ん
。
下し
も

に
釈
し
や
く

す
る
と
こ
ろ
ハ
。
同ど
う

類る
い

罪ざ
い

を
あ
げ
て
比ひ

况
き
や
う

す
る
の
ミ

𣵀ね

槃は
ん

Ｉ
の
偈げ

に
云い
は
く。
Ｍも
し

無む

上じ
や
う

道だ
う

の
為た
め

に
．
一い
ち

日に
ち

一い
ち

夜や

の
中う
ち

。
八
齋さ
い

の
法ほ
う

を

受う
け

持た
も
てバ
。
即
す
な
ハ
ち

不ふ

動ど
う

國こ
く

に
生し
や
うず
と
い
へ
り
。
按あ
ん

す
る
に
不ふ

動ど
う

國こ
く

と
い
へ
る
ハ
。

東と
う

方ば
う

阿あ

閦し
ゆ
く

佛ぶ
つ

の
浄じ
や
う

土ど

な
り
。
又
觀か
ん

Ｉ
ぎ
や
うに
云い
は
く。
Ｍも
し

一

日
一
夜や

八
齋さ
い

戒か
い

を
う
く
れ
ば
乃
　

至
戒か
い

香か
う

薫く
ん

修じ
ゆ

す
。
か
く
の
ご
と
き
の
行
ぎ
や
う

者じ
や

ハ
。
命い
の
ちを
は
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ら
ん
と
す
る
Ｑと
き

。
阿あ

ミ
た
仏ぶ
つ

諸
も
ろ
〳
〵の
眷け
ん

属ぞ
く

と
。
金こ
ん

色じ
き

の
光ひ
か
りを
放は
な
つて
。
七
寳は
う

蓮れ
ん

ｋげ

を
持ぢ

し
。

行ぎ
や
う

者じ
や

の
前ま
へ

に
い
た
り
給
ふ
を
見
る
。
行
ぎ
や
う

者じ
や

自
ミ
づ
か
ら

Ｙき
く

に
。
空く
う

中ち
う

に
聲こ
ゑ

あ
つ
て
讃さ
ん

嘆だ
ん

し
て

曰
の
た
ま
ハ
く。
善ぜ
ん

男な
ん

子し

三さ
ん

世ぜ

の
諸し
よ

佛ぶ
つ

の
お
し
へ
に
隨
し
た
が
へる
を
も
つ
て
の
ゆ
へ
に
。
我わ
れ

等ら

。
汝な
ん
ぢを

む
か
ふ
と
の
給
へ
り
。
其そ
の

外ほ
か

八
齋さ
い

戒か
い

を
受う
け

」
下
06
オ

持
た
も
て
る

㓛く

德ど
く

。
委
く
は
し
くし
る
す
に
い
と
ま
あ

ら
ず
。
此こ
ゝ

に
ハ
僅わ
づ
かに
數す

件け
ん

を
あ
げ
て
．
引い
ん

入に
う

の
寳は
う

藏ざ
う

を
ひ
ら
く
耳の
ミ

。
夫そ
れ

八
齋さ
い

戒か
い

と
い
つ

ぱ
法ほ
う

苑を
ん

珠じ
ゆ

林り
ん
ニ

云い
は
く

。
齋さ
い

と
ハ

齋
と
ゝ
の
ほ
る
。と
い
へ
る
心こ
ゝ
ろ

な
り
．
齋
と
ゝ
の
ほ
り

が
た
き
心こ
ゝ
ろ

を
と
ゝ
の
へ
て
。
Ｃあ
く

を
止や
め

善ぜ
ん
を

修し
ゆ

す
る
心こ
ゝ
ろ

を
も
つ
て
。
持ち

齋さ
い

す
れ
ば
也

二

　
第だ
い

一い
ち

殺せ
つ

生し
や
う

戒か
い

一
Ｑさ
い

の
生
し
や
う

類る
い

．
蟻あ
り

蚤の
ミ

の
類た
ぐ
ひま
で
。
慈じ

悲ひ

心し
ん

を
も
つ
て
こ
ろ
さ
ゞ
る
是こ
れ

也
委く
ハ
し

く
ハ
五
戒か
い

の
章し
や
う

に
し
る
す
が
ご
と
し

後の
ち

の
四
戒か
い

も
又

こ
れ
に
な
ら
へ　
※
お
ぼ
へ
ず
あ
や
ま
つ
て
こ
ろ
す
ハ
罪つ
ミ

と
な
ら
ず
。
正
し
や
う

法ぼ
う

Ｉね
ん

處し
よ

Ｇ
ぎ
や
う

に
五
種し
ゆ

の
殺せ
つ

生
し
や
う

に
な
ら
ざ
る
こ
と
を
出い
だ

せ
り
。
道ミ
ち

行ゆ
く

に
し
ら
ず
し
て
虫む
し

を
ふ
ミ
こ
ろ
す
等と
う

な
り
。
し
か
れ
ど
も
。
か
ね
て
用や
う

心じ
ん

ハ
あ
る
べ
き
こ
と
に
ぞ

三

　
第だ
い

二に

偸ち
う

盗た
う

戒か
い

一い
ち

粒り
う

の
米こ
め

一い
ち

枚ま
い

の
紙か
ミ

ま
て
も
。
ぬ
し
あ
る
を
理
こ
と
は
りな
く
と
る
べ
か
ら
ず
。
い
か
に
况い
は
んや�

大た
い

盗た
う

を
な
さ
ん
を
や

四

　
第だ
い

三さ
ん

不ふ

婬い
ん

戒か
い

常つ
ね

在ざ
い

家け

の
五
戒か
い

ハ
。
邪じ
や

婬い
ん

を
制せ
い

す
。
此こ
の

八
齋さ
い

戒か
い

ハ
し
か
ら
ず
。
一い
つ

Ｑさ
い

の
」
下
06
ウ
婬い
ん

欲よ
く

を

禁き
ん

ず
。
是こ
ゝ

を
も
つ
て
。
Ｖこ
う

正し
や
う

ｚぼ

薩さ
つ

。
此
戒か
い

を
讃さ
ん

し
て
云
。
此
八は
つ

種し
ゆ

の
禁き
ん

戒か
い

ハ
。
三
世ぜ

の
如に
よ

來ら
い

。
必
か
な
ら
ず

在ざ
い

家け

の
弟で

子し

の
為た
め

に
。
出
し
ゆ
つ

家け

の
法ほ
う

を
制せ
い

し
給
ふ
。
是こ
の

故ゆ
へ

に
德と
く

無む

漏ろ

に

同お
な
じく
。
行
ぎ
や
う

離り

欲よ
く

を
兼か
ね

た
り
。
在ざ
い

家け

に
を
い
て
。
已す
で

に
其そ
の

Ｘぶ
ん

に
過す
き

た
り
。
自じ

心し
ん

を
勵は
げ
まし

て
。
常つ
ね

に
こ
れ
を
つ
と
む
べ
し
と
い
へ
る
ハ
。
Ｅこ
れ

等ら

の
戒か
い

あ
る
を
も
つ
て
の
故ゆ
へ

乎か

五

　
第だ
い

四し

妄ま
う

語ご

戒か
い

い
つ
は
り
を
い
は
ざ
る
也
。
Ｃあ
つ

口く

两り
や
う

舌ぜ
つ

綺き

語ご

も
。
此こ
の

中う
ち

に
こ
も
れ
り
。
Ｃあ
つ

口く

と
ハ
。

人に
ん

畜ち
く

と
も
に
Ｃあ
つ

口こ
う

せ
ず
。
两
り
や
う

舌ぜ
つ

と
ハ
。
人
の
中な
か

を
あ
し
く
い
ひ
な
し
。
或あ
る
ひハ
其そ
の

人ひ
と

の

前ま
へ

に
て
ハ
褒ほ
め

。
後う
し
ろに
て
ハ
毀そ
し
るの
た
ぐ
ひ
是こ
れ

也な
り

．
綺き

語ご

と
ハ
。
所い
は

謂ゆ
る

Ｊこ
と

を
巧
た
く
ミ
にし
。
色い
ろ

を

よ
く
し
て
。
へ
つ
ら
ひ
戯
た
は
ぶ
る
ゝの
類
た
ぐ
ひ

是こ
れ

也な
り

。
委
く
ハ
し
くハ
五
戒か
い

の
章し
や
うと
て
ら
し
見
る
べ
し
」
下
07
オ

六

　
第だ
い

五ご

飮お
ん

酒じ
ゆ

戒か
い

一い
つ

滴て
き

も
酒さ
け

を
の
む
べ
か
ら
ず
。
人
に
も
す
ゝ
め
あ
た
ふ
べ
か
ら
ず
。
長
ぢ
や
う

阿あ

含ご
ん

Ｉ
ぎ
や
うに
ハ
。

飮を
ん

酒じ
ゆ

に
六
の
失し
つ

を
Ｋと
く

．
律り
つ

の
名
ミ
や
う

句ぐ

に
十
の
過と
が

を
あ
げ
。
沙し
や

彌ミ

尼に

戒か
い

Ｉ
．
并な
ら
びに
善ぜ
ん

Ｃあ
く

所し
よ

起き

Ｉ
に
ハ
。
三
十
六
の
科と
が

を
の
す
。
前ま
へ

に
列つ
ら

ぬ
る
Ｈ
と
こ
ろの
智ち

度ど

論ろ
ん

の
説せ
つ

と
．
粗ほ
ゞ

相あ
ひ

同お
な

じ
け

れ
ば
。
略り
や
くし
て
し
る
さ
ず
。
よ
ろ
し
く
こ
れ
を
い
ま
し
む
べ
し

七

　
第だ
い

六ろ
く

不ふ

ｃさ

髙か
う

廣く
わ
う

大だ
い

床し
や
う

戒か
い

一
尺し
や
く

六
寸す
ん

よ
り
高た
か

く
。
廣ひ
ろ

さ
四し

尺し
や
くに
す
ぎ
。
長
な
が
さ

八
尺
に
す
ぐ
る
Ｗび

麗れ
い

な
る
床と
こ

に
の
ぼ

り
。
Ｙ
あ
る
いハ
Ｚ
か
ゝ
る
床と
こ

に
起を
き

卧ふ
し

し
て
。
過く
わ

奢し
や

風ふ
う

流り
う

に
心
を
逞
た
く
ま
し
うす
べ
か
ら
ず
。
阿あ

含ご
ん

Ｉ
ぎ
や
うに
ハ
。
八は
つ

種し
ゆ

の
床と
こ

に
Ｐさ

す
る
こ
と
を
禁
い
ま
し
む。
一
に
ハ
金こ
が
ねも
て
か
ざ
れ
る
。
二
に
ハ

銀
し
ろ
か
ねを
ち
り
ば
め
た
る
。
三
つ
」
下
07
ウ
に
ハ
象ぞ
う

牙げ

の
る
い
を
。
も
ち
ひ
た
る
。
四
つ
に

ハ
⻆つ
の

の
た
ぐ
ひ
に
て
莊
し
や
う

嚴ご
ん

し
た
る
。
五い
ゝ
つに
ハ
。
佛ぶ
つ

菩ぼ

薩さ
つ

と
同ど
う

坐さ

し
。
六む
つ

に
ハ
師し

匠し
や
う

Ｍ
も
し
くハ
我わ
れ

よ
り
德と
く

た
か
く
。
位
く
ら
ゐ

尊
た
つ
と
く。
年と
し

長ち
や
うぜ
る
等と
う

の
床と
こ

。
七な
ゝ
つに
ハ
父ち
ゝ

の
床と
こ

。
八や
ツ

に
ハ

毋は
ゝ

の
床と
こ

是こ
れ

な
り
。
Ｅこ
れ

ハ
是こ
れ

上か
ミ

一い
ち

人に
ん

よ
り
。
下し
も

士し

ａし
よ

人に
ん

に
い
た
る
ま
て
。
儉け
ん

に
処し
よ

し
て

奢を
ご
りを
や
め
。
又ま
た

ハ
憍け
う

慢ま
ん

を
お
さ
へ
。
冥
ミ
や
う

加が

を
お
も
は
し
め
。
恩お
ん

を
し
ら
し
む
る
な
ら

じ
按あ
ん

ず
る
に
卧ぐ
わ

具ぐ

等と
う

に
い
た
る
ま
で
．
綾れ
う

羅ら

錦き
ん

繍し
う

の
た
ぐ
ひ
。
用も
ち

ゆ
べ
か
ら
ず
．
此こ
の

日
ハ
も
の
ご
と
へ
り
く
だ
り
心こ
ゝ
ろ

を
よ
し
と
す

八

　
第だ
い

七し
ち

不ふ

ｄ
ち
や
く

花け

鬘ま
ん

香か
う

衣ゑ

并
な
ら
び
に

歌か

舞ぶ

作さ

樂が
く

故こ

徃わ
う

觀く
わ
ん

聽ち
や
う

戒か
い

夫そ
れ

女に
よ

人に
ん

な
ら
ば
。
髮か
ミ

に
花は
な

か
づ
ら
を
さ
げ
。
瓔や
う

珞ら
く

等と
う

を
か
ざ
る
の
類た
ぐ
ひを
な
さ
ず
。
然し
か

れ

ど
も
是こ
れ

ハ
和わ

國こ
く

の
な
ら
は
し
に
あ
ら
ず
。
例れ
ゐ

し
て
こ
れ
を
い
は
ゞ
金き
ん

の
さ
し
ぐ
し
。
玳た
い

ぬ
す
ミ
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琩ま
い

の
艶
ミ
や
び
や
かに
。
簪
か
ん
ざ
しの
畫ゑ
か
ひて
鮮
あ
ざ
や
かな
る
。
又ま
た

ハ
縮ち
り

緬め
ん

綾り
ん

子ず

。
ｓき
ぬ

羽は

二ぶ
た

重へ

等と
う

の
．
色い
ろ

よ
く
あ

ら
た
に
染そ
め

な
せ
る
」
下
08
オ
を
も
つ
て
。
頭か
し
らを
つ
ゝ
ミ
。
身ミ

を
よ
そ
ほ
ひ
。
面お
も
てに
白は
く

粉ふ
ん

を

い
ろ
ど
り
髮か
ミ

に
香か
う

油ゆ

を
ぬ
る
の
類る
い
髪か
ミ

ゆ
ふ
べ
か
ら
ず

と
に
ハ
あ
ら
ず

要よ
う

を
も
つ
て
こ
れ
を
い
は
ゞ
。
人ひ
と

の
愛あ
い

Ｆ
ぢ
や
くを
引ひ
く

べ
き
程ほ
ど

の
粧か
ざ
りを
な
す
べ
か
ら
ず
。
又ま
た

男な
ん

女に
よ

を
論ろ
ん

ぜ
す
。
身ミ

に
香か
う

を
た
き
。
匂
に
ほ
ひ

袋ぶ
く
ろ。
香か
う

の
玉た
ま

等と
う

。
こ
れ
を
い
ま
し
む
べ
し
。
か
の
末ま
つ

利り

夫ぶ

人に
ん

ハ
。
波は

斯し

匿の
く

王わ
う

の
后き
さ
きな

れ
ど
も
。
此こ
の

八
齋さ
い

戒か
い

を
う
け
た
ま
へ
る
日
ハ
。
别べ
ツ

の
ｊく
う

殿で
ん

に
う
つ
り
。
身ミ

の
か
ざ
り
を

お
ろ
し
。
素そ

服ふ
く

し
て
。
如に
よ

法ほ
う

清し
や
う

淨〴
〵

に
持
た
も
ち

給
ひ
し
と
也な
り

。
か
ゝ
る
貴き

人に
ん

だ
に
。
法ほ
う

を
重
お
も
ん

じ
。
戒か
い

を
尊
た
つ
と
び

給
へ
る
事こ
と

。
か
く
の
ご
と
し
。
况い
は
んや
末ま
つ

世せ

の
賤
い
や
し
き

身ミ

に
し
て
。
此こ
の

戒か
い

に

値ち

遇ぐ
う

の
縁え
ん

こ
れ
有あ
る

事こ
と

。
所い
は

謂ゆ
る

貧び
ん

人に
ん

の
寳た
か
□を
得え

。
飢け

者し
や

の
⻝じ
き

を
う
る
に
似に

た
る
も
の
乎か

。

う
し
な
ふ
べ
か
ら
ず
。
か
ろ
ん
ず
べ
か
ら
ず
。
心
を
つ
け
て
。
こ
れ
を
守
る
べ
し
。
但た
ゞ

し
身ミ

を
」
下
08
ウ
き
よ
め
て
。
三
寳ば
う

へ
ち
か
づ
か
ん
が
為た
め

の
心こ
ゝ
ろに
て
。
あ
た
ら
し
き
衣ゑ

服ぶ
く

を
Ｆ
ち
や
くす
る
ハ
。
科と
が

な
ら
ず
。
却か
へ
つて
㓛く

德ど
く

を
生し
や
うず
べ
し
。
僧そ
う

祗ぎ

律り
つ

に
云い
は
く。
齋さ
い

日
に
ハ
優う

婆ば

塞そ
く

を
よ
び
て
。
身ミ

を
淨
き
よ
め

行ぎ
や
う

水ず
い

し
。
淨
じ
や
う

衣ゑ

を
Ｆ
ち
や
くせ
よ
と
あ
れ
ば
也
。
淨じ
や
う

衣ゑ

と
ハ
あ
た
ら
し
く
。
又
ハ

あ
ら
ひ
き
よ
め
た
る
衣い

裳し
や
う

也

又
も
と
よ
り
き
な
れ
た
る
衣い

裳し
や
うハ
。
少
す
こ
し

模も

様や
う

あ
り
と
て
も
。
そ
の
色い
ろ

ふ
る
め
か
し
く
。

さ
し
て
人
の
目め

に
か
ゝ
ら
ざ
る
ハ
。
く
る
し
か
ら
じ
。
故
か
る
が
ゆ
へに
倶く

舎し
や

論ろ
ん

に
云
。
ふ
る
き

に
あ
ら
ざ
る
か
ざ
り
を
な
さ
ゞ
れ
。
な
に
を
も
つ
て
の
ゆ
へ
に
。
Ｍも
し

常つ
ね

に
用も
ち
ゆる
と
こ
ろ

の
莊
し
や
う

嚴ご
ん

ハ
。
人
の
心
を
ミ
た
さ
ゞ
る
が
ゆ
へ
に
と
い
へ
り
。
但
た
ゞ
し

人
に
よ
く
見
え
ら
れ

ん
な
ど
お
も
ふ
。
名
ミ
や
う

利り

愛あ
い

Ｆ
ぢ
や
くの
心し
ん

よ
り
こ
れ
を
Ｆき

バ
。
た
と
ひ
衣き
ぬ

の
色い
ろ

ハ
。
ふ
り
た

り
と
も
。
心こ
ゝ
ろの
い
ろ
ハ
。
あ
た
ら
し
と
や
い
は
む
。
も
し
か
ゝ
る
Ｗね
ん

あ
ら
ば
愧は
ぢ

て
こ
れ

を
制せ
い

す
べ
し
。
又
」
下
09
オ
う
た
を
う
た
ひ
。
あ
る
ひ
ハ
舞ま
ひ

躍を
ど
り。
及
を
よ
び

琴こ
と

笛ふ
え

太た
い

鼓こ

と
う
の
。

萬よ
ろ
づ

心
を
狂う
ら

す
鳴な
り

物も
の

の
る
い
。
又
ハ
歌か

舞ぶ

妓き

操
あ
や
つ
りの
類た
ぐ
ひ。
是
ミ
な
魂
た
ま
し
ゐを
と
ば
し
氣き

を
と

ろ
か
す
。
か
や
う
の
事
。
勿も
ち

論ろ
ん

自
ミ
づ
か
らな
す
べ
か
ら
ず
。
他ひ
と

の
な
す
を
も
。
見
き
ゝ
に
ゆ

く
べ
か
ら
ず
。
も
し
し
ら
ず
し
て
。
そ
の
処と
こ
ろに
行ゆ
き

か
ゝ
り
。
た
ゞ
耳ミ
ヽ

に
入い
り

目め

に
ふ
る
ゝ

程ほ
ど

の
亊こ
と

ハ
。
く
る
し
か
ら
ざ
る
べ
し
。
文も
ん

に
故
こ
と
さ
らに
と
あ
れ
ば
。
わ
ざ
〳
〵
こ
の
む
で
。

見
き
く
事
を
ぞ
い
ま
し
め
た
ま
へ
る
な
れ
。
そ
れ
も
愛あ
ひ

し
樂こ
の
んで
。
そ
こ
に
立た
ち

と
ま
り
。

又ま
た

ハ
其そ
の

𫝶ざ

に
滞
と
ゞ
こ
ほ
りて
。
望
の
ぞ
む

心こ
ゝ
ろあ
る
ハ
あ
し
か
る
べ
し
。
Ｈし
よ

詮せ
ん

か
ゝ
る
縁え
ん

に
あ
ひ
な
ば
。

戒か
い

を
Ｗね
ん

じ
て
と
く
す
ぎ
去さ
り

。
何な
に

と
な
く
。
そ
の
𫝶ざ

を
た
ち
の
く
べ
し
。
凢
を
よ
そ

人ひ
と

の
本ほ
ん

心し
ん

を
と
り
う
し
な
ひ
。
迷ま
よ
ひを
お
こ
し
。
業ご
う

を
つ
く
る
ハ
。
か
り
の
身ミ

を
つ
く
ろ
ひ
て
。」
下

09
ウ
男な
ん

女に
よ

互た
が
ひに
愛あ
ひ

執し
う

に
ま
ど
ひ
。
僅わ
づ
かな
る
有う

為ゐ

の
樂
た
の
し
ミに
Ｆ
ぢ
や
くし
。
ば
さ
れ
た
る
事こ
と

を
こ

の
ミ
て
。
殊し
ゆ

勝せ
う

に
靜し
づ
かに
清き
よ
らか
な
る
事こ
と

を
き
ら
へ
る
に
よ
れ
り
。
真し
ん

實じ
つ

穢え

圡ど

を
い
と
ひ
。

淨じ
や
う

圡ど

を
ね
が
ふ
心こ
ゝ
ろあ
ら
ば
。
あ
だ
な
る
樂
た
の
し
ミ。
な
に
ゝ
か
は
せ
ん
。
早は
や

く
九く

品ほ
ん

の
蓮れ
ん

䑓だ
い

に
𫝶ざ

し
て
。
瓔や
う

珞ら
く

細さ
い

軟な
ん

の
す
が
た
を
か
ざ
り
。
青
し
や
う

蓮れ
ん

ｋげ

。
白
び
や
く

蓮れ
ん

ｋげ

香か
う

。
微ミ

妙め
う

清し
や
う

淨じ
や
う

の
匂に
ほ
ひに
薫く
ん

じ
。
垩
し
や
う

衆じ
ゆ

の
し
ら
べ
給
へ
る
。
簫
し
や
う

笛ち
や
くの
法ほ
う

音を
ん

を
き
ゝ
歌か

舞ぶ

の
菩ぼ

薩さ
つ

の
奏
か
な
で

給

へ
る
妙め
う

曲き
よ
くに
。
心こ
ゝ
ろを
慰な
ぐ

さ
め
ん
と
ぞ
願ね
が
ふべ
け
れ
。
又ま
た

佛ぶ
つ

亊じ

に
よ
つ
て
の
音を
ん

樂が
く

を
。
見

き
く
亊こ
と

ハ
。
い
ふ
に
お
よ
ば
ず
く
る
し
か
ら
ず
。
た
と
へ
バ
伶れ
い

人じ
ん

の
舞ま
ひ

。
踟ね
り

供く

養や
う

の

類た
ぐ
ひの
ご
と
し
。
然
し
か
れ

共ど
も

Ｖか
う

正し
や
う

菩ぼ

薩さ
つ

の
云い
は
く。
佛ぶ
つ

法ほ
う

の
亊じ

に
よ
つ
て
。
歌か

舞ぶ

音を
ん

樂が
く

を
ミ
き
く

事こ
と

ハ
。
制せ
い

の
限か
ぎ
りに
非
あ
ら
ざ
れど
も
。
な
を
ね
が
ひ
Ｆ
ぢ
や
くす
べ
か
ら
ず
と
い
」
下
10
オ
へ
り
按あ
ん

ず
る
に
碁ご

將し
や
う

棊ぎ

の
類た
ぐ
ひ

ハ
。
戒か
い

文も
ん

に
あ
ら
ず
と
い
へ
と
も
意
樂げ
う

よ
か
ら
ざ
れ
ハ
。
此こ
の

日ひ

ハ
無む

用よ
う

た
る
べ
き
か
殊こ
と

に
う
ち
入い
り

て
ハ
。
お

ぼ
へ
ず
し
て
。
妄ま
う

語ご

を
も
い
ひ
。
盗ぬ
す
ミ

を
も
な
し
。
う
た
を
も
う
た
ひ
。
諍
あ
ら
そ
ひ

な
ど
も
お
こ
る
べ
け
れ
ば
な
り

九　

第だ
い

八は
ち

不ふ

非ひ

時じ

⻝じ
き

戒か
い
按あ
ん

ず
る
に
佛ぶ
つ

Ｋせ
つ

齋さ
い

Ｉ
ぎ
や
う

に
ハ
。
第だ
い

六
の
戒か
い

と
。
第た
い

七し
ち

の
戒
と
。
前ぜ
ん

後ご

せ
り
。
又
毘ひ

曇ど
ん

論ろ
ん

に

ハ
。
第だ
い

七し
ち

の
不ふ

Ｆ
ち
や
く

Ｕけ

鬘ま
ん

香か
う

衣ゑ

を
と
つ
て
。
第だ
い

六ろ
く

の
戒か
い

に
合が
つ
す

。
成じ
や
う

實じ
つ

論ろ
ん

。
及お
よ
び

智ち

度ど

論ろ
ん

。
法ほ
う

苑を
ん

珠じ
ゆ

林り
ん

等と
う

に
ハ
。
第だ
い

七し
ち

の
戒か
い

を
Ｘ
わ
か
つ

て
二
戒か
い

と
し
。
此こ
の

戒か
い

を
も
つ
て
九く

の
数す
う

と
せ
り
。
然し
か
れ

ど
も
義ぎ

ハ
八
齋さ
い

に
摂せ
つ

し
入い
る

。
今い
ま

こ
ゝ
に

ハ
。
Ｖこ
う

正し
や
う

菩ぼ

薩さ
つ

の
つ
く
り
給
へ
る
。
八
齋さ
い

戒か
い

の
作さ

法ほ
う

に
つ
ら
ぬ
る
処と
こ
ろ

を
用も
ち

ゆ
。
彼ひ

此し

文も
ん

相さ
う

。
少す
こ
し

し
増ぞ
う

減げ
ん

あ
れ
ど
も
義ぎ

に
を
い
て
ハ

た
が
ふ
こ

と
な
し　

五ご

百ひ
や
く

問も
ん

に
云い
は
く。
日に
つ

中ち
う

以い

後ご

。
一い
つ

Ｑさ
い

か
た
ち
あ
る
も
の
を
⻝じ
き

す
べ
か
ら
ず

今い
ま

云い
ふ

。
齒は

を
用も
ち
ゆ

る
も
の
を
。

⻝じ
き

す
べ
か
ら
ず
と
是こ
れ

也な
り　

僧そ
う

祗ぎ

律り
つ

に
云い
は
く。
午ひ
る

の
日ひ

影か
げ

。
一い
つ

瞬し
ゆ
ん

一い
つ

髪は
つ

程ほ
ど

も
す
ぐ
れ
ば
。
即
す
な
ハ
ち

是こ
れ

非ひ

時じ

な
り
と
い
へ
り
。
毗び

羅ら

三さ
ん

昧ま
い

Ｉ
ぎ
や
うに
。
世せ

尊そ
ん

慧ゑ

法ほ
う

ｒぼ

薩さ
つ

に
告つ
げ

て
曰
の
た
ま
ハ
く。
⻝じ
き

に
四
種し
ゆ

あ
り
。
旦あ
し
たハ
Ｕて
ん

の
⻝じ
き

時じ

。
午ひ
る

ハ
法ほ
う

の
⻝じ
き

時じ

。
暮く
れ

ハ
畜ち
く

生し
や
うの
⻝じ
き

時じ

。
夜よ
る

ハ
Ｚき

神し
ん

の
⻝じ
き

時じ

な
り
。
佛ほ
と
けハ
六
道だ
う

の
因い
ん

緣え
ん

を
た
ち
。
三さ
ん

世ぜ

の
佛ほ
と
けに
同ど
う

じ
給
へ
る
が
ゆ
へ
に
。
日に
つ

中ち
う

法ほ
う

の

⻝じ
き

時じ

を
用も
ち

ひ
て
。
餘よ

の
⻝じ
き

時じ

を
用も
ち

ひ
給
は
ず
と
い
へ
り
。
智ち

旭ぎ
よ
くの
云い
は
く。
日に
つ

中ち
う

ハ
中ち
う

道だ
う

を
表ひ
や
うず
。
中ち
う

道だ
う

の
外ほ
か

。
更さ
ら

に
も
と
む
る
処と
こ
ろな
し
。」
下
10
ウ
こ
ゝ
を
も
つ
て
。
佛ぶ
つ

弟で

子し

た

ひ
と
ま
だ
ゝ
き
か
ミ
す
じ
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る
も
の
ハ
。
佛ほ
と
けに
隨ず
い

順じ
ゆ
んし
て
。
中ち
う

道だ
う

實じ
つ

相さ
う

第だ
い

一い
ち

義ぎ

諦た
い

に
合か
な
ハん
と
す
。
あ
に
餓が

Ｚき

⻝じ
き

畜ち
く

生し
や
う

⻝じ
き

を
⻝く
ひ

慣
な
ら
つ
て。
Ｊ
む
さ
ぶる
心こ
ゝ
ろを
し
て
。
た
え
ざ
ら
し
め
。
又ま
た

Ｃあ
く

趣し
ゆ

に
陥
お
ち
い
らん
や
。
智ち

度ど

論ろ
ん

に
い
は
く
。
昔
む
か
し

一ひ
と
りの
沙し
や

彌ミ

あ
つ
て
。
常つ
ね

に
酪ら
く

と
い
へ
る
味
あ
ぢ
は
ひに
Ｊど
ん

Ｆ
ぢ
や
くす
。
遂つ
ゐ

に
身ミ

死し

し
て
後の
ち

。
酪ら
く

を
入い
れ

た
る
瓶か
め

の
中な
か

の
虫む
し

と
な
り
し
と
な
り
。
又
成じ
や
う

實じ
つ

論ろ
ん

に
云い
は
く。
Ｍも
し

飮お
ん

⻝じ
き

を

Ｊ
む
さ
ぶれ
ば
。
死し

し
て
則
す
な
ハ
ち。
死し
に

屍か
ば
ねの
中な
か

の
虫む
し

と
な
る
と
い
へ
り
。
さ
れ
ば
常つ
ね

に
す
ぐ
れ
て

す
き
好こ
の
むも
の
あ
ら
バ
。
制せ
い

し
て
こ
れ
を
絶た

つ
べ
し
。
い
は
ゆ
る
木き

ハ
か
た
ぶ
く
方か
た

へ
倒た
ふ
れ。

心こ
ゝ
ろハ
緣え
ん

に
引ひ
か

れ
て
移う
つ
るな
れ
ば
。
謹
つ
ゝ
し
まず
ん
バ
有あ
る

べ
か
ら
ず
。
然し
か
るに
今い
ま

山さ
ん

菓く
わ

野や

菜さ
い

の

潔
い
さ
ぎ
よ
く。
香か
う　

漿し
や
う　

甘か
ん

羹か
う

の
珍
め
づ
ら
かな
る
も
。
な
を
口く
ち

を
あ
か
し
め
。
腹は
ら

を
ミ
た
し
む
る

に
た
ら
ず
。
朝あ
し
たに
ハ
江が
う

海か
い

の
鱗
う
ろ
く
づを
割さ
き

。
夕ゆ
ふ

べ
に
ハ
園お
ん

林り
ん

の
」
下
11
オ
翼つ
ば
さを
炙あ
ぶ
る。
こ
れ
あ

に
Ｊ
む
さ
ぶ
りの
中な
か

の
Ｊ
む
さ
ぶ
りに
し
て
。
罪つ
ミ

の
上う
へ

の
罪つ
ミ

に
あ
ら
ず
や
。
早
は
や
く

一い
ち

Ｗね
ん

の
誤
あ
や
ま
りを
ひ
る
が
へ

し
て
。
一い
ち

日に
ち

に
て
も
。
至し

心し
ん

に
。
此こ
の

戒か
い

を
持た
も
ち。
今い
ま

ま
で
の
罪つ
ミ

科と
が

を
悔く
ひ

て
。
菩ぼ

提だ
い

の
た
ね因ゐ

ん

を

う
へ
給
へ
か
し
。
一い
つ

朝て
う

眼が
ん

光く
わ
う

地ち

に
を
ち
て
。
泥な
い

梨り

の
底そ
こ

に
沈し
づ
ミな
ば
。
悔く
ゆ

る
と
も
益ゑ
き

な

か
る
べ
し
。
又ま
た

恩を
ん

を
し
り
冥
ミ
や
う

加が

を
お
も
ふ
こ
と
を
い
は
ゞ
。
わ
づ
か
に
一い
ち

粒り
う

の
米べ
い

糓こ
く

も
。
皆ミ
な

是こ
れ

ｅた
ミ

の
膏あ
ぶ
らよ
り
出
し
ゆ
つ

生し
や
うす
。
か
の
耕
た
が
へ
しよ
り
は
じ
め
て
。
早さ

苗な
へ

と
る
こ
ろ
。
Ｍも
し

又

旱ひ
で
りす
る
Ｑと
き

ハ
。
炎え
ん

風ぷ
う

の
あ
つ
く
。
夏か

日じ
つ

の
長な
が
きに
。
昼ひ
る

ハ
終ひ
ね

日も
す

背せ
な
かを
さ
ら
し
て
。
耘
く
さ
ぎ
るに

暇い
と
まあ
ら
ず
。
夜よ
る

ハ
終よ
も

夜す
が
ら

眠ね
ぶ
りを
忍し
の

ん
で
。
水ミ
づ

を
入い
る
ゝに
疲つ
か
れに
た
り
。
又
霖り
ん

雨う

洪こ
う

水す
い

の
を
り

か
ら
ハ
。
塘つ
ゝ
ミを
ふ
せ
ぎ
。
井ゐ

溝ミ
ぞ

を
と
ほ
し
。
こ
ゝ
ろ
を
な
や
ま
し
。
身ミ

を
勞ら
う

す
。
而し
か
うし

て
こ
れ
を
か
り
。
こ
れ
を
ほ
し
。
打う
ち

磨す
る

等と
う

の
く
る
し
ミ
よ
り
。
い
ま
飯い
ひ

と
な
る
」
下
11
ウ

に
い
た
る
ま
で
。
更さ
ら

に
幾い
く

ば
く
人ひ
と

の
辛し
ん

苦く

ぞ
や
。
智ち

度ど

論ろ
ん

に
云い
は
く。
一い
つ

鉢ぱ
つ

の
飯は
ん

を
は
か
る

に
。
作
つ
く
れ
る

夫お
と
こ

汗あ
せ

を
な
が
す
。
集
あ
つ
め

合あ
ハ
せて
こ
れ
を
た
く
ら
べ
バ
。
⻝じ
き

ハ
少
す
く
な
く

汗あ
せ

ハ
多
お
ほ
か
らん
と
。

誠ま
こ
とな
る
哉か
な

。
こ
と
に
い
は
ん
や
。
牛ぎ
う

馬ば

を
。
く
る
し
め
。
お
ほ
く
の
虫む
し

を
こ
ろ
せ
る

を
や
。
い
か
ん
ぞ
安あ
ん

然ね
ん

と
し
て
Ｊ
む
さ
ぶり
⻝じ
き

し
。
剰
あ
ま
つ
さ
へ

味
あ
ぢ
ハ
ひの
と
ゝ
の
ほ
ら
ざ
る
に
を
い
て

ハ
。
漫ミ
だ
りに
婦め

を
罵の
り

。
僕ぼ
く

を
打う
ち

。
其そ
の

口く
ち

に
か
な
へ
る
に
い
た
つ
て
ハ
。
節
ほ
ど
よ
き

亊こ
と
をし
ら
ず
。

放
ほ
し
い
ま
ゝに
飽ば
う

ａま
ん

し
。
徒
い
た
づ
ら
に

睡す
い

眠め
ん

す
。
こ
れ
あ
に
Ｐ
い
な
が
ら

餓が

Ｚき

畜ち
く

生し
や
うの
業ご
う

を
つ
く
る
に
非あ
ら
ずや
。

儒じ
ゆ

の
教お
し
へに
云い
は
ゞ。
一い
ち

⻝じ
き

ご
と
に
。
稼か

穡し
よ
くの
艱か
ん

難な
ん

を
思お
も

ひ
。
一い
ち

衣ゑ

ご
と
に
。
紡は
う

績せ
き

の
苦く

労ら
う

を
觀く
わ
んぜ
よ
と
。
ま
し
て
况い
は
んや
。
佛ぶ
つ

道だ
う

に
を
い
て
を
や
。
故
か
る
が
ゆ
へに
摩ま

德と

勒ろ

伽が

論ろ
ん
に

云い
は
く。
若も
し

⻝じ
き

を
う
る
時と
き

ハ
。
一ひ
と

口く
ち

ご
と
に
。
Ｗね
ん

を
な
し
。
衣ゑ

を
う
る
時と
き

ハ
。
き
る
た
び
ご
と
に
。

Ｗね
ん

を
な
せ
と
い
へ
り
。
又
⻝じ
き

時じ

の
」
下
12
オ
五
觀く
わ
んハ
。
僧そ
う

ハ
勿も
ち

論ろ
ん

。
心こ
ゝ
ろあ
ら
ん
在ざ
い

家け

。
あ

に
こ
れ
を
し
ら
ざ
ら
ん
や
。
さ
れ
ば
延ゑ
ん

喜ぎ

の
帝ミ
か
どハ
。
ｅた
ミ

の
飢き

寒か
ん

を
お
し
は
か
ら
せ
給
ひ

て
。
寒か
ん

夜や

に
御ぎ
よ

衣い

を
脱ぬ
が

せ
給
ひ
。
貞で
う

觀ぐ
わ
ん

皇く
わ
う

帝て
い

ハ
。
御ご

膳ぜ
ん

た
ゞ
野や

菜さ
い

の
ミ
と
こ
そ
き
ゝ

し
。
か
ゝ
る
万は
ん

乗ぜ
う

の
主あ
る
じだ
に
。
下し
も

の
苦
く
る
し
ミを
覚お
ぼ

し
め
し
て
。
震し
ん

襟き
ん

を
や
す
ん
ぜ
さ
せ
給

は
ず
。
か
ゝ
る
慈じ

悲ひ

心し
ん

お
は
し
ま
す
御お
ん

事こ
と

。
こ
れ
ぞ
誠ま
こ
とに
ｅた
ミ

の
父ぶ

毋も

と
し
て
。
よ
く

佛ほ
と
けの
掟お
き
てに
も
叶か
な

は
せ
給
ふ
と
い
ひ
つ
べ
し
。
し
か
も
い
は
ん
や
凢ぼ
ん

俗ぞ
く

の
身ミ

と
し
て
。

お
ご
り
を
き
は
め
。
放は
う

逸い
つ

に
ふ
る
ま
ひ
。
徒
い
た
づ
らに
口こ
う

腹ふ
く

の
ミ
を
。
あ
か
し
め
ば
。
宿
し
ゆ
く

福ふ
く

も
は
や
く
つ
き
。
佛ぶ
つ

神じ
ん

の
加か

護ご

も
あ
ら
ざ
ら
ま
し
神し
ん

朙め
い

の
御ご

供く
う

三
杵き
ね

舂づ
き

の
御
亊こ
と

お

も
ひ
合あ
は

せ
侍は
ん
べ

る
に
い
と
尊た
う
と

し
又
餓が

Ｚき

の
苦く

を

お
も
は
ざ
ら
ん
や
。
所い
は

謂ゆ
る

か
れ
が
世よ

に
あ
り
し
Ｑと
き

。
慳け
ん

Ｊど
ん

強つ
よ
うし
て
。
自じ

の
物も
の

を
ほ
ど

こ
す
亊こ
と

を
お
し
ミ
。」
下
12
ウ
嫉し
つ

妬と

ふ
か
き
ゆ
へ
。
他た

の
好よ
き

事
を
き
ら
ひ
に
く
む
。
こ
れ

ら
の
業ご
う

に
よ
つ
て
。
今い
ま

餓が

Ｚき

道だ
う

に
お
ち
た
り
き
。
夫そ
れ

施せ

⻝じ
き

心し
ん

法ぽ
う

に
い
へ
ら
く
。
餓が

Ｚき

の

中な
か

に
。
永や
う

刧こ
う

に
も
。
水ミ
づ

の
名な

飮を
ん

⻝じ
き

の
名
を
だ
に
。
き
く
亊
を
得え

ざ
る
も
の
あ
り
。
た

ま
〳
〵
⻝じ
き

を
得え

。
水ミ
づ

を
う
る
と
い
へ
ど
も
。
皆ミ
な

猛め
う

火く
わ

と
な
る
。
乃な
い

　
至し

碗わ
ん

鉢ぱ
ち

の
音を
と

を
き
ひ
て�

ハ
。
頓と
ん

に
饑き

火く
わ

を
ま
し
。
頭
か
し
ら
を 

延の
べ

て
⻝じ
き

を
望の
ぞ
むと
い
へ
り 

今い
ま

僧そ
う

中ぢ
う

⻝じ
き

時じ

に
。
碗わ
ん

鉢ぱ
ち

の
音を
と

を
な
さ
じ
と

つ
ゝ
し
む
ハ
。
か
れ
が
饑き

火く
わ

を
動う
ご
か

し
苦
く
る
し
ミ

を

ま
さ
ん
事
を
あ
は
れ
ミ
て
也
。
麁そ

心し
ん

の
も
の
ハ
こ
れ
を
信
ぜ
じ
悲
か
な
し
ひ

哉か
な

然し
か
るに
我
等ら

ハ
。
前ぜ
ん

生じ
や
うの
福ふ
く

因い
ん

に
よ
つ
て
今
衣え

⻝じ
き

自し

由ゆ
う

の
果く
わ

を

受う
け

た
れ
ど
も
。
し
ら
ず
我わ
が

生し
や
う

々〴
〵

の
父ぶ

毋も

。
世せ

々
の
兄
き
や
う

弟だ
い

。
及
を
よ
び

眷け
ん

属ぞ
く

。
廣ひ
ろ

く
ハ
乃な
い

至し

一い
つ

Ｑさ
い

衆し
ゆ

生じ
や
う。
今い
ま

や
餓が

Ｚき

道だ
う

に
陥
を
ち
い
つて
。
飢け

渇か
つ

の
為た
め

に
せ
め
ら
れ
。
泣な
い

て
古こ

墳ふ
ん

林り
ん

叢そ
う

に
吟
さ
ま
よ
ふ

ら
ん
。
か
れ
が
苦
く
る
し
ミを

．
お
も
ひ
や
ら
バ
。
い
か
ん
ぞ
我わ
が

輩
と
も
が
ら。
安あ
ん

樂ら
く

に
Ｊ
む
さ
ぶ
り

⻝じ
き

す
る
に

忍し
の
びん
や
。
今
Ｍも
し

慳け
ん

Ｊど
ん

に
し
て
。」
下
13
オ

施
ほ
ど
こ
す

心こ
ゝ
ろな
く
ハ
。
我わ
れ

亦も
ま
たか
れ
が
ご
と
く
。
餓が

Ｚき

道だ
う

に
落を
ち

な
ん
と
。
一
た
び
ハ
か
れ
を
憐
あ
ハ
れ
ミ。
一ひ
と

た
び
ハ
自じ

を
觀く
わ
んじ
。
慈じ

悲ひ

心し
ん

を
も
つ
て

晩ば
ん

に
⻝じ
き

す
べ
き
Ｘぶ
ん

を
法ほ
う

界か
い

に
施
ほ
ど
こ
し。
是こ
れ

を
菩ぼ

提だ
い

に
廽ゑ

向か
う

せ
ば
。
其そ
の

㓛く

德ど
く

固ま
こ
とに
大
な
る
べ

あ
ま
ざ
け
の
る
い

や
ま
の
こ
の
ミ　

の
ゝ
な

か
う
ば
し
き
こ
ん
づ
。
あ
ま
き
あ
つ
も
の

う
へ
を
さ
め

つ
む
ぐ
う
む

く
ち
は
ら



─ 30 ─

し
。
施
ほ
ど
こ
すと
こ
ろ
ハ
纔わ
づ
かな
れ
ど
も
。
心
を
用も
ち
ゆる
処
と
こ
ろ

廣く
わ
う

大だ
い

な
る
に
よ
つ
て
也
。
故
か
る
が
ゆ
へに

襍ざ
つ

寳は
う

藏ざ
う

Ｉ
ぎ
や
うに
云い
は
く。
我わ
が

佛ぶ
つ

法
の
中な
か

に
ハ
。
唯た
ゞ

善ぜ
ん

心し
ん

を
貴
た
つ
と
ぶ。
珍ち
ん

寳ば
う

を
貴
た
つ
と
ばず
と
い
へ
り
。

又
布ふ

施せ

Ｉ
き
や
うに
云
。
廣
く
わ
う

大だ
い

の
心
を
も
つ
て
施ほ
ど
こせ
ば
。
廣
く
わ
う

大だ
い

の
福ふ
く

を
得う

る
と
い
へ
り
。
譬ひ

Ｓゆ

Ｉ
ぎ
や
うに
云い
は
く。
一い
ち

日に
ち

持ぢ

齋さ
い

す
れ
ば
。
六ろ
く

十じ
う

萬ま
ん

歳ざ
い

。
餘あ
ま
んの
粮か
て

あ
り
と
い
へ
り
。
輪り
ん

轉で
ん

五
道だ
う

Ｉ
き
や
うの
偈げ
に

云い
は
く。
一い
ち

を
施ほ
と
こし
て
。
万ま
ん

倍ば
い

を
得え

。
安あ
ん

樂ら
く

に
し
て
。
ｎじ
ゆ

命ミ
や
う

長な
が
しと
い
へ
る
ハ
。

こ
れ
こ
の
い
ひ
か
。
又ま
た

或あ
る
ひハ
人に
ん

間げ
ん

と
餓が

Ｚき

界か
い

と
。
幽ゆ
う

朙ミ
や
う

処と
こ
ろへ
だ
ゝ
れ
ば
。
我わ
れ

た
と
ひ

施
ほ
ど
こ
す

心こ
ゝ
ろあ
り
と
い
ふ
共ど
も

。
か
れ
あ
に
う
け
ん
や
と
い
へ
る
ハ
」
下
13
ウ
是こ
れ

心し
ん

の
妙め
う

用ゆ
う

を
Ｙき
か

ざ
る
人ひ
と

の
Ｊ
こ
と
ばな
り
。
い
か
ん
と
な
れ
ば
Ｅこ
の

心し
ん

即
す
な
ハ
ち

是こ
れ

法ほ
う

界か
い

。
法
界
即
す
な
は
ち

是こ
れ

Ｅこ
の

心し
ん

。
々し
ん

の

外ほ
か

に
法ほ
う

界か
い

な
く
。
法ほ
う

界か
い

の
外ほ
か

に
心し
ん

な
し
。
ひ
と
り
餓が

Ｚき

界か
い

の
ミ
な
ら
ん
や
。
十じ
つ

法ぽ
う

界か
い

。

本も
と

一い
つ

心し
ん

に
具ぐ

足そ
く

せ
り
。
故
か
る
が
ゆ
へに
我わ
れ

彼か
れ

に
施ほ
ど
こさ
ん
と
ほ
つ
す
る
の
一
Ｗね
ん

。
即
す
な
は
ち

已す
で

に
餓が

Ｚき

界か
い

に
通つ
う

ず
。
本も
と

彼ひ

Ｅし

な
し
。
あ
に
前ぜ
ん

後ご

あ
ら
ん
や
。
ｋげ

嚴ご
ん

Ｉ
ぎ
や
うに
云い
は
く。
心し
ん

佛ぶ
つ

及き
う

衆し
ゆ

生じ
や
う。

是ぜ

三さ
ん

無む

Ｔし
や

别べ
つ

と
是こ
れ

也な
り

。
所い
は

謂ゆ
る

家け

毋も

指ゆ
び

を
嚙か
め

ば
。
遥は
る
かに
孝か
う

子し

の
心む
ね

痛い
た
ミ。
人じ
ん

君く
ん

像
か
た
ど
りを
き
れ

ば
。
遠
と
を
く

逆ぎ
や
く

臣し
ん

の
首く
び

落を
つ

。
こ
れ
な
ん
と
か
い
は
ん
。
た
ゞ
Ｂか
ん

應お
う

の
妙め
う

。
一
心し
ん

の
通つ
う

ず
る

処と
こ
ろ。
不ふ

可か

思し

議ぎ

な
る
に
あ
ら
ず
や
。
※
家け

毋も

指ゆ
ひ

を
か
む
の
亊こ
と

ハ
日に
つ

Ｎき

故こ

事じ

等と
う

に
出い
づ

又ま
た

人じ
ん

君く
ん

像
か
た
と
り

を
き
る
の
義ぎ

ハ
ｄて
ん

如に
よ

の
録ろ
く

に
見
へ
た
り

Ｍも
し

其そ
の

證せ
う

を
い

は
ゞ
。
毘び

婆ば

沙し
や

論ろ
ん

に
云い
は
く。
餓が

Ｚき

の
為た
め

に
福ふ
く

を
な
せ
バ
。
Ｚき

飮を
ん

⻝じ
き

を
え
て
。
亦ま
た

身ミ

を
や
し

な
ひ
ま
す
と
い
へ
り
如に
よ

法ほ
う

の
施せ

餓が

Ｚき

を
修し
ゆ

せ
ば
㓛く

德ど
く

増
ま
す
〳
〵

多お
ほ

か
ら

ん
。
施せ

餓が

Ｚき

の
法ほ
う

世せ

に
行
お
こ
な
ハ

る
ゝ
が
ご
と
し
夫そ
れ

龒り
う

王わ
う

の
通つ
う

力り
き

だ
に
。
よ
く
一い
つ

滴て
き

の
水ミ
づ

を
轉て
ん

じ
て
。
大た
い

雨う

と
」
下
14
オ
な
す
。
樓ろ
う

炭だ
ん

ｋけ

嚴ご
ん

Ｉ
に
云い
は
く。
娑し
や

竭か
つ

龒り
う

王わ
う

ハ
。
須し
ゆ

弥ミ

山せ
ん

の
北き
た

。
大
海か
い

の
底そ
こ

に
住ぢ
う

す
。
乃な
い

至し

心
に
隨
し
た
が
つて
。
雨あ
め

を
降ふ
ら

す
と
い
へ
る
ハ
是こ
れ

也
。
况
い
は
ん
や

三
寳ば
う

の
威い

神じ
ん

力り
き

を
加か

す
る
に
一
撮さ
つ

の
飯は
ん

も
。
遍
あ
ま
ね
く

法
界
に
ミ
た
ざ
ら
め
や
。
か
の
諸し
よ

葛か
つ

孔か
う

朙め
い

ハ
。
一
壷こ

の
酒
を
流な
が
れに
入
て
。
三
軍ぐ
ん

の
咽の
ん
どを
う
る
ほ
せ
り
。
是こ
れ

一い
つ

渧て
い

に
も
あ
た
ら

ざ
れ
ど
も
。
士し

卒そ
つ

ミ
な
其そ
の

下し
も

を
あ
は
れ
ミ
。
労ら
う

を
い
た
は
る
の
仁じ
ん

恩を
ん

を
Ｂか
ん

じ
て
。
遂つ
ゐ

に

死し

を
善ぜ
ん

道だ
う

に
守ま
ぼ
つて
。
生
い
け
る

仲ち
う

Ｎだ
つ

を
は
し
ら
し
め
た
り
。
い
か
に
い
は
ん
や
。
佛ぶ
つ

弟で

子し

と

し
て
。
平
び
や
う

等ど
う

の
慈じ

悲ひ

心し
ん

に
住ぢ
う

し
。
餓が

Ｚき

の
苦く

を
Ｗね
ん

じ
て
。
さ
ら
に
い
や
し
む
る
心こ
ゝ
ろな

く
。
真ま
こ
との
心こ
ゝ
ろに
て
こ
れ
を
施ほ
ど
こさ
ば
。
た
ゞ
こ
れ
を
う
く
る
の
ミ
に
あ
ら
ず
。
か
れ
そ
の

恩お
ん

を
わ
す
れ
ん
や
。
按あ
ん

ず
る
に
夷い

堅け
ん

志し

に
の
す
。
崔さ
い

公こ
う

度ど

と
い
へ
る
人ひ
と

少わ
か
きよ
り
こ
の

む
で
施せ

餓が

Ｚき

を
な
せ
り
或あ
る

」
下
14
ウ
Ｑと
き

夜や

行ぎ
や
うに
。
馬む
ま

よ
り
を
ち
て
。
夣ゆ
め

の
ご
と
く
あ
り
し

Ｈ
と
こ
ろに
。
い
づ
く
よ
り
か
人ひ
と

あ
つ
ま
り
て
い
へ
る
ハ
。
是こ
れ

我わ
れ

等ら

に
常つ
ね

に
施
ほ
ど
こ
しを
な
せ
る
。

崔さ
い

Ｚこ
う

度ど

に
あ
ら
ず
や
。
此こ
の

た
び
た
す
け
ず
ん
バ
あ
る
べ
か
ら
ず
と
。
即
す
な
は
ち

各
お
の
〳
〵

自
ミ
づ
か
ら

顱は
ち

巻ま
き

を
と
き
て
。
崔さ
い

Ｚこ
う

度ど

が
頭か
う
べを
つ
ゝ
ミ
。
看か
ん

病び
や
うい
と
ね
ん
ご
ろ
な
り
。
か
く
し
て
や

う
や
く
。
人ひ
と

心ご
ゝ

地ち

つ
き
た
れ
ば
。
手て

で〻

に
う
ち
よ
り
。
馬む
ま

に
い
だ
き
の
せ
て
。
か
の
家い
へ

に
を
く
り
と
ゞ
け
。
い
づ
く
と
も
な
く
化け

し
さ
り
ぬ
。
崔さ
い

Ｆし

ふ
し
ぎ
の
お
も
ひ
を
な
し

て
。
か
の
か
う
べ
を
つ
ゝ
ミ
し
も
の
を
。
と
き
て
見
れ
ば
。
日ひ

來ご
ろ

施せ

餓が

Ｚき

の
Ｑと
き

に
用も
ち

ひ

た
り
し
。
黄き

な
る
紙か
ミ

の
幡は
た

に
て
あ
り
け
る
と
ぞ
。
又ま
た

無む

住ぢ
う

の
雜ざ
う

談た
ん

集し
う

に
。
或あ
る

寺て
ら

の
下し
も

部べ

。

米こ
め

炊か
し
く

度た
び

ご
と
に
泔
し
ろ
ミ
づを
餓が

Ｚき

に
手た

む
け
け
る
に
。
こ
れ
を
う
く
る
よ
し
つ
げ
し
こ
と
あ

り
。」
下
15
オ
そ
れ
に
。
よ
り
て
利り

益や
く

を
え
し
こ
と
を
し
る
せ
り
。
こ
れ
あ
に
か
れ
。
う

け
ず
と
い
は
ん
や
。
恩を
ん

を
し
ら
ず
と
し
も
い
ふ
べ
け
ん
や
。
又ま
た

命い
の
ちに
か
ぎ
り
あ
る
が

ご
と
く
。
一い
つ

生し
や
うの
飮を
ん

⻝じ
き

も
。
ミ
な
定
さ
だ
ま
りあ
る
亊こ
と

𣵀ね

槃は
ん

Ｉ
ぎ
や
うに
と
き
給
ふ
が
ご
と
し
。
云
い
は
く

衆し
ゆ

生じ
や
う

命い
の
ちあ
れ
ど
も
。
⻝じ
き

つ
き
て
死し

す
る
も
の
あ
り
。
按あ
ん

ず
る
に
。
今い
ま

の
餓う
へ

死じ
に

膈か
く

の
病や
ま
ひ

等と
う

の
ご
と
し

又
⻝じ
き

あ
れ
ど
も
。

命め
い

數す
う

つ
き
て
死し

す
る
も
の
あ
り
按あ
ん

ず
る
に
今い
ま

。
飮を
ん

⻝じ
き

豊ぶ

饒ね
う

に
し
て
。
つ
ね
に
足た
り

。

臨り
ん

終じ
う

ま
で
も
能よ
く

⻝し
よ
く

し
て
。
死し

す
る
も
の
と
う
な
り
又
命い
の
ちと
⻝じ
き

と
同お
な

じ

く
つ
く
る
も
の
あ
り
と
按あ
ん

ず
る
に
今い
ま

。
老ら
う

病び
や
う

不ふ

⻝し
よ
く

の
た
ぐ
ひ
な
ら
ん
か

故
か
る
が
ゆ
へに
宗し
ゆ

鏡き
や
う

録ろ
く

に
ハ
。
晉し
ん

公こ
う

の
飮を
ん

⻝じ
き

を
。�

冥
ミ
や
う

使し

か
ね
て
こ
れ
を
し
る
し
て
。
其そ
の

分ぶ
ん

限げ
ん

を
し
ら
し
め
。
法ほ
う

苑を
ん

珠じ
ゆ

林り
ん

に
ハ
。
法ほ
う

慶き
や
う

の
餘よ

命め
い

い
ま
だ
三
年ね
ん

あ
り
し
か
ど
も
。
⻝じ
き

物も
つ

已す
で

に
盡つ
き

て
。
荷
は
す
の

葉は

ば
か
り
の
⻝く
ゐ

Ｘぶ
ん

の
こ

り
し
こ
と
を
の
せ
た
り
。
た
と
ひ
持ぢ

齋さ
い

を
こ
そ
な
さ
ず
と
も
。
あ
に
」
下
15
ウ
飽あ
く

ま
で
Ｊ
む
さ
ぶ

り
。
恣
ほ
し
い
ま
ゝに
⻝じ
き

せ
ん
や
。
唯た
ゞ

今こ
ん

生じ
や
うの
福ふ
く

Ｘぶ
ん

を
縮し
ゞ

む
る
の
ミ
に
あ
ら
ず
。
か
ね
て
ハ
。

未ミ

來ら
い

の
Ｃあ
く

報は
う

を
ま
ね
く
。
恐お
そ
れざ
る
べ
け
ん
や
。
故
か
る
が
ゆ
へに
薩さ
つ

遮し
や

尼に

乾け
ん

子じ

Ｉ
き
や
うの
偈け

に
云い
は
く。

⻝じ
き

を
噉く
ふ

こ
と
。
は
な
は
だ
人ひ
と

に
過す
ぐ

れ
ば
。
身ミ

重お
も
ふし
て
懈け

怠だ
い

多お
ほ
し。
現げ
ん

世ぜ

未ミ

來ら
い

世せ

。
身ミ

に

を
い
て
大だ
い

利り

を
失
う
し
な
ふと
い
へ
り
。
又ま
た

持ぢ

齋さ
い

の
㓛く

德ど
く

を
い
は
ゞ
。
六ろ
く

齋さ
い

精し
や
う

進じ
ん

㓛く

德ど
く

Ｉ
き
や
うに

云い
ば
く。
一い
ち

日に
ち

持ぢ

齋さ
い

す
る
人ひ
と

ハ
。
六ろ
く

十じ
う

萬ま
ん

刧ご
う

の
間
あ
ひ
だ

衣ゑ

⻝じ
き

自じ

在ざ
い

の
果く
わ

報は
う

を
う
く
と
。
又ま
た

云い
は
く。

ひ
と
つ
ま
ミ

ひ
と
つ
ぼ

ひ
と
し
づ
く

よ
る
ゆ
く

い
の
ち
の
か
ず

め
い
ど
の
つ
か
い
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善ぜ
ん

生じ
や
う

女に
よ

が
ご
と
く
に
。
⺼つ
き

の
六ろ
く

齋さ
い

日に
ち

を
敬
う
や
ま
ひ。
持ぢ

齋さ
い

し
て
。
香か
う

Ｕは
な

を
三
寳ば
う

に
供く

羪や
う

じ

奉
た
て
ま
つり
。
衣ゑ

⻝じ
き

を
衆し
ゆ

僧そ
う

卑ひ

人に
ん

に
施
ほ
ど
こ
さバ
。
六ろ
く

十じ
つ

種し
ゆ

の
㓛く

德ど
く

を
得え

ん
と
い
へ
り
。
又ま
た

處し
よ

々〳
〵

Ｉ
ぎ
や
うに
云い
は
く。
日に
つ

中ち
う

以い

後ご

⻝じ
き

せ
ざ
る
に
五
い
つ
ゝ
の

福ふ
く

あ
り
。
一ひ
と
つに
ハ
婬い
ん

欲よ
く

う
す
く
。
二ふ
た
つに
ハ
卧ふ
す

事こ
と

す
く
な
く
。
三ミ
つ

に
ハ
一い
つ

心し
ん

を
得え

。
四よ
つ

に
ハ
下げ

風ふ
う

す
く
な
く
。
五い
つ
ゝ
に
ハ
身ミ

安あ
ん

穏お
ん

に
し

て
。」
下
16
オ
病や
ま
ひを
お
こ
さ
ず
と
い
へ
り
。
現げ
ん

世ぜ

す
で
に
此こ
の

利り

あ
り
。
當た
う

來ら
い

あ
に
た
の
も

し
か
ら
ず
や
。
故
か
る
が
ゆ
へに
齋さ
い

法ほ
う

Ｉ
ぎ
や
うに
云い
は
く。
た
と
へ
ば
天て
ん

下か

の
十じ
う

六ろ
く

大た
い

國こ
く

の
中な
か

に
ミ
ち
た

る
。
も
ろ
〳
〵
の
寳た
か
ら。
そ
の
數か
ず

多お
ほ
うし
て
は
か
り
が
た
き
も
。
佛ほ
と
けの
持ぢ

齋さ
い
の

法ほ
う

を
う
く
る

福ふ
く

德と
く

に
く
ら
ぶ
れ
ば
。
一い
ち

豆づ

程ほ
ど

な
り
と
い
へ
り
。
又
優う

婆ば

塞そ
く

戒か
い

Ｉ
き
や
うに
云い
は
く。
彌ミ

勒ろ
く

出し
ゆ
つ

世せ

の
時と
き

。
百
ひ
や
く

年ね
ん

持ち

齋さ
い

せ
ん
よ
り
。
𫝆
五
濁じ
よ
くの
世よ

に
。
一い
ち

日に
ち

一い
ち

夜や

持ぢ

齋さ
い

す
る
㓛く

德ど
く

。
す
ぐ

れ
た
り
と
い
へ
り
。
Ｊ
い
ふ
こ
ゝ
ろハ
世よ

已す
で

に
末ま
つ

法ぽ
う

に
入い
つ

て
。
邪じ
や

智ち

の
も
の
ハ
。
多お
ほ

く
。
正
し
や
う

信し
ん

の
ひ
と
ハ
。
す
く
な
し
。
毀
そ
し
る

人ひ
と

ハ
牛ぎ
う

毛も
う

よ
り
も
し
げ
く
。
肯
う
け
が
へ
るも
の
ハ
。
麟り
ん

⻆か
く

よ
り

も
稀ま
れ

な
り
。
然し
か

る
に
今い
ま

一い
ち

Ｗね
ん

の
信し
ん

を
發お
こ

し
て
。
佛ぶ
つ

語ご

を
疑
う
た
が
ハず
。
他た

の
妨
さ
ま
た
げを
か
へ
り
見

ず
。
驀ま
く

ｅぢ
き

に
こ
れ
を
受う
け

持た
も
たん
も
の
。
寧
む
し
ろ

信し
ん

心じ
ん

堅け
ん

固ご

の
大だ
い

丈ぢ
や
う

夫ぶ

に
あ
ら
」
下
16
ウ
ず
や
。

誠ま
こ
とに
修し
ゆ

し
が
た
き
を
よ
く
修し
ゆ

し
。
作な
し

が
た
き
を
よ
く
作な
す

謂い
つ
ゝべ
し
火く
わ

中ち
う

の
蓮れ
ん

な
り
と
。

冝
む
べ
な
る

哉か
な

。
其そ
れ

㓛く

德ど
く

の
す
ぐ
れ
た
る
事
也

十　

凢
を
よ
そ

又ま
た

持ぢ

齋さ
い

す
る
に
。
三
叚だ
ん

の
心
こ
ゝ
ろ

得え

あ
り
。
一
に
ハ
今こ
ん

日に
ち

持
齋
し
て
。
朙
ミ
や
う

日に
ち

の

⻝じ
き

巧だ
く
ミを
す
る
を
。
牧ぼ
く

牛ご

齋さ
い

と
も
。
放は
う

牛ご

児に

齋さ
い

と
も
い
へ
り
。
た
と
へ
ば
牛う
し

飼か
ひ

童わ
ら
はが
。

け
ふ
ハ
此
野の

に
牛
を
か
ひ
ぬ
。
朙
日
ハ
そ
の
野の

の
草く
さ

な
ん
。
青あ
を

や
か
に
し
げ
り
た
れ
ば
。

と
く
行ゆ
き

て
ん
な
ど
お
も
ふ
が
ご
と
く
。
朙あ

日す

ハ
か
の
家い
へ

に
い
た
り
て
。
馳ち

走さ
う

に
あ
は
ん

と
ね
ん
じ
。
又
ハ
此こ
の

料れ
う

理り

を
が
な
と
ね
が
ふ
。
⻝じ
き

欲よ
く

あ
る
ゆ
へ
に
。
心こ
ゝ
ろけ
が
れ
て
大
お
ほ
き

成な
る

利り

益や
く

を
得え

ず
凢ぼ
ん

心
な
れ
ば
此
Ｗ

定さ
だ
め

て
お
と
る
べ
し
。
慚ざ
ん

愧ぎ

を
生し
や
う

じ
て
．

身ミ

の
無む

常じ
や
う

。
或あ
る
ひ

ハ
⻝じ
き

の
不ふ

淨じ
や
う

等と
う

を
觀く
わ
ん

じ
て
す
つ
べ
し

二
に
ハ
尼に

犍け
ん

齋さ
い

と
い
へ
り
。
尼に

犍け
ん

と
ハ
外け

道だ
う

の
」
下
17
オ
名
な
り
。
こ
れ
邪じ
や

法
を
ま
な
び
て
。
持ぢ

齋さ
い

す
る
也
。
舎し
や

利り

弗ほ
つ

問も
ん

Ｉ
に
諸
も
ろ
〳
〵の
婆ば

羅ら

門も
ん

す
ら
。
非ひ

時じ

⻝じ
き

せ
ず
。
外け

道た
う

梵ぼ
ん

志じ

も
邪じ
や

命ミ
や
う

⻝じ
き

せ
ず
。
况
い
は
ん
や

我わ
が

弟で

子し

。

法
を
し
り
行ぎ
や
うじ
な
が
ら
。
然し
か

も
持ぢ

齋さ
い

せ
ざ
る
べ
け
ん
や
と
と
き
給
へ
バ
。
外げ

道だ
う

に
も
持ぢ

齋さ
い

の
法ほ
う

有あ
り

と
見
え
た
り
。
然し
か

れ
ど
も
趣
お
も
む
き

邪
よ
こ
し
まな
れ
ば
。
正
し
や
う

道だ
う

に
あ
ら
ず
。
三
つ
に
ハ

聖し
や
う

八は
つ

支し

齋
と
も
按あ
ん

ず
る
に
聖し
や
う

ハ
聖し
や
う

道だ
う

。
支し

ハ
さ
ゝ
ゆ
る
と
よ
め
り
。
八は
つ

戒か
い

の
垩し
や
う

道だ
う

を
も
つ
て
。
齋さ
い

法ほ
う

を
さ
ゝ
へ
も
つ
こ
ゝ
ろ
な
り
佛ぶ
つ

法ぽ
う

齋さ
い

と
も
。
又
ハ
八
ｂ
く
わ
ん

齋さ
い

と
も
按あ
ん

ず
る
に
ｂ
く
わ
ん

ハ
と
ざ
し
と
よ
め
り
。
八
の
Ｃあ
く

を
と

ぢ
ふ
さ
ぎ
て
。
と
が
を
お
こ
さ
ゞ
る
を
い
へ
る
な
り
八
齋
戒か
い

と
も
名
づ
く
。
こ
れ
即
す
な
ハ
ち

八は
つ

戒か
い

を
受う
け

持た
も
つて
。
清
し
や
う

淨〴
〵

に
持ぢ

齋さ
い

す
。
こ
れ
を
佛ほ
と
けの
正
し
や
う

道だ
う

と
す
。
冝よ
ろ
しく
こ
れ
を
守ま
ぼ

る
べ
し
按あ
ん

ず
る
に
三

叚だ
ん

の
持ぢ

齋さ
い

の

亊
。
中
阿あ

含が
ん

Ｉ
．
又
ハ
佛
Ｋせ
つ

齋さ
い

経ぎ
や
う

に
見
え

た
り
。
こ
ゝ
に
ハ
意こ
ゝ
ろ

を
と
り
て
こ
れ
を
Ｇ
し
る
す

十
一　

夫そ
れ

八は
つ

齋さ
い

戒か
い

を
受う
け
んと
お
も
は
ゞ
。
身ミ

を
淨
き
よ
め

威い

儀ぎ

を
具ぐ

し
。」
下
17
ウ
恭
う
や
〳
〵し
く
戒か
い

師し

に

つ
ひ
て
。
教お
し
へに
任ま
か
せて
如に
よ

法ほ
う

に
こ
れ
を
う
く
べ
し
。
こ
れ
を
授さ
づ
くる
の
法ほ
う

。
は
ゞ
か
り
あ
れ

ば
し
る
さ
ず

十
二　

Ｍも
し

又ま
た

戒か
い

師し

な
く
ハ
。
佛ぶ
つ

前ぜ
ん

に
て
。
自
ミ
づ
か
ら

誓ち
か
つて
こ
れ
を
受う
け

よ
。
故
か
る
が
ゆ
へに
成
じ
や
う

實じ
つ

論ろ
ん

。

又ま
た

ハ
薩さ
つ

婆ぱ

多た

論ろ
ん

に
も
云
い
へ
ら
く。
Ｍも
し

他た

よ
り
受
う
く
る

縁え
ん

な
く
ハ
。
心こ
ゝ
ろに
Ｗね
ん

じ
口く
ち

に
と
な
へ
て
。
佛
ほ
と
け

よ
り
是こ
れ

を
う
く
べ
し
と
い
へ
り
。
扨さ
て

う
け
ん
と
お
も
は
ゞ
。
早さ
う

朝て
う

よ
り
起を
き

て
。
身ミ

を

浄き
よ
め

佛ぶ
つ

前ぜ
ん

に
い
た
つ
て
。
香か
う

ｋは
な

燈と
う

朙ミ
や
う

等と
う

を
供く

羪や
う

じ
。
我わ
が

日ひ

Ｕご
ろ

つ
く
り
し
罪つ
ミ

科と
が

。
心
こ
ゝ
ろ

閑し
づ
か

に
思お
も

ひ
つ
ら
ね
て
。
能よ
く

至し

心し
ん

に
發ほ
つ

露ろ

懴さ
ん

悔げ

し
。
五
躰た
い

を
地ち

に
投
な
げ
う
つて
．
謹
つ
ゝ
し
ん
でで
禮ら
い

拜は
い

せ

よ
按あ
ん

ず
る
に
Ｎだ
る

磨ま

大だ
い

師し

ハ
。
Ｒか
ろ

〴
〵
し
き
心こ
ゝ
ろ

．
我が

慢ま
ん

の
心し
ん

を
も
つ
て
ハ
。
佛ぶ
つ

道だ
う

を
成じ
や
う

就し
ゆ

す
る
亊こ
と

か
た
し
と
の
給
ひ
。
六
祖そ

大だ
い

師し

も

禮ら
い

拜は
い

し
て
頭か
う
べ

地ち

に
い
た
ら
ざ
る
を
。
慢ま
ん

心し
ん

を
狭
さ
し
は
さ
む

と
ぞ
呵が

し
給
ひ
つ
れ
。
又
善ぜ
ん

導だ
う

大だ
い

師し

三
品ほ
ん

の
懴さ
ん

悔げ

を
建た
て

給
ひ
し
に
も
。
上じ
や
う

の
懴さ
ん

悔げ

ハ
。
六ろ
く

根こ
ん

よ
り
血ち

を
い
だ
し
．
中ち
う

の
懴さ
ん

悔げ

ハ
．
汗あ
せ

を
な
が
し
。
下げ

の
懴さ
ん

悔げ

ハ
汗あ
せ

を
な
が
す
程ほ
ど

に
こ
そ
な
く
と
も
。
信し
ん

心〴
〵

を
う
し

な
は
ず
と
い
へ
り
。
然し
か

る
に
今い
ま

。
三
Ｃあ
く

道だ
う

へ
を
ち
て
。
永や
う

刧か
う

の
間
．
無む

量り
や
う

の
く
る
し
ミ
を
う
く
べ
き
身ミ

が
。
三
寳ば
う

の
大だ
い

悲ひ

不ふ

思し

議ぎ

の

力ち
か
ら

に
よ
つ
て
。
暫ざ
ん

時じ

の
懴さ
ん

悔げ

に
。
苦く

を
轉て
ん

じ
て
。
樂ら
く

を
う
け
ん
。
其そ
の

慈じ

恩を
ん

の
深ふ
か
き

き
事こ
と

。
滄さ
う

海か
い

な
を
あ
さ
し
。
な
ん
ぞ
容や
う

易い

に
す
べ

け
ん
。
あ
に
そ
の
労ら
う

を
い
と
は
ん
や
。
い
は
ゆ
る
人に
ん

身じ
ん

ハ
う
け
が
た
く
。
正し
や
う

法ぼ
う

に
ハ
あ
ひ
が
た
し
。
信し
ん

心〴
〵

を
お
こ
し
。
修し
ゆ

行ぎ
や
う

す
る

事こ
と

な
を
〳
〵
か
た
し
。
夫そ
れ

只た
ゞ

時と
き

を
バ
う
し
な

ふ
べ
か
ら
ず
と
い
へ
る
ハ
。
こ
の
い
ひ
欤か

　
※
善ぜ
ん

導だ
う

大だ
い

師し

の
語
゛

ハ
こ
ゝ
に
ハ
略
り
や
く

し
て
し
る
す
。
か
の
く
ハ
し
き
Ｈ
に
ハ
上
の
懴さ
ん

悔げ

ハ
。
六
根こ
ん

よ
り
血ち

を
い
だ
し
。
中
品ぼ
ん

ハ
ｅへ
ん

身し
ん

に
汗あ
せ

を
な
が
し
。
眼
ま
な
こ

よ
り
血
を
い
だ

す
。
下
品ぼ
ん

ハ
眼
ま
な
こ

よ
り
あ
つ
き
淚
な
ミ
だ

を
な
が
す
。
た
と
ひ
汗あ
せ

を
な
が
し
血

を
い
た
ざ
ず
と
い
へ
ど
も
。
信し
ん

心〴
〵

徹て
つ

底て
い

す
れ
バ
。
罪つ
ミ

滅め
つ

す
と
い
へ
り

」
下
18
オ

而
し
か
う
し
て

胡こ

Ｑき

合が
つ

掌し
や
うし
て
い
ふ
べ
し
。

某そ
れ

甲が
し
名な

を
い

ふ
べ
し
今い
ま

一い
ち

日に
ち

一い
ち

夜や

佛ぶ
つ

に
歸き

依ゑ

し
奉
た
て
ま
つり
。
法ほ
う

に
歸き

依ゑ

し
奉
た
て
ま
つ
り。
僧そ
う

に
歸き

依ゑ

し
奉
た
て
ま
つる

と
三
返べ
ん

と
な
ふ

べ
き
な
り

又ま
た

佛ぶ
つ

に
歸き

依ゑ

し
竟を
は

れ
り
。
法ほ
う

に
歸き

依ゑ

し
竟を
は

れ
り
。
僧そ
う

に
歸き

依ゑ

し
竟を
は

れ
り
と

こ
れ
ま

た
三
遍べ
ん

云い
は
く。
某そ
れ

甲が
し
名な

を
い

ふ
べ
し
今い
ま

一い
ち

日に
ち

一い
ち

夜や

八は
つ

齋さ
い

戒か
い

を
受う
け

持た
も
ち

奉
た
て
ま
つら
ん
と
。
か
く
の
ご
と
く
三

ま
め
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度ど

と
な
へ
。
廽ゑ

向か
う

し
て
云い
は
く。
願
ね
が
は
くハ
某そ
れ

甲が
し

。
一い
ち

日に
ち

一い
ち

夜や

八は
つ

齋さ
い

戒か
い

を
持
た
も
つ

㓛く

德ど
く

に
よ
つ
て
。

な
が
く
三
Ｃあ
く

八は
ち

難な
ん

に
を
ち
ず
。
只た
ゞ

願
ね
が
は
くハ
一い
つ

Ｑさ
い

衆し
ゆ

生じ
や
うと
同お
な

じ
く
共と
も

に
。
諸
も
ろ
〳
〵の
煩ぼ
ん

Ｌな
う

罪ざ
い

障し
や
うを
滅め
つ

し
。
萬よ
ろ
づの
災さ
い

難な
ん

を
は
な
れ
。
臨り
ん

終じ
う

正し
や
う

Ｗね
ん

に
淨
じ
や
う

土ど

に
徃わ
う

生じ
や
うし
て
。
佛ぶ
つ

道だ
う

を
成
じ
や
う

就じ
ゆ

せ
ん
と
。
か
く
の
ご
と
く
に
。
深じ
ん

心し
ん

至し

誠じ
や
うに
廽ゑ

向か
う

發ほ
つ

願ぐ
わ
んし
。
禮ら
い

拜は
い

し
て
起た
つ

べ
し
。

委
く
は
し
く
ハ

始し

終じ
う

し
る
せ
る
と
こ
ろ
の
戒か
い

」
下
18
ウ
文も
ん

持ぢ

犯ぼ
ん

を
讀よ
ミ

覺お
ぼ
へ。
Ｍゑ

得と
く

し
て
。
か
た
く
こ

れ
を
持た
も
つべ
し
。
Ｅこ
れ

ハ
是こ
れ

婦ふ

人じ
ん

。
或あ
る
いハ
Ｖへ
ん

國ご
く

の
戒か
い

師し

な
き
人
の
為た
め

に
。
謹
つ
ゝ
し
んて
Ｉ
き
や
う

律り
つ

の�

意こ
ゝ
ろを
と
り
。
文も
ん

を
和や
は
らげ
て
。
具つ
ぶ
さに
こ
れ
を
Ｇし
る

す
。
そ
れ
假か

名な

な
る
を
も
つ
て
。
疑
う
た
が
つて

猶ゆ
う

預よ

す
る
こ
と
な
か
れ
。
大だ
い

道だ
う

本ほ
ん

來ら
い

文も
ん

字じ

の
相さ
う

を
は
な
れ
。
智ち

慧ゑ

愚ぐ

癡ち

。
共と
も

に
般は
ん

Ｍに
や

に

通つ
う

ず
。
然し
か

る
に
愚ぐ

人に
ん

ハ
ミ
だ
り
に
文も
ん

字じ

に
Ｆ
ぢ
や
くし
。
Ｎた
つ

人じ
ん

ハ
よ
く
義ぎ

理り

を
取と
る

。
是こ
ゝ

を
も
つ

て
法ほ
つ

句く

Ｉ
ぎ
や
うの
偈げ

に
云い
は
く。
千せ
ん

Ｊご
ん

を
誦じ
ゆ

ず
と
い
へ
ど
も
。
不ふ

義ぎ

な
ら
バ
何な
ん

の
益ゑ
き

か
あ
ら
ん
。

一い
ち

義ぎ

を
Ｙき
い

て
行ぎ
や
うじ
て
度ど

す
べ
き
に
ハ
し
か
じ
と
い
へ
り
。
冀
こ
ひ
ね
が
は
くハ
識し
き

力り
き

堅け
ん

固ご

の
時と
き

一い
つ

刀た
う

两り
や
う

斷だ
ん

し
て
。
早は
や
くこ
れ
を
行
ぜ
よ
。
い
ふ
こ
と
な
か
れ
今こ
ん

日に
ち

ま
な
び
ず
し
て
．
來ら
い

日じ
つ

あ
り
と
。
日じ
つ

⺼げ
つ

ゆ
き
ぬ
。
あ
ゝ
こ
れ
た
れ
が
愆
あ
や
ま
ちぞ
や
。
な
ん
ぞ
刹せ
つ

那な

も
懈け

怠だ
い

す
べ
け

ん
や
故
か
る
が
ゆ
へに
四
十
二
章し
や
う

Ｉ
ぎ
や
うに
。
生
し
や
う

死じ

ハ
呼こ

吸く
う

を
ま
た
」
下
19
オ
ず
と
い
へ
る
を
も
つ
て
。

佛ほ
と
け

比び

丘く

を
讃さ
ん

し
て
．
道だ
う

を
し
れ
り
と
の
給
ひ
き
。
さ
れ
ば
安あ
ん

羪や
う

尼に

の
う
た
に

　
　

出い
づ

る
い
き
の
入
息い
き

ま
た
ぬ
世よ

の
中
に
。
の
ど
か
に
君き
ミ

ハ
思を
も
ひひ
け
る
哉

抑
そ
も
〳
〵
こ
の
安あ
ん

羪や
う

尼に

ハ
惠ゑ

心し
ん

僧そ
う

都づ

の
妹
い
も
う
と

也な
り

。
こ
れ
女に
よ

人に
ん

の
身ミ

た
り
と
い
へ
ど
も
。
其そ
の

志
こ
ゝ
ろ
ざ
し

大だ
い

丈ぢ
や
う

夫ぶ

に
も
を
と
ら
ず
。
Ｑせ
つ

に
無む

常じ
や
うを
觀く
わ
んじ
て
。
勇ゆ

猛め
う

精し
や
う

進じ
ん

に
。
つ
と
め
給

ひ
し
に
よ
り
は
た
し
て
聖
し
や
う

衆じ
ゆ

の
か
ず
に
い
り
給
ひ
に
き
。
况い
は
んや
男な
ん

子し

に
お
ゐ
て
を
や
。

勵は
げ
まず
ん
バ
あ
る
べ
か
ら
ず

十
二　

智ち

度ど

論ろ
ん

に
問と
ふ

て
云い
は
く。
一い
つ

生
し
や
う
の

五
戒か
い

と
一
日
の
八
戒
と
。
い
づ
れ
か
勝す
ぐ

れ
た
る
や
．

答こ
た
へて
云い
は
く。
因い
ん

縁え
ん

あ
る
が
ゆ
へ
に
．
二
戒か
い

と
も
に
ひ
と
し
。
但
し
五
戒か
い

を
一い
つ

生し
や
う

持た
も
つハ
。

時と
き

ハ
久
し
と
い
へ
ど
も
戒
ハ
少
す
く
な
し。
八
戒
を
一
日
」
下
19
ウ
持た
も
つハ
Ｑと
き

ハ
わ
づ
か
な
れ
ど
も

戒か
い

ハ
多お
ほ

し
。
又
大だ
い

心し
ん

な
く
小ち
い
さき
心
に
て
や
う
〳
〵
我わ
が

三
Ｃあ
く

道だ
う

に
を
ち
い
ら
ん
事
の
ミ
を

お
そ
れ
て
持た
も
つハ
。
た
と
へ
バ
よ
は
き
大た
い

將し
や
うの
つ
ね
に
戰せ
ん

Ｃ
ぢ
や
うに
趣
を
も
む
くた
び
ご
と
に
。
わ
が

身ミ

に
手て

を
バ
お
は
ず
と
い
へ
ど
も
。
さ
し
て
髙か
う

名ミ
や
うも
な
き
が
ご
と
し
。
又
一
日
な
り

と
も
。
大だ
い

菩ぼ

提だ
い

心し
ん

を
お
こ
し
て
。
齋さ
い

戒か
い

を
う
け
。
此
㓛く

德ど
く

を
も
つ
て
。
Ｗ
あ
ま
ね
く

一い
つ

Ｑさ
い

衆し
ゆ

生じ
や
うに
及を
よ
ぼし
。
同
じ
く
。
佛ぶ
つ

道だ
う

を
成じ
や
うぜ
ん
と
。
真し
ん

實じ
つ

堅け
ん

固ご

に
。
こ
れ
を
持た
も

ち
。
單ひ
と
えに
智ち

劍け
ん

を
振ふ
る
つて
。
煩ぼ
ん

Ｌな
う

の
魔ま

軍く
ん

を
破や
ぶ
り．
ｅ
た
ゞ
ちに
願
ぐ
わ
ん

力り
き

に
乗ぜ
う

じ
て
。
𣵀ね

槃は
ん

城じ
や
うに
入
な
ん
と
す
た

と
へ
ば
な
を
。
剛か
う

勇ゆ
う

な
る
大た
い

將し
や
うの
．
一い
ち

日に
ち

の
合か
つ

戰せ
ん

に
。
前ぜ
ん

後ご

を
か
へ
り
見
ず
。
短け
ん

兵ぺ
い

急き
う

に
拉
と
り
ひ
し
ひで
。
強が
う

陣じ
ん

を
破や
ぶ

り
。
敵て
き

將し
や
うを
討う
ち

取と
つ

て
。
其そ
の

名な

Ｕて
ん

下か

を
覆
お
ほ
へ
るが
ご
と
し
。
こ
れ

一
日
の
働
は
た
ら
きな
り
と
い
へ
ど
も
。
其そ
の

㓛こ
う

亦ま
た

大お
ほ
いな
ら
ず
や
」
下
20
オ
こ
れ
意こ
ゝ
ろ

を
と
つ
て
こ
れ
を
し
る
す
。

按あ
ん

ず
る
に
一い
つ

生し
や
う

の
五
戒か
い

ハ
。
久
し
き

間あ
い
だ

な
る
ゆ
へ
。
丈じ
や
う

夫ぶ

心し
ん

な
ら
で
ハ
。
い
か
さ
ま
法
を
懈け

怠だ
い

の
心
お
こ
り
て
。
犯ぼ
ん

ず
る
こ
と
も
あ
る
べ
し
．
此こ
の

八は
つ

齊さ
い

戒か
い

ハ
一
日
の
中う
ち

な

れ
ば
。
其そ
の

心こ
ゝ
ろ

一ひ
と

入し
ほ

あ
ら
た
ま
り
て
．
清し
や
う

淨〴
〵

な
る
べ
し
。
さ
れ
ば
せ
ば
き
心
か
い
な
き
心こ
ゝ
ろ

に
て
。
一い
つ

生し
や
う

持た
も

て
る
五
戒か
い

と
。
大だ
い

心し
ん

を
お

こ
し
。
し
か
も
信し
ん

力り
き

堅け
ん

固ご

に
て
相あ
ひ

ま
ぼ
れ
る
一
日
戒
と
の
比た
く

例ら
べ

な
る
べ
し
。
Ｍも
し

一
生
た
も
て
る
五
戒
に
。
時と
き

々〳
〵

精せ
い

彩さ
い

を
つ
け
て
．
大だ
い

心し
ん

に
て
か
た
く
相
ま
ぼ
ら
バ
。
比ひ

例れ
い

す
べ
き
に
あ
ら
ざ
る
か
。
こ
れ
ら
の
文
心こ
こ
ろ

を
付つ
け

て
見
る
べ
し　

一い
つ

へ
ん
に
な
づ
む
べ
か
ら
ず

十
四　

薩さ
つ

婆ば

多た

論ろ
ん

に
云い
は
く。
Ｍも
し

人
八
齋さ
い

戒か
い

を
受う
け

ん
と
ほ
つ
す
る
前ま
へ

方か
た

に
Ｗね
ん

を
お
こ
し
て
。

お
も
へ
ら
く
。
我わ
れ

戒か
い

を
う
け
な
ば
。
な
る
ま
じ
け
れ
ば
。
ま
づ
戒か
い

を
う
け
ざ
る
さ
き
に
。

ほ
し
い
ま
ゝ
に
Ｗい
ん

欲よ
く

を
行ぎ
や
うじ
。
う
た
ふ
つ
。
ま
ふ
つ
。
酒し
ゆ

Ｅえ
ん

遊ゆ
う

Ｖけ
う

等と
う

。
種し
ゆ

々〴
〵

た
は
し
き

あ
そ
び
事
を
も
。
心
の
ま
ゝ
に
な
し
。
飮を
ん

⻝じ
き

な
ど
あ
く
ま
で
Ｊ
む
さ
ぶ
り

⻝じ
き

し
つ
。
な
ど
し
て

戒
を
う
け
ん
と
。
か
く
の
ご
と
き
の
い
や
し
き
心
に
て
ハ
戒
を
う
く
と
い
へ
ど
も
。

成じ
や
う

就じ
ゆ

せ
ざ
る
也
こ
れ
ま
へ
か
た
。
た
く
む
で
。
無む

慚さ
ん

放は
う

逸い
つ

な
る
事
を
な
せ

ば
。
心
け
が
る
ゝ
が
ゆ
へ
に
。
淨じ
や
う

戒か
い

な
ん
ぞ
成じ
や
う

ぜ
ん
や
Ｍも
し

又ま
た

は
じ
め
戒
を
う
く
べ
き
Ｗね
ん

も
な
く
し
て
。
種し
ゆ

々〴
〵

に
放は
う

逸い
つ

を
な
し
」
下
20
ウ
た
る
が
。
ふ
と
緣え
ん

に
よ
つ
て
。
善ぜ
ん

知ち

識し
き

に

あ
ひ
。
受じ
ゆ

戒か
い

す
る
ハ
。
こ
れ
戒か
い

を
う
る
と
い
へ
り
按あ
ん

ず
る
に
。
朙ミ
や
う

日に
ち

。
八
齋さ
い

戒か
い

を
持た
も

た
ん
と
お
も
は
ゞ
。

今こ
ん

日に
ち

よ
り
も
の
ご
と
つ
ゝ
し
む
心こ
ゝ
ろ

し
か
る
べ
し
。
た
く

ミ
て
朙ミ
や
う

日に
ち

な
す
べ
き
あ
し
き
事こ
と

を
も
。
け
ふ
な
し
を
か
ん
な
ど
お
も

ふ
こ
ゝ
ろ
ハ
。
け
が
ら
は
し
き
お
も
ひ
入い
れ

な
る
べ
し
は
づ
べ
き
か
な

十
五　

善ぜ
ん

生し
や
う

Ｉ
ぎ
や
うに
云い
は
く。
諸
も
ろ
〳
〵の
貴き

人に
ん

あ
り
て
。
常つ
ね

に
領れ
う

內な
い

に
令
ふ
れ
な
が
しし
て
Ｃあ
く

事じ

を
な
さ

し
む
按あ
ん

ず
る
に
殺せ
つ

生し
や
う

等と
う

の
こ
と

を
い
ひ
つ
け
て
な
さ
し
む
也
八
齋さ
い

戒か
い

を
う
く
る
日ひ

に
い
た
つ
て
ハ
。
こ
れ
を
と
め
て
な
さ
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し
む
べ
か
ら
ず
。
か
く
の
ご
と
く
清
し
や
う

淨〴
〵

な
れ
ば
そ
の
㓛く

德ど
く

を
う
る
也な
り

。
も
し
こ
れ
を

や
め
し
め
ず
ん
バ
。
成
じ
や
う

就じ
ゆ

せ
ず
と
い
へ
り
こ
れ
を
も
つ
て
例れ
い

す
る
に
。
我わ
が

家け

內な
い

に
。
か
ね
て
い
ひ
わ
た
し

て
。
殺せ
つ

生し
や
う

な
ど
さ
せ
つ
。
齋さ
い

日に
ち

に
い
た
つ
て
も
。
こ
れ
を
と
め
ざ

る
が
ご
と
し
。
我わ
が

力ち
か
ら

の
を
よ
ば
ざ
る
ハ
ぜ
ひ
な
し
。
力ち
か
ら

の
を
よ
ぶ
ほ
ど
の
こ
と
を
も
。

懈け

怠だ
い

を
お
こ
し
て
制せ
い

せ
ず
ハ
あ
に
佛
弟で

子し

と
い
は
ん
や
。
善ぜ
ん

信し
ん

士じ

と
名な

づ
く
べ
け
ん
や

十
六　

薩さ
つ

婆ぱ

多た

論ろ
ん
に

云い
は
く。
八
齋さ
い

戒か
い

を
う
け
て
。
或あ
る
ひハ
衆し
ゆ

生じ
や
うを
う
ち
た
ゝ
き
。
或あ
る
ひハ
嗔し
ん

恚い

を
ゝ
こ
し
て
云い
は
く。
我わ
れ

今け

日ふ

ハ
戒か
い

を
う
け
ぬ
れ
ば
か
な
は
ず
。」
下
21
オ
ま
て
よ
汝
な
ん
ぢ

等ら

。
朙
ミ
や
う

日に
ち

打て
う

擲ち
や
くせ
ん
な
ど
い
へ
る
ハ
。
こ
れ
破は

戒か
い

に
ハ
あ
ら
ざ
れ
ど
も
。
戒か
い

清し
や
う

淨〴
〵

な
ら
ず
と

い
へ
り
例れ
い

し
て
見
れ
ば
。
殺せ
つ

生し
や
う

偸ち
う

盗た
う

等と
う

の
こ
と
。
朙ミ
や
う

日に
ち

ハ
な
す
べ
し
な
ど
。
か
ね
て
巧た
く
む

ハ
あ
し
か
る
べ
し

十
七　

問と
ふ

一い
ち

日に
ち

一い
ち

夜や

と
あ
れ
ば
。
夜よ
る

も
寢い
ね

ず
し
て
。
相あ
ひ

ま
ぼ
る
亊こ
と

に
や
。
答
こ
た
ふ

佛ぶ
つ

說せ
つ

齋さ
い

Ｉ
ぎ
や
うに
よ
ら
ば
。
夜よ
る

も
日ひ

待ま
ち

な
ど
す
る
が
ご
と
く
。
お
き
ゐ
て
。
い
ね
ざ
る
べ
し
。
彼か
の

Ｉ
き
や
うに
云い
は
く。
第だ
い

七し
ち

の
戒か
い

と
い
つ
ぱ
。
一い
ち

日に
ち

一い
ち

夜や

。
心こ
ゝ
ろを
持
た
も
つ

事こ
と

真し
ん

人に
ん

の
ご
と
く
。
安や
す
きお
も

ひ
を
な
す
事こ
と

な
く
。
好よ
き

と
こ
に
ふ
さ
ず
。
卑
ひ
き
ゝ

牀と
こ

草く
さ
の

席む
し
ろに
し
て
。
睡
ね
ぶ
り

卧ふ
す

こ
と
を
や
め

除の
ぞ

き
。
Ｉ
き
や
うを
誦じ
ゆ

し
。
道だ
う

を
Ｗね
ん

じ
て
。
清
し
や
う

浄〴
〵

戒か
い

の
ご
と
く
に
。
も
つ
て
一い
つ

心し
ん

に
し
ゆ
す

と
い
へ
り
。
此こ
の

文も
ん

の
ご
と
き
ハ
。
こ
れ
睡ね
ぶ
らず
し
て
相あ
い

守ま
ぼ
るの
證せ
う

也な
り

。
※
真し
ん

人
と
ハ
智ち

旭
ぎ
よ
く

註ち
う

し
て

阿あ

羅ら

漢か
ん

の
飜ほ
ん

名
み
や
う

な
り
と
す
按あ
ん

ず
る
に
夫そ
れ

。
睡ね
ぶ
りハ
眼ま
な
この
⻝じ
き

に
し
て
。
人ひ
と

〻〴
〵

こ
れ
な
く
ハ
あ
る
べ
か
ら
ず
。
然し
か

れ
ど
も
發ほ
つ

覺か
く

浄じ
や
う

心し
ん

Ｉ
ぎ
や
うに
ハ
。
睡す
い

眠め
ん

を
こ
の
め
る
に
。
二
十
種し
ゆ

の
失し
つ

あ
る
こ
と
を
。
佛
ほ
と
け

弥ミ

勒ろ
く

菩ぼ

ｂさ
つ

」
下
21
ウ
に
告つ
げ

給
ひ
き
。
所い
は

謂ゆ
る

三
界が
い

ハ
や
す
き
こ
と
な
く
。
な
を
し
火く
わ

宅た
く

の
ご
と
く
な

れ
ば
。
ひ
と
へ
に
出
し
ゆ
つ

離り

を
ね
が
へ
る
も
の
。
な
ん
の
い
と
ま
あ
つ
て
か
。
い
た
づ
ら

に
安あ
ん

眠め
ん

す
べ
け
ん
や
。
殊こ
と

に
希け

有う

の
良
り
や
う

緣え
ん

に
値
あ
ひ
た

奉
て
ま
つ
り。
か
ゝ
る
無む

價げ

の
戒か
い

珠し
ゆ

を
得え

て
。

Ｃあ
く

趣し
ゆ

流る

落ら
く

の
貧び
ん

窮ぐ
う

を
免
ま
ぬ
か
れな
ん
亊こ
と

。
實じ
つ

に
歡
く
わ
ん

喜ぎ

踴ゆ

躍や
く

せ
ば
。
あ
に
眠ね
ぶ

る
亊
を
用も
ち

ひ
ん
や
。

世よ

に
春は
る

の
花は
な

を
ゝ
し
ミ
。
秋あ
き

の
⺼つ
き

を
愛め
づ
るだ
に
。
終よ
も

ｆ
す
が
らい
ね
も
や
ら
ず
。
な
を
曉
あ
か
つ
きの
鐘か
ね

を
う
ら
む
。
い
か
に
い
は
ん
や
。
菩ぼ

提だ
い

道だ
う

樹じ
ゆ

の
花は
な

を
な
が
め
。
天て
ん

真し
ん

獨ど
く

朗ら
う

の
⺼つ
き

を

翫
も
て
あ
そ
ば
んを
や
。
な
ん
の
ね
ぶ
る
事こ
と

か
あ
る
べ
け
ん
。
然し
か

れ
ど
も
世よ

く
だ
り
根こ
ん

う
す
う
し

て
。
す
ゝ
む
人
ハ
ま
れ
に
。
お
こ
た
る
も
の
ハ
多お
ほ

し
。
こ
ゝ
を
も
つ
て
終よ
も

ｆ
す
が
ら

寢い
ね

ず
と

い
は
ゞ
。
恐
を
そ
ら
くハ
持た
も
たん
と
す
る
も
の
す
く
な
か
ら
ん
か
。
こ
ゝ
を
も
つ
て
。
一い
ち

夜や

を
三

Ｘぶ
ん

に
し
て
。
一
分ぶ
ん

ハ
」
下
22
オ
ふ
す
べ
し
。
た
と
へ
バ
一い
ち

夜ヤ

六む

時と
き

を
三
Ｘぶ
ん

に
わ
か
て
バ
。

一
分ぶ
ん

ハ
二ふ
た

時と
き

也な
り

夜ヤ

Ｘぶ
ん

二ふ
た

時と
き

ぬ
る
な
る
べ
し
。
其そ
の

證せ
う

あ
り
や
と
い
は
ゞ
。
菩ぼ

薩さ
つ

受じ
ゆ

齋さ
い

Ｉ
ぎ
や
う

に
ｚぼ

薩さ
つ

の
齋さ
い

日に
ち

と
い
へ
る
こ
と
あ
り
。
そ
の
略り
や
くに
云い
は
く。
ｚぼ

薩さ
つ

の
法ほ
う

。
齋さ
い

日に
ち

夜よ
る

一い
ち

Ｘぶ
ん

ハ
禅ぜ
ん

定ぢ
や
う。
一い
ち

Ｘぶ
ん

ハ
讀ど
く

Ｉ
き
や
う。
一い
ち

分ぶ
ん

ハ
卧ふ
す

。
こ
れ
を
菩ぼ

薩さ
つ

齋さ
い

日に
ち

の
法ほ
う

と
す
と
い
へ
り
。
按あ
ん

ず
る
に
。

菩ぼ

薩さ
つ

の
齋さ
い

日に
ち

と
い
へ
る
ハ
。
正
⺼
十
四
日
よ
り
受う
け

て
。
十
七
日
に
と
き
。
四
⺼
八
日
よ
り
受う
け

て
。
十
五
日
に
と
き
。
七
⺼
一
日
よ
り
う
け
て
。
十

六
日
に
と
き
。
九
⺼
十
四
日
よ
り
受う
け

て
十
六
日
に
と
く
。
即
す
な
は
ち

そ
の
日ひ

た
も
つ
と
こ
ろ
の
戒か
い

十
戒
あ
り
。
こ
ゝ
に
し
る
さ
ず
委
く
は
し
く

ハ
。
法ほ
う

苑を
ん

珠じ
ゆ

林り
ん

第だ
い

一
百
九
に
あ
か
す
。

志
こ
ゝ
ろ
ざ
し

あ
る
人
ハ
。
こ
れ
を
見
る
べ
し

然し
か

ハ
あ
れ
ど
。
根こ
ん

機き

ま
す
〳
〵
劣れ
つ

弱じ
や
くに
し
て
。
夜よ
る

寢い
ね

ざ
る

に
堪た
へ

が
た
き
人ひ
と

ハ
。
制せ
い

の
限か
ぎ
りに
あ
ら
ざ
れ
ば
。
心こ
ゝ
ろに
任ま
か
せて
卧ふ
す

べ
し
。
此こ
の

戒か
い

ハ
夜よ
る

寢ぬ
る

㕝こ
と

な

ら
ず
と
い
ふ
に
も
か
ぎ
る
べ
か
ら
ず
。
Ｘぶ
ん

に
應お
う

じ
て
こ
れ
を
守ま
ぼ

る
べ
し
。
故
か
る
が
ゆ
へに
成
じ
や
う

實じ
つ

論ろ
ん

に
。
八は
つ

戒か
い

の
中う
ち

を
。
五
戒か
い

三
戒か
い

。
乃な
ハ

至し

ハ
一い
つ

戒か
い

に
て
も
心こ
ゝ
ろに
隨
し
た
が
つて
。
こ
れ
を
持た
も
つ。

或あ
る
ひハ
半は
ん

日に
ち

又
ハ
半は
ん

夜や

。
或あ
る
ひハ
一
⺼ぐ
わ
つ

半は
ん

⺼ぐ
わ
つつ
ゞ
け
て
も
持た
も
つべ
し
と
」
下
22
ウ
い
へ
り
。
こ

れ
ミ
な
根こ
ん

に
應お
う

じ
機き

に
約や
く

し
て
の
Ｋせ
つ

な
り
。
持
た
も
た
ん

者も
の

請こ
う

こ
れ
を
ゑ
ら
べ
問と
ふ

て
云い
は
く

。
半は
ん

日に
ち

半は
ん

夜ヤ

の

持ぢ

戒か
い

ハ
。
其そ
の

理り

し
か
る

べ
し
。
半は
ん

日に
ち

半は
ん

夜ヤ

の
持ぢ

齋さ
い

と
ハ
。
其そ
の

理り

如い

何か
ん

か
Ｍゑ

せ
ん
。
答こ
た
ふ

𣵀ね

槃は
ん

Ｉ
ぎ
や
う

に
云い
は
く

。
我わ
れ

あ
る
Ｑと
き

恒が
う

河が

の
ほ
と
り
に
住ぢ
う

し
き
。
迦か

旃せ
ん

延ゑ
ん

來き
た
つ

て
。
か
く
の
ご
と
き
の
Ｊこ
と

を
な
す
。
世せ

尊そ
ん

我わ
れ

衆し
ゆ

生じ
や
う

を
お
し
へ
て
。
齋さ
い

法ほ
う

を
受う
け

し
む
る
こ
と
。
或あ
る
ひ

ハ
一い
ち

日に
ち

或あ
る
ひ

ハ
一い
ち

夜ヤ

或あ
る
ひ

ハ
一い
ち

時じ

。

或あ
る
ひ

ハ
一
Ｗね
ん

も
す
。
か
く
の
ご
と
き
の
人
ハ
。
齋さ
い

を
成じ
や
う

ず
る
や
い
な
や
と
。
我わ
れ

い
は
く
。
比び

丘く

是こ
の

人
ハ
善ぜ
ん

を
う
れ
と
も
。
持ぢ

齋さ
い

と
ハ

名な

付づ
け

ず
と
云
々
。
Ｅ

Ｉ
き
や
う

の
說せ
つ

な
れ
ば
。
兎と

⻆か
く

夜よ
る

ハ
寐い
ね

も
せ
よ
。
ｂあ
さ

受じ
ゆ

戒か
い

す
る
時と
き

一
日
一
夜
の
限か
ぎ
り

に
う
け
て
あ
ひ
ま
ぼ
ら
バ
齋さ
い

戒か
い

の

名な

も
備そ
な
は

り
。
㓛く

德ど
く

も
す
ぐ
る
な
る
べ
し
。
委
く
は
し
く

ハ
宗し
う

要よ
う

に
辨べ
ん

ず
る
が
ご
と
し
。
Ｍも
し

夫そ
れ

成じ
や
う

實じ
つ

四
Ｘぶ
ん

終し
ゆ

南な
ん

大だ
い

師し

等と
う

の
一い
ち

Ｗね
ん

一い
ち

時じ

半は
ん

日
半は
ん

夜ヤ

を
も
す
ゝ
む
る
ハ
。
佛ぶ
つ

法ぽ
う

の
結け
ち

縁え
ん

一い
つ

渧て
い

一い
ち

塵じ
ん

も
む
な
し
か
ら
ざ
れ
バ
。
機き

に
逗と
う

し
て
お
し
へ
導
ミ
ち
び
く

こ
と
。
い
づ
れ
も
た
う
と
し

十
八　

問と
ふ

八は
つ

齊さ
い

戒か
い

を
う
く
る
に
ハ
。
そ
の
日ひ

〳
〵
に
う
く
る
事こ
と

に
や
。
又ま
た

ハ
一ひ
と

た
び
う

け
ぬ
れ
ば
。
か
さ
ね
て
持た
も
たん
と
お
も
ふ
日ひ

に
う
け
ざ
る
も
く
る
し
か
ら
ざ
る
か
。
答
こ
た
ふ

太た
い

賢げ
ん

の
心こ
ゝ
ろに
よ
ら
ば
。
一い
ち

度ど

〳
〵
に
う
く
る
な
る
べ
し
。
あ
ら
ハ
し
給
へ
る
宗し
う

要よ
う

に
。

已す
で

に
此こ
れ

等ら

の
問と
ひ

あ
り
。
か
の
答こ
た
への
意こ
ゝ
ろに
云い
は
く。
頻び
ん

婆ば

娑し
や

羅ら

王わ
う

。
八
齋さ
い

戒か
い

を
う
く
る
Ｑと
き

。
目も
く

揵け
ん

連れ
ん

日ひ

〻〴
〵

に
來き
た
つて
。
八
戒か
い

を
授さ
づ
くと
。
觀
く
わ
ん

Ｉ
ぎ
や
うに
見
え
た
り
．
こ
れ
を
以
も
つ
て

證せ
う

と
す
」
下
23
オ

る
に
。
其そ
の

日ひ

〳
〵
に
受う
く

べ
し
と
い
へ
り
こ
ゝ
ろ
を
と
つ
て
。
和や
わ
ら

げ
て
し
る
す
。
例
す
る
に
佛ふ
つ

ぼ
さ

つ
よ
り
う
く
る
に
も
そ
の
日ひ

〳
〵
に
う
く
べ
き
も
の
な
り

然し
か
るに
慈じ

恩を
ん

大だ
い

師し

ハ
。
一ひ
と

度た
び

う
く
れ
ば
。
幾い
く

日か

も
つ
ゞ
け
て
。
持
た
も
つ

亊こ
と

を
ゆ
る
せ
り
。
是こ
れ

仏ほ
と
け

𣵀ね

槃ば
ん

お
と
り
よ
は
き
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Ｉ
ぎ
や
うに
。
我わ
が

意こ
ゝ
ろを
Ｖげ

せ
ず
と
の
給
ひ
し
に
も
と
づ
け
る
也な
り
按あ
ん

す
る
に
佛ほ
と
け

我わ
が

意こ
ゝ
ろ

を
Ｖげ

せ
ず
と
の
給
ひ
し

ハ
。
如に
よ

來ら
い

隨ず
い

機き

の
方は
う

便べ
ん

を
し
ら
ず
し
て
。
一い
つ

偏へ
ん

に
執し
つ

す
る
亊こ
と

を
の
給
ふ
か
。
こ
ゝ
に
を
い
て
慈じ

恩を
ん

多た

日に
ち

多た

夜ヤ

を
ゆ
る
し
給

ふ
に
や
。
今い
ま

ハ
太た
い

賢げ
ん

の
心こ
ゝ
ろ

に
し
た
が
ひ
て
た
び
ご
と
に
受う
く
る

を
よ
し
と
す　
※
一
⺼
二
⺼
乃な
い

至し

一
年
と
つ
ゞ
け
て
持ぢ

齋さ
い

す
る
も
の
ハ
慈じ

恩を
ん

の
ｃせ
つ

に
よ
る
な
る
べ
し

十
九　

問と
ふ

ｂあ
さ

少せ
う

⻝じ
き

よ
り
。
齋と

⻝き

ま
で
の
間あ
ひ
だに
。
餅も
ち

菓く
わ

子し

等と
う

の
類
た
く
ひ
ハ。
⻝じ
き

す
共と
も

く
る
し
か

ら
ざ
る
か
。
答
こ
た
ふ

餅も
ち

菓く
わ

子し

の
類た
ぐ
ひハ
く
る
し
か
ら
じ
。
然し
か

れ
ど
も
此こ
の

戒か
い

ハ
⻝じ
き

欲よ
く

を
少
す
く
な
うし
て
。

心し
ん

の
清
し
や
う

浄〴
〵

な
る
を
も
つ
て
。
本ほ
ん

意い

と
す
る
な
れ
バ
。
因い
ん

縁え
ん

な
き
に
ハ
。
こ
の
ん
で
⻝じ
き

す
べ
か
ら
ざ
る
か
。
殊こ
と

に
一い
ち

日に
ち

の
戒か
い

と
い
ひ
。
又
ハ
日に
つ

中ち
う

一い
ち

⻝じ
き

と
い
へ
バ
。
な
ん
ぞ
ミ

だ
り
に
Ｊ
む
さ
ぶり
⻝じ
き

す
べ
け
ん
や
。
た
と
ひ
因い
ん

縁え
ん

あ
つ
て
⻝じ
き

す
る
と
も
多
お
ほ
く

⻝じ
き

す
べ
か
ら
ず
。

因い
ん

縁え
ん

と
ハ
。
病や
ま
ひ

の
Ｑと
き

或あ
る

ハ
他ひ
と

の

こ
ゝ
ろ
ざ
し
あ
た
ふ
る
等と
う

な
り
」
下
23
ウ

委
く
は
し
くハ
律り
つ

部ぶ

に
の
す
る
が
ご
と
し
。
こ
と
に
僧そ
う

た
る
も
の

ハ
し
ら
ず
ん
バ
あ
る
べ
か
ら
ず
。
※
病
び
や
う

比
丘
の
一
度ど

に
お
ほ
く
⻝
す
る
こ
と
あ
た
ハ
ざ

る
に
ハ
律り
つ

に
午ひ
る

よ
り
ま
へ
の
數か
ず

々〳
〵

⻝じ
き

を
開ゆ
る

し
給
へ
り

今い
ま

や
或あ
る
ひハ
齋と
き

に
两
り
や
う

處し
よ

へ
行ゆ
く

族や
か
らあ
り
。
四し

Ｘぶ
ん

に
ハ
こ
れ
を
展ち
ん

轉で
ん

⻝じ
き

戒か
い

と
名な

づ
け
。
十
誦じ
ゆ

お
よ
び
五
Ｘぶ
ん

に
ハ
。

數そ
く

々〳
〵

⻝じ
き

と
い
ひ
．
僧そ
う

祗ぎ

に
ハ
處し
よ

々〳
〵

⻝じ
き

と
し
て
。
と
も
に
こ
れ
を
い
ま
し
め
給
へ
り
。
犯ぼ
ん

罪ざ
い

又ま
た

か
ろ
か
ら
ず
。
あ
に
は
ぢ
お
そ
れ
ざ
ら
む
や
。
問
八
齋さ
い

戒か
い

ハ
在ざ
い

家け

戒か
い

な
り
。
な
ん
ぞ
徃わ
う

々〳
〵

に
僧そ
う

儀ぎ

を

い
だ
す
や
。
答こ
た
ふ

名な

ハ
在ざ
い

家け

戒か
い

と
い
へ
ど
も
。
實じ
つ

ハ

出し
ゆ
つ

家け

戒か
い

に
通つ
う

ず
。
故
か
る
が
ゆ
へ

に
業ご
つ

䟽し
よ
に

云い
は
く

。
八
齋さ
い

戒か
い

ハ
。
行ぎ
や
う

全
ま
つ
た
く

淨き
よ
う

し
て
。
相さ
う

無む

漏ろ

に
お
な
じ
と
い
へ
り
。
故
か
る
が
ゆ
へ

に
處し
よ

々〳
〵

僧そ
う

儀ぎ

を
も

つ
て
こ
れ
を
こ
と
は
り
。

冀
こ
ひ
ね
が
は
く

ハ
例れ
い

し
て
見
よ
。
も
と
よ
り
出し
ゆ
つ

家け

た
る
人
ハ
自じ

家け

Ｘぶ
ん

內な
い

の
亊じ

な
り
。
た
も
た
ず
ん
バ
あ
る
べ
か
ら

ず
こ
ゝ
を
も
つ
て
。
か
ね
て
間ま
ゝ

こ
れ
を
い
だ
す
。
の
ぞ
む
ら
く
ハ
こ
れ
に
よ
つ
て
。

ま
す
〳
〵
す
ゝ
ん
で
律り
つ

部ぶ

に
入い
る

。
委
く
は
し
く

犯ほ
ん

罪ざ
い

を
し
り
。
正
た
ゞ
し
く

僧そ
う

儀ぎ

を
守ま
ぼ

ら
ん
事こ
と

を

二
十　

問と
ふ

ｂあ
さ

⻝じ
き

す
る
を
少せ
う

⻝じ
き

と
い
へ
る
ハ
い
か
ん
。
答
こ
た
ふ

朝あ
さ

粥か
ゆ

を
⻝じ
き

す
る
ハ
。
二
の
因い
ん

縁え
ん

あ
り
。
ま
づ
一い
ツ

亊じ

を
あ
げ
ば
。
僧そ
う

祗ぎ

律り
つ

に
云
。
佛
ほ
と
け

舎し
や

衛ゑ

國こ
く

に
い
ま
す
。
時
に
難な
ん

陀だ

の
毋は
ゝ

。
ｂあ
さ

粥か
ゆ

を
⻝じ
き

し
。
身ミ

の
病
や
ま
ひ

平へ
い

愈ゆ

し
た
る
を
」
下
24
オ
も
つ
て
。
僧そ
う

の
日
中ち
う

一
⻝じ
き

な
る

を
い
た
は
り
て
。
佛ほ
と
けに
ま
う
で
ゝ
云
。
大だ
い

衆し
ゆ
に

ｂあ
さ

粥か
ゆ

を
⻝じ
き

す
る
事
を
ゆ
る
し
給
へ
と
。

佛ほ
と
け

則
す
な
は
ち

粥か
ゆ

に
十と
を

の
利り

益や
く

あ
る
こ
と
を
と
き
て
。
こ
れ
を
ゆ
る
し
給
へ
り
。
一
の
因い
ん

縁え
ん

こ
れ

を
畧り
や
く

す
。
増ぞ
う

輝き

Ｇき

等と
う

に
見
え
た
り

ひ
ろ
く
ひ
か
ず

資し

持ぢ

Ｇき

に
云
佛ほ
と
け

阿あ

那な

頻ひ
ん

陀だ

國こ
く

に
い
た
り
給た
ま

へ
る
時と
き

。
も
ろ
〳
〵
の
比び

丘く

は

じ
め
大だ
い

臣じ
ん

家け

に
齋と
き

を
や
く
そ
く
し
て
。
又
婆ば

羅ら

門も
ん

家け

の
す
ゝ
め
し
濃こ
き

粥か
ゆ

を
⻝じ
き

す
。
多
お
ほ
く

⻝
し
け
る
に
や
。
大だ
い

臣じ
ん

家け

の
齋と
き

に
到い
た
つて
。
快
こ
ゝ
ろ
よ
く

⻝じ
き

す
る
こ
と
あ
た
は
ず
。
こ
ゝ
を
も

つ
て
大
臣
い
か
り
う
ら
む
る
こ
と
あ
り
仏ほ
と
けこ
れ
を
Ｙき
こ

し
め
し
て
比び

丘
を
呵か

責し
や
くし
給
へ

り
と
い
へ
り
。
こ
の
因い
ん

縁え
ん

を
も
つ
て
。
多
お
ほ
く

⻝じ
き

せ
ず
。
齋と
き

に
さ
ゝ
は
ら
ぬ
程ほ
ど

に
Ｘぶ
ん

限け
ん

に

隨
し
た
が
つて
。
少
す
く
な
く

⻝じ
き

す
。
故
に
少せ
う

⻝じ
き

と
い
へ
り
。
か
な
ら
ず
く
ふ
べ
き
に
さ
だ
ま
れ
る
に

も
あ
ら
ざ
れ
バ
。
Ｑと
き

に
よ
る
べ
し
按あ
ん

ず
る
に
正し
や
う

⻝じ
き

と
か
け
る
ハ
午ひ
る

の
齋と
き

の
こ
と
な

り
。
音こ
ゑ

同お
な

じ
け
れ
ば
ま
ぎ
る
べ
し
故
か
る
が
ゆ
へ

に
Ｇ
し
る
す

」
下
24
ウ
夫そ
れ

粥か
ゆ

の
か
た

き
ハ
如に
よ

法ほ
う

に
あ
ら
ず
。
故
か
る
が
ゆ
へに
僧そ
う

祇ぎ

律り
つ

に
云い
は
く。
か
ゆ
を
に
て
。
は
じ
め
釜か
ま

よ
り
い
だ
す

時と
き

に
。
一い
ち

文も
ん

字じ

等と
う

を
ひ
く
に
。
そ
の
ま
ゝ
き
ゆ
る
位く
ら
ゐが
好よ
き

と
也な
り

。
Ｍも
し

文も
ん

字じ

等と
う

の
あ
と
つ

き
。
き
え
ざ
る
ハ
よ
ろ
し
か
ら
ず
と
い
へ
り
。
資し

持ぢ

Ｇき

の
釋し
や
くに
云い
は
く。
噐
う
つ
は
も
のに
も
り
て
。

久ひ
さ

し
く
を
け
ば
。
こ
り
か
た
ま
る
。
そ
れ
ハ
く
る
し
か
ら
ず
。
は
じ
め
て
釜か
ま

あ
げ
て
の

Ｑと
き

を
試
こ
ゝ
ろ
む
る
と
い
へ
り
按あ
ん

ず
る
に
此こ
の

事じ

瑣さ

細さ
い

な
る
に
似に

た
り
と
い
へ
ど
も
。
法ほ
う

を
し
ら
ざ
れ
ば
ま
ど
ふ
。
故
か
る
が
ゆ
へ

に
正し
や
う

信し
ん

の
人ひ
と

の
為た
め

に
。
こ
れ
を
し
る
す
。
こ
ひ
ね
が
は
く
ハ
こ
れ
を
守ま
ぼ

れ
。
畢ひ
つ

竟き
や
う

ハ
識し
き

力り
き

を
や
し
な
ふ

藥く
す
り

と
觀く
わ
ん

ぜ
よ
。
味
あ
じ
は
ひ

を
Ｊ
む
さ
ぶ

る
心こ
ゝ
ろ

な
ら
バ
。
お
そ
ら
く
ハ
そ
し
り
を

生し
や
う

ぜ
ん
か
。
法ほ
う

を
し
る
も
の
ハ
お
そ
る
と
い
へ
り
。
こ
れ
を
つ
ゝ
し
め
又
一ひ
と

た
び
⻝め
し

に
成じ
や
うじ
た
る
ハ
。
粥か
ゆ

に
用も
ち

ひ
が
た
し
。
然し
か

れ
ど
も
大ま

豆め

小あ
づ

豆き

や
う
の
雜ざ

穀こ
く

を
入い
れ

て
に
る
ハ
。
く
る
し
か
ら
ず
。
今い
ま

の
南な

良ら

茶ぢ
や

等と
う

是こ
れ

也な
り
又
ハ
浮う
け

茶ぢ
や

と
い
へ
り　
※
有あ
る

が
い
は
く
。
た
と
ひ
す
で
に
。
Ｃは
ん

に
成
じ
や
う

じ
た
る
に
．
し
か
も
大ま

豆め

等と
う

を
入
る
ハ
。

ｗと
き

に
よ
り
て
な
り
が
た
き
ハ
。
但
た
ゞ
し

少せ
う

⻝じ
き

多た

水す
い

に
し
て
。
服ぶ
く

せ
ん
事こ
と

。
折お
り

に
よ
り
．
緣ゑ
ん

に

し
た
が
ひ
て
ハ
．
苦く
る

し
か
ら
ざ
る
べ
し
。
く
ハ
し
く
ハ
行
ぎ
や
う

亊じ

抄せ
う

の
四
藥や
く

の
篇へ
ん

に
辨べ
ん

ず
る
が
ご
と
し
。
蓋
け
だ
し

大ま

豆め

小あ

豆づ
き

等と
う

を
加
く
ハ
へ

入
る
事

⻝じ
き

相さ
う

⻝じ
き

味ミ

を
壊ゑ

せ
ん
と
な
り
う
ま
く
し
す
ゝ
む
と
い
ふ
に
あ
ら
ず
。
本ほ
ん

意い

を
う
し
な
ふ
事こ
と

な
か
れ
伹
た
ゞ
し

供く

養や
う

す
る
人
の
あ
ぢ
は
ひ
を
好よ
く

せ
ん
と
お
も
ふ
意い

樂げ
う

ハ
。
か

へ
つ
て
く
ど
く
を
得
べ
し
。　
※
有
が
い
は
く
。
た
と
ひ
湯ゆ

を
の
ミ
ぬ
る
と
い
ふ
と
も
。
い
ま
だ
威い

儀ぎ

を
壊ゑ

せ
ず
。
⻝じ
き

竟け
う

の
偈げ

を
と

な
へ
ず
し
て
。
⻝じ
き

Ｉね
ん

な
を
断た
ゝ

ざ
る
う
ち
な
れ
バ
。
菓く
ハ

子し

等と
う

を
受じ
ゆ

用よ
う

す
る
事
。
施せ

者し
や

の
⺇き

嫌げ
ん

に
順
じ
ゆ
ん

ず

る
が
ゆ
へ
に
く
る
し
か
ら
ず
と
。
然し
か

る
に
こ
ゝ
に
。
湯ゆ

を
限
か
ぎ
り

と
す
る
事
ハ
。
在ざ
い

家け

に
ハ
⻝じ
き

竟け
う

の
偈げ

を
と
な
ふ
る
事
な
く
。
坐ざ

相さ
う

の
壊ゑ

と
不
壊
と
を
Ｐ
わ
か
つ

事
も
な
く
。
⻝じ
き

Ｉね
ん

の
断だ
ん

と
不ふ

断だ
ん

と
を
辨べ
ん

ず
る
事
も
あ
ら
ず
。
施せ

主し
ゆ

の
⺇き

嫌げ
ん

を
守
ま
も
る

と
し
も
な
け
れ
バ
。
も
し
湯ゆ

以い

後ご

と
て
も
。
く
る
し
か
ら
ず
と
い
は
ゞ
。
何な
に

を
以
て
か
。
結け
つ

齋さ
い

の
限
か
ぎ
り

と
せ
ん
や
。

故
か
る
が
ゆ
へ

に
湯ゆ

を
限
か
ぎ
り

と

す
る
事
ハ
。
早
は
や
く

⻝じ

Ｉね
ん

を
た
つ
て
心
こ
ゝ
ろ

を
し
て
清
し
や
う

浄〴
〵

な
ら
し
む
る
事
。
あ
に
可か

な
る
に
あ
ら
ず
や
．

ｂ
一　

問と
ふ

ｂあ
さ

粥か
ゆ

を
⻝じ
き

す
る
ハ
。
何な
ん

時ど
き

ぞ
や
。
答
こ
た
ふ

薩さ
つ

婆ぱ

多た

論ろ
ん

に
。
三
種し
ゆ
の

朙ミ
や
う

相さ
う

を
出い
だ

す
。

云い
は
く

日ひ

閻え
ん

浮ぶ

提だ
い

樹じ
ゆ

を
照て
ら
すと
き
ハ
。
Ｕて
ん

の
色い
ろ

黒く
ろ

色い
ろ

な
り
。」
下
25
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こ
れ
を
一
番ば
ん

朙ミ
や
う

相さ
う

と
い
へ
り

二
に
日ひ

閻え
ん

浮ぶ

樹じ
ゆ

の
葉は

を
て
ら
せ
ば
Ｕて
ん

の
色い
ろ

青あ
を
し
こ
れ
ハ
二
Ｓ

朙
相
な
り

三ミ
つ

に
日ひ

樹じ
ゆ

の
葉は

を
す
ぐ
れ
ば
。
Ｕて
ん

の
色い
ろ

白し
ろ

し�
三
種し
ゆ

の
中う
ち

に
白し
ろ

色い
ろ

な
る
を
正し
や
うと
す
と
い
へ
り
按あ
ん

ず
る
に
こ
れ
を
三
Ｓば
ん

朙ミ
や
う

相さ
う

と
す
。
則
す
な
は
ち

夜よ

朙あ
け

な
り
。
又
手て

の

す
じ
の
ミ
ゆ
る
程ほ
ど

の
あ
か
さ
を
よ
し
と
す
。
そ
れ
よ
り
は
や
き

ハ
あ
し
く
。
お
そ
き
ハ
く
る
し
か
ら
ず
。
た
と
へ
バ
今こ
ん

日に
ち

八
齋さ
い

戒か
い

を
う
く
れ
ば
。
朙ミ
や
う

ｂあ
さ

の
此こ
の

時と
き

ま
で
を
た
も
つ
べ
し

ｂ
二　

齋と
き

を
⻝じ
き

す
る
時じ

節せ
つ

ハ
。
日に
つ

中ち
う

ま
へ
可
な
る
べ
し
。
僧そ
う

祇ぎ

律り
つ

に
ハ
日に
つ

中ち
う

に
を
よ
べ
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る
を
。
時じ

非ひ

時じ

と
名な

付づ
け

て
。
Ｍも
し

Ｅこ
の

時と
き

に
⻝じ
き

す
る
を
バ
。
突と

吉き

羅ら

罪ざ
い

を
犯ぼ
ん

ず
と
い
へ
り
。

故
か
る
が
ゆ
へに
資し

持ぢ

Ｇき

に
云い
は
く。
Ｉ
き
や
うの
中な
か

の
⻝じ
き

時じ

ハ
。
辰た
つ

巳ミ

に
あ
た
る
。
辰た
つ

ハ
五い
つ
ゝ

巳ミ

ハ
四よ
つ

也な
り

古こ

德と
く

ハ
卯う

に
齋さ
い

す
と
い
へ
る
ハ
。
こ
れ
を
守ま
ほ
るこ
と
い
よ
〳
〵
急き
う

な
り
卯う

は
朙あ
け

六む
つ

な
り
或あ
る

人ひ
と

諸し
よ

佛ぶ
つ

の
日に
つ

中ち
う

⻝じ
き

を
Ｙき
ひ

て
。

即
す
な
は
ち

日に
つ

中ち
う

前ま
へ

ハ
非ひ

法ほ
う

な
り
と
い
へ
る
ハ
。
け
だ
し
教き
や
うを
し
ら
ざ
る
也な
り

。
又ま
た

或あ
る

人ひ
と

訛
あ
や
ま
つて

い
は
く
。
鐘か
ね

を
す
ぎ
て
ハ
⻝じ
き

す
べ
か
ら
ず
と
。
然し
か

れ
ど
も
鐘か
ね

を
う
つ
こ
と
不ふ

」
下
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定
ぢ
や
う

な
れ
ば
。
格か
く

式し
き

と
ハ
な
り
が
た
し
と
い
へ
り
日ひ

か
げ
の
つ
も
り
を
な
す

こ
と
資し

持ぢ

Ｇき

に
く
は
し

故
か
る
が
ゆ
へに
六ろ
く

齋さ
い

Ｉ
き
や
うに
云い
は
く。

卯う

の
時と
き
朙あ
け

六む
つ

な
り
持ぢ

齋さ
い

す
る
人
ハ
。
八
万
刧こ
う

。
衣ゑ

⻝じ
き

自じ

在ざ
い

の
果く
わ

報は
う

を
得う

。
※
傳で
ん

燈と
う

録ろ
く

に
。
會え

通つ
う

禪ぜ
ん

師じ

ハ
。
卯う

の
時と
き

に
齋さ
い

し
給
へ
り
と
い
へ
り

辰た
つ

の
時と
き

持ぢ

齋さ
い

す
れ
ば
五い
つ
ゝ

時ど
き

な
り

七
萬ま
ん

刧こ
う

。
衣ゑ

⻝じ
き

自じ

在ざ
い

の
果く
わ

報は
う

を
得う

。
巳ミ

の
時と
き

持ぢ

齋さ
い

す
る
人
ハ

四
つ

Ｑと
き

也
六
万
刧こ
う

。
衣ゑ

⻝じ
き

自じ

在ざ
い

の
果く
わ

報は
う

を
う
く
と
い
へ
り
。
※
大た
い

集し
う

經
に
午む
ま

の
ｗと
き

の
持ぢ

齋さ
い

ハ

五
万ま
ん

刧こ
う

の
□
を
う
る
と
い
へ
り
こ
れ
を
も
つ

て
見
る
Ｑと
き

ハ
。
早
は
や
き

持ぢ

齋さ
い

ほ
ど
。
㓛く

德ど
く

も
す
ぐ
れ
た
り
。
Ｍも
し

又ま
た

齋と
き

を
快
こ
こ
ろ
よ
く

⻝じ
き

し
な
が
ら
。

ち
と
は
や
か
り
し
と
て
。
午ひ
る

前ま
へ

に
又ま
た

。
湯ゆ

漬づ
け

⻝め
し

。
餅も
ち

等と
う

の
Ｒ
か
ろ
きも
の
を
も
⻝じ
き

す
べ
か
ら
ず
。

Ｍも
し

又ま
た

⻝じ
き

す
る
に
お
い
て
ハ
。
資し

持ぢ

Ｇき

に
こ
れ
を
突と

𠮷き

羅ら

罪ざ
い

を
犯ぼ
ん

ず
と
い
へ
り
予よ

は
じ
め
し
ら

ず
し
て
。
し

ば
〳
〵
こ
の
科と
が

を
犯ぼ
ん

ぜ
り
。
愚ぐ

Ｊと
ん

の
罪ざ
い

。
實じ
つ

に
お
そ
れ
は
づ
る
に
た
へ
た
り
。
懴さ
ん

悔げ

の
為た
め

こ
れ
を
の
す
。
そ
の
外ほ
か

や
ゝ
も
す
れ
ば
そ
む

く
こ
と
多を
ほ

し
。
な
ん
の
面め
ん

目ぼ
く

あ
つ
て
か
聖し
や
う

Ｉ
ぎ
や
う

に
對た
い

し
。
又ま
た

人ひ
と

に
す
ゝ
め
ん
や
。
伏ふ
し
て

乞こ
ふ

人ひ
と

の
泥ど
ろ

な
る
を
も
つ
て
。
法の
り

の
蓮れ
ん

ｋげ

を
す
つ

る
こ
と
な
か
れ
。
予よ

も
又
い
ま
よ
り
こ
れ
を
あ
ら
た
め
な
ん
。
か
ゝ
る
小せ
う

亊じ

だ
に
な
し
え
ず

し
て
。
い
か
ん
ぞ
横よ
こ

に
生し
や
う

死じ

海か
い

を
わ
た
り
。
ｅ
た
ゞ
ち

に
ｚぼ

提だ
い

の
彼ひ

岸が
ん

に
い
た
る
亊こ
と

を
え
ん
や

ｂ
三　

夫そ
れ

⻝じ
き

し
お
は
り
て
ハ
。
よ
く
〳
〵
う
が
ひ
し
て
。
⻝じ
き

の
味
あ
ぢ
は
ひ

口こ
う

中ち
う

」
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に
の

こ
ら
ず
。
齒は

の
間
あ
ひ
だ
にあ
ら
ざ
る
や
う
に
。
楊や
う

枝じ

つ
か
ひ
。
水
の
す
む
程ほ
ど

に
漱
く
ち
そ
ゝ
ぐべ
し
。

五ご

百ひ
や
く

問も
ん
に

云い
は
く。
⻝じ
き

し
お
は
つ
て
ハ
。
楊や
う

枝じ

Ｍ
も
し
く
ハ

灰は
い

を
用も
ち

ひ
て
。
口く
ち

を
す
ゝ
ぐ
べ
し
。

し
か
ら
ざ
れ
ば
墮だ

と
い
へ
り
按あ
ん

ず
る
に
資し

持ち

Ｇき

に
云い
は
く

。
墮だ

と
ハ
律り
つ

に
準じ
ゆ
ん

ず
る
に
突と

𠮷き

羅ら

罪ざ
い

な
る
べ
し
と
い
へ

り
。
突と

𠮷き

羅ら

と
ハ
飜ほ
ん

し
て
Ｃあ
く

作さ

罪ざ
い

と
も
い
へ
り
。
よ
ろ
し
く
つ
ゝ
し
む
べ
き
な
り
Ｍも
し

點て
ん

心し
ん

な
ど
を
⻝し
き

せ
ば
。
い
ま
だ
湯ゆ

を
の
ま
ず
。
其そ
の

𫝶ざ

を
た
ゝ
ざ
る
さ
き
な
る
べ
し
。
す

て
に
口く
ち

を
そ
ゝ
ぎ
て
ハ
。
一い
つ

Ｑさ
い

⻝じ
き

す
べ
か
ら
ず
。
き
は
め
て
點て
ん

心じ
ん

を
⻝じ
き

す
へ
き
に
ハ
あ

ら
ず
。
時と
き

の
よ
ろ
し
き
に
し
た
が
ふ
べ
し
。
と
か
く
に
⻝じ
き

欲よ
く

の
う
す
き
や
う
に
す
べ
し
。

後の
ち

を
案あ
ん

じ
て
む
さ
ぶ
り
⻝じ
き

す
べ
か
ら
ず
※
あ
る
が
難な
ん

じ
て
云
。
此
廿
二
三
の
二
叚
ハ
。
比び

丘く

の
法ほ
う

に
し
て
。
在ざ
い

家け

に
ハ
き
び
し
過す
ぎ

た
る
に
ハ
あ
ら
ず
や
。
答
こ
た
ふ

し
か
ら
ず
。
此こ
の

戒か
い

ハ
わ
づ

か
一
日
一
夜
に
し
て
。
㓛く

德ど
く

の
廣
く
ハ
う

大だ
い

な
る
亊こ
と

ハ
。
浄
じ
や
う

信し
ん

堅け
ん

固ご

の
意い

樂げ
う

に
よ
る
が
ゆ
へ
な
れ
バ
。
望
の
ぞ
む

ら
く
ハ
。
機き

を
は
げ
ま
し
て
こ

れ
を
た
も
た
ん
こ
と
を
。

故
か
る
が
ゆ
へ

に
齊さ
い

經
ぎ
や
う

に
第だ
い

Ｅは
ち

の
戒か
い

と
い
つ
ハ
。
一
日
一
夜
持
た
も
つ

心
こ
ゝ
ろ

。
真し
ん

人
の
ご
と
く
。
法ほ
う

を
う
け
て
ｗじ

⻝じ
き

す
と

云
　

云
。
真し
ん

人
と
ハ
。
な
ん
ぞ
羅ら

漢か
ん

の
い
ひ
な
り
。
佛
す
で
に
女
人
維ゆ
い

耶や

の
た
め
に
。
此こ
の

Ｇ
き
や
う

を
と
き
給
ひ
て
。
羅ら

漢か
ん

の
こ
と
く
に
な
ら

へ
と
の
た
ま
へ
り
。
し
か
ら
バ
比び

丘く

の
法ほ
う

を
用
も
ち
ゆ

る
こ
と
な
ん
ぞ
す
ぎ
た
り
と
い
は
ん
や
。
こ
と
に
此こ
の

戒か
い

ハ
一
日
の
出
家
Ｐぶ
ん

に
し
て
。

無む

漏ろ

の
戒か
い

に
通つ
う

ず
と
い
は
ず
や
。
又
ｅ
律リ
ツ

の
法ほ
う

開
ゆ
る
し

の
上
に
ハ
又
開
ゆ
る
し

な
し
。
あ
さ
の
小
⻝じ
き

す
て
に
開ゆ
る

し
給
へ
り
。
し
か
る
に
な
ん
ぞ

又
斎
後ご

の
小せ
う

⻝じ
き

を
ゆ
る
し
給
ハ
ん
や
。
こ
と
に
在ざ
い

家け

ハ
や
う
や
く
一
日
一
夜
の
程ほ
ど

な
れ
バ
。
心
ざ
し
ふ
か
き
も
の
ハ
常
じ
や
う

持ぢ

戒か
い

の
比び

丘く

よ
り
も
な
を
き
び
し
く
た
も
た
ん
こ
と
。
ね
が
ハ
し
け
れ
。
も
し
ま
た
心
に
ぶ

く
躰た
い

よ
ハ
き
人
ハ
律リ
ツ

に
準
じ
ゆ
ん

じ
て
方は
う

便べ
ん

あ
る
べ
き
か
。
こ
ゝ
に
ひ
ろ
く
し
る
さ
ず

ｂ
四　

僧そ
う

祇ぎ

律り
つ

に
い
は
く
。
持ぢ

齋さ
い

し
。
も
し
咽の
ん
どか
は
き
。
飢う
へ

に
臨
の
ぞ
む

時と
き

ハ
。
一い
つ

Ｑさ
い

の
糓こ
く

大だ
い

豆づ

麥む
ぎ

等と
う

の
上う
は

湯ゆ

を
。
佛ほ
と
けこ
れ
を
ゆ
る
し
給
へ
り
。
一い
ち

粒り
う

も
⻝じ
き

す
べ
か
ら
ず
。
や
れ

た
ゞ
れ
ぬ
程ほ
と

に
に
て
。
う
す
き
上う
は

」
下
26
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澄ず
ミ

を
の
む
べ
し
。
酥そ

。
油あ
ぶ
ら。
蜜ミ
つ

。し
や
く石

せ
き

蜜ミ
つ

。
生な
ま

菓ご
の
ミの
汁し
る

な
ど
。
水ミ
づ

に
て
清き
よ
めて
の
む
べ
し
。
實ミ

を
バ
⻝じ
き

す
べ
か
ら
す
．
善ぜ
ん

見け
ん

論ろ
ん

に
ハ
藕は
す

根ね

の
汁し
る

を
す
ま
し
て
の
む
事
を
ゆ
る
せ
り
。
十じ
う

誦じ
ゆ

律り
つ

に
。
石せ
き

蜜ミ
つ

ハ
五
種し
ゆ

の
ゆ
へ
な
く
ハ
。

非ひ

時じ

に
⻝じ
き

す
る
亊
斟し
ん

酌し
や
くす
べ
し
。
但た
ゞ

し
五
種し
ゆ

と
ハ
。
一ひ
と
つに
ハ
旅た
び

を
す
る
人
二
に
ハ
病
び
や
う

人に
ん

。
三
に
ハ
⻝じ
き

を
得え

ざ
る
人
。
四
つ
に
ハ
⻝じ
き

す
く
な
き
人
。
五
に
ハ
も
し
水ミ
づ

を
ほ
ど
こ

す
と
こ
ろ
に
ハ
水ミ
づ

に
ま
ぜ
て
の
む
べ
し
。
法ほ
う

苑を
ん

珠じ
ゆ

林り
ん

に
云い
は
く。
五ご

Ｘぶ
ん

律り
つ

に
う
へ
か
つ
え
た

る
時と
き

に
の
む
べ
し
と
あ
れ
ば
。
さ
も
な
き
Ｑと
き

に
ハ
非ひ

時じ

に
石せ
き

蜜ミ
つ

酥そ

油あ
ぶ
ら

等と
う

も
。
ミ
だ
り

に
⻝じ
き

し
の
む
べ
か
ら
ず
。
四
分ぶ
ん

律り
つ

。
善ぜ
ん

見け
ん

論ろ
ん

等と
う

に
も
。
一い
つ

Ｑさ
い

の
味
あ
ぢ
は
いあ
る
Ｒく
さ

木き

の
根ね

葉は

の
⻝じ
き

の
為た
め

な
ら
ず
。
く
す
り
の
為た
め

に
服ぶ
く

す
る
ハ
ゆ
る
せ
り
。
僧そ
う

祇ぎ

律り
つ

に
も
。
胡こ

椒せ
う

薑
は
じ
か
ミ

等と
う

の
類た
ぐ
い。
藥く
す
りの
為た
め

に
て
Ｊ
む
さ
ぶ
りに
な
ら
ざ
る
」
下
27
オ
を
ば
ゆ
る
せ
り
※
僧そ
う

祇ぎ

に
Ｄこ
く

大だ
い

豆づ

麥む
ぎ

等と
う

の
上う
ハ

湯ゆ

な

ら
び
に
生な
ま

菓
ご
の
ミ

の
汁し
る

と
非ひ

ｗじ

Ｅ
し
や
う

と

し
。
四
分ぶ
ん

に
蘇そ

油ゆ

生
し
や
う

酥ぞ

蜜ミ
つ

等と
う

を
七
日
藥や
く

と
し
摩ま

得と

勒ろ

伽が

論ろ
ん

に
。
砂さ

糖と
う

Ｅ
し
や
う

も
七
日
藥
と

す
。
胡こ

椒せ
う

薑は
じ

等と
う

の
藥
く
す
り

ハ
．
僧そ
う

祇ぎ

に
尽じ
ん

形
ぎ
や
う

藥や
く

と
す
。
く
ハ
し
く
ハ
律り
つ

に
た
づ
ぬ
べ
し

ｂ
五　

問と
ふ

石せ
き

蜜ミ
つ

ハ
な
ん
ぞ
や
。
答
こ
た
ふ

本ほ
ん

草ざ
う

を
按あ
ん

ず
る
に
。
石せ
き

蜜ミ
つ

两り
や
う

Ｈし
よ

あ
り
。
一ひ
と

つ
ハ
。

蜂は
ち

蜜ミ
つ

の
石い
し

に
よ
り
て
。
つ
く
り
た
る
を
石
蜜
と
い
へ
り
。
然し
か

れ
ど
も
こ
ゝ
に
て
ハ
。
蜂は
ち

蜜ミ
つ

に
て
は
あ
ら
ざ
る
な
り
。
一
に
は
和わ

名ミ
や
うか
た
ま
り
砂ざ

糖た
う

と
い
へ
る
を
石せ
き

蜜ミ
つ

と
い
へ

り
。
砂
糖
の
石い
し

の
ご
と
く
。
ひ
ら
く
か
た
ま
り
た
る
を
い
へ
る
な
り
。
故
か
る
が
ゆ
へに
祖そ

庭て
い

亊し

苑を
ん

に
云い
は
く。
甘か
ん

蔗じ
や

糖た
う

堅け
ん

強が
う

に
し
て
。
石い
し

の
ご
と
く
な
る
。
こ
れ
を
石
蜜
と
な
づ
く
と
い

へ
り
。
こ
れ
則
す
な
は
ち

氷こ
ほ
り

砂ざ

糖た
う

な
る
べ
し
。
又ま
た

或あ
る

説せ
つ

に
ひ
ら
糖あ
め

の
類る
い

。
或あ
る
ひハ
俗ぞ
く

に
い
へ
る

あ
ま
き 

さ 
た
う
か
た
く
つ
よ
く
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地ち

黄わ
う

煎せ
ん

な
ど
を
云い
ふ

と
い
へ
り
。
其そ
の

證せ
う

を
い
は
ゞ
。
行
ぎ
や
う

亊じ

鈔せ
う

に
云い
は
く。
律り
つ

に
不ふ

犯ぼ
ん

と
い
へ

る
ハ
。
Ｍも
し

黒こ
く

石し
や
く

蜜ミ
つ

を
つ
く
る
に
。
米こ
め

を
和わ
す

る
ハ
。
作さ

法ほ
う

と
し
て
尒し
か

る
が
ゆ
へ
に
と
い

へ
り
。
資し

持ぢ

記き

云
」
下
27
ウ
黒こ
く

石し
や
く

蜜ミ
つ

と
ハ
。
古こ

Ｇき

に
云い
は
く。
蔗さ

糖と
う

を
用も
ち

ひ
て
糯も
ち

米ご
め

に
和ま
ぜ

て

煎せ
ん

じ
な
す
。
そ
の
堅
か
た
き

亊こ
と

石い
し

の
こ
と
し
と
是
な
り
。
Ｍも
し

旅た
び

な
ど
に
て
。
つ
か
れ
に
の
ぞ

ミ
。
午ひ
る

の
後の
ち

に
飴あ
め

な
ど
を
⻝じ
き

す
る
亊こ
と

あ
り
と
も
。
口く
ち

に
ふ
く
ミ
て
汁し
る

を
飲の
ミ

。
只た
ゞ

疲つ
か
れを

補
を
ぎ
ぬ
ふの
藥く
す
りと
す
べ
し
。
Ｍも
し

多お
ほ
く

⻝じ
き

し
。
さ
い
〳
〵
甞な
む
るの
た
ぐ
ひ
。
又
ハ
右ミ
ぎ

五ご

種し
ゆ

の
因い
ん

緣え
ん

な
き
に
。
ミ
だ
り
に
こ
れ
を
⻝じ
き

せ
ば
．
Ｊ
む
さ
ぶ
りと
な
り
。
心
さ
も
し
く
な
り
ぬ
べ
し
。
※
非

時
に

飴あ
め

を
⻝じ
き

す
る
。
或
律
師
ハ
こ
れ
を
ゆ
る
し
。
あ
る
ハ
ゆ
る

し
給
ハ
ず
。
各
お
の
〳
〵

意い

樂げ
う

あ
り
て
な
り
。
よ
く
心
得
べ
し
。
殊こ
と

に
一
日
一
夜
の
八
齋さ
い

戒か
い

に
ハ
必
か
な
ら
ず

無む

用よ
う

た
る

べ
き
か
。
其そ
の

味
あ
ぢ
は
ひに
Ｊど
ん

Ｆ
ぢ
や
くし
て
ね
が
ひ
も
と
む
る
心
こ
ゝ
ろ

出い
で

來き

て
。
心
不ふ

浄じ
や
うな
る
べ
け
れ

ば
。
了れ
う

筒け
ん

あ
る
べ
き
亊
な
り
。
た
と
ひ
常
じ
や
う

持ぢ

齋さ
い

の
人
に
て
も
。
七
日
藥や
く

な
れ
ば
七
日

よ
り
多お
ほ
くつ
ゞ
け
て
な
む
べ
か
ら
ず
。
⻝じ
き

欲よ
く

愚ぐ

痴ち

の
輩
と
も
が
らに
ハ
。
ミ
だ
り
に
と
く
べ
か
ら

ず
。
恐お
そ
らく
ハ
こ
れ
を
好よ
き

幸
さ
い
は
いと
し
て
。」
下
28
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佛ほ
と
けの
ゆ
る
し
な
れ
ば
。
く
る
し
か
ら
じ
と

て
。
因い
ん

緣え
ん

を
も
し
ら
ず
。
肆ほ
し
いま
ゝ
に
⻝じ
き

Ｊと
ん

を
生し
や
うぜ
む
。
所い
は

謂ゆ
る

癡ち

人に
ん

面め
ん

前ぜ
ん

に
夣ゆ
め

を
と
か
ざ

る
の
類る
い

か
※
律り
つ

に
ハ
七
日
藥や
く

の
作さ

法ほ
う

あ
り
。
爰こ
ゝ

に
ハ

た
ゞ
例れ
い

し
て
分ふ
ん

限げ
ん

を
し
ら
し
む
る
の
ミ

ｂ
六　

問と
ふ

Ｅこ
の

戒か
い

を
う
け
ぬ
る
日
ハ
。
い
か
な
る
勤つ
と
めを
か
な
す
や
。
答
こ
た
ふ

佛ぶ
つ

說せ
つ

齋さ
い

Ｉ
ぎ
や
うに
よ

る
に
。
五
Ｗね
ん

と
い
ふ
事
あ
り
。
そ
の
條で
う

目も
く

を
あ
げ
ば
。
Ｗね
ん

佛ぶ
つ

。
Ｗね
ん

法ぼ
う

。
Ｗね
ん

僧そ
う

。
Ｗね
ん

戒か
い

。

Ｗね
ん

Ｕて
ん

是こ
れ

也な
り

。
Ｈい
は

謂ゆ
る

Ｗ
佛
と
い
つ
ぱ
。
各
お
の
〳
〵

歸き

依ゑ

す
る
と
こ
ろ
の
佛ぶ
つ

名ミ
や
う

菩ぼ

薩さ
つ

名ミ
や
うを
と
な

へ
。
佛ぶ
つ

恩お
ん

を
Ｗ
じ
。
佛
の
相さ
う

好が
う

を
觀く
わ
んず
る
等と
う

こ
れ
な
り
。
Ｗね
ん

法ぼ
う

と
い
つ
は
。
真し
ん

Ｊご
ん

を
誦し
ゆ

し
。
Ｉ
き
や
うを
讀よ
ミ

。
或あ
る
ひハ
正
し
や
う

法ぼ
う

の
逢あ
ひ

が
た
き
に
．
今い
ま

希け

有う

に
逢あ
ひ

ぬ
れ
ば
。
信し
ん

心〴
〵

决け
つ

定ぢ
や
うし
て

修し
ゆ

す
べ
き
亊
を
Ｗ
じ
。
或
ハ
法ほ
う

力り
き

不ふ

思し

議ぎ

法ほ
う

伱に

道だ
う

理り

の
う
た
が
ふ
べ
か
ら
ざ
る
事
を
Ｗ

ず
る
等と
う

是
也
。
Ｗね
ん

僧そ
う

と
い
つ
」
下
28
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ぱ
。
代よ

々
の
善ぜ
ん

知ち

識し
き

の
恩を
ん

を
Ｗね
ん

じ
。
Ｚま
た

ハ
持ぢ

戒か
い

破は

戒か
い

の
僧そ
う

を
も
う
や
ま
ひ
そ
し
る
べ
か
ら
ざ
る
事こ
と

を
Ｗね
ん

ず
る
等と
う

是こ
れ

也な
り

．
Ｗね
ん

戒か
い

と
い
つ
ぱ
。

已す
で

に
う
け
ぬ
る
戒か
い

を
忘ま
う

失し
つ

せ
ず
。
堅け
ん

固ご

に
こ
れ
を
持
た
も
た
ん

事こ
と

を
Ｗね
ん

じ
。
又ま
た

ハ
無む

上じ
や
う

菩ぼ

提だ
い

の
為た
め

に
。
次し

第だ
い

に
す
ゝ
ん
で
。
五ご

戒か
い

十
善ぜ
ん

。
乃な
い

至し

ｚぼ

薩さ
つ

戒か
い

を
も
う
く
べ
し
と
Ｗね
ん

ず
る
等と
う

是こ
れ

な
り
。
Ｗね
ん

Ｕて
ん

と
い
つ
ぱ
。
Ｕて
ん

の
果く
わ

報は
う

を
Ｗね
ん

ず
る
に
五
衰す
い

の
く
る
し
ミ
は
た
し
て
の
が

れ
が
た
け
れ
ば
。
た
ゞ
一い
つ

心し
ん

に
淨
じ
や
う

土ど

に
Ｙゑ

向こ
う

し
。
徃わ
う

生じ
や
うせ
ん
こ
と
を
Ｗね
ん

ず
る
等と
う

こ
れ

也な
り

。
詳
つ
ま
び
ら
かに
ハ
。
か
の
経き
や
うの
Ｈし
よ

説せ
つ

の
ご
と
し
。
こ
ゝ
に
ハ
修し
ゆ

し
や
す
き
に
つ
ひ
て
。
変へ
ん

化く
わ

し
い
た
す
．
各
お
の
〳
〵

機き

に
隨し
た
がひ
分ぶ
ん

に
應お
う

じ
て
。
こ
れ
を
用も
ち

ひ
よ
。

ｂ
七　

問と
ふ

禪ぜ
ん

宗し
う

ハ
禅ぜ
ん

定ぢ
や
うを
も
つ
て
要よ
う

と
す
な
ん
ぞ
持ぢ

齋さ
い

に
抱か
ゝ
は」

下
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ら
ん
や
。
答こ
た
ふき
か

ず
や
趙で
う

州し
う

和を

尚し
や
うハ
。
一い
つ

生し
や
う

持ぢ

齋さ
い

し
給
へ
り
。
故
か
る
が
ゆ
へに
五
燈と
う

Ｍゑ

元げ
ん

の
趙で
う

州し
う

傳で
ん

に
云い
は
く。

小
お
さ
な
きよ
り
持ぢ

齋さ
い

し
て
。
身ミ

已す
で

に
老お
ひ

た
り
と
の
給
へ
り
．
世よ

今い
ま

趙
州
の
無む

の
話わ

を
提て
い

撕ぜ
い

す

る
人
。
趙で
う

州し
う

の
行
ぎ
や
う

狀じ
や
うを
し
ら
ず
し
て
。
ミ
だ
り
に
持ぢ

齋さ
い

を
そ
し
る
。
あ
に
こ
れ
理
な

ら
ん
や
。
持ぢ

齋さ
い

も
し
ｏき

力り
よ
くを
ｖそ
ん

ず
と
い
は
ゞ
。
趙で
う

州し
う

い
か
ん
ぞ
百
二
十
歳さ
い

ま
で
生い
き

給

へ
る
也
。
又
潙い

山さ
ん

禅ぜ
ん

師じ

の
云
い
は
く

日に
つ

中ち
う

一
⻝し
き

。
夜や

後こ

一い
つ

寢し
ん

と
。
仰
き
や
う

山ざ
ん

讃さ
ん

し
て
。
和お

尚し
や
う

今こ
ん

夏げ

む
な
し
く
す
ぎ
ず
と
い
へ
り
。
又
永や
う

朙め
い

の
延ゑ
ん

ｎじ
ゆ

禅ぜ
ん

師じ

の
傳で
ん

に
云い
は
く。
日ひ
ゞ

に
唯た
ゞ

一
⻝じ
き

。
法ほ

ｋけ

Ｉ
き
や
うを
持ぢ

す
る
に
七な
ゝ

行く
だ
り。
一
度ど

に
よ
ミ
給
へ
り
と
．
近き
ん

代だ
い

の
髙か
う

僧そ
う

。
知ち

旭ぎ
よ
く

禅ぜ
ん

師じ

の
云
い
は
く

予わ
れ

ｅき
ん

山さ
ん

に
い
た
り
し
時と
き

は
じ
め
て
。
一
⻝じ
き

の
法ほ
う

を
う
く
と
い
へ
り
。
こ
れ
非
を
し
つ
て

よ
く
あ
ら
た
む
。
知ち

識し
き

た
る
ゆ
へ
ん
な
り
。
※
二
祖そ

の
弟で

子し

僧そ
う

那な

禪ぜ
ん

師じ

ハ
。
た
ゞ
一い
ち

衣ゑ

一い
ち

鉢は
ち

一
坐ざ

一
⻝じ
き

な

り
。
云
い
は
く

祖そ

師し

の
心し
ん

印い
ん

ハ
。
Ｇく

行
ぎ
や
う

を
も
つ
ぱ
ら
に
す
る
に
ハ
あ

ら
ず
。
た
ゞ
道だ
う

を
た

す
く
る
耳の
ミ

と
い
へ
り
」
下
29
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愚ぐ

者し
や

ハ
過
あ
や
ま
ちを
覆お
ほ
ふて
。
慚ざ
ん

愧ぎ

を
し
ら
ず
。
却か
へ
つて
よ
く
こ
れ
を
か
ざ

る
。
ま
す
〳
〵
愚ぐ

な
る
ゆ
へ
ん
な
り
。
夫そ
れ

持ぢ

齋さ
い

ハ
僧そ
う

の
通つ
う

法ほ
う

。
何い
づ
れの
宗し
う

か
是こ
れ

を
非ひ

と
せ

ん
。
而し
か
るに
我わ
が

な
さ
ゞ
る
を
も
つ
て
。
漫ミ
だ
りに
佛ぶ
つ

制せ
い

を
そ
し
ら
バ
。
こ
れ
を
慚ざ
ん

愧ぎ

を
し
ら
ざ

る
も
の
と
し
。
こ
れ
を
正
し
や
う

法ぼ
う

誹ひ

謗は
う

の
も
の
と
な
し
。
是こ
れ

を
⻝じ
き

Ｊと
ん

愚ぐ

癡ち

の
人ひ
と

と
い
は
ん
。

故
か
る
が
ゆ
へに
舎し
や

利り

弗ほ
つ

問も
ん

Ｉ
ぎ
や
うに
。
佛
ほ
と
け

非ひ

時じ

⻝じ
き

の
過と
が

を
舉あ
げ

給
ふ
。
焦せ
う

腸ち
や
う

地ぢ

獄こ
く

に
落お
ち

て
。
熱ね
つ

ｅて
つ

ｋ
ぐ
わ
んを
飮の
む

等と
う

。
今い
ま

畧り
や
くし
て
こ
れ
を
し
る
さ
ず
。
科と
が

を
恐お
そ
れ

。
信し
ん

施ぜ

を
思お
も
ふも
の
ハ
。
請こ
ふ

こ
れ

を
見
る
へ
し
。
又ま
た

犍け
ん

陀だ

國こ
く

王わ
う

Ｉ
ぎ
や
うに
。
佛
ほ
と
け

Ｊ
の
た
ま
は
く。
四し

輩は
い

の
弟で

子し

ノ
齋さ
い

戒か
い

を
受じ
ゆ

持ぢ

し
て
。

犯ぼ
ん

ず
べ
か
ら
ず
と
い
へ
り
委
く
は
し
く

ハ
智ち

度ど

論ろ
ん

。
及お
よ
び

四
分ぶ
ん

律り
つ
の

非ひ

時じ

⻝じ
き

戒か
い

の
文も
ん

．
法ほ
う

苑を
ん

珠じ
ゆ

林り
ん

破は

齋さ
い

篇へ
ん

等と
う

の
ご
と
し

行ぎ
や
う

亊じ

鈔し
や
うに
云い
は
く。
今い
ま

ミ
だ
り
に
大だ
い
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乗せ
う

を
ま
な
ぶ
も
の
あ
つ
て
。
多お
ほ
くハ
非ひ

時し

⻝じ
き

に
Ｊと
ん

Ｆ
ぢ
や
くす
．
故
か
る
が
ゆ
へに
具つ
ぶ
さに
大だ
い

論ろ
ん

を
引ひ
ゝ

て
．

こ
れ
を
い
」
下
30
オ
ま
し
む
と
い
へ
り
文も
ん

な
か
け
れ
ば
こ
れ
を
畧り
や
く

す
．
冀
こ
い
ね
か
は
く

ハ
持ぢ

齋さ
い

を
小せ
う

乘〴
〵

と
し
て
そ

し
る
人
こ
れ
を
見
て
．
ミ
だ
り
に
口く

業ご
う

を
つ
く
ら
ざ
ら
ん
こ
と
を
こ
れ
を

も
つ
て
し
る
べ
し
。
禪ゼ
ん

宗し
う

あ
に
持ぢ

齋さ
い

を
用も
ち

ひ
ず
と
い
は
ん
や
．
大だ
い

乗ゼ
う

を
學が
く

す
る
も
の
。

持ぢ

齋さ
い

を
小せ
う

乗〴
〵

と
し
て
そ
し
る
べ
け
ん
か

ｂ
八　

問と
ふ

淨じ
や
う

圡ど

教き
や
う
に
。
八は
ち

齋さ
い

戒か
い

持た
も
つ

證せ
う

あ
り
や
。
答
こ
た
ふ

夫そ
れ

觀く
わ
ん

Ｉ
ぎ
や
う
に
頻び
ん

婆ば

娑し
や

羅ら

王わ
う

。

日に
ち

々〳
〵

八
齋さ
い

戒か
い

を
う
け
給
ふ
事こ
と

を
の
べ
。
又ま
た

中ち
う

品ぼ
ん

中ち
ゆ
う

生し
や
うの
文も
ん

に
。
中
品
中
生
と
い
つ
ぱ
。

衆し
ゆ

生じ
や
うあ
つ
て
。
Ｍも
し

く
ハ
一
日に
ち

一
夜や

八
齋さ
い

戒か
い

を
受う
け

持た
も
つ

等と
う

の
文も
ん

是こ
れ

な
り
。
な
ら
び
に
前ま
へ

に

し
る
せ
る
が
ご
と
し
。
又ま
た

大だ
い

無む

量り
や
う

ｎじ
ゆ

Ｉ
き
や
うに
云
い
は
く

佛ほ
と
け

曰
の
た
ま
は
く。
十じ
つ

方ぱ
う

世せ

界か
い

の
諸し
よ

Ｕて
ん

人に
ん

民ミ
ん

真し
ん

實じ
つ

極ご
く

樂ら
く

に
徃わ
う

生じ
や
うせ
ん
と
お
も
は
ゞ
。
た
と
ひ
沙し
や

門も
ん

と
な
り
て
。
大お
ほ
きな
る
㓛く

德ど
く

を
つ
ま

ず
と
も
。
ｚぼ

提だ
い

心し
ん

を
お
こ
し
て
。
一い
っ

向か
う

に
Ｗね
ん

佛ぶ
つ

し
。
Ｘぶ
ん

に
應お
う

じ
て
。
善ぜ
ん

根ご
ん

を
な
し
。
齋さ
い

戒か
い

を
た
も
ち
塔た
う

を
た
て
。
佛ぶ
つ

像ぞ
う

を
造ざ
う

立り
う

」
下
30
ウ
し
。
灯と
う

朙ミ
や
う

花は
な

香か
う

旙は
た

を
掛か
け

。
佛ほ
と
けを
供く

羪や
う

し
。
僧そ
う

を
請し
や
うじ
．
Ｅこ
の

善せ
ん

根ご
ん

を
も
つ
て
。
極ご
く

樂ら
く

に
徃わ
う

生じ
や
うせ
ん
と
Ｙゑ

向か
う

せ
ば
。
其そ
の

人ひ
と

の
臨り
ん

終じ
う

に
。
阿あ

弥ミ

陀だ

仏ぶ
つ

化け

現げ
ん

し
給
ひ
。
必
か
な
ら
ず

徃わ
う

生じ
や
うす
べ
し
と
い
へ
り
。
さ
れ
ば
晉し
ん

の
慧ゑ

遠を
ん

法ぽ
つ

師し

ハ
。
浄
じ
や
う

圡ど

の
祖そ

師し

と
し
て
。
專
も
つ
は
ら

徃わ
う

生じ
や
うの
業ご
う

を
は
げ
ま
れ
し
が
。
晝ひ
る

過す
ぎ

て
ハ
。
蜜ミ
つ

水す
い

だ
に
も
の
ミ
給
は
ず
．
終つ
ゐ

に
蓮れ
ん

邦ぱ
う

に
徃わ
う

生じ
や
うし
給
へ
り
。
又　

本ほ
ん

朝て
う

當た
へ

麻ま

の
中ち
う

將じ
や
う

姬ひ
め

ハ
一
⻝じ
き

長ち
や
う

齋さ
い

に
て
。
Ｗね
ん

佛ぶ
つ

し
給
ひ
。
は
た
し
て
現げ
ん

に
影や
う

向が
う

を
感か
ん

じ
給
へ
る
こ
と
。
曼ま
ん

陀だ

羅ら

の
Ｇき

に
見
え
た
り
。
其そ
の

外ほ
か

齋さ
い

戒か
い

清し
や
う

淨〴
〵

に
し
て
。
Ｗね
ん

佛ぶ
つ

し
順
じ
ゆ
ん

次し

の
徃わ
う

生じ
や
うす
る
亊こ
と

。

和わ

漢か
ん

徃わ
う

生じ
や
う

傳で
ん

等と
う

に
の
す
る
と
こ
ろ
。
し
る
す
に
い
と
ま
あ
ら
す
。
又
了れ
う

誉よ

上し
や
う

人に
ん

の
云い
は
く。

諸し
よ

Ｃあ
く

莫ま
く

作さ

衆し
ゆ

善ぜ
ん

奉ぶ

行ぎ
や
うハ
．
諸し
よ

佛ぶ
つ

の
通つ
う

誡か
い

な
り
。
淨
じ
や
う

圡ど

な
ん
ぞ
こ
れ
に
そ
む
か
ん
や
。

Ｍも
し

一い
ち

行ぎ
や
うの
外ほ
か

。
餘よ

善ぜ
ん

を
修し
ゆ

す
」
下
31
オ
べ
か
ら
ず
と
い
は
ゞ
。
出
し
ゆ
つ

家け

離り

欲よ
く

も
。
又ま
た

是こ
れ

雜ざ
う

行ぎ
や
うな
ら
ん
。
一い
つ

向か
う

專せ
ん

修じ
ゆ

の
も
の
ハ
。
出
し
ゆ
つ

家け

す
べ
か
ら
ざ
る
や
。
發ほ
つ

菩ぼ

提だ
い

心し
ん

又ま
た

是こ
れ

雜ざ
う

行ぎ
や
う

な
ら
バ
。
Ｍも
し

Ｗね
ん

佛ぶ
つ

の
行
ぎ
や
う

人に
ん

。
濟さ
い

度ど

の
心こ
ゝ
ろを
も
い
ま
し
む
べ
き
や
．
飯ぼ
ん

⻝じ
き

沙し
や

門も
ん

。
又ま
た

是こ
れ

雜ざ
う

行ぎ
や
うな
ら
バ
。
Ｍも
し

欣ご
ん

求ぐ

の
行
ぎ
や
う

者じ
や

ハ
。
出
し
ゆ
つ

家け

の
人ひ
と

を
く
や
う
せ
ざ
れ
と
。
お
し
ゆ
べ
き

や
。
も
し
か
れ
ら
の
行ぎ
や
うハ
。
そ
の
躰□
□

雜ざ
う

行ぎ
や
うな
り
と
い
へ
ど
も
。
通つ
う

佛ぶ
つ

法ほ
う

の
儀ぎ

式し
き

大だ
い

乗ぜ
う

の
綱か
う

要よ
う

な
る
が
ゆ
へ
に
。
こ
れ
を
ゆ
る
す
べ
く
ん
バ
。
持ぢ

戒か
い

の
行ぎ
や
うも
。
又ま
た

是こ
れ

通つ
う

佛ぶ
つ

法ほ
う

の

地ぢ

盤ば
ん

な
り
。
な
ん
ぞ
こ
れ
を
嫌き
ら

は
ん
や
。
故
か
ろ
が
ゆ
へに
善ぜ
ん

導だ
う

大だ
い

師し

ハ
。
戒か
い

品ほ
ん

を
護ご

持ぢ

し
て
。

纎せ
ん

毫か
う

も
犯ほ
ん

ぜ
す
。
法ほ
う

然ね
ん

上し
や
う

人に
ん

又ま
た

是こ
れ

戒か
い

行ぎ
や
う

兼け
ん

備ひ

の
師し

な
り
。
Ｅこ
れ

等ら

の
宗し
う

師し

。
一い
つ

向か
う

專せ
ん

修じ
ゆ

の
行
ぎ
や
う

人に
ん

に
あ
ら
ず
と
い
ふ
べ
き
や
と
い
へ
り
。
Ｍも
し

齋さ
い

戒か
い

清し
や
う

淨〳
〵

を
嫌き
ら
ふべ
く
ん
バ
。
浄
じ
や
う

圡ど

門も
ん

に
し
る
せ
る
。
别べ
ち

」
下
31
ウ
時じ

及を
よ
び

臨り
ん

終じ
う

の
行
ぎ
や
う

儀き

ハ
。
こ
れ
又ま
た

な
ん
ぞ
。
時じ

機き
の

弛ち

張ち
や
うし

ら
ず
ん
バ
あ
る
べ
か
ら
ず
。
一い
ち

概が
い

に
な
づ
む
こ
と
な
か
れ
。

ｂ
九　

問と
ふ

在ざ
い

家け

す
ら
。
す
で
に
か
く
の
ご
と
し
。
然し
か

る
に
今い
ま

僧そ
う

と
し
て
。
非ひ

時じ

⻝じ
き

す
る

事こ
と

。
其そ
の

意こ
ゝ
ろい
か
ん
。
※
善ぜ
ん

導だ
う

大だ
い

師し

の
觀
く
わ
ん

Ｉね
ん

法は
う

門も
ん

に
い
は
く
。
三
昧ま
い

道だ
う

Ｆ
じ
や
う

に
入
と
お
も
は
ゞ
。
乃な
い

至し

七
日
の
中う
ち

に
ミ
な
一
⻝じ
き

長
ち
や
う

齊さ
い

を
用
も
ち
ひ

よ
。
乃な
い

至し

酒
Ｂに
く

五
辛し
ん

を
ち
か
つ
て
ほ
つ
ぐ
わ
ん
し
て
手て

に
と
ら
ざ
れ
口く
ち

に
喫く
わ

ざ
れ
と
云
　

〻

答こ
た
ふ

Ｅこ
の

義ぎ

惮
は
ゞ
か
りあ
れ
バ
。
卒そ
つ

尒じ

に
判は
ん

し
が
た
し
。
然し
か

れ
ど
も
い
は
ず
ん
バ
。
ミ
だ
り
に

誹ひ

謗は
う

を
生し
や
うじ
て
。
罪つ
ミ

に
墮を
ち

な
ん
。
こ
れ
を
慮
お
も
ん
ぱ
か
るに
。
い
は
ず
ん
バ
あ
る
べ
か
ら
ず
。

夫そ
れ

雲う
ん

棲せ
い

大だ
い

師し

の
云い
は
く。
今い
ま

の
人ひ
と

。
躰た
い

よ
は
く
病
や
ま
ひ

多お
ほ
き

者も
の

。
持ぢ

齋さ
い

な
り
が
た
き
に
よ
り
。
故こ

人じ
ん

晩ば
ん

⻝じ
き

を
藥や
く

石せ
き

と
名な

づ
け
て
。
こ
れ
を
⻝じ
き

す
。
藥や
く

石せ
き

と
ハ
。
饑け

渇か
つ

の
や
ま
ひ
を
い
や
す

藥く
す
りと
の
事こ
と

な
り
。
Ｍも
し

非ひ

時じ

⻝じ
き

す
る
も
の
。
佛ぶ
つ

制せ
い

に
た
が
ふ
亊こ
と

を
お
そ
れ
て
。
慙ざ
ん

愧ぎ

の

心こ
ゝ
ろを
生し
や
うじ
。
餓が

Ｚき

の
く
る
し
ミ
を
Ｗね
ん

じ
。
信し
ん

施ぜ

を
觀く
わ
ん」

下
32
オ
じ
。
慈じ

悲ひ

心し
ん

に
住じ
う

し
て
。

⻝じ
き

す
べ
し
。
多
お
ほ
く

放
ほ
し
い
ま
ゝに
⻝じ
き

す
る
亊
な
か
れ
。
し
か
ら
ず
ん
バ
。
罪つ
ミ

を
う
る
こ
と
す
く

な
か
ら
じ
と
い
へ
り
。
然し
か

る
に
今い
ま

色し
き

力り
き

堅け
ん

固ご

な
る
人ひ
と

。
殊こ
と

に
⻝じ
き

欲よ
く

に
Ｆ
ぢ
や
くし
て
。
ミ
だ
り

に
藥や
く

石せ
き

の
名な

の
ミ
を
か
ら
バ
。
名め
い

實じ
つ

已す
で
に

相さ
う

違い

せ
り
。
上か
ミ

ハ
仏ぶ
つ

制せ
い

に
背そ
む
き。
下し
も

ハ
信し
ん

施せ

を

費つ
い
やし
。
外ほ
か

ハ
人ひ
と

を
誑
た
ぶ
ら
かし
。
內う
ち

ハ
自じ

心し
ん

を
欺
あ
ざ
む
く。
其そ
の

罪つ
ミ

は
か
る
べ
か
ら
ず
。
他た

時じ

閻え
ん

羅ら

王わ
う

子し

の
廰て
う

前ぜ
ん

。
い
か
ん
ぞ
一い
つ

口く

を
ひ
ら
か
ん
。
は
づ
べ
し
。
お
そ
る
べ
し
。
抑
そ
も
〳
〵

又

古
い
に
し
へ

闍し
や

夜や

他た

尊そ
ん

者じ
や

の
い
ひ
給
ひ
し
．
我わ
れ

持ぢ

齋さ
い

せ
ず
と
い
へ
ど
も
。
雜ざ
う

⻝じ
き

せ
ず
と
按
あ
ん
ず
る

に
飢け

渇か
つ

の
や
ま

ひ
を
療い
や

さ
ん
が
た
め
に
．
時と
き

に
節
ほ
ど
よ
く

こ
れ
を
⻝じ
き

し
て
。
Ｊと
ん

樂ら
く

味ミ

Ｆ
ぢ
や
く

に
よ
つ
て
。
ミ
だ
り
に
し
ば
〳
〵
⻝じ
き

せ
ざ
る
等と
う

の
い
ひ
か

又　

本ほ
ん

朝て
う

の
成
じ
や
う

意い

比び

丘く

ハ
。
叡ゑ
い

山ざ
ん

に
居い

て
非ひ

時じ

⻝じ
き

す
。
弟で

子
の
云い
は
く。
山さ
ん

上じ
や
う

皆ミ
な

持ぢ

齋さ
い

す
。
師し

な
ん
ぞ
。
ひ
と
り
非ひ

時じ

⻝じ
き

す
る
や
。
成
じ
や
う
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意い

對
こ
た
へ
て

云い
は
く。
我わ
れ

欲よ
く

心し
ん

な
ふ
し
て
物も
の

を
た
く
は
へ
ず
。
こ
ゝ
を
も
」
下
32
ウ
つ
て
ま
づ
し
け

れ
ば
。
時と
き

を
極き
は

め
て
。
⻝じ
き

す
る
亊こ
と

あ
た
は
ず
。
又
ｅぢ
き

心
に
ｚぼ

提だ
い

を
求も
と
む。
⻝じ
き

に
か
ゝ
は
ら

ず
と
い
へ
り
。
終つ
ゐ

に
か
ね
て
。
臨り
ん

終じ
う

の
朞ご

を
し
り
て
極ご
く

樂ら
く

國こ
く

に
徃わ
う

生じ
や
うす
委
く
わ
し
く

ハ
釋し
や
く

書し
よ

に
見
え

た
り
。
こ
れ
を
も
つ

て
し
る
べ
し
。
む
か
し
ハ
叡ゑ
い

山ざ
ん

天て
ん

台だ
い

宗し
う

ミ
な
持ぢ

齋さ
い

な
る
亊
を

是こ
れ

皆ミ
な

⻝じ
き

欲よ
く

の
為た
め

な
ら
ず
。
名
ミ
や
う

利り

Ｊと
ん

を
は
な
れ
て
。
只た
ゞ

誠ま
こ
とを
も
つ

て
。
一
心
に
ｚぼ

提だ
い

を
も
と
む
。
古
い
に
し
へに
云い
は
く。
心こ
ゝ
ろこ
ゝ
に
あ
ら
ざ
れ
ば
。
⻝し
よ
くす
れ
ど
も
。

其そ
の

味
あ
ぢ
は
ひを
し
ら
ず
と
そ
れ
こ
れ
を
い
ふ
か
。
今い
ま

僧そ
う

た
る
人
。
非ひ

時じ

⻝じ
き

す
る
。
な
べ
て
こ

れ
を
そ
し
る
べ
か
ら
ず
。
心し
ん

行ぎ
や
うは
か
り
が
た
け
れ
ば
な
り
。
又ま
た

我わ
が

常つ
ね

に
持ぢ

齋さ
い

す
る
を

慢ま
ん

じ
て
。
持ぢ

齋さ
い

せ
ざ
る
人ひ
と

を
そ
し
り
。
我わ
れ

こ
そ
持ぢ

戒か
い

の
身ミ

な
り
と
て
。
破は

戒か
い

の
人ひ
と

を
か

ろ
し
む
。
Ｅこ
れ

等ら

の
類る
い

ハ
。
我が

相さ
う

憍け
う

慢ま
ん

の
凢ぼ
ん

夫ぶ

と
す
故
か
る
が
ゆ
へに
智ち

旭
ぎ
よ
く
の

云い
は
く。
古
い
に
し
への
戒か
い

を
う

く
る
も
の
ハ
。
心し
ん

を
修し
ゆ

す
る
の
も
と
ひ
た
り
。
今い
ま

の
戒か
い

を
う
」
下
33
オ
く
る
も
の
ハ
。
我が

慢ま
ん

の
し
る
し
な
り
と
い
へ
り
。
つ
ゝ
し
む
べ
し
。
又ま
た

た
と
ひ
持ぢ

齋さ
い

す
る
と
も
。
Ｘぶ
ん

を
は

か
ら
ず
し
て
。
⻝じ
き

多お
ほ
く

Ｊ
む
さ
ぶ
り

多お
ほ
く

恩お
ん

を
お
も
は
ず
冥
ミ
や
う

加が

を
し
ら
ず
。
慈じ

悲ひ

な
く
し
て
餓が

Ｚき

疲ひ

人に
ん

等と
う

の
苦く

を
Ｗね
ん

ぜ
す
。
Ｏぼ

提だ
い

心し
ん

な
く
し
て
。
ミ
だ
り
に
人ひ
と

の
供く

羪や
う

を
う
け
ば
。
Ｅこ
の

持ぢ

齋さ
い

是こ
れ

な
ん
の
為た
め

ぞ
や
。
故
か
る
が
ゆ
へに
六ろ
く

齋さ
い

精し
や
う

進じ
ん

㓛く

德ど
く

Ｉ
き
や
うに
云い
は
く。
齋さ
い

を
修し
ゆ

す
と
い
へ
ど
も
。

Ｃあ
く

心し
ん

な
れ
ば
。
地ぢ

獄ご
く

道だ
う

に
お
つ
と
。
こ
れ
に
反は
ん

し
て
い
は
ゞ
。
た
と
ひ
齋さ
い

を
修し
ゆ

せ
ず
と

い
ふ
と
も
。
善ぜ
ん

心し
ん

な
ら
バ
善ぜ
ん

処し
よ

に
生し
や
うぜ
ん
。
な
ん
ぞ
ミ
だ
り
に
。
持ぢ

齋さ
い

せ
ざ
る
人
を
そ

し
る
べ
け
ん
。
い
か
に
况
い
は
ん
や

出し
ゆ
つ

家け

を
や
。
も
し
こ
れ
を
そ
し
り
な
ば
。
た
ゞ
其そ
の

㓛く

德ど
く

を
ｖそ
ん

す
る
の
ミ
に
あ
ら
ず
。
却か
へ
つて
そ
の
科と
が

を
え
ん
。
よ
ろ
し
く
其そ
の

中ち
う

を
と
ら
ん
と
な
ら

ば
。
實じ
つ

に
無む

上じ
や
う

菩ぼ

提だ
い

心し
ん

を
お
こ
し
。
善ぜ
ん

」
下
33
ウ
心し
ん

に
て
。
齋さ
い

戒か
い

を
持た
も
ち。
他た

を
す
ゝ
め

て
。
こ
れ
を
持た
も
たし
め
。
人ひ
と

の
持た
も
たざ
る
を
も
。
そ
し
ら
ず
か
ろ
し
め
ず
。
平
び
や
う

等ど
う

に
慈じ

悲ひ

な
ら
ん
こ
そ
。
ね
が
は
し
き
事
な
れ

卅　

問と
ふ

持ぢ

齋さ
い

に
。
别べ
つ

し
て
六
齋さ
い

日に
ち

を
用
も
ち
ゆ
る

事
ハ
。
な
ん
の
因い
ん

縁え
ん

あ
る
や
。
答こ
た
へて
云い
は
く。

Ｕて
ん

地ち

本ほ
ん

起ぎ

Ｉ
き
や
うに
云い
は
く。
昔
む
か
し

異い

梵ぼ
ん

Ｕて
ん

王わ
う

の
子こ

あ
り
。
諸
も
ろ
〳
〵の
外げ

道だ
う

の
苦く

行ぎ
や
うを
修し
ゆ

し
。
⺼
の

八
日
十
四
日
十
五
日
ｌ
三
日
ｌ
九
日
晦つ
ご

日も
り

此こ
の

日ひ

に
を
い
て
新
あ
た
ら
しき
肉に
く

。
或あ
る
ひハ
生な
ま

し
き
血ち

を
も
つ
て
。
火ひ

に
入い
れ

Ｕて
ん

上じ
や
うの
ｎ
い
の
ち

十
二
年
の
間あ
ひ
た。
仙せ
ん

人に
ん

を
供く

羪や
う

し
て
。
子こ

を
得
ん
こ
と

を
い
の
れ
り
。
殺せ
つ

生し
や
うし
て
ま
つ
る
因い
ん

縁え
ん

に
よ
つ
て
。
火ひ

の
中な
か

よ
り
。
八や
つ

の
Ｚき

神じ
ん

出し
ゆ
つ

生し
や
うす
。
身ミ

黒く
ろ
きこ
と
炭す
ミ

の
ご
と
く
。
髪か
ミ

黄き

に
し
て
眼ま
な
こあ
か
く
。
大だ
い

光く
わ
う

朙ミ
や
うあ
り
。
其そ
れ

よ

り
終つ
ゐ

に
摩ま

醯け
い

首し
ゆ

羅ら

を
生し
や
うじ
。
人
を
」
下
34
オ
な
や
ま
し
。
衆
し
ゆ
う

生じ
や
うを
そ
こ
な
ふ
。
則
す
な
は
ちは
じ

め
ま
つ
れ
る
日ひ

な
る
に
よ
つ
て
。
六
齋さ
い

日
に
い
よ
〳
〵
力ち
か
らを
得え

て
。
そ
の
眷け
ん

属ぞ
く

な
ら
び

に
一い
つ

Ｑさ
い

の
Ｃあ
つ

Ｚき

等と
う

。
人に
ん

間げ
ん

に
流る

入に
う

し
て
。
或あ
る
ひハ
病や
ま
ひを
な
し
。
わ
ざ
は
ひ
を
お
こ
す
。

こ
ゝ
に
を
ゐ
て
佛ほ
と
けお
し
へ
て
。
Ｅこ
の

日ひ

に
齋さ
い

戒か
い

を
持た
も
たし
め
給
ふ
。
Ｅこ
の

日ひ

齋さ
い

戒か
い

を
持た
も

ち
。
善ぜ
ん

を
修し
ゆ

す
る
も
の
ハ
。
Ｃあ
つ

Ｚき

お
そ
れ
て
。
わ
ざ
は
ひ
を
な
さ
ず
と
い
へ
り
。
※
張
ち
や
う

融ゆ
う

と
い
ひ
し
人

Ｅ
齋さ
い

戒か
い

を
持
た
も
ち

て
ｌき

の

難な
ん

を
の
が
れ
し
亊こ
と

宣せ
ん

験げ
ん

記き

に
見
え
た
り

又ま
た

四し

Ｕて
ん

王わ
う

Ｉ
き
や
うに
。
⺼
の
六
齋さ
い

日
に
ハ
。
Ｕて
ん

よ
り
使し

者し
や

大た
い

子し

。
及
を
よ
び

四し

Ｕて
ん

王わ
う

下く
だ

り
て
。
人ひ
と

の
善ぜ
ん

Ｃあ
く

を
Ｇし
る

し
。
Ｕて
ん

帝だ
い

釋し
や
くに
告つ
げ

給
ふ
と
な
り
。
又
六
齋さ
い

精し
や
う

進じ
ん

㓛く

德ど
く

Ｉ
き
や
うに

云い
は
く。
⺼つ
き

の
八
日
ハ
。
太た
い

子し

く
だ
り
て
一い
つ

Ｑさ
い

衆し
ゆ

生じ
や
うの
善ぜ
ん

Ｃあ
く

を
し
る
す
。
Ｅこ
の

日ひ

持ち

齋さ
い

し
て
。

藥や
く

師し

佛ぶ
つ

を
Ｗね
ん

じ
奉
た
て
ま
つ
れば
。
糞ふ
ん

尿ね
う

地ぢ

獄ご
く

に
を
ち
ず
。
五ご

十じ
つ

刧こ
う

の
罪つ
ミ

を
の
ぞ
く
。
十
四
日
に

ハ
。
司し

命め
い

神じ
ん

下く
だ
つて
。
衆し
ゆ

生じ
や
うの
作さ

業ご
う

を
し
る
す
。
も
し
」
下
34
ウ
此こ
の

日ひ

持ぢ

齋さ
い

し
て
。
暜ふ

賢げ
ん

ｚぼ

薩さ
つ

を
Ｗね
ん

じ
奉
た
て
ま
つれ
ば
鑊
く
ハ
く

湯た
う

地ぢ

獄ご
く

に
を
ち
ず
。
百
二
十
刧こ
う

の
罪つ
ミ

を
の
ぞ
く
。
十
五
日
に

ハ
五
道だ
う

の
大だ
い

神じ
ん

下く
だ
つて
。
衆し
ゆ

生
じ
や
う
の

作さ

業ご
う

を
し
る
す
。
Ｍも
し

Ｅこ
の

日ひ

持ぢ

齋さ
い

し
て
。
阿あ

弥ミ

陀だ

佛ぶ
つ

を

Ｗね
ん

じ
た
て
ま
つ
れ
ば
。
寒か
ん

氷ぴ
や
う

地ぢ

獄ご
く

に
を
ち
ず
。
千
刧こ
う

の
罪つ
ミ

を
の
ぞ
く
。
二
十
三
日
ハ
。

Ｕて
ん

大た
い

將し
や
う

軍ぐ
ん

下く
だ
つて
。
衆し
ゆ

生じ
や
うの
作さ

業ご
う

を
し
る
す
。
Ｍも
し

Ｅこ
の

日ひ

持ぢ

齋さ
い

し
て
。
得と
く

大だ
い

𫝑せ
い

至し

ｚぼ

薩さ
つ

を

Ｗね
ん

じ
奉
た
て
ま
つ
れバ
。
餓が

Ｚき

道だ
う

に
を
ち
ず
。
千
刧こ
う

の
罪つ
ミ

を
の
ぞ
く
。
二
十
九
日
ハ
Ｕ
王
く
だ
り

て
。
衆し
ゆ

生じ
や
うの
作さ

業ご
う

を
し
る
す
。
Ｍも
し

Ｅこ
の

日ひ

持ぢ

齋さ
い

し
て
。
藥や
く

王わ
う

ｚぼ

薩さ
つ

を
Ｗね
ん

じ
た
て
ま
つ
れ

ば
。
碓た
い

磨ま

地ぢ

獄ご
く

に
を
ち
ず
。
四
万
刧こ
う

の
罪つ
ミ

を
の
ぞ
く
。
三
十
日
ハ
梵ぼ
ん

王わ
う

降く
だ
つて
衆し
ゆ

生じ
や
うの

作さ

業ご
う

を
し
る
す
。
Ｍも
し

Ｅこ
の

日ひ

持ぢ

齋さ
い

し
て
。
釋し
や

迦か

牟む

尼に

佛ぶ
つ

を
Ｗね
ん

じ
奉
た
て
ま
つれ
ば
。
阿あ

鼻び

地ぢ

獄ご
く

に

を
ち
ず
。
五
十
万ま
ん

刧こ
う

の
罪つ
ミ

を
滅め
つ

す
。
Ｍも
し

持ぢ

」
下
35
オ
齋さ
い

す
る
こ
と
あ
た
は
ざ
る
人ひ
と

ハ
。
Ｅこ
の

日ひ

に
い
た
つ
て
。
諸
も
ろ
〳
〵の
Ｃあ
く

業ご
う

を
や
め
て
。
三
寳ば
う

を
供く

羪や
う

し
。
乞こ
つ

者し
や

に
ほ
ど
こ
し
。
精
し
や
う
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進じ
ん

し
て
つ
ゝ
し
む
べ
し
と
い
へ
り
。
こ
ゝ
を
も
つ
て
聖
し
や
う

徳と
く

太た
い

子し

ハ
Ｕて
ん

下か

に
ふ
れ
な
が

し
し
て
。
⺼つ
き

の
六
齋さ
い

日に
ち

に
ハ
。
殺せ
つ

生し
や
うを
禁き
ん

じ
。
放は
う

生じ
や
うを
な
さ
し
め
給
ふ
と
い
へ
り
。

く
ハ
し
く
ハ
太た
い

子し

傳で
ん

に
し
る
す
が
ご
と
し
。
又
法ほ
う

然ね
ん

上し
や
う

人に
ん

金こ
ん

剛が
う

寳は
う

戒か
い

章し
や
うの
殺せ
つ

生し
や
う

戒か
い

の
注ち
う

に
い
は
く
。
在ざ
い

家け

人に
ん

の
信し
ん

男な
ん

信し
ん

女に
よ

に
す
ゝ
む
る
。
あ
る
ハ
。
六
齋さ
い

日に
ち

。
あ
る
ハ
師し

長ち
や
う

父ち
ゝ

毋は
ゝ

主し
ゆ

君く
ん

こ
く
わ
う
を
よ
び
恩を
ん

あ
る
死し

亡ま
う

の
日ひ

。
こ
と
に
き
ん
ぜ
い
す
べ
し
と
。

ｋけ

嚴ご
ん

經ぎ
や
う

并
な
ら
び
に

䟽し
よ

の
意こ
ゝ
ろに
云い
は
く。
人
に
兩
ふ
た
り
の

神か
ミ

あ
つ
て
兩り
や
うの
肩か
た

に
い
ま
す
。
左ひ
だ
りを
同ど
う

名ミ
や
うと

名な

づ
け
て
男お

神が
ミ

た
り
。
人ひ
と

の
一い
つ

生し
よ
うな
す
と
こ
ろ
の
善ぜ
ん

亊じ

を
し
る
す
。
右ミ
ぎ

を
同ど
う

生し
や
うと
名な

付つ
け

て
女め

神が
ミ

と
す
。
人ひ
と

の
一い
つ

生し
や
うつ
く
る
と
こ
ろ
の
Ｃあ
く

業ご
う

を
し
る
す
。
此こ
の

二に

神じ
ん

人ひ
と

と
と
も

に
生む
ま

れ
て
。
人
の
善ぜ
ん

Ｃあ
く

を
し
る
す
こ
と
。
纎せ
ん

毫が
う

を
も
の
こ
さ
す
。
三
」
下
35
ウ
長
ち
や
う

⺼ぐ
わ
つ

八は
ち

王わ
う

日
に
こ
れ
を
か
ん
が
へ
合あ
わ

せ
て
。
⺼
の
六
齋さ
い

日
に
Ｕ
に
告ま
う

す
と
い
へ
り
。
こ
ゝ
に
を

い
て
。
善ぜ
ん

亊じ

ハ
。
Ｕて
ん

の
金き
ん

札さ
つ

に
の
り
。
Ｃあ
く

事じ

ハ
ｅて
つ

札さ
つ

に
し
る
さ
る
。
罪ざ
い

福ふ
く

の
報は
う

の
が
れ

が
た
し
。
故
か
る
が
ゆ
へに
⺼
の
六
齋さ
い

日
に
つ
く
る
と
こ
ろ
の
罪ざ
い

業ご
う

を
懴さ
ん

悔げ

し
て
。
こ
の
八
齋さ
い

戒か
い

を
た
も
ち
ぬ
る
Ｑと
き

ハ
。
一
Ｑさ
い

の
罪ざ
い

障し
や
う

悉
こ
と
〴
〵
く

消せ
う

滅め
つ

し
。
ｅて
つ

札さ
つ

変へ
ん

じ
て
。
金さ
ん

札さ
つ

と
な
る
べ

き
の
ミ
。
故
に
上
じ
や
う

生し
や
う

Ｉ
ぎ
や
う
に

云い
は
く。
Ｍも
し

一
Ｗね
ん

の
頃
こ
ろ
ほ
ひだ
も
。
八
戒か
い

齋さ
い

を
う
け
て
。
も
ろ
〳
〵

の
淨
じ
や
う

業ご
う

を
修し
ゆ

す
れ
ば
。
乃な
い

至し

兠と

率そ
つ

Ｕて
ん

に
生し
や
うず
と
い
へ
り
。
慈じ

恩お
ん

の
䟽し
よ

に
云
．
發ほ
つ

願ぐ
わ
ん

一い
ち

Ｗね
ん

の
持ぢ

だ
に
も
。
か
く
の
ご
と
し
。
い
か
に
い
は
ん
や
多た

時じ

を
や
と
。
故
か
る
が
ゆ
へに
六
齋さ
い

Ｉ
ぎ
や
うに
云
。
六
齋さ
い

の
法ほ
う

を
修し
ゆ

す
る
人
の
頂
い
だ
ゝ
きの
う
へ
に
ハ
。
佛ぶ
つ

ｚぼ

薩さ
つ

。
さ
り
給
は
ず
し
て
。

守し
ゆ

護ご

し
給
へ
り
。
左ひ
だ
りの
肩か
た

の
上う
へ

に
ハ
。」
下
36
オ
福ふ
く

生し
や
う

神じ
ん

𫝶ざ

し
て
。
常つ
ね

に
守し
ゆ

護ご

し
．
右ミ
ぎ

の

肩か
た

の
上う
へ

に
ハ
。
命
ミ
や
う

生し
や
う

神じ
ん

Ｐざ

し
て
。
守し
ゆ

護ご

し
給
ふ
。
Ｍも
し

女に
よ

人に
ん

あ
つ
て
。
六
齋さ
い

の
法ほ
う

を
修し
ゆ

す
れ
ば
。
な
が
く
女に
よ

身し
ん

を
は
な
れ
て
。
淨
じ
や
う

圡ど

に
徃わ
う

生じ
や
うせ
ん
と
い
へ
り
。
㓛く

德ど
く

の
甚じ
ん

深〴
〵

。

大お
ほ

都む
ね

か
く
の
ご
と
し
。
な
ん
ぞ
こ
れ
を
持た
も
たざ
ら
ん
然し
か

れ
ど
も
。
根こ
ん

弱よ
は
く

障さ
は
り

多お
ほ
き

人
。
六

齋さ
い

日に
ち

つ
と
め
が
た
く
ん
バ
。
⺼つ
き

に
二
度ど

三
度ど

に
て
も
。
或あ
る
ひハ
一
生し
や
うに
一
度ど

に
て
も
。

心こ
ゝ
ろに
隨し
た
がひ
．
機き

に
よ
る
べ
し
。
故
か
る
が
ゆ
へに
延ゑ
ん

命め
い

地ぢ

藏ざ
う

Ｉ
き
や
うに
ハ
。
十
齋さ
い

日に
ち

か
。
又ま
た

ハ
六ろ
く

齋さ
い

日
．
或
ハ
十
八
日
ｌ
四
日
と
。
の
た
ま
へ
り
。
又ま
た

父ぶ

毋も

眷け
ん

属ぞ
く

。
及を
よ
びこ
ゝ
ろ
ざ
し
あ
る
亡ま
う

者じ
や

の
為た
め

に
。
一い
ち

日に
ち

八は
つ

齋さ
い

戒か
い

を
持た
も
てハ
。
亡ま
う

者じ
や

苦く

患げ
ん

を
の
が
る
と
い
へ
り
。
故
か
る
が
ゆ
へに
十
王わ
う

Ｉ
ぎ
や
うに
第だ
い

九く

都と

市し

王わ
う
こ
れ
十
王
の
ひ
と
り
な

り
本ほ
ん

地ぢ

阿あ

閦し
ゆ
く

佛ぶ
つ

な
り

亡ま
う

者じ
や

を
あ
は
れ
ん
で
云
。
諸し
よ

Ｉ
き
や
うの
中
に
を
い
て
ハ
。

法ほ

ｋけ

Ｉ
き
や
うを
つ
く
れ
。
龒り
う

女に
よ

海か
い

を
い
で
ゝ
。
無む

」
下
36
ウ
垢く

に
成
じ
や
う

道だ
う

す
．
諸し
よ

佛ぶ
つ

の
中な
か

に
を

い
て
ハ
。
阿あ

彌ミ

陀だ

佛ぶ
つ

を
つ
く
れ
。
光
く
わ
う

明ミ
や
うあ
ま
ね
く
て
ら
し
て
。
ｔね
つ

寒か
ん

の
苦
く
る
し
ミを
の
ぞ
き

給
ふ
。
緣え
ん

人に
ん

の
男な
ん

女に
よ

。
亡ま
う

者じ
や

を
す
く
は
ん
と
お
も
は
ゞ
。
今こ
ん

日
の
追つ
い

善ぜ
ん

に
。
八
齋さ
い

戒か
い

を

う
け
よ
。
福ふ
く

力り
き

最
も
つ
と
も

勝す
ぐ
れた
り
と
い
へ
り
按あ
ん

ず
る
に
父ち
ゝ

毋は
ゝ

等と
う

の
忌き

日
の
ミ
に
あ
ら
ず
。
或あ
る

ハ
自じ

身し
ん

の
誕た
ん

生じ
や
う

日
に

も
。
父ち
ゝ

毋は
ゝ

の
苦く

を
お
も
ひ
い
だ
し
て
。
其そ
の

恩お
ん

を
報は
う

ぜ
ん
が
た
め
に
こ
れ
を

持た
も
た

バ
㓛く

德ど
く

益
ま
す
〳
〵

多お
ほ

か
ら
ん
又ま
た

夫そ
れ

隋ず
い

の
文ぶ
ん

帝て
い

ハ
。
Ｕて
ん

下か

旱か
ん

魃ば
つ

し
て
。
萬ば
ん

ｅみ
ん

く
る
し
ミ
に
し
づ
ミ
し
Ｑ
。
ミ

づ
か
ら
八
齋さ
い

戒か
い

を
た
も
つ
て
。
Ｕ
に
い
の
ら
れ
し
か
バ
。
雨あ
め

忽
た
ち
ま
ちに
そ
ゝ
ひ
で
。
國こ
く

圡ど

を
だ
や
か
な
り
し
と
い
へ
り
。
大だ
い

雲う
ん

輪り
ん

請し
や
う

雨う

Ｉ
ぎ
や
うに
と
く
が
ご
と
き
。
そ
れ
雨あ
め

を
こ
ふ

に
ハ
。
一
Ｑさ
い

衆し
ゆ

生じ
や
うに
を
い
て
。
慈じ

悲ひ

心し
ん

を
お
こ
し
。
八
齋さ
い

戒か
い

を
う
く
る
こ
と
を
つ
か

さ
ど
る
と
。
固ま
こ
とに
Ｕ
地ち

を
う
ご
か
し
。
龍り
う

Ｚき

を
Ｂか
ん

ぜ
し
む
る
の
㓛こ
う

。
ま
た
お
ほ
い
な
ら

ず
や
。
※
冥み
や
う

官く
わ
ん

僧そ
う

規き

に
い
つ
て
い
は
く
な
ん
ぢ
八は
ち

Ｏ
く
は
ん

齋さ
い

を
な
す
べ
し
。
生い
き

て
ハ
横わ
う

禍く
ハ

を
ま
ぬ
か
れ
死し

し
て
ハ
地ぢ

獄ご
く

を
は
な
る
と
く
ハ
し
く
ハ
珠し
ゆ

林り
ん

に
見
え
た
り

本ほ
ん

朝て
う

に
い
た
つ
て
。
北ほ
う

條で
う

の

康や
す

時と
き

ハ
。
Ｕ
下か

の
饑き

饉き
ん

を
あ
は
れ
ミ
」
下
37
オ
て
。
一い
ち

⻝じ
き

淡た
ん

菜さ
い

せ
ら
れ
し
か
バ
。
世よ

も
ゆ

た
か
に
な
り
し
と
か
や
．
且か
つ

夫そ
れ

孔こ
う

子し

の
齋
も
の
い
ミす
る
Ｑと
き

ハ
。
か
な
ら
ず
⻝し
よ
くを
變へ
ん

じ
て
。
酒さ
け

を
の
ま
ず
。
葷く
さ
きを
⻝じ
き

せ
ず
。
顔が
ん

淵ゑ
ん

が
心し
ん

齋さ
い

。
孟ま
う

子じ

の
浴よ
く

し
て
ま
つ
る
の
た
ぐ
ひ
。
儒じ
ゆ

佛ぶ
つ

道ミ
ち

こ
と
に
淺せ
ん

深じ
ん

し
な
か
は
り
た
り
と
い
へ
ど
も
。
こ
れ
ミ
な
つ
ゝ
し
ミ
の
こ
ゝ
ろ
よ
り
。

內な
い

外げ

清し
や
う

淨〴
〵

に
せ
ん
が
た
め
な
り
。
ひ
と
り
人に
ん

間げ
ん

の
ミ
な
ら
ん
や
。
Ｚき

神し
ん

も
ま
た
こ
れ

を
し
た
ふ
。
か
つ
て
き
く
福ふ
く

善ぜ
ん

の
霊れ
い

王わ
う

ハ
。
齋さ
い

法ほ
う

を
龒り
う

湖こ

長ち
や
う

老ら
う

に
き
く
。
南な
ん

岳が
く

の
聖
じ
や
う

帝て
い

ハ
．
五
戒か
い

を
元げ
ん

珪け
い

禪ぜ
ん

師じ

に
う
く
と
。
い
は
ん
や
人ひ
と

と
し
て
。
こ
と
に
佛ぶ
つ

道だ
う

修し
ゆ

行ぎ
や
うす

る
も
の
を
や
。
貴き

賤せ
ん

男な
ん

女に
よ
のへ
だ
て
な
く
。
上
じ
や
う

根こ
ん

下
根
。
Ｘぶ
ん

に
隨し
た
がひ
。
五
戒か
い

を
う
け
た

る
も
う
け
ざ
る
も
。
こ
れ
を
持た
も
たず
ん
バ
あ
る
べ
か
ら
ず
。
持
た
も
つ

間あ
ひ
だハ
少
す
く
な
ふし
て
。
㓛く

德ど
く

を

う
る
㕝こ
と

右ミ
ぎ

の
ご
と
し
。
所い
は

謂ゆ
る

」
下
37
ウ
丸
ぐ
わ
ん

香か
う

纔わ
づ
かに
一い
ち

分ぶ
ん

を
た
け
ば
。
閻え
ん

浮ぶ

提だ
い

あ
ま
ね
く

か
ほ
り
。
栴せ
ん

檀だ
ん

漸
や
う
や
く

半は
ん

芽げ

を
生し
や
うず
れ
ば
。
伊い

蘭ら
ん

林り
ん

忽
た
ち
ま
ち

變へ
ん

ず
る
が
ご
と
く
。
煩ぼ
ん

Ｌな
う

業ご
つ

障し
や
うの
く
さ
く
け
が
ら
は
し
き
も
。
一い
ち

日に
ち

の
戒か
い

香か
う

に
薫く
ん

習じ
ゆ

せ
ら
れ
て
。
忽
た
ち
ま
ちに
清
し
や
う

淨〴
〵

な
ら

う
の
け
ほ
ど
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ん
。
嗚あ

呼ゝ
あ
ひ
が
た
し
〳
〵
。
い
か
ん
と
な
れ
は
。
賢げ
ん

愚ぐ

Ｉ
き
や
うに
の
す
。
昔
む
か
し

迦か

葉せ
う

佛ぶ
つ

の

遺ゆ
い

法ほ
う

の
時と
き

。
國こ
く

王わ
う

あ
つ
て
。
八は
つ

ｂ
く
わ
ん

齋さ
い

の
文も
ん

を
尋
た
づ
ね

給
へ
る
に
。
世よ

に
あ
る
こ
と
な
し
。

時と
き

に
大だ
い

臣じ
ん

の
家い
へ

の
柱は
し
ら。
俄に
は
かに
ひ
か
り
を
は
な
つ
。
あ
や
し
ミ
て
こ
れ
を
見
る
に
十じ
う

二
因い
ん

縁え
ん

Ｉ
ぎ
や
うと
。
八は
つ

齋さ
い

戒か
い

Ｉ
き
や
うと
あ
り
。
こ
れ
を
も
つ
て
。
Ｕて
ん

子し

に
捧さ
ゝ
ぐ。
因い
ん

縁え
ん

あ
る
を
も
つ
て
。

こ
れ
を
龒り
う

王わ
う

に
授さ
づ
く。
龍り
う

王わ
う

歡く
わ
ん

喜ぎ

し
て
。
五
百
の
子こ

と
お
な
じ
く
こ
れ
を
持た
も
つて
。
五
百

の
Ｕて
ん

人に
ん

と
な
る
。
釋
し
や
く

尊そ
ん

の
時と
き

。
Ｕて
ん

よ
り
降く
だ
つて
．
佛ほ
と
けを
供く

羪や
う

し
て
。
道だ
う

を
得
た
り
。
佛
ほ
と
け

そ
の
因い
ん

緣え
ん

を
」
下
38
オ
と
き
給
ふ
亊こ
と

詳
つ
ま
び
ら
かな
り
こ
ゝ
に
畧り
や
く

し
て

あ
ぐ
る
の
ミ　

Ｅこ
の

龒り
う

昔む
か
し

人ひ
と

た
り
し
時と
き

。
王わ
う

と

友と
も

た
り
。
两
り
や
う

人に
ん

と
も
に
。
八
齋さ
い

戒か
い

を
う
く
。
ひ
と
り
ハ
Ｅこ
の

㓛く

德ど
く

に
よ
つ
て
。
人に
ん

王わ
う

と

な
ら
ん
と
願ぐ
わ
んし
て
。
か
た
く
こ
れ
を
持た
も
つて
。
ね
が
ひ
の
ご
と
く
。
王わ
う

と
生む
ま

れ
た
り
。
一い
ち

人に
ん

ハ
Ｕ
に
生
ぜ
ん
と
發ほ
つ

願ぐ
わ
んせ
し
か
ど
も
。
こ
れ
を
や
ぶ
り
し
ゆ
へ
に
。
龍り
う

王わ
う

と
な
れ

り
。
破
や
ぶ
れ
る

罪つ
ミ

に
よ
つ
て
虵じ
や

道だ
う

へ
ハ
落を
ち

た
れ
ど
も
。
受う
け

た
る
㓛く

德ど
く

失し
つ
せず
し
て
。
必ひ
つ

定ぢ
や
う

地ぢ

獄ご
く

へ
お
つ
べ
き
身ミ

が
。
轉て
ん

じ
て
龒り
う

趣し
ゆ

に
入い
り

。
殊こ
と

に
龒り
う

王わ
う

と
な
り
た
り
き
。
な
を
其そ
の

因い
ん

縁え
ん

𣏓く
ち

ず
し
て
。
又ま
た

八は
つ

齋さ
い

戒か
い

Ｉ
き
や
うに
逢あ
ひ

た
て
ま
つ
り
。
そ
の
身ミ

の
ミ
に
あ
ら
ず
。
五ご

百ひ
や
くの
子

ま
で
も
。
虵じ
や

道ど
う

を
轉て
ん

じ
て
。
Ｕて
ん

人に
ん

と
な
り
。
剩
あ
ま
つ
さ
へ

佛ほ
と
けの
出
し
ゆ
つ

世せ

に
降が
う

臨り
ん

し
て
。
須し
ゆ

陀だ

洹を
ん

道だ
う

を
得え

た
る
亊こ
と

。
不ふ

可か

思し

議ぎ

殊し
ゆ

勝し
や
うの
㓛く

德ど
く

に
あ
ら
ず
や
。
夫そ
れ

人に
ん

間げ
ん

に
」
下
38
ウ
生む
ま

れ
て
だ

に
。
縁え
ん

な
け
れ
ば
。
世よ

に
つ
た
は
ら
ず
。
む
な
し
く
柱は
し
らの
中な
か

に
か
く
れ
て
年と
し

を
へ
た
り
。

虵し
や

道だ
う

へ
ハ
お
つ
る
と
い
へ
ど
も
。
善ぜ
ん

因ゐ
ん

つ
ゐ
に
む
な
し
か
ら
ず
。
再
ふ
た
ゝ
びか
の
Ｉ
き
や
うに
値ち

遇ぐ
う

し
て
。
か
ゝ
る
聖
し
や
う

果ぐ
わ

を
證せ
う

ぜ
る
こ
と
。
い
つ
つ
べ
し
。
優う

曇ど
ん

ｋげ

再
ふ
た
ゝ
び

開ひ
ら
け。
破は

鏡き
や
う

重
か
さ
ね
て

て
ら
す
と
。
今い
ま

末ま
つ

法ぽ
う

の
世よ

な
り
と
い
へ
ど
も
。
幸
さ
い
は
い

戒か
い

光く
わ
う

四よ
も

に
か
ゝ
や
き
。
律り
つ

花け

盛さ
か
ん

に
ひ
ら
く
。
時と
き

を
バ
う
し
な
ふ
べ
か
ら
ず
。
請こ
ふ

す
べ
か
ら
く
分ぶ
ん

に
應お
う

じ
て
こ
れ
を
持
た
も
た
ん

こ
と
を
。
偶
た
ま
〳
〵

今い
ま

持ぢ

齋さ
い

す
る
人ひ
と

も
。
や
ゝ
も
す
れ
ば
。
つ
ゝ
し
ミ
う
す
く
。
萬
よ
ろ
づ

自じ

墮だ

落ら
く

に
し
て
佛ぶ
つ

制せ
い

に
か
な
は
ず
。
破は

齋さ
い

す
る
㕝
こ
れ
多お
ほ

し
。
Ｙ
あ
る
いハ
佛ぶ
つ

前ぜ
ん

に
て
。
齋さ
い

戒か
い

を
ち
か

ひ
て
も
。
今こ
ん

日に
ち

ハ
俄に
は
かに
旅た
び

立だ
つ

事こ
と

あ
り
。
或あ
る
いハ
客
き
や
く

來ら
い

あ
り
。
又
ハ
持た
も
ちが
た
き
さ
は
り
あ

れ
バ
。
此こ
の

代か
は
りに
ハ
朙
ミ
や
う

日に
ち

す
べ
き
な
ど
ゝ
て
。
う
け
ぬ
る
齋さ
い

」
下
39
オ
戒か
い

を
自
ミ
づ
か
らや
ぶ
る
こ

と
。
こ
れ
佛ほ
と
けを
か
ろ
し
め
。
法ほ
う

を
ミ
だ
り
。
自じ

心し
ん

を
あ
ざ
む
く
一
た
び
ち
か
ひ
し
こ
と

を
す
こ
し
の
さ
は
り
に
よ
り
て
。
忽
た
ち
ま
ち

変へ
ん

ず
る
。
い
ひ
甲か

斐い

な
き
心こ
ゝ
ろに
て
。
あ
に
無む

上じ
や
う

ｚぼ

提だ
い

を
成
じ
や
う

就じ
ゆ

す
べ
け
ん
や
。
よ
く
〳
〵
勇ゆ

猛め
う

堅け
ん

固ご

に
。
Ｃあ
く

人に
ん

邪じ
や

法ほ
う

に
轉て
ん

ぜ
ら
れ
ず
。

佛ほ
と
けの
を
し
へ
を
。
信し
ん

順じ
ゆ
んし
て
。
一い
つ

心し
ん

に
相あ
ひ

守ま
ぼ

り
。
し
か
う
し
て
有う

縁え
ん
の

法ほ
う

を
修し
ゆ

す
べ
き

な
り
。
夫そ
れ

犍け
ん

陀だ

國こ
く

王わ
う

Ｉ
ぎ
や
うに
。
拘く

那な

含ご
ん

牟む

尼に

佛ぶ
つ

の
時と
き

。
一ひ
と
りの
優う

婆ば

塞そ
く

。
齋さ
い

戒か
い

を
受う
け

な
が

ら
。
こ
れ
を
破や
ぶ
つて
夜よ
る

⻝じ
き

す
。
Ｅこ
の

科と
が

に
依よ
つ

て
Ｃあ
く

道だ
う

に
入
。
そ
の
ゝ
ち
又
牛う
し

と
な
る
事こ
と

五

百ひ
や
く

世せ

な
り
。
然し
か

れ
ど
も
一
た
び
う
け
ぬ
る
因い
ん

縁ね
ん

に
依よ
つ

て
。
そ
の
ゝ
ち
Ｕ
に
生し
や
うず
と
い

へ
り
。
よ
く
〳
〵
つ
ゝ
し
ミ
守ま
ぼ

る
べ
し
。
Ｍも
し

又ま
た

破や
ぶ

ら
ん
か
と
危
あ
や
ぶ
ミを
そ
れ
て
。
こ
れ
を

う
け
ず
ん
バ
。
所い
は

謂ゆ
る

む
せ
ん
こ
と
を
お
も
ん
」
下
39
ウ
ぱ
か
つ
て
。
飯い
ひ

を
⻝じ
き

せ
ず
。
失し
つ

火く
わ

を
Ｄ
お
そ
れて
。
燧ひ
う
ちを
す
つ
る
の
類
た
ぐ
ひ

乎
な
ら
ん
かな
に
を
も
つ
て
か
法ほ
つ

身し
ん

の
慧ゑ

命ミ
や
うを
や
し
な
ひ
。
般は
ん

Ｍに
や

の
智ち

火く
わ

を
生し
や
うず
る
こ
と
を
得え

ん
や
。
冀
こ
ひ
ね
が
は
くハ
同ど
う

志し

の
人ひ
と

。
こ
れ
を
ひ
ろ
め
ん
事
を

卅
一
　
六
齋さ
い

日

　
八
日　
　
十
四
日　
　
十
五
日　
　
ｌ
三
日　
　
ｌ
九
日　
　
晦つ
ご

日も
り

小
の
⺼
ハ
ｌ
八
日

ｃ
九
日　
　

卅
二　

十
齋さ
い

日　
本ほ
ん

願ぐ
ハ
ん

Ｉ
き
や
う

に
い
つ
。
罪つ
ミ

の
Ｒ
き
や
う

重ぢ
う

を
定さ
だ
め

ら
る
ゝ
日
な
り
と
い
へ
り

　

一
日　
　
　

八
日　
　
　

十
四
日　
　

十
五
日　
　

十
八
日　
　

ｃ
三
日

　

ｌ
四
日　
　

ｃ
八
日　
　

ｌ
九
日　
　

晦
日
小
の
⺼
ハ
ｃ
七
日

ｃ
八
日
ｃ
九
日
也

卅
三　

八
王
日　
又
八
校け
う

日
と
も
い
へ
り
。
校け
う

ハ
か
ん
が
へ
る
と
よ
め
り
。
Ｅこ
の

日ひ

諸し
よ

Ｕて
ん

冥ミ
や
う

官く
わ
ん

。
三
界か
い

の
善ぜ
ん

Ｃあ
く

を
か
ん
が
へ
ら
る
。
よ
ろ
し
く
齋さ
い

戒か
い

を
な
す
べ
し
．
委
く
は
し
く

ハ
提だ
い

謂い

Ｉ
ぎ
や
う

等と
う

に
見
え
た
り
」
下
40
オ

　

立り
つ

春し
ゆ
ん　
　
　

春
し
ゆ
ん

Ｘぶ
ん　
　
　

立り
つ

夏か　
　
　

夏げ

至し　
　
　

立り
つ

秋し
う

　

秋し
う

Ｘぶ
ん　
　
　

立り
つ

冬と
う　
　
　

 

冬と
う

至
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卅
四　

三
長ち
や
う

齋さ
い　

�

智ち

度ど

論ろ
ん

に
云い
は
く

。
Ｕて
ん

帝だ
い

釋し
や
く

。
大だ
い

寳は
う

鏡き
や
う

を
も
つ
て
。
諸し
よ

Ｕて
ん

と
共と
も

に
正
⺼
一
日
よ
り
。
南な
ん

州し
う

の
善ぜ
ん

Ｃあ
く

を
て
ら

し
見
て
。
具つ
ぶ
さ

に
し
る
す
。
正
⺼
ハ
南な
ん

州し
う

を
て
ら
し
。
二
⺼
ハ
西さ
い

州じ
う

。
三
⺼
ハ
北ほ
く

州し
う

。
四
⺼
ハ
東と
う

州し
う

。
五

⺼
ハ
又
南な
ん

州し
う

。
か
く
の
ご
と
く
め
ぐ
り
て
。
九
⺼
又
南
州

に
む
か
ふ
。
故
か
る
が
ゆ
へ

に
此こ
の

⺼つ
き

に
ハ
素そ

⻝じ
き

し
．
善ぜ
ん

を
修し
ゆ

す
べ
し

　

正
⺼
朔
日
よ
り　

十
五
日
ま
で　
　

五
⺼
一
日
よ
り　

十
五
日
ま
で　
　

九
⺼
一
日
よ
り　

十
五
日
ま
で

　
　

�

右
八
齋さ
い

戒か
い

し
ゆ
す
べ
き
日ひ

を
。
こ
ゝ
に
し
る
す
。
Ｅこ
の

外ほ
か

の
日ひ

ハ
。
い
つ
に
て
も

心こ
ゝ
ろに
ま
か
す
べ
し
」
下
40
ウ

戒か
い

法ほ
う

隨ず
い

身し
ん

Ｊき

跋ば
つ

夫そ
れ

罪つ
ミ

ハ
。
た
と
ひ
し
ら
ず
し
て
。
お
か
す
と
い
へ
ど
も
そ
の
む
く
ひ
じ
つ
に
ま
ぬ
か

る
ゝ
こ
と
を
え
ず
。
故
か
る
が
ゆ
へに
芝し

苑を
ん

遺ゆ
い

編へ
ん

に
佛ほ
と
けの
た
ま
ハ
く
。
無む

知ち

を
も
つ
て
の
ゆ
へ
に
。

脱
の
が
る
ゝこ
と
を
え
が
た
し
。
さ
ら
に
か
さ
ね
て
無む

知ち

の
罪つ
ミ

を
ま
す
と
い
へ
り
。
あ
に
を
そ

れ
ざ
る
べ
け
ん
や
。
幸
さ
い
わ
いに
今い
ま

Ｅこ
の

書し
よ

を
も
つ
て
。
愚ぐ

闇あ
ん

を
て
ら
す
の
灯
と
も
し
びと
し
。
菩ぼ

提だ
い

に

の
ぼ
る
の
梯
か
け
は
しと
せ
バ
。
ａ

こ
ひ
ね
が
は
くハ
そ
れ
塗と

炭た
ん

に
を
つ
る
の
罪つ
ミ

を
ま
ぬ
か
れ
ん
こ
と
を
。

こ
ゝ
を
も
つ
て
う
た
が
は
し
き
を
バ
。
律り
つ

師し

」
下
41
オ
を
よ
び
禪ぜ
ん

淨じ
や
うの
两
り
や
う

宗し
う

。
そ
の
餘よ

の
善ぜ
ん

知ち

識し
き

に
た
づ
ね
决け
つ

し
て
。
謹
つ
ゝ
し
んで
こ
れ
を
ひ
ろ
む
と
し
か
い
ふ

　
　

干
時
貞
享
三
丙
　

寅
暦
臘
⺼
ｌ
一
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　　
　
　
　
　
　
　

求
化
幻
人
淨
慧
稽
顙
敬
跋

　
　

貞
享
四
丁
卯
年
正
⺼
吉
旦　
洛
陽
錦
小
路
新
町
西
ヘ
入
ル
町

�

書
肆
永
田
長
兵
衞
鋟
梓
」
下
41
ウ

」
下
め
01
オ

」
下
め
01
ウ

」
下
め
02
オ
裏
見
返

下
裏
表
紙
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向
　
松
　
堂
　
Ｌ
　
板
　
書
　
目

京
都
寺
町
三
条
下
ル
町

書
林
　
め
と
ぎ
や
　
宗
八

釋
迦
八
相
物
語�

五
冊

同　

一
代
Ｇ
繪
抄�

二
冊

同　

一
生
記�

三
冊

此
書
ハ
卋
に
名
高
き
本
に
て
釈
迦
如
來
の
御
降
誕

よ
り
さ
ま
〳
〵
の
苦
行
を
な
し
給
ひ
𣵀
槃
に
い
り

給
ふ
ま
て
御
一
生
を
つ
ま
ひ
ら
か
に
の
べ
繪
を
く

ハ
へ
て
凢
俗
男
女
の
わ
か
り
安
く
し
た
る
本
に
て

仏
者
の
一
た
ひ
ハ
見
た
ま
ふ
へ
き
本
也

近
丗
徃
生
傳　
初
編
ヨ
リ

五
編
マ
テ�

十
五
冊

近
丗
見
聞
せ
し
諸
國
の
Ｗ
仏
者
平
生
よ
り

臨
終
正
Ｗ
の
あ
り
さ
ま
ま
て
く
ハ
し
く
記
す

日
課
Ｗ
佛
投
宿
篇　
佛
定
上
人
作�

一
冊

同　
　
　

士
女
訓�

一
冊

同　
　
　

要　

訓　
弁
才
和
尚
作�

一
冊

此
書
と
も
ハ
日
課
Ｗ
仏
ハ
ま
を
さ
ね
は
な
ら
ぬ

と
い
ふ
こ
と
を
た
と
へ
を
も
て
お
も
し
ろ
く
さ

と
し
て
凡
俗
男
女
を
さ
と
し
た
る
な
り

南
紀
徃
生
傳　
託
静
和
尚
作�

三　

冊

紀
刕
□
Ｗ
仏
者
の
始
末
を
く
ハ
し
く

し
る
し
た
る
な
り

淡
海
徃
生
傳　
同
作�

二　

冊

あ
ふ
ミ
一
國
の
Ｗ
仏
者
の
め
て
た
く

徃
生
の
素
懐
を
と
け
し
を
あ
つ
む

梵
綱
經
迪
蒙　
戒
止
和
上
作�

三
冊

十
重
四
十
八
Ｒ
の
戒
相
を
和
解
し
童

蒙
の
こ
ゝ
ろ
え
や
す
く
か
き
た
る
也

律
Ｑ
行
事
門
辨　
諦
忍
律
師
作�

十
冊

地
獄
實
有
Ｋ　
同
作�

一　

冊

地
こ
く
ハ
な
き
も
の
也
と
い
ふ
邪
見
を
い
ま

し
め
さ
と
し
実
に
あ
る
こ
と
を
し
ら
し
む

梵
綱
Ｘ
受
学
海�

二
冊

東
域
Ｗ
佛
利
益
傳　
宝
洲
和
尚
作�

一
冊

貞
傳
上
人
東
國
化
導
の
と
き
日
課
授
与

六
万
人
ま
た
名
号
を
も
つ
て
抜
苦
し

あ
る
ひ
は
堭
虫
を
こ
と
〳
〵
く
去
し

め
た
る
竒
瑞
を
つ
ま
ひ
ら
か
に
す

待
定
法
師
利
益
傳　
宝
洲
和
尚
作�

二
冊

生
涯
の
苦
行
ま
た
入
定
し
給
ひ
し
後

さ
ま
〳
〵
竒
特
あ
り
し
事
を
し
る
す

空
ｋ
隨
筆　
　
　
同
作�

二
冊

一
枚
起
請
諸
Ｋ
辨
断　
同
作�

一
冊

專
Ｗ
法
語　
同
作�

三　

冊

聖
德
太
子
Ｗ
佛
法
語
諺
註　
同
作�

一
冊

博
士
学
哿
Ｗ
仏
を
う
た
か
ふ
を
尺
尊
仏
意
を

示
し
給
ひ
し
か
ハ
学
哿
た
ち
ま
ち
Ｗ
仏
に
歸

す
る
こ
と
ハ
和
解
し
た
る
な
り

吉
水
鎮
西　

鎌
倉
三
代
法
語　
同
作�

三　

冊

十
善
戒
法
論　
妙
幢
和
尚
作�

三　

冊

十
善
戒
の
㓛
と
く
囙
縁
を
あ
つ
め
平
か
な
ニ

書
し
る
し
大
に
利
益
あ
る
書
な
り

諦
忍
和
尚
語
録　
同
作�

一
冊

戒
法
隨
身
Ｇ�
三　

冊

」
下
め
01
オ
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大
光
暜
照
集　
同
作�

三
冊

善
悪
業
報
因
縁
集�

五
冊

近
き
こ
ろ
見
聞
せ
し
善
業
を
な
せ
し
も
の

よ
き
む
く
ひ
き
た
り
Ｃ
業
を
つ
く
り
し
も
の

あ
し
き
む
く
ひ
の
あ
り
し
物
か
た
り
の
た
し

か
な
る
こ
と
を
さ
ぐ
り
て
し
る
し
た
り

雲
Ｋ
和
尚
利
益
傳�

二
冊

和
尚
の
行
状
諸
国
Ｗ
仏
感
瑞
の
鏡
十
四
余
人

其
外
い
ろ
〳
〵
の
き
す
ゐ
を
し
る
す

一
言
芳
談
句
觧�

一
冊

伊
呂
波
門
辨　
同
作�

一
冊

念
佛
醍
醐
秘
要
蔵　
同
作�

一
冊

徃
生
至
要
决
略
觧　
向
阿
上
人
作�

二
冊

辯
才
天
利
益
和
談
抄�

二
冊

尊
天
の
利
益
を
か
う
ふ
り
そ
れ
〳
〵
の

願
望
成
就
し
て
身
を
お
さ
め
た
る

書
な
り
又
弁
天
經
を
注
釈
な
し

そ
の
本
原
を
さ
と
さ
し
め
た
る
書
也

證
禅
和
尚
行
状
記�

三
冊

三
部
假
名
抄
Ｊ
釋�

二
冊

同　
　
　
　

續
編�

一
冊

厭
求
和
尚
行
状
記�

一
冊

奥
羽
Ｗ
佛
驗
Ｇ　
無
能
和
尚
作�

三
冊

上
人
奥
羽
両
国
に
て
化
導
し
日
課
を

う
け
し
人
ミ
な
徃
生
を
と
け
し
を
Ｇ
す

臨
終
節
要�
二
冊

Ｗ
佛
双
紙�

一
冊

貞
安
上
人
の
㐧
子
幸
阿
上
人
顯
珠
尼
の

問
に
答
給
ひ
し
安
心
ち
か
ミ
ち
也

浄
土
勧
化
和
讃�

一
冊

淨
土
要
畧
抄　
向
阿
上
人
作�

二
冊

浄
土
四
要
義�

一
冊

道
歌
砂
子
戯　
白
木
和
上
作�

一
冊

安
心
の
お
も
む
き
を
問
答
の
道
哥
に

あ
ら
は
し
て
わ
か
り
安
く
し
た
る
也

遠
羅
Ｕ
釜　
白
隠
和
尚
作�

三
冊

愚
迷
発
心
和
談
抄�

一
冊

一
休
佛
鬼
軍　
一
休
和
尚
作�

一
冊

た
は
れ
に
釈
尊
諸
仏
を
も
や
う
し
惡
鬼

羅
刹
と
た
ゝ
か
ひ
亡
し
給
ふ
物
か
た
り
也

念
死
Ｗ
佛
集�

三
冊

西　

国

卅
三
Ｈ　

観
音
霊
驗
記�

五
冊

同　

霊
塲
記�

七
冊

西
国
三
十
三
Ｈ
の
観
丗
音
の
由
來
其
外
古
𫝆

ふ
し
き
の
㚑
驗
あ
り
し
こ
と
を
く
ハ
し
く
す

西
方
Ｉ
路�

一
冊

土
砂
勧
進
紀　
明
惠
上
人
作�

三
冊

勧
修
Ｗ
佛
記�

二
冊

白
隱
施
行
歌　
小
本�

一
冊

禅
師
の
作
に
し
て
国
中
を
め
く
り
給
ひ

罪
民
を
す
く
ふ
一
助
と
し
給
ふ
書
に
て

い
と
あ
り
か
た
き
書
な
り
僧
俗
と
も

よ
み
給
ふ
へ
き
も
の
な
り

Ｗ
佛
追
福
編�

一
冊

洛
陽
観
音
灵
驗
記�

一
冊

都
卅
三
Ｈ
く
ハ
ん
音
の
由
來
よ
り
竒
瑞
し
は

し
ば
あ
り
し
を
く
ハ
し
く
し
る
す

浄
土
唯
心
决�

二
冊

」
下
め
01
ウ
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聖
德
太
子
實
録�

二
冊

孝
行
和
讃　
暢
誉
和
尚
作�

一
冊

親
に
孝
行
兄
㐧
し
ん
る
い
む
つ
ま
し
く
す
れ
は

神
仏
の
め
く
ミ
に
て
福
ｎ
圓
滿
な
る
こ
と
わ
り

を
の
へ
た
る
書
に
し
て
幼
童
に
も
よ
ま
し
む
へ
し

甲
庚
秘
録�

一
冊

同　
　
　

圖
會�

六
冊

圓
光
大
師
前
知
録�

二
冊

因
果
物
語�

二
冊

古
𫝆
Ｃ
業
の
む
く
ひ
に
て
さ
ま
〳
〵
の
因
果
を

あ
ら
ハ
し
た
る
あ
は
れ
に
お
も
し
ろ
き
も
の

か
た
り
を
お
ひ
た
ゝ
し
く
あ
つ
め
た
る
書

な
り
よ
み
て
後
學
と
し
給
ふ
べ
し

同　
　
　

盡
孝
Ｋ�

二
冊

法
Ｕ
Ｉ
和
字
解�

十
冊

法
花
Ｉ
ハ
す
く
れ
て
尊
き
御
Ｉ
な
れ
は

か
な
を
以
て
講
し
や
く
な
し
た
る
書

な
れ
ハ
凢
俗
た
り
と
も
よ
み
て
其
あ

り
か
た
き
を
し
り
給
ふ
へ
し

勧
化
Ｊ
〻
海　
智
道
作�

三
冊

同　
　

後
集　
同�

三
冊

忍
澂
和
尚
勝
瑞
Ｆ�

一
冊

Ｋ
法
無
尽
藏　
同�

三
冊

同　

百
花
園　
同�

五
冊

同　

魏
〻
篇　
同�

五
冊

浄
業
策
進　

�
一
冊

朙
惠
上
人
傳
Ｇ�

三
冊

阿
弥
陀
裸
物
語�
二
冊

地
蔵
和
讃
雨
室
抄�

二
冊

無
住
妻
鏡　

�

一
冊

善
光
寺
東
漸
録�

五
冊

朙
惠
上
人
革
袋�

二
冊

ｔ
如
上
人
一
代
記
繪
抄�

三
冊

同　
　
　

一
生
記�

六
冊

上
人
御
一
代
の
御
勧
化
ハ
も
ち
ろ
ん
さ
ま
〳
〵

の
奇
す
ゐ
を
も
ら
さ
す
あ
ら
ハ
し
た
れ
ハ

一
向
宗
の
人
〳
〵
ハ
も
と
よ
り
す
べ
て

信
者
の
見
た
ま
ふ
へ
き
書
な
り

垩
徳
太
子
未
來
記�

一
冊

兵
庫
築
島
傳�

五
冊

亦
歟
Ｗ
佛
記�

一
冊

賢
門
子
行
状
記�

五
冊

三
祖
要
訓　
弁
才
和
尚�

一
冊

極
乐
道
中
獨
案
内�

一
冊

阿
き
じ
の
土
産　
同
作�

一
冊

盤
桂
禅
師
法
語�

二
冊

看
命
一
掌
金
和
觧�

一
冊

Ｕ
桂
禪
師
法
語�

一
冊

遺
敎
經
私
抄　
和
觧
ト
モ
云�

二
冊

略
述
大
乗
戒
義�

二
冊

麓
艸
Ｘ�
一
冊

浄
觸
法
要�

一
冊

」
下
め
02
オ
裏
見
返

」
裏
見
返　
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〔『
懴
悔
通
用
』
翻
刻
③
〕

　
　
　

※

夫そ
れ

日
本
ハ
神し
ん

國こ
く

な
り
神
ハ
仏
の
應お
う

化け

な
り
本ほ
ん

地ち

ｒす
い

跡し
や
く

唯た
ゞ

衆し
ゆ

生ぜ
う

を
さ
い
ど
せ
ん
と
に
有

凢ほ
ん

夫ぶ

愚ぐ

痴ち

に
し
て
和わ

光く
わ
う

同ど
う

塵じ
ん

随す
い

機き

権ご
ん

現げ
ん

の
方ほ
う

便べ
ん

を
知
ら
ず
佛
を
信
ず
る
者
神
を
う
や

ま
は
ず
神
を
信し
ん

ず
る
者
ハ
佛
を
信
ぜ
す
偏へ
ん

見け
ん

に
し
て
過と
が

を
お
か
し
罸ば
つ

を
か
う
ふ
る
亦ま
た

夫そ
れ

世
に
四
恩お
ん

あ
り
Ｕて
ん

地ち

の
恩お
ん

国こ
く

王わ
う

の
恩
父ふ

毋も

の
恩
衆し
ゆ

生ぜ
う

の
恩
是
也
然
る
に
其
恩お
ん

を
お
も
は

ず
Ｕ
地
を
そ
し
り
雨
を
の
り
風
を
の
り
日
月
雷ら
い

電で
ん

等と
う

を
Ｃあ
く

言か
う

す
か
く
の
ご
と
き
の
罪ざ
い

障せ
う

無む

量り
や
う

無む

辺へ
ん

な
り
今
日
」
16
ウ
盡
こ
と
〴
〵く
懴さ
ん

悔け

し
奉
る
願ね
が
ハく
は
す
で
に
つ
く
れ
る
罪つ
ミ

は
除ち
よ

滅め
つ

し

い
ま
だ
つ
く
ら
ざ
る
罪つ
ミ

ハ
な
が
く
お
か
さ
ゞ
ら
ん
亊
を
又
夫そ
れ

女
人
ハ
五ご

障せ
う

三さ
ん

従じ
う

の
罪つ
ミ

重お
も
く

憍け
う

Ｋま
ん

人
我が

の
相さ
う

深ふ
か

し
外ほ
か

を
か
ざ
り
て
人
を
ま
よ
は
し
內
へ
つ
ら
ひ
て
心
ね
た
ま
し

こ
ゝ
を
も
つ
て
無む

量り
や
うの
罪つ
ミ

を
つ
く
る
血け
つ

盆ぼ
ん

經
に
い
は
く
目も
く

連れ
ん

尊そ
ん

者じ
や

神じ
ん

通つ
う

を
も
つ
て
血け
つ

盆ぼ
ん

地ぢ

獄ご
く

を
通
り
給
へ
る
地ち

獄こ
く

の
中
に
血ち

の
池い
け

あ
り
濶
ひ
ろ
さ

八
万
四
千
由ゆ

旬じ
ゆ
んな
り
池い
け

の
名
ハ

皆ミ
な

血ち

な
り
其
中
に
無む

量り
や
うの
女
人
有
獄こ
く

卒そ
つ

く
ろ
が
ね
の
縄な
わ

を
以
て
罪ざ
い

人に
ん

を
し
ば
り
く
ろ

が
ね
の
か
せ
を
入
れ
鉄て
つ

棒ぼ
う

に
て
て
う
ち
や
く
し
血
を
も
つ
て
是
を
の
ま
し
む
其
苦く
る
しミ

見
る
に
し
の
び
ず
目も
く

連れ
ん

獄ご
く

主し
ゆ

に
問と
い

曰た
ま
ハく
是
何
の
罪
の
い
た
す
Ｈ
ぞ
獄こ
く

主し
ゆ

對こ
た
へて
い
は
く

是こ
れ

即
す
な
ハ
ち」

17
オ
閻ゑ
ん

浮ぶ

提だ
い

の
女
人
身
の
障
さ
ハ
り

産さ
ん

の
け
が
れ
つ
ゝ
し
ま
ず
し
て
地ち

に
お
と
し
堅け
ん

牢ろ
う

地ぢ

神じ
ん

の
頂
い
た
ゝ
きを
け
が
し
又
は
不ふ

浄ぜ
う

の
衣き
ぬ

を
流な
が

れ
に
あ
ら
い
て
人
知
ら
ず
し
て
此
水
を
く

ミ
て
仏ふ
つ

神し
ん

に
捧さ
ゝ

ぐ
か
く
の
ご
と
き
の
罪つ
ミ

に
よ
つ
て
今い
ま

此
せ
め
を
う
く
と
目も
く

連れ
ん

是
を
聞き
ゝ

世

尊そ
ん

に
告つ
げ

給
ふ
世
尊
も
ろ
〳
〵
の
女
人
に
教お
し

へ
て
三
寳ほ
う

を
供く

養や
う

し
懴さ
ん

悔げ

を
修
せ
し
め
血け
つ

盆ほ
ん

經
を
書
し
め
て
此
地ち

獄こ
く

の
苦く
る
しミ
を
ま
ぬ
が
れ
し
め
給
ふ
こ
ゝ
に
お
ひ
て
子
た
る
も
の
は

毋は
ゝ

の
た
め
に
妹
い
も
う
との
た
め
に
す
經
の
Ｈし
ゆ

Ｋせ
つ

の
ご
と
き
ハ
怖お
そ

る
べ
き
の
は
な
は
だ
し
き
也

某
そ
れ
か
し

等ら

前せ
ん

生し
や
うの
業か
う

因ゐ
ん

縁ゑ
ん

に
よ
つ
て
女
身
を
う
け
身
ま
た
か
く
の
ご
と
き
の
業か
う

を
つ
く

る
誠ま
こ
とに
悲か
な

し
む
べ
き
か
な
い
づ
れ
の
Ｑ
か
三さ
ん

途づ

の
く
る
し
ミ
を
ま
ぬ
か
れ
血け
つ

盆ぼ
ん

の
責せ
め

を

う
」
17
ウ
け
ざ
る
亊
あ
ら
ん
や
然
れ
ど
も
韋い

提だ
い

化け

夫ぶ

人に
ん

は
佛ぶ
つ

力り
き

に
よ
つ
て
西さ
い

方ほ
う

極こ
く

楽ら
く

浄ぜ
う

圡ど

を
観
く
わ
ん

想お
ふ

し
八
歳
の
龒
り
や
う

女ち
よ

ハ
妙め
う

法ほ
う

を
證せ
う

じ
て
南
方
無む

垢く

世せ

界か
い

に
連そ
く

徃わ
う

す
か
く
の
ご
と
き

ハ
女
人
を
う
く
と
い
へ
ど
も
何
ぞ
な
げ
か
ん
罪さ
い

障し
や
う

多お
ゝ

し
と
い
ふ
と
も
如
何
ぞ
う
れ
へ

ん
唯
一い
つ

心し
ん

に
無む

始し

よ
り
以こ
の

來か
た

輪り
ん

廽ゑ

の
業ご
つ

障せ
う

罪ざ
い

Ｃあ
く

煩ほ
ん

悩の
う

發ほ
つ

露ろ

懴さ
ん

悔げ

し
奉
る
願
は
仏ふ
つ

力
法ほ
う

力

菩ほ

薩さ
つ

力
賢け
ん

聖し
や
う

力
懴さ
ん

悔け

不
可か

思し

議き

力
を
以
て
衆
し
や
う

罪ざ
い

霜し
も

の
ご
と
く
に
消き
へ

結き

業か
う

氷こ
ふ
りの
ご
と
く

に
解と
け

て
今
よ
り
さ
つ
て
菩ほ

提た
い

に
い
た
る
ま
で
か
く
の
こ
と
き
の
諸し
ゆ

罪さ
い

あ
え
て
お
か
さ
ざ

ら
ん
事
を
願
は
一い
つ

切さ
い

眷け
ん

屬ぞ
く

和わ

順じ
ゆ
ん

快け

楽ら
く

一
切
の
横わ
う

難な
ん

横わ
う

災さ
い

速
す
ミ
ヤ
かに
除ぢ
よ

滅め
つ

し
Ｃあ
く

疾し
つ

Ｚき

病び
や
うに

な
や
ま
さ
れ
ず
識し
き

力り
き

堅け
ん

固ご

寿じ
ゆ

命め
う

長て
う

ｒお
ん

に
し
て
Ｃあ
く

念ね
ん

相そ
う

續ぞ
く

す
る
」
18
オ
亊
な
く
善せ
ん

心し
ん

な
が
く

退た
い

轉て
ん

せ
ず
臨り
ん

終じ
う

正せ
う

念ね
ん

に
し
て
諸
も
ろ
〳
〵の
魔ま

障せ
う

な
く
速
す
み
や
かに
上ぜ
う

品ぼ
ん

上
生せ
う

に
托た
く

し
て
如に
よ

意い

自じ

在ざ
い

な

ら
ん
亊
を
又ま
た

復〳
〵

某
そ
れ
が
し

等ら

知
ら
ず
し
て
お
か
す
と
こ
ろ
の
罪さ
い

障し
や
う

Ｙ
ハ
あ
や
ま
り
て
な
す

と
こ
ろ
の
罪つ
ミ

過と
か

Ｙ
ハ
因い
ん

に
よ
り
Ｙ
ハ
縁ゑ
ん

に
よ
り
Ｙ
ハ
法ほ
う

Ｙ
ハ
業ご
う

念ね
ん

々〳
〵

瞬し
ゆ
ん

々〳
〵

起き

居こ

動ど
う

静ぜ
う

に
お
か
す
Ｈ
の
衆し
ゆ

罪ざ
い

乃な
い

至し

八
万
四
千
の
微ミ

細さ
い

の
煩ほ
ん

悩の
ふ

一
〻
に
演ゑ
ん

Ｋぜ
つ

す
る
に
い
と
ま
あ
ら

ず
唯た
ゝ

諸し
ゆ

仏ふ
つ

菩ほ

薩さ
つ

の
ミ
よ
く
罪さ
い

業か
う

の
多た

少し
や
うを
知し

り
給
は
ん
こ
と
〳
〵
く
も
つ
て
懴さ
ん

悔け

し

奉
る
伏ふ
く

し
て
願
く
ハ
雪ゆ
き

に
湯ゆ

を
そ
ゝ
ぐ
か
ご
と
く
火
の
薪た
き
ゞを
や
く
が
ご
と
く
底そ
こ

を
つ
く

し
て
消せ
う

滅め
つ

せ
ん
亊
を
又
願ね
か
わく
は
此
㓛く

徳と
く

に
よ
つ
て
六
道
の
間あ
い
だに
恨う
ら

ミ
有
も
の
あ
た
を

む
す
ぶ
も
の
ハ
Ｃあ
く

心し
ん

を
」
18
ウ
ひ
る
が
へ
し
て
忽た
ち
まち
に
善せ
ん

Ｈ
に
生
じ
在ざ
い

〻〳
〵

Ｈし
よ

〻〳
〵

生せ
う

〻
世せ

〻ゝ

と
も
に
三
途つ

の
く
る
し
ミ
を
の
が
れ
て
善ぜ
ん

朋ほ
う

友ゆ
う

と
な
り
同
じ
く
共と
も

に
菩ほ

薩さ
つ

の
願ぐ
わ
んを
お
こ

し
菩ほ

薩さ
つ

の
行き
や
うを
修し
ゆ

し
菩ほ

薩さ
つ

の
位
に
の
ぼ
り
六ろ
く

波は

羅ら

蜜ミ
つ

現げ
ん

前ぜ
ん

す
る
事
を
得ゐ

て
十ぢ
う

力り
き

四し

無む

Ｈし
よ

畏い

三
十
六
の
助ぢ
よ

道だ
う

法ほ
う

如に
よ

意い

自し

在さ
い

に
か
り
に
穢ゑ

圡ど

に
現け
ん

順し
ゆ
んし
て
頓
ひ
た
す
らに
阿あ

耨ぬ
く

多
羅ら

三
藐ミ
や
く

三
菩ほ

提た
い

十
方
佛
に
随す
い

順じ
ゆ
んし
て
各
お
の
ふ
の

等ら

一
痛つ
う

切さ
い

に
至し

誠せ
い

心し
ん

を
も
つ
て
五
躰た
い

を
地
に
投と
う

じ
て

禮ら
い

拜は
い

し
奉
た
て
ま
つる

　

南
無
毘ひ

廬る

遮し
や

那な

佛

　

南
無
本ほ
ん

師し

釋し
や

迦か

牟む

尼に

佛

　

南
無
阿
彌
陀
佛
」
19
オ

　

南
無
彌ミ

勒ろ
く

尊そ
ん

佛
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南
無
龒り
や
う

種し
ゆ

上
尊そ
ん

王わ
う

佛

　

南
無
龍り
や
う

自じ

在さ
い

王わ
う

佛

　

南
無
寳ほ
う

勝し
や
う

佛

　

南
無
覺か
く

ｋけ

定て
う

自じ

在さ
い

王
佛

　

南
無
袈け

裟さ

幢と
う

佛

　

南
無
師し

子し

吼く

佛

　

南
無
文も
ん

殊し
ゆ

師し

利り

ｒ
薩

　

南
無
普ふ

賢け
ん

菩
薩

　

南
無
大た
い

𫝑せ
い

至し

菩
薩

　

南
無
地ち

ｇそ
う

王わ
う

ｒ
薩
」
19
ウ

　

南
無
大
ａそ
う

嚴け
ん

菩
薩

　

南
無
觀く
わ
ん

自し

在ざ
い

ｒ
薩

又ま
た

復〳
〵

か
く
の
こ
と
き
の
十
方
盡じ
ん

虚こ

空く
う

界か
い

一
切
三さ
ん

寳ぼ
う

に
歸き

命め
い

し
奉
る
既す
て

に
懴さ
ん

悔け

し
了お
ハ
んぬ�

風
の
雲く
も

を
は
ら
ふ
が
ご
と
く
水
の
垢あ
か

を
洗あ
ら

ふ
に
似に

た
り
法ほ
う

性し
や
うの
珠た
ま

あ
ざ
や
か
也
又
思

ふ
に
某
そ
れ
か
し

等ら

が
生
〻
の
父
毋
一
切さ
い

眷た
い

屬か

乃し

至〳
〵

十
方
盡し
ん

Ｌこ

空く
う

界か
い

旡む

窮き
う

無む

盡じ
ん

四
生し
や
う

六
道と
う

三

界か
い

万は
ん

㚑れ
い

等と
う

Ｙ
は
無む

間け
ん

阿あ

鼻び

の
地ち

獄こ
く

に
陥
お
ち
い
つて
ほ
の
お
に
や
か
れ
刀り
き

山さ
ん

剱け
ん

樹し
ゆ

地ち

獄こ
く

に
堕だ

し

て
ハ
釼つ
る
ぎの
林
は
や
し
に

身ミ

を
き
り
や
い
ば
の
責せ
め

た
え
が
た
く
Ｙ
ハ
焦せ
う

Ｔね
つ

大た
い

焦せ
う

ｗね
つ

地ち

獄こ
く

ハ
猛め
う

火く
わ�

Ｕ
を
こ
が
し
钁
く
わ
く

湯と
う

Ｕろ

炭だ
ん

の
中
に
堕だ

在ざ
い

し
て
晝ち
う

夜ヤ

に
く
る
し
ミ
を
う
け
Ｙ
ハ
わ
か
せ
る�

銅
あ
か
ゞ
ねの
湯ゆ

を
口
に
そ
ゝ
が
れ
Ｙ
ハ
鐡て
つ

」
20
オ
丸く
わ
んを
の
ん
で
ハ
身
を
や
く
拔ば
つ

舌ぜ
つ

犁り

耕か
う

地ち

獄こ
く

に

お
ち
て
ハ
舌し
た

を
ぬ
か
れ
口
を
さ
か
る
鉄て
つ

磨ま

地ち

獄こ
く

の
く
る
し
ミ
を
Ｋほ
ね

を
ひ
し
が
れ
髓ず
い

を
ぬ

か
る
Ｙ
は
黒こ
く

縄の
う

地ち

獄こ
く

衆し
う

合が
う

紅か
う

蓮れ
ん

大た
い

紅か
う

蓮れ
ん

呌あ
ひ

喚
大
呌
喚
沸ふ
つ

屎し

倒と
う

懸け
ん

地ち

獄こ
く

等
八
寒か
ん

八
ｗね
つ

一�

百
三
十
六
地ち

獄こ
く

八
万
四
千
の
鬲
き
や
く

子し

地ち

獄こ
く

等と
う

の
く
る
し
み
皮か
わ

を
さ
か
れ
膓
は
ら
わ
たを
ぬ
か
る
獄こ
く

卒そ
つ

眼ま
な
こを
い
か
ら
し
鉄て
つ

蛇じ
や

口
を
は
る
さ
け
べ
と
も
か
な
え
ず
に
げ
ん
と
す
る
に
あ
た
は

ず
無む

量り
や
うの
く
る
し
ミ
を
あ
げ
て
Ｋと
く

へ
か
ら
ず
Ｙ
ハ
畜ち
く

生し
や
う

道と
う

に
落お
ち

て
ハ
お
も
き
を
お
い

苦く
る
しミ
を
う
け
Ｙ
ハ
う
た
れ
Ｙ
ハ
こ
ろ
さ
れ
大
は
小
を
害が
い

し
小
は
大
を
な
や
ま
す
昼ち
う

夜ヤ

お
そ
れ
を
な
し
寒か
ん

氣き

Ｋほ
ね

に
と
を
り
食
物
は
ら
に
ミ
た
ず
畜ち
く

類る
い

魚ぎ
よ

鳥て
う

虫ち
う

類
乃な
い

至し

胎た
い

卵ら
ん

濕し
つ

化け

三
十
四
億お
く

の
品
〳
〵
業ご
う

に
よ
つ
て
其
身
を
う
け
種し
ゆ

〻
の
」
20
ウ
く
る
し
ミ
を
う
る
又
ハ
餓が

Ｚき

道
に
堕お
ち

て
無む

戝ざ
い

多た

戝ざ
い

小せ
う

戝ざ
い

餓が

Ｚき

三
万
六
千
由ゆ

旬し
ゆ
ん

餓か

Ｚき

世
界か
い

三
十
六
種
の
餓か

Ｚき

の
品し
な

飢き

渇か
つ

の
く
る
し
ミ
た
え
が
た
く
苦く

患げ
ん

懊あ
ふ

憹の
う

た
り
た
ま
〳
〵
飲お
ん

食じ
き

に
あ
へ
バ
猛も
う

火く
わ

も
へ
水ミ
つ

を
み
れ
ば
膿う
ミ

血ち

と
な
る
Ｙ
ハ
不ふ

浄ぜ
う

を
食
す
咽の
ん
とは
針は
り

の
ご
と
く
腹は
ら

は
大
海か
い

に
た
と
ふ
昼ち
う

夜ヤ

の
苦く
る
しミ
あ
げ
て
Ｇ
し
る
すす
べ
か
ら
す
Ｙ
ハ
修し
ゆ

羅ら

道と
う

に
落
て
刄や
い
ばを
み
が
き
ほ
こ
さ
き
を
あ
ら
そ

ふ
嗔し
ん

恚け
い

強き
う

盛せ
い

に
し
て
闘だ
う

諍ぜ
う

殺さ
つ

戮り
く

し
他
を
害が
い

し
自じ

身し
ん

を
や
ぶ
り
憍
き
や
う

Ｋま
ん

勝し
や
う

佗た

の
心
こ
ゝ
ろ

盛さ
か
んに

し
て
た
が
ひ
に
つ
ら
ぬ
き
た
が
ひ
に
く
る
し
む
鳴あ

呼ゝ
悲か
な

し
い
哉
傷い
た
まし
い
か
な
た
と
ひ

三
Ｃあ
く

道と
う

の
業か
う

つ
き
て
偶
た
ま
〳
〵

人に
ん

界か
い

に
生し
や
うを
う
く
る
と
い
へ
ど
も
三
寳ほ
う

を
信し
ん

せ
ず
Ｊと
ん

嗔じ
ん

痴ち

を

ほ
し
ひ
ま
ゝ
に
し
上
に
の
ぶ
る
Ｈ
の
罪つ
ミ

」
21
オ
業と
か

を
も
つ
て
の
故
か
る
か
ゆ
へに
死
し
て
又
三
Ｃあ
く

道と
う

に
堕お
ち

輾て
ん

轉で
ん

た
る
亊
車く
る
まの
輪わ

の
ご
と
く
た
ま
き
の
は
し
な
き
が
こ
と
し
長
な
が
く

出し
ゆ
つ

離り

の
期こ

な

か
ら
ん
今
や
く
る
し
み
を
う
く
る
も
の
南
無
佛ふ
つ

某
等
今
日
懴さ
ん

悔け

Ｈ
生
の
㓛く

徳と
く

に
よ
つ
て

願
く
は
剱け
ん

林り
ん

刀
樹し
ゆ

ハ
変へ
ん

し
て
七
重ち
う

行き
や
う

樹し
ゆ

と
な
り
て
七
重ち
う

の
鉄て
つ

網も
う

は
化け

し
て
七
重ち
う

羅ら

網も
う

と
な
り
紅か
う

連れ
ん

大
紅
連
の
氷
ハ
変へ
ん

じ
て
八
㓛く

徳と
く

水す
い

の
蓮れ
ん

花け

と
成
鑵く
わ
ん

湯と
う

Ｕろ

炭た
ん

は
忽た
ち
まち
七
寳ほ
う

莊そ
う

嚴け
ん

の
う
て
な
と
な
ら
ん
亊
を
又
ね
が
ハ
く
ハ
餓か

Ｚき

畜ち
く

生し
や
う

阿あ

修し
ゆ

羅ら

道と
う

の
苦
く
る
し
ミは
湏し
ゆ

臾ゆ

に

破や
ぶ

れ
て
浄
し
や
う

土と

の
た
の
し
ミ
と
な
り
叫あ

喚ひ

求ぐ

食じ
き

の
こ
ゑ
変へ
ん

じ
て
微ミ

妙ミ
や
う

和わ

雅げ

の
聲
と
な
り

憔せ
う

悴す
い

醜し
ゆ

陋る

の
か
た
ち
ハ
け
ま
ん
珱ろ
う

珞か
く

細さ
い

輭ま
ん

の
す
が
た
と
な
り
食じ
き

噉だ
ん

負ふ

重ぢ
う

の
く
る
」
21
ウ
し

ミ
ハ
Ｉ
き
や
う

行ぎ
や
う

供く

養よ
う

の
楽
た
の
し
ミと
な
り
闘け
つ

諍て
う

堅け
ん

固こ

の
鎧よ
ろ
いハ
柔に
う

和わ

忍に
ん

辱に
く

の
衣こ
ろ
もと
成
我が

Ｋま
ん

髙か
う

傲が
う

の

心
ハ
慈し

悲ひ

善せ
ん

根
心し
ん

と
な
ら
ん
事
を
只
願
く
ハ
同
じ
く
一
切さ
い

衆し
ゆ

生し
や
うと
と
も
に
今
日
よ
り

去さ
つ

て
菩ほ

提た
い

道と
う

Ｃ
ち
や
うに
坐ざ

す
る
に
至い
た

る
ま
で
法
の
為
に
身
を
ほ
ろ
ぼ
す
事
ハ
薩さ
つ

陀た

波は

崙ろ
ん

の

ご
と
く
大
悲し

罪ざ
い

を
滅め
つ

す
る
事
ハ
Ｌこ

空く
う

藏ぞ
う

の
ご
と
く
能よ
く

ｒと
ふ

く
法
を
聞き
く

事
は
瑠る

璃り

光く
わ
うの
ご

と
く
よ
く
げ
し
が
た
き
法
を
Ｖげ

す
る
亊
ハ
無む

垢く

藏ざ
う

の
ご
と
く
か
た
ち
を
空く
う

界か
い

に
散さ
ん

ず
る

亊
は
無む

辺へ
ん

身し
ん

の
ご
と
く
十
㓛く

徳と
く

を
具ぐ

す
る
事
ハ
な
を
無む

畧り
や
くの
ご
と
く
神し
ん

力り
き

勇ゆ
う

猛も
う

な
る
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事
は
大
㔟せ
い

至し

の
ご
と
く
聲こ
へ

を
聞き
い

て
く
る
し
み
を
す
く
ふ
亊
ハ
観
く
わ
ん

世
音お
ん

の
ご
と
く
相そ
う

貌ひ
や
う

端す
い

嚴け
ん

な
る
事
ハ
攵
珠
の
ご
と
く
能
業ご
つ

障せ
う

を
す
つ
る
」
22
オ
亊
ハ
棄き

陰を
ん

蓋が
い

の
ご
と
く
大
慈じ

あ

ま
ね
く
お
ほ
ふ
亊
は
阿あ

逸い
つ

多た

の
精
し
や
う

進じ
ん

護こ

法ほ
う

ハ
不ふ

休ぐ

息そ
く

の
ご
と
く
心
に
愛あ
い

染ぜ
ん

な
き
事
ハ

離り

女い

意に
よ

の
ご
と
く
微ミ

妙め
う

㓛く

Ｋせ
つ

ハ
勝
し
や
う

鬘ま
ん

夫ふ

人じ
ん

の
ご
と
く
よ
く
精
し
や
う

進じ
ん

を
行き
や
うず
る
事
ハ
釋し
や

迦か

攵
の
ご
と
く
あ
ら
ゆ
る
善せ
ん

願く
わ
んは
阿
弥
陀
佛
に
同
じ
く
あ
ら
ゆ
る
威い

神じ
ん

ハ
諸し
ゆ

Ｕて
ん

王わ
う

の
ご

と
く
不
可か

思し

儀ぎ

な
る
亊
は
維ゆ
い

摩ま

の
ご
と
く
一
切さ
い

㓛く

徳と
く

各
成せ
う

就じ
ゆ

し
無む

量り
や
うの
仏
圡と

盡
こ
と
〳
〵
く

成

就
せ
ん
事
を
仰
あ
お
き

願
ね
か
わ
くく
ハ
至し

心し
ん

に
歸
命
し
奉
る
過く
わ

去こ

七
佛
十
方
十
仏
三
十
五
佛
五
十
三

仏
百
七
十
佛
莊せ
う

厳ご
ん

刧こ
う

千
佛
賢け
ん

刧こ
う

千
佛
星せ
う

宿し
う

刧こ
う

千
佛
十
方
菩ほ

薩さ
つ

摩ま

訶あ

薩さ
つ

十
二
菩ほ

薩さ
つ

同
じ
く

共と
も

に
阿あ

耨の
く

多た

羅ら

三
藐ミ
や
く

三
菩ぼ

提だ
い

を
淂ゑ

せ
し
め
給
へ
」
22
ウ

　

南
無
十
方
盡し
ん

虚こ

空く
う

界か
い

三
世
一
Ｑさ
い

諸
佛　
　

各
一
拜

　

南
無
十
方
盡
虚
空
界
三
世
一
Ｑ
尊そ
ん

法ほ
う

　

南
無
十
方
盡
虚
空
界
三
世
一
Ｑ
賢け
ん

聖せ
い

僧そ
う

」
23
オ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
白
丁
）」
23
ウ　
　
　
　

」
裏
表
紙
見
返　
　
　
　
　

」
裏
表
紙

�

（
ふ
じ
た
に　

あ
つ
お　
　

四
天
王
寺
大
学
）　　
　
　
　

�

（
お
お
く
ぼ　

み
れ
い　
　

横
浜
女
子
短
期
大
学
図
書
館
）

�

（
せ
き
ぐ
ち　

し
ず
お　
　

本
学
名
誉
教
授
）　　
　
　
　


